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１ 応招議員は次のとおりである。 

 

  １番  近 藤 哲 雄   10番  平 田 一 行 

 

  ２番  松 田 信 行   11番  勝 田 鉄 城 

 

  ３番  斎 藤 宏 司   12番  小 島 一 弘 

 

  ４番  植 田 泰 弘   13番  豊 島 義 秋 

 

  ５番  森 田 暢 明   14番  田 中 勝 吉 

 

  ６番  松 岡 克 美   15番  樫 原 達 也 

 

  ７番  坂 本 一 光   16番  森     進 

 

  ８番  元 木 良 一   17番  厚 海 六 郎 

 

  ９番  深 川   昇   18番  後 藤 幸太郎 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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開会 午前１０時００分 

◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２１年第１回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、６番、松

岡克美議員及び７番、坂本一光議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、こ

れを許します。 

議会運営委員会委員長、勝田鉄城議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

去る３月５日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等について協議を

いたしました。 

本定例会では、一般質問者が９人、町長から提出されております案件が４１件。そ

の内訳といたしまして、同意５件、条例制定等の議案が１６件、補正予算１０件、新

年度予算１０件です。議会提出議案も予定されております。 

また、今定例会は、土曜・日曜の休日議会も開催することとしております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容件数から判断しまして、本定例会の

会期は３月１１日に開会し、３月１８日までの８日間とすることが妥当であると全会

一致で判断をいたしましたので、その結果について報告をいたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで、議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題にします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほど議会運営委員会審査報告のとおり、本日

から３月１８日までの８日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、会期は本日から３月１８日までの８日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 

町広報担当者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可いたしましたので、ご了

承願います。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。平成２１年大空町議会第１回定例会にあたりまして、

行政報告を申し上げます。１２月１５日から１２月２２日まで、町政懇談会「ふれあ

いトークおおぞら」を町内１７会場で実施をいたしました。２４９人の町民の方々に

ご参加いただくとともに、地域担当者も出席をしたところでございます。 

   １２月２６日、大空町水田農業推進協議会を開催いたしました。平成２１年度の大

空町における水田の作付について、平成２０年度と比べて、４，２４１ヘクタール復

田というような数値がまいりました。本町におきましては、加工米に取り組んでおり

ますので、その削減で地域間の調整を図るということで、協議をいたしました。 

   １月１１日、大空町の成人式でございます。１１５名の対象の方がいらっしゃいま

したけれども、当日は９４名の出席をいただきました。年々、ご家族の出席もふえて

いる状況にございます。 

   １月１４日から１５日でありますけれども、道路整備の財源確保等に関する緊急要

請ということで、上京をいたしました。北海道選出の国会議員の方々に、平成２０年

度の二次補正予算、平成２１年度予算の早期成立、それとあわせまして仮称でありま

すけれども、新しい年度の地域活力基盤創造交付金、といった内容のものについて、



- 3 -

地域の自主性や採用性が図られるよう、求めてまいったところであります。 

   １月１６日、網走支庁管内町村会行財政特別委員会が網走市で開催されました。平

成２１年度の義務外負担金のあり方、また、職員採用試験のあり方等について、議論

をいたしました。 

   １月２７日、東藻琴地域審議会でございます。このときには、議員みずから芝桜公

園の温浴施設について、どのような方向性がいいかということについて議論をいただ

いたところであります。 

   １月２９日、Ｂ＆Ｇ全国町村長会議が東京で開催されました。全国４００市町村が

ありますけれども、全国町村長会議は３年に一度の開催ということで、Ｂ＆Ｇ財団の

ほうから事業の説明がございました。本町でも活用できる事業があるなと、そのよう

な印象を受けました。また、施設の修繕助成というものが拡充されたという報告もご

ざいました。これらは評価点が高いほうが、より補助率などが高いというようなこと

もあり、一層の利用向上が望まれる状況にあります。 

   １月３０日、自治体トップフォーラムに参加をいたしました。前三重県知事の北川

正恭氏の講演のほか、全国の先進地であります各市町村長の講話をいただきました。

組織、職員の質の高め方、対話のもちかた等について研修をいたしたところでござい

ます。 

 ２月５日、大空町行政改革推進委員会でございます。このときには、手数料等の改定に

ついて、あらかたの委員の皆さんからご理解いただいたものと思います。また、使用

料の見直し等につきましては、減免のあり方についてご議論をいただいたところでご

ざいます。 

 ２月１０日、網走支庁管内町村会、網走支庁管内町村交通災害共済組合合同役員会が網

走市において開催されました。これは、２月１８日の総会に向けた議案の最終確認と

いう作業を行ったところでございます。 

 ２月１１日、第３２回網走東藻琴会でございます。旧東藻琴村の分村記念日に集まると

いうならわしになっておりまして、高齢の方も含めて大勢の方の参加をいただき旧交

を暖めたところでございます。 

 ２月１８日、網走支庁管内町村会定期総会が網走市において開催されました。平成２１

年度の事業計画、収支予算、また、職員の旅費支給に関する規程の一部改正などを行

ったところであります。さらに、道の各種団体の役員の推選を依頼されておりました

ので、そういった方々について選出をしたところでございます。 

 ２月２４日、大空町企業誘致委員会であります。企業振興促進条例に伴う指定を行いま

した。ボッシュ株式会社の研究等の増設ということが案件でございました。また、報

告事項として、各誘致企業の事業所の状況等、また、地域産業活性化協議会の内容に

ついて報告をさせていただきました。 

２月２５日、北海道合併処理浄化槽普及促進協議会役員会が札幌で開催されました。町村

会から推選をいただきまして、私が役員となっているものでございます。平成２１年

度の事業計画、収支予算について審議をさせていただきました。また、会費負担のあ

り方等について、この場で提言をさせていただいたものであります。 

２月２７日、北網広域圏組合議会が網走市で開催され、平成１９年度の決算について認定
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をいただいたところでございます。以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 町政執行方針演説 

◇議  長 日程第５、平成２１年第１回大空町議会定例会にあたり、町政執行方針の説

明を行います。 

   山下町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを許しま

す。 

   山下町長。 

 

◇町  長 （町政執行方針説明） 

 

◇議  長 これで、町政執行方針の説明は終わりました。 

 

 

◎日程第６ 同意第１号 

◇議  長 日程第６、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。 

提出者の説明を求めます。 

山下町長。 

  

◇町  長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

   これで質疑を終わります。 

 

◇議  長 これから、同意第１号「大空町教育委員会委員の任命について」を採決し

ます。 

お諮りします。本件は、これに同意することに御異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号 大空町教育委員会委員の任命については、同意するこ

とに決定しました。 

 

◎日程第７ 同意第２号 

◇議  長 日程第７、同意第２号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について

を議題とします。 
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提出者の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 固定資産評価審査委員会委員の選任についての内容について、過日の議会運

営委員会の中でもいろんな議論がありまして、後ほどの同意案件ともかかわりがござ

いますから、お尋ねをしたいのでありますけれども、固定資産評価審査委員会の会合

が年何回開かれ、個人情報保護法にかかわるような問題については、別でありますけ

れども、どういう内容の話し合いが行われたかということについては、想像するに、

総務常任委員会当たりには報告があるのかなと思うのですが、私も１５年くらいにわ

たる議員生活の中でも、なかなかその辺の報告というのが聞いた記憶がございません。

したがいまして、判断するに当たって、資料が必要だということも議会運営委員会の

中で申し上げた経緯がございます。それについてのお答えのないまま入っております。

同意そのものについて異論があるわけではありませんが、これは後ほどの同意案件の

５号にもかかわります。公平委員会の内容というようなことにも関係してまいります。

できれは、そのことについてお答えをいただきたい、このように思います。 

 

◇議  長 大槻財政課長。 

 

◇財政課長 固定資産評価審査委員会の開催の状況でございますが、毎年１回、３月に開

催をさせていただいております。開催につきましては、内容につきましては、固定資

産評価審査委員会、不服の審査の申し出がございましたら、そこで、その内容につい

て審査をすることになってございますが、不服の申し立てがございませんので、固定

資産の課税の状況ですとか、また価格の設定の状況等について説明を申し上げ、年に

１度開催をしているという状況になってございますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 説明で了としたいとは思ってはいるのですが、格別の申し立てがない限りは

年１回ということですよね。現実に報酬等の関係もあると思いますので、その辺など

も明らかにしていただきたいと思います。 

 

◇議  長 大槻財政課長。 

 

◇財政課長 報酬につきましては、１日いくらという形で、会議につきましては１日かか
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っておりませんので、半日当の報酬でお支払いをしていると。１日出てきたらいくら

という形でお支払いをしております。今調べます。申しわけありません。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１０時５５分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。  

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 申しわけありませんでした。１日ですと８,０００円でございますが、委員

長につきましては、４時間以下ということでございますので、４,８００円と、それ

から普通の委員さんにつきましては４,５００円ということでお支払いをさせていた

だいております。 

以上でございます。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第２号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決

します。 

お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任については、

同意することに決定しました。 

 

◎日程第８ 同意第３号 

◇議  長 日程第８、同意第３号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について

を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第３号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決

します。 

お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第３号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任については、

同意することに決定しました。 

 

◎日程第９ 同意第４号 

◇議  長 日程第９、同意第４号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について

を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第４号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決

します。 

お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第４号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任については、

同意することに決定しました。 

 

◎日程第１０ 同意第５号 

◇議  長 日程第１０、同意第５号 網走支庁管内町村公平委員会委員の選任について

を議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

山下町長。 

 

◇町  長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 渡邊総務課長。 
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◇総務課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 総務課長のほうから、先ほどの同意案件の中で質疑をしたことを受けて、ご

説明をいただいたので、大変わかりやすかったということを申し上げておきたいわけ

でありますけれども、参考までに過去１０年の間に公平委員会に当町にかかわること

で申し立て、その他がありましたかどうかだけお尋ねしておきます。 

 

◇議  長 渡邊総務課長。 

 

◇総務課長 過去１０年間の管内公平委員会の申し立て件数についてのご質問であります

けれども、旧東藻琴村につきましては、申し立て件数は１件もないということでござ

います。また、旧女満別町につきましては、１件ほど申し立て処置しておりますけれ

ども、ただ公平委員会の審議にまでには至っていないということで処置しているとこ

ろでございます。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、同意第５号 網走支庁管内町村公平委員会委員の選任についてを採決し

ます。 

お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第５号 網走支庁管内町村公平委員会委員の選任については、

同意することに決定しました。 

ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時１５分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第１１ 議案第８号 
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◇議  長 日程第１１、議案第８号 町道路線の廃止についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 議案第８号では廃止となっているのだけれども、次のところでは認定である

のですけれども、この関連性はどういうふうになっているのかということと、あと、

こういうとこを私たちは今ほとんど何年かに１回しか通っていないので、廃止と認定

を、どういうことでするのかお聞きしたいです。 

 

◇議  長 高橋建設課長。 

 

◇建設課長 議案第８号で廃止ということで、その次号議案で認定とするものでございま

すけれども、旧町村界で接している部分でございまして、おのおの、例えば参考資料

１１ページで申し上げますと、４０３０番というのがございまして、これが旧女満別

町の部分でございますけれども、これを旧女満別町で認定をしているわけでございま

す。それで、６０番というのは、点線の部分でございますけれども、これは旧東藻琴

村で認定したものということでございまして、これを次号において、改めて台帳の管

理、維持の管理という面から申し上げまして、効率的にやるために次号で改めて認定

しようということでございますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

◇樫原議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８号 町道路線の廃止についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号 町道路線の廃止については、原案のとおり可決されまし
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た。 

 

◎日程第１２ 議案第９号 

◇議  長 日程第１２、議案第９号 町道路線の認定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 先ほどの議案第８号にも通じることではありますけれども、この路線を新た

に認定するということでありますけれども、この整理番号についてちょっとお伺いし

たいのですけれども、路線としてそのままある数字をすべてなくしたり、また廃止は

したけれども、また新たにそこの部分、その距離の部分だけは、その番号を使ったり

というようなことでありますけれども、何かこの整理をする上での整理番号というの

が何か一つのルールとか何かあるのか。それと、東藻琴地区と女満別地区を結ぶライ

ンが、合併前はそれぞれ番号があったわけでありますけれども、それらを一つの延長

とみなしたときに、新たな番号がここに表れてくるわけですけれども、非常にこの４

ケタであったり３ケタであったり、ということでありますけれども、それらの数字が

何かルールがあるのかどうか、その辺のことをちょっとお聞きしたいなと。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時２５分 

再開 午前１１時２６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。  

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 整理番号の１００番台、２００番台とか、４ケタあったりして、そういった

ルールがあるのかないのかということでございますけれども、議案書１３ページの整

理番号１４０とございますのは、最初に１という番号がついてます。これは幹線道路

で、町道１級を指しております。なお２番目の２０７と整理番号を打っておりますけ

れども、２００番台は町道の２級ということでございまして、次の３段目の５０５５、

４ケタでございますけれども、これにつきましてはその他の町道というルールで振っ

てございますので、よろしくご理解のほど賜りたいと思います。 

 

◇議  長 濱名副町長。 
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◇濱名副町長 路線番号の整理につきましては、今建設課長が申し上げたとおりでござい

ますけれども、要するに、幹線道路とその他の道路に分けてございます。幹線道路そ

のものにつきましては、重要度の高い道路ということで過去からやってきているわけ

ですが、実はこの幹線道路の見直しというものが、ここ２０年ぐらい国はやっていな

いというようなことから、旧の路線形態を、そのまま現在もつながっているというこ

とでございます。これで３ケタ、４ケタにつきましては、今申しましたように、幹線

道路とその他の道路の違いということが一番大きな要因となっているということでご

理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 よろしいですか。 

 

◇森田議員 はい。 

 

◇議  長 １３番、豊島義秋議員。 

 

◇豊島議員 私は単純なことをお聞きするのですけれども、千草日進線の関係で、さっき

の説明わかりましたけれども、今の現況、私の認識では、私は行ったことないという

だけで、私だけがそうなのかもしれませんけれども、そこが、整備状況、要するに通

れるのか通れないのか、それから通れないとしたら、どのような計画を今後考えてい

るのか、今の現況と内容を知りたいです。 

 

◇議  長 高橋建設課長。 

 

◇建設課長 現在の通行状況ということでございますけれども、まず夏場の通行でござい

ますけれども、それにつきましては参考資料１３ページの最初の２４９番と４０３１

番、これらにつきましては夏場は通れる状況でございます。また、２０７番それから

５０５５番、これについても日進から千草に抜ける道路でございまして、これも夏場

は通行可能だということでございます。それと一番下の方の１４０番につきましても、

夏場は当然、開陽から東藻琴上東に抜けれるということでございます。冬場の関係で

ございますけれども、冬場につきましては最初の２４９番、４０３１番、また番号で

言いますけれども、２０７番、５０５５番については冬場は除雪していない、通行止

めの区間であるというようなことでございます。最後の１４０番については除雪路線

ということで、１級路線にしているということでございますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

 

◇豊島議員 わかりました。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第９号 町道路線の認定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 町道路線の認定については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第１３ 議案第１０号 

◇議  長 日程第１３、議案第１０号 町道路線の変更についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１０号 町道路線の変更についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１０号 町道路線の変更については、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１４ 議案第１１号 

◇議  長 日程第１４、議案第１１号 大空町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例制

定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 
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◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 今、この基金条例についての背景については、福祉課長の説明、よくわかっ

ているつもりであります。理解を示したいと思うのですが、第２条のことについて、

基金として積み立てる額は、大空町は交付を受ける介護従事者処遇改善臨時特例交付

金の額とする。言うなれば、国からいただく金で基金を積むのだと、こういうことな

のであります。わかりやすく私も理解しているつもりなのですが、このことについて、

この条例を改めてつくるに当たって、交付金の範囲内で、額だということで限定した

理由というのをもうちょっと詳しく、もうちょっと対策が自治体の判断でもできるよ

うにすべきではないかなということも含めて内部で検討はどのようにされたのかなと

いうことについて、お尋ねをしたい。 

以上です。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 今回の特例交付金につきましては、国から約４００万円程度の交付金という

ことになるのですけれども、３パーセント相当額ですね。当然、大空町として別建て

ということもお話があったようなことも含めて、検討させていただいたわけでありま

すけれども、この基金の性格から、やはり国の交付金の中で対応していくということ

が妥当だということで判断させていただきました。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 課長の答弁はわかりますと言えば、簡単に言えば４００万４,０００円です

ね、後ほどの案に出てきますけれども、その範囲内の中でということなのですが、な

ぜ、その余地を、条例ですから、これからその処遇改善について、いろんなことが起

こりうる可能性、いろいろ想定すると、国から交付金だけに限定しちゃっていていい

のかなという思いがちょっと感じるのですよ。そのことに対する説明が、申しわけな

いけれども、もうちょっと内部で協議したときにはどうだったのかなという、結論を

言うと、いろんな考えでこうしたというふうに言っているのですけれども、中身がち

ょっと見えてこないものですから、もうちょっと詳細にわたってご答弁いただきたい

と思います。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 先ほどもご説明申し上げましたように、この介護従事者処遇改善臨時特例基
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金という交付金は、ちょっと性格が、保険料の上昇分、それに充てるということでご

ざいますので、そういう話をさせていただいたと。あくまでも、介護従事者等の給付

の部分を保険料でやっているということですので、そういうことでご理解いただけれ

ばと思います。 

 

◇小島議員 わかりました。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

◇議  長 これから議案第１１号 大空町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１１号 大空町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第１２号 

◇議  長 日程第１５、議案第１２号 大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 説明を聞いていて、２点ほどちょっとお尋ねをしたいのですが、１点目は、

産業建設常任委員会のほうでも十分審議をされてきた経緯があるのだろうと、想定さ

れるのですが、藻琴山温泉芝桜公園条例の範囲の問題ですよね。改めて確認をさせて

いただきたいのですが、私は女満別地区にいて、芝桜公園を眺めていたときに、やは

り管理上の問題として、外売店の問題があると思うのですよ。このことは、ここには

一切触れられていないように感じられますが、その点についての説明をちょっとして
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いただきたいということが１点目です。 

２点目です。改正前の条例においては、第４条ですが、行商、募金等の募金が割愛

されています。改正に伴って、募金という言葉がなくなっているのですが、極めて初

歩的なお尋ねでありますけれども、募金については、これは別に使用の許可を得なく

てもできるというふうに解釈してよろしいのですか。 

この２点について、お尋ねします。 

 

◇議  長 伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 ただいまのご質問ですけれども、公園の範囲といたしましては、現在あ

ります外売店の部分につきましても、面積的にその中に入ってございます。外売店の

関係につきましては、そこの土地の部分のみを行政が使用しているということで、そ

ちらの施設のものについては、町のものでございませんので、その部分については、

この条例に反映はいたしておりません。 

また、第４条の募金につきまして、その第４条の第２項の第１号から第４号につき

ましては、都市公園条例の規定内容にあわせております。ですので、その中で、募金

についても許可の対象にはなってくるというふうに考えております。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 非常にデリケートな問題も関係しておりますし、既得権の問題もあるやに思

います。女満別地域においても、別な案件でありますけれども、公有財産である土地

の上に、別の民間の財産が建てられているというケースもありますけれども、言うな

れば、旧東藻琴村における問題点という形で指摘しておくのではなくて、これ大空町

にとって共有すべき共通の課題、原則に基づいて改善する方向にならなければ、この

条例自体がうまく機能しないという心配を持っています。内部では十分議論されてい

るのでしょうか。お尋ねします。 

 

◇議  長 伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 ただいまのご質問ですけれども、外売店の関係といたしまして、現在話

を若干持っております。それで、改修、改築等に向けて、その点も検討の材料として

話し合っていくような形で、今現在考えております。十分調整をしているわけではご

ざいませんけれども、話は進めているということで、ご理解をいただきたいというふ

うに思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 課長の今の答弁、なかなか大変だろうとは思うのですが、今後においては、

そのことが進展すれば、条例が、この条例そのもので十分間に合うというふうには判
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断していないと思うのですが、もう一度確認します。その問題が改善された場合につ

いては、条例の改正が必要とするというふうに判断しておられますか。 

 

◇議  長 伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 施設自体が町のものとして整備をした場合については、間違いなく条例

に反映をしていかなければならないということになります。ですので、今後の調整い

かんによっては条例等の中に盛り込んでいくということもあるかと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１２号 大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号 大空町藻琴山温泉芝桜公園条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◇議  長 ここで昼食のため休憩いたします。 

再開は午後１時。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第１６ 議案第１３号 

◇議  長 日程第１６、議案第１３号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１

１号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 
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◇財政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 まず、歳出を質問したいと思いますけれども、５５ページと７３ページにご

ざいます定額給付金の関連のことでございます。以前に、議員協議会等では、今後の

スケジュールというようなことで、ご説明があったところでもありますが、まだ状況

が混沌としていたときでもあったのかなというふうにも思いますけれども、これ正式

に国会で法案も通り、全国の市町村の中では、既にもう給付が始まっているというよ

うな自治体もあるようでございます。大空町にあっては、今後、どのようなスケジュ

ールで取り進めていこうというお考えであるのか、改めて住民に説明をしていただき

たいという観点からご質問をさせていただきたいというふうに思います。今後のスケ

ジュールについて、ご説明をお願いしたい。 

それから、７３ページにございます、商工費の中に、定額給付金消費拡大事業補助

金ということで、５３０万円計上されておりますが、この定額給付金の事業に関係し

てということだろうと思います。これ、お金に色分けが特についているわけじゃない

ですから、定額給付金の消費拡大事業を行う、その中身のことについて、どのような

事業に対して補助をしようとしているのか、このことについても町民にわかりやすく

説明をしていただきたいというふうに思います。 

それから、定額給付金から外れますけれども、６７ページになりますが、中段より

ちょっと下のほうに、合併処理浄化槽の設置整備事業ということで、本年は当初の件

数よりも申込者は減ったというようなことで、６５０万円の減額でありましたが、当

初、予算書見れば、わかることでありますけれども、当初の見積もった件数と、それ

から申込者が減ってしまったという、その予想される、考えられる理由というか、そ

ういうことについても、ちょっと、もし考えつくところがあれば、そのこともご説明

をしていただきたいというふうに思います。 

まず１回目はそういうことで、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 川口企画課長。 

 

◇企画課長 まず初めに企画課のほうからは、定額給付金にかかわるスケジュールという

ことで、ご答弁をさせていただきたいと思います。ご存じのように、国のほうの関係

法案が成立したということを受けまして、事前準備をしていたところですけれども、

現在のところ、今盛んに各対象者への案内文書、申請書の送付ということで事務を進

めているところでございます。具体的には、きょう、定額給付に関する予算がお認め

いただけましたら、１３日金曜日に各家庭へ申請書を送付したいというふうに考えて

ございます。なお、その後の受け付け開始につきましては、１９日からということで

考えてございます。この定額給付金につきましては、一応６カ月の申請期限というも
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のが設けられてございますので、９月２４日まで随時受付をしたいと。ただ、基本的

には、いち早く町民の皆様にお届けをしたいということで、特に臨時窓口を１９日か

ら２２日まで、連休、土日も含めまして、１９日は平日ですけれども、この間で集中

的に地区割りをして、直接受付をしたいというふうに考えてございます。具体的に、

女満別地区においては、研修会館、これは１９日のお話ですけれども、１９日は、住

吉、それから大成のほうと、それから研修会館ということで受付をさせていただきま

す。また、東藻琴地区につきましては、総合支所のほうで、受付をしていくというこ

とで、３月中は、土日も含めまして、受付をしていくという考えでございます。４月

以降につきましては、開庁日のみということで考えているところでございます。また、

この申請を受けまして、給付金の１回目の支給ということでございますけれども、１

９日から、今のところ２２日まで受け付けたものにつきましては、４月の９日に、基

本、原則は口座振込ということにさせていただきたいというふうに思ってございます

が、９日に現金給付も含めて、口座のない方については、現金給付ということになり

ますが、９日からと。ただしゆうちょにつきましては、ゆうちょ銀行のほうの電算シ

ステムの関係がありますので、一般の口座振替よりも遅くなると。確か２０日前後に

なるかと思います。その辺も町民の方に周知をしたいということで、３月の広報には、

また壁新聞等で、この定額給付金に関するものをお知らせさせていただきました。今

回、１３日に申請書発送すると同時に、お知らせ号、こちらも１３日発行でございま

すので、こちらのほうにスケジュール等載せてＰＲをしていきたいと考えてございま

す。また、これに伴う振り込め詐欺にかかわることについても、ＰＲをして、そうい

う事件に巻き込まれないような形にさせていただきたいなというふうに思ってござい

ます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 明星商工観光課長。 

 

◇商工観光課長 今、企画課長のほうからもご説明ありましたように、本事業につきまし

ては、国の第二次補正予算で交付される定額給付金の地元消費を促し、消費の拡大に

より地域の活性化を図ることを目的に抽選券つき商品券を発行する女満別商工会と東

藻琴商工会の共同事業を支援するものでございます。事業概要につきましては、定額

給付金の交付にあわせ、定額給付金申請日受付開始日から平成２１年４月２８日まで

の期間に全世帯を対象に一世帯の上限が３万円分として、本事業の商品券を販売し、

５,０００円券の商品券購入に対し、１枚の抽選券を発行し、平成２1年４月３０日の

公表による抽選発表ですね。総額５００万円の景品が当たる事業というふうになって

ございます。これによりまして、交付される定額給付金と本事業費の双方を地元消費

に取り込み、購買力の流出防止と地元消費の拡大を図るものでございます。支援の内

容につきましては、本事業にかかる景品及び印刷等の諸経費に対し、補助金を交付す

るものでございます。本事業の町民周知につきましては、定額給付金の申請受付時と

同様に、町広報、または新聞折り込み等で行うと。町のほうとしても、商工会と連携

を取りＰＲに努めてまいりたいというふうに考えてございます。景気の悪化により、
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消費の低迷が続いていることは、住民の生活支援と地域経済の活性化を目的に実施さ

れる国の定額給付金事業を有効活用して、本町経済の、より一層の、活性化の促進を

図るものとなっておりますので、よろしくお願いをしたいと考えております。よろし

くお願いします。 

 

◇議  長 高橋建設課長。 

 

◇建設課長 ６７ページの合併処理浄化槽設置整備事業の関係でございますけれども、２

点ほどのご質問があったわけですけれども、まず１点目ですけれども、６５０万円の

減額ということでございますけれども、これは、森田議員さんおっしゃるように、計

画に対して減額になったということでございまして、具体的には、当初１５基みてい

たものが、３分の２の１０基に減ってしまったという現実でございます。内訳につき

ましては、女満別が８基で東藻琴が２基ということでございます。考えられる理由と

いうことでございますけれども、全体計画が平成２５年まででありまして、現在のと

ころ基数わかりませんけれども、約６割を進んでおります。あと４割が残っているわ

けでございまして、一番のできない、設置が少ないという理由でございますけれども、

１基当たりやっぱり５人槽、人槽によりますけれども、１００万円から１５０万円ぐ

らいかかるということでございまして、その７割を補助する事業が、この事業でござ

いまして、やはり手出しが３０万円から５０万円ぐらいかかるということもあります

し、その合併処理浄化槽から出る処理水、放流水についても、そういった自己負担に

なるということから、そういった金額の面からも、やはり規模も少ないのではないか

と考えております。そういったことでご理解いただきたいと思います。よろしくお願

い申し上げます。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 定額給付金のことにつきまして、今ご説明があったところでありますし、ま

た、消費拡大に向けて、いわゆる宝くじのような商品券を発行するということに対し

ての、また補助金もするというようなことでありますので、その考え方というか、こ

の大空町に多くの消費がされることを期待するところでもあります。そこで一つ、さ

らにお聞きしたいことは、５５ページの定額給付金の事務費ということで、口座振替

手数料というのがございますけれども、これはいわゆる町が金融機関に支払いをする

手数料ということなのかと思いますが、基本、原則は給付をする場合には口座振替と

いうことなわけでして、その額がひょっとしたら、金融機関によって、その手数料は

必ずしも同じではないのかなというふうに思いますけれども、この件数というか、ど

ういうふうにお見込みになられているのか、もちろん給付を受ける側としては、どこ

の金融機関に振り替えをしてもらうというようなことの選択性がもちろんあるのかな

というふうに思いますけれども、今大空町には支所、支店、本所含めて４カ所なのか

なというふうに思いますけれども、そのほかにもあるのかどうかちょっとあれですけ

れども、その事務手数料について、どんなようにお考えになっての予算づけであるの
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か、ちょっと説明のできる範囲でお願いしたいなというふうに思います。 

それから、合併浄化槽につきましては、残り４割のような人たちにできるだけ設置

をお願いというか、進めていきたいということは変わらないのかなというふうに、ち

ょっと推測したのですけれども、新年度予算にも反映されているのかなと思いますけ

れども、やはりここにきて、旧東藻琴、それから旧女満別と、それらがちょっと仕組

みというか、補助の仕方が変わっていたのかなというふうに思いますし、今後それら

を残り約４割の方々が、皆が取り組んでくれることを期待するところでもありますけ

れども、そういう対象者に対して同じような考え方でやろうとしているのか、これち

ょっと新年度予算にもかかわる話でもあるので、簡単にでよろしいのでお答えをして

いただきたいというふうに思います。 

 

◇議  長 川口企画課長。 

 

◇企画課長 １点目の５５ページの口座振込手数料の考え方でございますけれども、基本

的には今の公金の取り扱いにつきましては、一般の指定金融機関としての取り扱いは、

契約上は無料とするということになってございます。ただ、今回、口座振替手数料、

指定金融機関の手数料につきましては、実際に手数料を支払っている自治体もあると

いうことで、国のほうでは、その分を予算をみていたというような情報がありまして、

私どもの指定金融機関からも今回、この定額給付金についてはかなり集中した中でお

金が動くので、そういう分も何とか措置をしていただけないかということがございま

した。その中で、いずれにしましても、指定金融機関、個別にはその金融機関との契

約ということになりますけれども、基本的な契約もあります。また、他町村との兼ね

合いもございますので、この辺については、その予算を上げる段階では、まだ結論は

出ていないと。現在もまだ出ていないところではございますけれども、他町村との均

衡を図るということになった場合については、一定の予算を計上しておかなければな

らないというような中で、積算としては、指定金融機関については、３万円以上４２

０円ということで、約３,０００世帯と見込みまして４２０円掛ける１,５００世帯分、

あわせまして、その他ということで、８４０円掛ける１,５００世帯ということで、

多少端数の関係ございますが、その中で、今回は２００万円を計上させていただいた

と、こういう状況でございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 高橋建設課長。 

 

◇建設課長 残り対象者が４割ということで、約１００基、１００世帯ということでござ

いますけれども、これまで同様、同じように皆さんが、つけていない方が取り組める

ように今後もわかりやすい説明をしながらＰＲに努めたいと。また、広報にも当たっ

ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 
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◇森田議員 最後に口座手数料のことについて、もう一度質問をさせていただきますけれ

ども、今のご説明でありますと、指定金融機関にあっては、手数料、積極的にご遠慮

していただくような、そういうお話だったのかなと思いますけれども、日本国中がど

ういうような動きにあるのかなというのは、私自身はちょっとわからないわけであり

ますけれども、ある種、経済の活性化というか、そういうことを考えれば、仮にこの

事務手数料にあっても、国が万度に交付しますよということであれば、これは何もあ

る金融機関に我慢をしてもらうというか、そういう考え方でなくてもよろしいのでは

ないかなと。ある面では全体に手数料であっても、全体に満遍なく正規のものが使わ

れることによって、それなりに経済の活性化にも向かっていくのではないかなという

ふうに思うわけでありますので、行政として、その手数料をまけてもらうというか、

そういう考え方にならざるを得ない事情があるのかないのか、ちょっと今の国の施策

としては、その考え方は飛脚をしている話になるのかなというふうにも感じられるの

ですけれども、私の認識が悪ければ、また説明をしていただきたいというふうに思い

ますが、その辺をどのように今後進めるお考えなのかも含めてお聞かせ願いたいと思

います。 

 

◇議  長 川口企画課長。 

 

◇企画課長 ただいまの定額給付金に関する手数料の関係でございますが、確かに契約事

項ですので各自治体がそれぞれ指定金融機関と契約を結ぶと、これが原則でございま

す。その中で、基本的な契約を今まで既に大空町も結んでございます。そこでは先ほ

ど申しましたように、無料という契約をしてございます。国のほうからもあくまでも

会計検査等の対応で説明をできる口座振替手数料の支払いをしてほしいと。ですから、

無料のところは、当然無料に担当者としてはなるのかなと思っているところではござ

いますけれども、とはいえ、先ほど言いましたように、近隣の町村との、やはり均衡

もあるのかなということで、今の現在の状況を私ちょっと先ほど説明をしてございま

せんが、指定金融機関、同じところが１市４町ございます。網走市が中心となって、

今その方向性について金額も含めて、今交渉しているということでございます。そう

いうことで、その動向を見ながら、大空町としての対応も決めさせていただくことに

なるのかなというふうに、現在のところは思っているところでございます。 

以上でございます。 

 

◇森田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 健診の関係でちょっとお伺いしたいと思います。５９ページの老人福祉費の

保健師さんの賃金ですとか、それから６７ページもやっぱり健康増進対策費の中の、
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やはり保健師さんの賃金、これが余っているのですが、その健診を受けることをいろ

いろと推進をしているわけで、その予防に力を入れましょうということでやっている

のですが、その内容で予算が余ったということについて、どのような経過の中で余る

結果になったのか。実際、その健診を受けられる人が減ってしまってというか、率が

低かったのか、その辺の内容についてちょっとお伺いをしておきたいと思います。 

それと、もう１点は６５ページなのですが、児童クラブ管理運営費の部分なのです

が、今、女満別地区のめちゃいるど館につきましては、児童クラブと、それからもう

一つ、教育委員会のほうの管轄である子供の居場所確保のための事業が行われており

ます。この中で施設そのものも有効に使われておりますし、また利用する子供さんの

数もかなり多いのも、今現実としてあります。東藻琴地区でも２０年度から始められ

て、それなりの成果を上げているというような報告を聞いているのですが、こういっ

た中で、せっかく子供さんが楽しみに有効に活用されている部分で、こういった予算

余ることはいいことなのかもしれないのですが、こういった未消化の部分についての

内容についてご説明をいただきたいと思いますし、所長さんの人件費なんかも若干余

っていますけれども、これは何か途中でかわられたというようなことは聞いているの

ですが、そういったことなのかどうか、その辺のこともあわせてご説明をお願いした

いと思います。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 先に保健師の賃金の減少分についてご説明申し上げたいと思います。５９ペ

ージのほうと６７ページ、両方とも産休の代替えで臨時の保健師さんをお願いしてご

ざいます。５９ページのほうの嘱託保健師につきましては、事業量が減ったわけでは

なくて、お願いをした保健師さんが扶養の範囲内で働かせてほしいと、扶養から外れ

ない範囲で働かせてほしいということで、その範疇でお願いをしたことによる減額と

なってございます。それから６７ページのほうの嘱託保健師の部分でございます。こ

ちらも同じく産休代替えの保健師の部分の臨時職員、保健師の賃金となってございま

す。こちらのほうも事業等で減少したことによる賃金の減でございません。あくまで

も、同じく扶養から外れない範疇で働きたいということで申し出がありまして、事業

に影響のない範囲でお願いをしたということで、そのことに伴います減となってござ

います。 

それから６５ページの児童センターの所長と児童クラブの管理運営費の賃金の減で

ございますけれども、所長につきましては、途中から交代をしておりまして、当初、

北見から通っていただいたのですけれども、体調を壊されまして途中から交代をされ

ております。そのことに伴いまして通勤手当等が減となってございます。それから、

臨時職員の賃金の部分でございますけれども、一人の職員の方が子供さんができまし

て、休暇を取られたということで、その分の賃金がそっくり残ってございます。その

分は、現在職員の中である程度カバーをしながら、もう既に勤務されてはいるのです

けれども、その中で補っていただいたことによって、４７万円の減が生じたというこ

とになってございます。 
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以上でございます。 

 

◇坂本議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 まず第一に、５３ページの住替え促進事業が誰もいなかったと。昨年やその

前は、こういうことでやるというふうにるる説明を受けたのですけれども、説明があ

まりにもいろいろと複雑すぎて、多分難しいでないかなというふうに思っていたので

すが、やはり誰もいなかったなということなのだけれども、原因がどこにあるか、企

画のほう考えているのかちょっと説明していただきたいと思います。 

その次、子育て応援特別手当事業のことなのですけれども、これもう一度説明して

いただきたい。 

それから、大したことないのですけれども、小学校だとか中学校だとか、高校で燃

料費がみんな大幅に削減されているのですけれども、２カ所だけ、乳酪館と朝日ヶ丘

が燃料が下がったにもかかわらず補正されていると。どうしてかなと。 

それと、先ほどの定額給付金の振替のことなのですけれども、国から事務手数料も

くると、ところが、担当者はくるのだけれども、近隣町村の動向を見ながらやりたい

と。契約書では手数料を払わないようになっているのだと。ところが、定額給付金と

いうのは、突然出てきて、特別な給付金なのですよね。普通の契約とまた別だと思う

のですよ。だから、国から事務手数料もくるのだったら、当然払っても何も隣近所の

網走だとか美幌のことを考えなくたってくるのだから、当然払ってもいいのではない

かなというふうに思っているのですけれども、担当課長さんでなくて、副町長さんの

ほうから答えをお願いします。 

以上です。 

 

◇議  長 川口企画課長。 

 

◇企画課長 先ほど住替え促進事業の関係で１９０万円ほど減額をしているということで、

その原因はどこにあったのかというご質問でございます。今の現況で申しますと、実

際に物件が登録されているのは、今現在では２件です。そのうち１件については、今

のところ売約済みと。それからもう１件については、既に売却が決まってしまったと

いうことで、現在、ホームページ上に登録されているのは２件ということになってご

ざいます。また、これに対して希望者につきましては、町内に在住の方が４名、それ

から町外の方が３名ということで計７名の方が空き家があれば紹介をしてほしいとい

う情報がございます。いずれにいたしましても、今言ったように、登録件数が非常に

少ないということで、これについては、やはりそのＰＲが足りないのではないかと押

さえております。広報だけに流しただけでは到底理解もいただけませんし、その辺の

理解を得るということで、今ちょっと事務的にはおくれているのですけれども、個人
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情報のこともありますけれども、今一応空き家等のリストを整理して、今度は具体的

に人等を介しまして、登録をいただけないかお願いをしていきたいなというふうに、

今度一歩進めて、待っているのではなくて、そういうふうに活動していきたいなとい

うふうに思ってございます。ふれあいトークの中でも各自治会でこういう物件があっ

たら、ぜひ所有者のご理解をいただいて登録できるように、役場のほうに情報いただ

きたいと、こういうお願いをしてございます。それだけではやはり足りないというこ

とで、具体的にちょっと遅くなってしまいましたけれども、新年度に向けては、やは

り希望者がいるということでございますので、その辺はＰＲにちょっと足を動かすと

いうような形で進めさせていただきたいなというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 子育て応援特別手当の支給事業のことに関してご説明を申し上げたいと思い

ます。子育て応援特別手当につきましては、小学校就学前の３年間、第２子以降の子

供がいる場合に、給付をするものでございます。支給の方法等につきましては、先ほ

ど定額給付金の説明をされておりますけれども、同じような方法で支給をしていきた

いということでございます。この議会でお認めをいただいた後、３月の１３日に発送

しまして、３月の１９日から受付を開始したいというふうに考えてございます。９月

の２４日までの期間ということになります。金額につきましては、一人当たり３万６,

０００円となってございまして、大空町の場合は１３９人の方の見込みを立ててござ

います。３月１９日から３月２２日まで申請された方につきましては、３月３０日に

はもう振り込みをさせていただきたいということで今考えておりまして、それ以降に

つきましては、申請後、１週間、１０日前後ぐらいでそれぞれ口座に振り込みをさせ

ていただくというスケジュールで考えてございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 大槻財政課長。 

 

◇財政課長 それでは、私のほうから燃料費の補正の考え方について説明をさせていただ

きたいと思います。指定管理施設につきましては、今回、２施設、乳酪館と朝日ヶ丘

公園について増額の燃料費の補正をさせていただいております。この理由につきまし

ては、いずれの施設につきましても、年間を通じて燃料を消費するということがござ

いまして、特に朝日ヶ丘公園等につきましては、夏場に燃料を消費するということが

ございまして、年間トータルをして積算をしてみました結果、大幅に増額になってい

るということがございまして追加をしたということでございます。具体的に申し上げ

ますと、積算の時期にもよりますけれども、ガゾリンでいきますと昨年の予算の要求

におきましては１５１円で予算を積算しておりましたが、最盛期には１９３円という

ような時期に燃料を消費したということがございまして朝日ヶ丘公園、それから乳酪

館につきましても、当初２０年度は灯油でいきますと９０円で計算をしておりますが、
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最盛期には１３６円というようなことで、非常に上がったということがございまして、

この２施設については調査をした結果、上がり幅が大きいということで今回補正をさ

せていただいております。逆に今回減額補正をさせていただいております小学校等に

つきましては、燃料費が下がったという時期に需要が多くなってきたということで先

ほども申し上げましたように、９０円３０銭で積算しておりましたのが、今年の１月

には６６円というようなことで下がってきているということ、それから実際に１月ま

での給油の状況等を勘案いたしまして、今回補正をさせていただいたということでご

ざいますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 濱名副町長。 

 

◇濱名副町長 定額事務手数料の件でご質問ありましたが、ご質問のように事務手数料に

つきましては国が全額負担をする、これには変わりはございませんし、当然口座振替

手数料についてもそうであるということの見解は出ておりますが、総務省の見解とい

たしましては、定額給付金についても公金であるという判断をしてございます。した

がって先ほど川口企画課長が申しましたように、公金であれば手数料無料であるとい

う判断に立つだけでございますが、正当な理由があれば手数料についてもみても構わ

ないということにはなってございますが、現実論から言うと、国は会計検査の対象に

なるという見解でもございます。したがって手数料を認めて出したという仮定をする

ならば、やはり会計検査で指摘を受けた段階で町はその判断をしなければならないと

いうことにもなります。それで先ほど、１市４町網走市を中心として美幌、小清水、

清里、大空町ということで、同じ指定金融機関でありますので、それらの１市４町に

つきましては、この口座振り替え手数料につきまして足並みを揃えて事務を執り行お

うということでしているわけでありまして、基本的には、総務省見解どおり公金であ

るということで、現在のところ網走市を中心に指定金融機関と協議を整えてるという

状況でございます。 

 

◇樫原議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

   よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１３号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１１号）を採決

します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１１号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後２時１３分 

再開 午後２時２３分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第１７ 議案第１４号 

◇議  長 日程第１７、議案第１４号 平成２０年度大空町国民健康保険事業勘定特別

会計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。  

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１４号 平成２０年度大空町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号 平成２０年度大空町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第１５号 

◇議  長 日程第１８、議案第１５号 平成２０年度大空町国民健康保険直営診療施設

勘定特別会計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 
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斉藤国保診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 いろいろと説明いただきましたのでちょっと確認なのですけれども、今のご

説明によると診療収入が５８５万２,０００円、補正前のあれからいうと減額補正を

せざるを得ない状況、入りがそうなったと。したがって一般会計の繰入金が６０８万

５,０００円必要になったと、こんなふうに解釈したのですがそれで間違いがないか

どうかということが１点。 

２点目は、診療収入が見込みとしては５％弱だと思うのですが、なぜ減ったのかと

いうことについて分析はどうなってますかね。この二点にわたって教えてください。 

 

◇議  長 斉藤国民健康保険診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 大変申し訳ございません。ちょっと聞き取れなかったので

すけれどもすみません、もう一度お願いいたします。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 診療収入が５８５万２,０００円減額補正になっていますよね。そのことと

先ほどの説明のもう一度確認なんですがということで申し上げたのですが、一般会計

の繰入金６０８万５,０００円、これはこれに伴うことなんですね、という確認でよ

ろしいかということをお尋ねしました。２点目はわかりましたか。 

 

◇議  長 斉藤国民健康保険診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 言った１点目についてはそのとおりでございます。診療報

酬が減額することによって、一般会計は繰入金をいただくということでございます。

それから２点目でございますが、患者数が去年の同時期に比べまして、累計でござい

ますけれども７００人程度減っております。この関係につきましては、２０年の４月

に報酬の改定がございまして、眠剤なんですけれども、向精神薬等を２週間今まで出

していたのが４週間出せるように変更になりました。その関係で外来管理加算、ある

いは再診料等が月２回の人たちが月１回になったというようなこともございまして、

その分で診療収入も減っているということでございます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 
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◇小島議員 今のご説明では向精神薬を出すのが２回だったのが４回出せるようになった

から診療を受けに来る人の数が減ったと、それで全部説明ができるのですか。お尋ね

したいのですけれども、２回が４回になったことによって要するに診療を受ける人の

数が減ったというふうに聞こえたのですけれども、そのことだけで５８５万２,００

０円の収入減の説明になるのですかということをお尋ねしているのです。他の要因は

ないのですか。 

 

◇議  長 斉藤国民健康保険診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 先ほど言いましたように、今まで月２回出していたのが１

回になったということであります。その関係で回数が月２回とれてたものが１回しか

とれなくなったということでございます。患者数が減ったことによりまして、検査等

の収入も全体的に減っております。検査っていうのは内視鏡の検査、そういう部分の

検査でございます。それから血液検査も含め患者数が減ることによりまして、その辺

の検査人数も減っているということであります。トータルして、収入減につながって

いるということであります。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 何回もしつこく聞いて申し訳ないのですが、どうも私、要領を得ないのです

よ、お話を伺っていて。患者数の減というのはなぜなのかということが前提で、僕は

質疑しているつもりなのですよね。だから、数字的に言うと患者数が減しているのは

間違いと思うのですよ。だから減ったんだということは言われなくてもわかるのです

けど、なぜその患者数が減ったのかと言ったらさっき言った向精神薬が月２回だった

ものが、１回になっちゃったからなかなか来なくなったみたいな話だけで説明がつく

のですか、ということだけを申し上げているのですよ。ほかの要因というのは、数字

に表れた背景として患者数の減は何がもたらしたものなのかということを深く分析さ

れてないような印象に思うのですが、そのほかの要因はないのですかということです

よ。患者数の減、という答えじゃちょっとまた堂々めぐりなのですよ。お願いします。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後２時４７分 

再開 午後２時５０分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、委員会を開きます。 

八重樫副町長。 

 

◇八重樫副町長 事務長が言いましたとおり、診療報酬の関係の、同じことを言って申し

訳ないのですけれども、２週間ごとに薬を出していたのが４週間になりますと１回診
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療を受けることが減りますので、その処方箋とか何かで医薬品も少なくなっているの

です。そのほかにですね、うちの診療所はどっちかと言えば家庭医でございまして、

初期の体制についてはですね、そこの中で診療は行えますけれども、ある程度疾患が

慢性とかそれぐらいになりますと、やはり専門医の方で診療を受けることが患者さん

にとって一番よいということもございますものですから、そういう初期段階の部分で

は対応できますけれども、慢性疾患については紹介状等を送りまして行っております。

そういう疾患も、疾病的に統計を取りますと多くなっているものですから、そういう

ことでも若干減ってきているということです。そういうトータル的な部分で、５８０

万円くらい最終的に一般会計から繰り入れをしなければならないというような状況に

なったということでございまして、そういうことでご理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 副町長からの大変懇切な答弁をいただきましたけれども、じゃあもっと具体

的につっこんで気持ちよく聞いた方がいいと思います。つい最近ですけれども内視鏡

の事故がありましたよね。医療事故が。そのことに伴うことがこのことに影響してい

るかどうかということをちょっとお聞かせを願いたいと。事務長さん、その辺把握さ

れてると思います。 

 

◇議  長 八重樫副町長。 

 

◇八重樫副町長 その関係については、はっきりそういう影響があるかどうかについて掌

握がきてないのでございます。まったくないということはないかもわからないですけ

れども、それがこの収入に大きく影響しているとは考えてございません。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 これで最後にしたいと思います。副町長さんがお答えになったのですが、私

は事務長さんにお聞きしたいと言ったのでございまして、同じことですからよろしい

のですが、その辺の現場の分析というのは極めて大事だと思うのですよ。町立の診療

所の経営というのは、極めて大事な問題でございますから、先ほど言ったような問題

も含めて、率直に言わせてもらえば５％内外の売り上げの変動はあるよ、とそういう

ふうに明快に言ってもらえればそうか、という話になるのですが、つまり予測以上の

減だったのかどうかということについて、私の方としてはちょっと心配しているから

聞いてるというのが私の質疑の動機なのです。だから現場を預かっている事務長さん

が明快になってくれないと困るんですよ。もう一度お願いします。それで終わりにし

ます。 

 

◇議  長 斉藤国民健康保険診療所事務長。 
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◇国民健康保険診療所事務長 大変不明確な回答で申し訳ありません。今後については、

十分その辺のところを踏まえまして、十分深く分析をしたなかで経営方針に追記して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇小島議員 わかりました。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１５号 平成２０年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特別会

計補正予算（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号 平成２０年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特

別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第１６号 

◇議  長 日程第１９、議案第１６号 平成２０年度大空町老人保健特別会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１６号 平成２０年度大空町老人保健特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１６号 平成２０年度大空町老人保健特別会計補正予算（第２

号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第１７号 

◇議  長 日程第２０、議案第１７号 平成２０年度大空町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ちょっと私の記憶にないものですからお尋ねしたいのですけど、１４７ペー

ジでご説明のあった後期高齢者医療保険料徴収事業の一環として、１３節に委託料で

後期高齢者医療システム回収委託料が計上されていますよね。このことについては、

後期高齢者の制度自体がつい最近でシステム導入は前からその時の準備で入っていた

と思うのですが、したがってだから回収という名目になっていますよね。どういう内

容が回収に値する内容になっているのでしょうか。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 １３節の委託料につきましては、国の法律が改正になりまして２１年度から

実施する軽減の拡大措置が講じられるのですけれども、そのことに伴いますシステム

の回収ということでございます。 

 

◇小島議員 わかりました。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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これから議案第１７号 平成２０年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号 平成２０年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第１８号 

◇議  長 日程第２１、議案第１８号 平成２０年度大空町介護保険事業勘定特別会計

補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１８号 平成２０年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号 平成２０年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後３時１５分 

再開 午後３時２５分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第２２ 議案第１９号 
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◇議  長 日程第２２、議案第１９号 平成２０年度大空町介護サービス事業勘定特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

日下保健福祉課長。 

 

◇保健福祉課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第１９号 平成２０年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予

算（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１９号 平成２０年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第２０号 

◇議  長 日程第２３、議案第２０号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正

予算（第３号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２０号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第３
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号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２０号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第２１号 

◇議  長 日程第２４、議案第２１号 平成２０年度大空町下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２１号 平成２０年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第３

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２１号 平成２０年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第

３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第２２号 

◇議  長 日程第２５、議案第２２号 平成２０年度大空町個別排水処理事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 
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◇議  長 質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２２号 平成２０年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２２号 平成２０年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第２３号 

◇議  長 日程第２６、議案第２３号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

渡邊総務課長。 

 

◇総務課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第２７ 議案第２４号 

◇議  長 日程第２７、議案第２４号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

渡邊総務課長。 

 

◇総務課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質
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疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第２８ 議案第２５号 

◇議  長 日程第２８、議案第２５号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

渡邊総務課長。 

 

◇総務課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第２９ 議案第２６号 

◇議  長 日程第２９、議案第２６号 大空町税条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３０ 議案第２７号 

◇議  長 日程第３０、議案第２７号 大空町減債基金条例等の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 
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◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３１ 議案第２８号 

◇議  長 日程第３１、議案第２８号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３２ 議案第２９号 

◇議  長 日程第３２、議案第２９号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

阿部住民課長。 

 

◇住民課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３３ 議案第３０号 

◇議  長 日程第３３、議案第３０号 大空町給排水事業経営審議会条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 
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◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３４ 議案第３１号 

◇議  長 日程第３４、議案第３１号 大空町道路占用料徴収条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３５ 議案第３２号 

◇議  長 日程第３５、議案第３２号 大空町普通河川管理条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

芳賀建設水道課長。 

 

◇建設水道課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◎日程第３６ 議案第３３号 

◇議  長 日程第３６、議案第３３号 大空町準用河川占用料等徴収条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 
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本案について提案理由の説明を求めます。 

芳賀建設水道課長。 

 

◇建設水道課長 (提案理由説明) 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により、本案は提案理由の説明のみとし、後日質

疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、そのように決定しました。 

 

◇議  長 本日の会議時間は議事の都合によってあらかじめ延長します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後４時２６分 

再開 午後４時３６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第３７ 議案第３４号ないし日程第４６ 議案第４３号 

◇議  長 日程第３７、議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計予算から日程第４

６、議案第４３号 平成２１年度大空町個別排水処理事業特別会計予算まで１０件を

一括議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 以上で提案理由の説明は終わりました。 

お諮りします。本案については、議長を除く１７人の委員で構成する予算審査特別

委員会を設置し、これを付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、本案については、議長を除く１７人の委員で構成する予算審査特別委

員会を設置し、これを付託して審査することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ４時４８分 

再開 午後 ４時５０分 
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◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任について

は、委員会条例第７条第１項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指名

したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会の委員はお手元に配りました名簿のとおり選任す

ることに決定しました。 

ここで、しばらく休憩いたします。 

休憩中に議員控室において、予算審査特別委員会を開催し、委員長及び副委員長の

互選を行ってください。 

再開はブザーをもってお知らせします。 

 

休憩 午後 ４時５１分 

再開 午後 ５時０３分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。先ほど予算審査特別委員会に付託しました議案第３４号から議案第

４３号まで１０件については、会議規則第４６条第１項の規定によって、３月１８日

までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３４号から議案第４３号まで１０件については、３月１８日ま

でに審査を終了するよう期限をつけることに決定しました。 

ここで諸般の報告をいたします。休憩中に先ほど設置されました予算審査特別委員

会において、委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元にま

いりましたので報告します。 

委員長に森進議員、副委員長に厚海六郎議員が互選された旨の報告がありました。 

 

    ◎休会の議決 

◇議  長 お諮りします。 

議事の都合によって、３月１２日と３月１３日の２日間は休会としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、３月１２日と３月１３日の２日間は、休会とすることに決定しました。 

 

    ◎散会の宣言 
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◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、３月１４日、土曜日に「休日議会」を行うこととし、定刻に開会し

ます。 

   本日はこれで散会します。 

   ご苦労さまでした。 

散会 午後 ５時０７分 

 



 

 

 

 平成２１年第１回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 ・招 集 平成2１年３月11日 
 

 ・開 会 平成2１年３月11日 
 

 ・閉 会 平成2１年３月18日 
 

 

 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 
 

 



大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

  １番  近 藤 哲 雄   10番  平 田 一 行 

 

  ２番  松 田 信 行   11番  勝 田 鉄 城 

 

  ３番  斎 藤 宏 司   12番  小 島 一 弘 

 

  ４番  植 田 泰 弘   13番  豊 島 義 秋 

 

  ５番  森 田 暢 明   14番  田 中 勝 吉 

 

  ６番  松 岡 克 美   15番  樫 原 達 也 

 

  ７番  坂 本 一 光   16番  森     進 

 

  ８番  元 木 良 一   17番  厚 海 六 郎 

 

  ９番  深 川   昇   18番  後 藤 幸太郎 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 



５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  福 祉 課 長

副 町 長  農 政 課 長

総 合 支 所 長  商 工 観 光 課 長

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 生 活 課 長

企 画 課 長  保 健 福 祉 課 長

財 政 課 長  
東藻琴国民健康保険診療所

事 務 長

財 政 課 参 事  産 業 振 興 課 長

住 民 課 長  建 設 水 道 課 長

  総 務 係 長

教 育 長  学 校 管 理 課 長

社 会 教 育 課 長  女満別教育センター所長

農 業 委 員 会 事 務 局 長  監 査 委 員 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、庶務係長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２１年第１回大空町議会定例会第４日目の会議を開きます。 

本来であれば、本日は土曜日のため、休会の日でありますが、大空町議会会議規則

第１０条第３項の規定に基づき、休日議会を開催するものであります。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、８番、元

木良一議員及び９番、深川昇議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとおり

であります。 

本日の議事日程は、配付してあります議事日程表のとおりであります。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 一般質問 

◇議  長 日程第２、一般質問を行います。 

   順番に一般質問を許します。 

   １番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 平成２１年第１回定例会に当たり、通告に基づき、２点にわたって一般質問

をさせていただきます。 

   １点目として、町長公約の達成状況についてです。大空町がスタートして３年を経

過しようとしています。新町ということもあり、総合計画、財政計画、行政改革など

さまざまな計画等が作成をされてきているところであります。こうしたこととあわせ

て、対話と協働の社会を開く、子供たちや若い世代の夢を紡ぐ、働く人たちの元気を

支える、人と環境の安心をつくるという４つの柱を基本政策の公約とし、初代町長と

しての町政運営を担われてきているところであります。現時点においてそうした思い

というのがどの程度なし遂げられてきていると把握をされているのか、公約達成状況
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としてお聞きをしたいと思います。 

   また、残された任期１年という状況の中で課題への取り組みや平成２１年度予算に

どのように反映していくかという点についてもあわせてお伺いをいたします。 

   ２点目として、教育行政についてです。１月に文部科学省より公表されました小学

５年生、中学２年生を対象とした初の全国体力調査において北海道はともに下位にと

どまった結果となりました。全国的に見てみると、さきに行われました全国学力調査

と対比をしてみて、上位のところ、下位のところは重なる傾向にもあるという見方も

されています。私は、この順位自体に一喜一憂したり、過度にとらわれる必要はない

と感じていますが、現状をいま一度見返してみたり、今後の取り組みへの一つのポイ

ントとして踏まえておく必要はあるのではないかと、そんな感じ方をしています。今

回の結果を通して感じられること、この地域に合った体力向上策として今後どのよう

に取り組んでいくのかお伺いをいたします。 

   また、財政的に厳しい時代ではありますが、予算の関係で体育用具として不足する

ものがあったり、運動環境に影響が出ている部分はないのかという点もあわせてお聞

きをいたします。 

   以上、私の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 暑い方は、上着を脱いでよろしいです。 

   山下町長。 

 

◇町  長 近藤議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   公約の達成状況についてということでございますが、この手の一般質問は任期最終

年、来年の３月なのかなと思っておりましたけれども、現実３年が過ぎようとしてお

ります。また、最終年の予算も提案をさせていただいたということで、まだ不確かな

部分がありますけれども、現時点で私が考えていることについてお話をさせていただ

きたいと存じます。３年前私は、町民の皆様にローカルマニフェスト、公約という形

でいろいろなお話をさせていただき、そして現在の立場で仕事をさせていただいてお

ります。その中におきまして政治的な信条として愛情を持ったまちづくりを行いたい、

基本的な考え方として個性と融合を大切にしていこう、また新しい町でもありますの

で、自立を目指し、また地域近隣市町村との広域行政なども検討していきたい、そし

て夢、元気、安心、こういったキーワードを用いながら政策の柱としていきたいとい

うことで、当時４項目の政策の柱、さらにそれから成る２４の具体的な内容等につい

てお示しをさせていただきました。その４つの政策は、先ほど議員が言われましたと

おり、対話と協働の社会づくり、子供や若い世代の夢づくり、働く人たちの元気づく

り、人と環境の安心づくりという４項目でございます。 

   振り返ってみますと、この３年間、診療所の建設、特別養護老人ホームの増床の支

援、公営住宅の建設、芝桜公園の整備、麦類乾燥調製貯蔵施設の建設支援、公共施設

間の光ファイバーの敷設、水道施設の整備、学校コンピューターの更新など、そうい

った社会資本の整備をある程度進められたのではないかと思っております。一方で、

総合計画、財政計画、行政改革の推進計画、行政評価、人事評価、そのほか各種計画
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なども策定をさせていただきました。また、今現在自治基本条例についてもご議論を

いただいているところでございます。また、人件費の抑制、さらには事業経費の見直

しを進め、借金の残高でありますとか、債務負担行為の額も一定程度縮減をすること

ができたのではないかと、そのように思います。自分自身で随分とやれたような、そ

んな感じもいたしています。これは、町民の皆さんのご支援をいただいたり、議員各

位からのご指導、また職員の頑張りがあったからだと、そのように思っております。 

   しかしながら、私自身が最もこの新町として取り組みたかったものといいますと、

コミュニティーの醸成のための地域担当職員制度であったり、また保育、教育環境の

充実であったり、移住定住対策、地域間交通の整備、地域産品の多様な売り込みなど、

どちらかというと新しい仕組みづくり、ソフト事業でございます。これらを考えると、

頭出しはできた部分もあるとはいえ、まだまだ不十分だなと、こういう思いが強いの

が正直なところであります。 

   また、個性と融合という基本的な考え方を持っておりますが、芝桜公園の整備など

個性にまた磨きをかける、そういうところは一定程度できた部分もありますけれども、

融合という点につきましては個々には人と人とのつながり、感情などが介在をすると

いうことでなかなか難しいものだと、そのように感じております。昨年の４月の新聞

報道に薄い統一感、旧村に不安というような見出しの中でいろいろ論評されておりま

した。そういうもので大分へこむところもありますけれども、町民の皆さん方の自主

的な活動も着実にふえてきている、そういうところで助けられる部分も多いという感

じをいたしました。 

   平成１８年、平成１９年度は主に計画づくりということが主体でございました。平

成２０年度には新しい仕組みづくりを幾つか提案することができましたけれども、ま

だまだ軌道に乗るまでには至っておりません。そういうことを平成２１年度において

はしっかりと軌道に乗せていくということが一つの目標であります。また、未着手の

ものについては頭出しをし、レールを敷設していかなければならないと、そのように

考えております。平成２１年度、女満別小学校の改築でありますとか、２歳未満児の

保育、見守りネット事業、生ごみの分別の試行、グリーン・ツーリズムの振興など提

案をさせていただいているところでございます。そういったものについてしっかりと

頭出しをしながらレールを敷設していきたいと、そのように思ってございます。さら

に、その先の課題ということでいいますと、先ほどの融合のところでも触れましたけ

れども、人づくりということが今後大切になってくるのではないかと、そのようにも

思ってございます。しかし、現在は、まとめとなる平成２１年度に向けて最大限努力

をしてまいりたいと、そのように考えておりますので、今後ともご指導くださいます

ようよろしくお願いを申し上げ、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 近藤議員の全国体力調査にかかわるご質問についてお答えをしたいと思いま

す。 

   議員も指摘されましたように、北海道で実施をした全国体力・運動能力調査の結果
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は学力検査の結果とほぼ似ていて、全国的には４０位以下に小学校も中学校も位置し

ているということがわかった状況でございます。北海道教育委員会がこの結果を受け

て、これから新年度に向けて北海道全体としての体力指導マニュアルを作成して、そ

れぞれの市町村の実態に合った取り組みをするようにということをこれから取り組む

というように通知を受けているところでございますが、この体力の低下にかかわって

どんな要因が考えられるかということで、まず前段ご答弁をさせていただきたいと思

うのですが、いろんな調査の結果、１週間ほとんど運動していないという、特に中学

校では女子は３割、男子では１割いるという実態がございます。それでは、どういう

ことでそういうことが起きているのかというと、その分室内でのテレビゲームだとか

インターネットだとか、そうした室内での時間の過ごし方のその面の拡充というので

すか、子供の面からいうとそういうところがあるということが１つ。それから、指導

者の不足ということ、それ以外にいろんなスポーツも普及して学校の中だけの運動だ

けでは子供たちの満足、興味がいかないというようなことも状況として出ているよう

でございます。大空町においてもこれまでは夏は野球、サッカーと冬にはスキー、ス

ケートということで定番のように行われていたのですが、現在はスキー場においても

スキー人口が非常に減少していると、子供たちだけでなくて一般的に大人も含めてそ

うした運動離れという現象が見えているようでございます。学校教育に限って言いま

すと、平成元年に告示されました学習指導要領の中で特に総合的な学習の時間が創設

されるときに体育の時間が年間１５時間、総合的な時間を確保するために減らされま

した。それまで１０５時間とか１１５時間あったものが９０時間ぐらいに減っている

と、そんなことで体育そのものの運動する時間が減ったということが一つの原因でご

ざいます。 

   そこで、文部科学省は、そうした全国的な実態を踏まえて今年度２１年４月から移

行措置で前倒しの部分、それから平成２３年、小学校、平成２４年、中学校で新しい

学習指導要領が完全実施されていくわけでありますが、小学校では１年生と２年生の

体育の時間をふやすようにしています。これまで１週間に２．６時間の体育だったの

ですが、それを３時間にすると。１、２年生とも若干体育の時間をふやして学校の中

で活動できる時間をふやそうというような取り組みに変えることになってございます。

それから、その平成元年の学習指導要領が出る前、昭和の時代は学校における継続的

な体力づくりというのが行われていました。きっとご記憶にあるかと思いますが、中

休みにみんなで外に出て縄跳びをする、みんなで外に出て女満別小学校ですと林の中

を走る、あれをやるとか、そういうことが継続的に行われていたのですが、それも体

育の時間の減少によってなかなかそうした時間を余裕を持ってとることができなくな

っていると、そんなことも低下の原因にあるのではないかなと、このように考えてお

ります。 

   そこで、大空町として平成２１年度から大空町教育推進計画もスタートさせますが、

その中で特に健やかな心身を育成する教育の推進という目標の中で学校における体力

づくりや体育の学習の充実ということを１点目として掲げてありますし、２点目とし

て家庭における体力づくり、特に親子の運動機会がふえるような、そんな啓発的な活

動、取り組みができないかということ、３点目として、割に見過ごされるのですが、
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子供たちの家庭における規則正しい生活づくりと運動ということの関連性に着目して、

その点の生活リズムにかかわる指導をしたいと思いますし、文部科学省や全国ＰＴＡ

連合会が取り組んでおります早寝早起き朝ごはんという、こうした運動もさらに強化

をして連携をして取り進めていきたいと、このように考えているところでございます。 

   次に、予算の関係で用具等が不足していないかということでございますが、学校教

育の関係で申し上げますと、児童生徒数が減少しているということで、学校に問い合

わせたところ、そうした用具は充足しているというような回答を得てございますし、

マットだとか跳び箱だとか、そうしたものが傷んだ場合には定期的に更新をしていく

というような体制はきちっととれていると、このように思ってございます。 

   社会教育関係でございますが、各種の団体利用者からこれまでご意見や要望をいた

だいております。すべての団体等にまだそれらをお願いして意見、要望をいただいて

いるわけではありませんが、来年度バレーボールのネットを新規に購入する予定であ

りますし、卓球台の傷だとか凹凸、へこみについても来年度補修するような方向でお

りますし、今後に向けて新規の購入も検討しているところです。それから、卓球のラ

ージボールについても購入をしていく方向で検討してございます。あと、東藻琴の野

球場でございますが、平成２１年度細かく状況等を把握して整備計画に入りたいと、

このように思っているところでございます。そのほか、これからまだ聞き取り等でき

ていない団体等についても社会教育課のほうでそれらとの話し合いをしながら要望等

を承って、学校教育、社会教育両面からそうした体育、運動等の量的に、あるいは時

間的に、質的に向上するように取り組んでまいりたいと、このように思っているとこ

ろでございます。 

   以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 それでは、まず１点目の公約という部分につきまして改めてお聞きをしたい

部分がありますけれども、具体的な部分で非常に丁寧なご答弁をいただいたと思って

おります。行われてきた一つ一つのことを改めてお聞きをしていますと、ハードなこ

とというのはなかなか取り組みづらい状況の中にはありますけれども、ソフトの部分

ということもあわせていろいろ多くの取り組みが行われてきたのかなと、改めてそん

な印象を持っているところでもあります。そうしたことを一つ一つ確実に積み重ねて

いくことが、町長もまちづくりにおいて欠かせない要素であると述べられております

両地域の融合ということにつながっていくことなのだろうと感じています。この融合

を図っていくということは、特に私たちのような小さな町村同士で合併をしたという

ことの中では、大変重大な一つのポイントとなってくることだろうと思っています。

住民の方々の中にもいろんな感想を持っている方々がいらっしゃるだろうと思ってい

ます。何をもってということはなかなか難しい部分ではありますけれども、これから

本当の融合ということに向かっていくことはある程度時間がかかるということも現実

であろうと思います。町長もそのことの難しさというようなご答弁もありましたけれ

ども、今後さらに進めていく中においてはどんな思いを持って取り組まれていくのか、
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その点改めてお聞きをしたいと思います。 

   また、この任期中におきましても社会情勢というのは大きく変わってきたのだろう

と思います。町長も不況までもがグローバル化してきた、そんな表現をされることも

ありますけれども、この地域におきましても確実にその波は来ているものだと感じて

いるところでもあります。そうした中で取り組んでいく政策、その優先順位というの

もだんだん変わってきている部分があるのではないかと、そんな現実が迫ってきてい

る、そんな印象を持っているところでもあります。この現状の中で今後どのようなお

考えの中で取り組まれていくかということにつきましても、あわせてお聞きをしたい

と思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 融合というのは、大変難しいことだなと改めて実感をしております。確かに

時間がかかることなのかもしれませんけれども、私どもは携わっている行政の一員と

してそういうきっかけづくりをしっかりとしていかなければならない、そのように考

えてございます。人と人との交流の分野、いろいろな分野がありますけれども、特に

先ほど少し触れさせていただきました人づくりというような観点から、生涯学習の機

会などを通じて今後そういうきっかけづくりというものをより多く持っていかなけれ

ばならないのではないかと、そのように思っております。また、その融合のためには、

両地域の均等な、公平な発展というものが必要であろうと、そのように思っておりま

す。ただ、このことについては、町政執行方針の中でも触れさせていただきましたよ

うに、いつの時点で、どこの場所に、何が必要なのかという視点を持ってしっかりと

そこのところを手当てをするということが必要なことであり、その将来の融合に皆さ

んの理解をいただけることではないかと、そのように今考えておりますので、そうい

う姿勢をもって取り組んでまいりたいと、そのように思っております。 

   また、町政執行に当たって、大変今現在日本全国が不況というような形になってま

いりました。今回の町政執行方針の中でも触れさせていただきましたけれども、いろ

いろな制度、さまざまな手法、そしていろいろな知恵を出してこの難局を乗り切って

いかなければならないと、そういう努力を最大限にしていこうという考え方でござい

ます。財政再建、健全化という道も大変重要でありますし、また一方で地域の経済発

展というようなところも大切だというようなことで慎重さと大胆さ、そういう両面、

いろいろな着眼点を持ってまちづくりに取り組んでいきたいと、そのように考えてご

ざいます。その根底をなすのが住民皆さんのその融合、まちづくりに対する熱意だと、

そのように考えておりますので、そういうところを大切にしながら今後もまちづくり

に当たっていきたいと、そのように考えてございます。 

 

◇議  長 １番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 最後に、もう一点お聞きをしたい部分がありますけれども、執行方針の中に

おきましても職員の能力向上を図っていくのだということがうたわれているところで
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あります。大空町は、現在総合支所方式という形で取り組みが行われています。また、

この不況と言われている時代、国としてもそれぞれいろんな対策を講じていくことで

はありましょうが、それはしょせん法律をつくったり、また仕組みをつくったりとい

うことであって、現実住民のニーズに対応してその対策を図っていくというのはやっ

ぱり地方自治体ということになるのだろうと思います。その地域に合った課題に対し

ての対応がとられる、そんなアンテナが地域内に広く張られていること、つまり職員

の方々の能力が発揮される機会ということがより多くあるということがひいては町長

の掲げる公約をより膨らませたものにしたり、プラスアルファの部分を導き出してい

く、そんなことにつながっていくのではないかと感じているところでもあります。 

   先月、駒大苫小牧高校野球部が全国大会で優勝を重ねたときの監督でありました香

田監督という方でありますけれども、町長もスポーツに詳しいので、ご存じではない

かなと思いますけれども、その方の講演を聞く機会がありました。リーダー論という

テーマでのお話でありましたけれども、その講演の結びの中でご自分のいろんな経験

の中から今後のリーダーというのはすべてを手のひらの上に置いて把握をしていくと

いうことよりも、ここからいろいろ飛び上がろうとするそんな環境を与えてやる、中

にはそこから落ちようとする者もいるかもしれないし、自分はどこで跳びはねている

かわからない者もいるかもしれない。でも、結局すべてはそれは手の上でのことなの

だと、そんな環境づくりということがひいてはいい結果に結びついていくことが多い

のではないか、そんな話で締めくくりをされておりました。スポーツも行政も同じで

ないかと、そんな結びつけをするつもりは毛頭ありませんけれども、一つの組織を束

ねていく、そんな立場の者といたしましては対人ということで大変難しいことはある

と思います。その中でも理解される部分もあるのではないかなと感じているところで

もあります。組織を預かっていくリーダーとしての所信ということで、最後に改めて

承りたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私の役割いろいろなところでありますけれども、一つ組織を管理をしたり、

職員の能力を引き出すというところも大変大切なことだと。当然さきにも答弁で触れ

させていただきましたけれども、すべての仕事を私自身が行うわけにもいきませんし、

その企画というようなことについても私の独断だけでできるものでもないと。やはり

職員、皆さん方ももちろんでありますけれども、職員の企画力、そういう発信力とい

うもの、またいろんな情報をキャッチする能力というものも必要ではないかと、その

ように思います。ここ数年研修費については原課、担当課と相談をしながら十分措置

をさせていただいたり、また効率的な職員研修のあり方とはどういうことかというこ

とも含めて、ただ単に講師の話を聞くということだけではなくて、もっと実践も踏ま

えたそういう研修形態にしていこうというようなことに力を割いてございます。ただ、

先日人事評価の試行を行っておりまして、自己評価なども職員みずから行っているわ

けでありますけれども、職員の皆さんの自己評価でいいますと、判断能力ですとか折

衝能力だとか、そういうようなものより、どちらかというと自己判断の中では企画力



- 8 -

が自分は少ないのではないかというような方が多かったように印象として持ってござ

います。それは、十分自由な発想の中で議論をする、物事が言える状況にないのかな

と、私自身そんな反省をもって受けとめたところであります。ぜひ職員がアンテナを

広げていろいろな情報をキャッチして、そしてそこから企画していけるような、そん

な職場づくりに努力をしてまいりたいと、そのように思っております。行政報告の中

でもお話をさせていただきましたけれども、１月の末だったでしょうか、自治体トッ

プフォーラムというところに参加をさせていただきました。その中で一番印象に残っ

たのは、組織としての意識高揚ですとか、組織の中の議論ですとか、組織として企画

をするためにいかに職員の質というものを、自分自身も含めて高めていくかというこ

とが最も大切だというようなことを言われておりまして、それが一番私のメモして帰

ってきた中での多くのところでした。それを今後の町政づくりに、町政の中に反映を

させていきたいというふうに考えてございます。そういう形の中で住民の方々のご協

力をいただきながら、組織の中の人づくりというところにも手がけていきたいと、こ

のように考えておりますので、今後ともご指導いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 続きまして、２点目の体力調査の結果、課題に関する部分に移らせていただ

きますけれども、全体に北海道としての順位が低いという結果を聞きますと、やっぱ

り単なる順位づけがどうなのかという問題はあるにせよ、少なからず残念だなという

思いは感じているところでもあります。運動が好きな子、嫌いな子というのは、これ

はいつの時代にもいることだと思いますけれども、基本的に体力がない、そういう結

果が出るというのはこの調査の結果を話題にした父母の話の中でも非常につらいこと

だなと、そんな話が出ておりました。また、先ほど教育長の答弁にもありましたよう

に、どうして今業間体育というあんな時間が学校にはなくなったのかなと、そんな話

もされていたところでもあります。自分の子供のことを見ていましても、学校からは

十数キロの距離にありますけれども、すぐ目の前からスクールバスに乗って１００メ

ーターか２００メーターも歩けば教室に着いている、ひどいときには友達のところに

遊びに行くのでさえ送り迎えをする、そんなような状況にもあります。こんなことで

は到底体力なんかつくはずがないなと、そんな感じ方もしています。少子化が進みま

して、また学校の統廃合ということも進んでまいりました。特に北海道は、１つの校

区としてかなり広くなる、そんな状況の中からもバス通学が主な形になるのかなと。

そんなことからも放課後のいろいろ運動したり遊んだりする時間というのが制約をさ

れてくる、そういった地域性というものも今回の結果の一因としてあるのかなと自分

なりの感想として感じているところでもあります。今後の取り組みということで、教

育長の先ほどの答弁の中からも教育推進計画という形の中に取り組まれた中で行って

いくというようなことでもありました。まだ現在では案という段階ではあろうかと思

いますけれども、私もこの計画を見せていただきまして、学校教育と社会教育という

のが一つに組み込まれたような形のそんな計画になっているのかなと印象を持ちまし

たし、おおむね取り込まれた内容になっているものという感じ方をしております。あ



- 9 -

とは、いかにこのことを実践していくかと、そういう段階でないかなと思っています。 

   今回この体力調査とあわせまして、児童生徒に対しまして生活習慣や運動週間につ

いての質問、そんなアンケートも同時に調査をされたところでもあります。朝食を毎

日食べる割合や運動部所属している割合というのが小中学生とも平均を下回っている

という結果でありますし、逆に１日に３時間以上テレビを見ている、そんな時間が平

均を上回っていると、そんな結果も出てきたところでもありました。合併前の女満別

町時代に児童生徒に対しまして朝食をどれぐらいとっているかという調査が行われた

こともありました。その結果といたしましては、朝食をとっていない児童の割合が小

学生においては５人に１人、中学生においては４人に１人、高校生におきましては２

人に１人が朝食をとっていないという、そんな結果でなかったかなと思います。現在

は、それから少し時間もたっていますので、正しい情報というのはわからない部分で

はありますけれども、文科省の今回の分析といたしましても上位県は体育系の部活動

に参加している率が高く、朝食や睡眠時間などの生活習慣がよい傾向にあると、そん

な示し方もされているところでもあります。それらを聞いていますと、結局体力も学

力も朝食をしっかり食べるという生活習慣があってこそという感じ方をするところで

もあります。先ほどの答弁の中にありました早寝早起き朝ごはん運動、今度の推進計

画の中にも組み込まれている部分でありますけれども、そうしたことを意図しての計

画なのかなと思っています。この食育という観点から見ての今後の向上策ということ

に対しましては、どのようにお考えかお聞きをしたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、ご答弁を申し上げたいと、このように存じます。 

   前段スクールバスのことが出ておりましたが、全国と北海道を比較して子供の歩い

ている、徒歩で学校に通っている状況なのですが、北海道では全国平均に比べて１割

前後少ないです。そして、車を利用しているというのが小学校で７割から８割、中学

校で３割強ということがあって、日常的に歩く機会が減っているということは、議員

もご指摘ありましたように、統廃合によって遠距離からの通学がふえたということが

それらの基盤としてあるなということがうかがえます。この大空町女満別地区におき

ましても、市街地区の一番遠い子は２．５キロ歩いていますけれども、スクールバス

が家の前でとまる子供さんは学校へ着くまでほとんど歩かないで学校へ来て、そして

すぐ授業という形になっていきますよね。そういう意味で学校の授業が始まるまでの

身体の活性化、精神の活性化という面でそういう点の影響もやっぱりあるのかなとい

うことは、全国の調査を拝見してわかったところであります。 

   それから、食育の関係でございますが、前回の朝食の質問、たしか坂本議員から質

問があったと思いますが、今回もまた坂本議員から質問があるのですが、前回の調査

の結果より朝食をとっている子供たちの、高校はやっていませんが、小中学校では伸

びています。とっている子供の数が、率が伸びていることは、今回平成１９年度の養

護教諭による小中学校調査、それから平成２０年度の全道の先ほどおっしゃいました

体力・運動能力調査に付随した調査結果の数値からも伸びてきていることがわかって
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おります。その辺の問題で、やはり朝しっかり御飯を食べて、ある程度歩いて学校に

来るという基礎的な、本当にベースになる体を動かす部分、それをどのようにこれか

ら保証していくかということが非常に大きな課題だなというふうに思っています。女

満別地区におきましては、放課後子ども教室を平成１３年、具体的にはめちゃいるど

館が開設になりましてからは平成１４年からそこに子供たちが、例えば女満別小学校

の子供ですと半分ぐらいの子供が行ってそこで６時ぐらいまで運動したり遊んだりし

ていると。東藻琴地区におきましても去年から東藻琴小学校のプレールームを活用し

て放課後子ども教室をやっておりますが、これも東藻琴小学校の子供の半数の子供が

登録になっています。そういうようにして定期的に学校やあいているところで運動し

ていく時間数は、確実にこうしたことによってふえております。それから、福祉課の

ほうで進めております放課後児童クラブのほうでも登録者数がふえているということ

で、今までは放課後なかなか組織的にそういう時間と場所が確保できなかったのです

が、これら施設の整備によって本当に基礎になる部分での保証というのですか、確保

というのですか、充実というのが静かに図られてきているなと、このように思ってい

るところでございます。 

   あと、食生活の中で睡眠ですけれども、寝る時間がやっぱり北海道の子供たちは若

干少ないというようなことで、結局それが朝のリズム、覚せいに結びついていくのに

時間がかかるというような、そうしたいろんなことも示されてきていますので、総合

的にそれらのことをまた検討しながら、この町としての食育、そして基礎体力、運動

時間の確保等に取り組んでまいりたいと、このように思っているところでございます。 

   以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、近藤哲雄議員。 

 

◇近藤議員 後段のほうの体育用具の部分につきましては、充足をしている、附則をして

いないということでありました。心配をしていたわけではありませんけれども、教育

というのは倹約をどんどん進めていく、そんな分野ではないという思いも感じており

ます。そういう思いもあってお聞きしたところ、安心をしたという、そんな現状でも

あります。学校施設内におきましてはそういうことでありますけれども、少し範囲を

広げて体育施設全体という形で見た中で先ほど教育長もいろいろな細かい部分での今

後の検討というお話もありました。やはり活動に支障を来たしている部分は道具、用

具の中でないのか、あるいは過度に倹約を進めている、我慢をしているというものは

ないのか改めて見詰め直してみる、そんなことも必要なことかなと感じております。 

   全体を通しまして教育行政を見ていくときに、最近は特に家庭と学校と地域とが連

携を持って取り組んでいくというのがいろんな分野にかかわってきている、そんなこ

とでないかなと感じています。今回のこともまさにその全体としての地域力が試され

る、そんなことに結びついていくのだろうと思っております。今回の調査で上位県で

あった福井県は、小学校１校当たりの体育専門教員数が１位であったり、また秋田県

におきましては授業への外部人材の活用というのが１位であったりという、いろんな

部分で体力づくりに対しましての熱意というものが感じられるなと思っております。
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我が町を見ましたときに、冬期間校庭にあったスケートリンクがなくなったり、また

スキーをする機会というものも減ってきたということではありますけれども、かわっ

て何の補助も受けずにリンクを作成、維持して子供たちに使用させてくれている、そ

んなグループもあります。また、多くの方々が子供たちとの活動にかかわりを持って

くださっておりますし、最近では総合型スポーツクラブに向けてと、そんな動きも出

てきているところでもあります。いろんな土台としては備わっているのではないかと

感じています。こうしたことの結びつきによりまして、いい循環の形が形成されてい

きますこと、この地域としての力のアップに結びついていくこと、そんなことを期待

をいたしまして、私の質問を終わりたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 これからのことも含めて幾つかご指摘をいただきまして、ありがとうござい

ました。体育施設全般について社会教育課のほうでこの後細かく調査をし、団体とも

協議をしながら、今議員がご指摘ありましたように、倹約がすべてでないと、そんな

方針でこの後臨ませていただきたいと、このように思っております。 

   それから、スケートリンク、校庭から消えたと。これも先ほど申し上げました体育

の授業が年間１５時間学校の中で減ったということと非常に大きなかかわりがあった

のですが、そんな中でも民間のスケートを愛好する方々によって運動公園にリンクが

つくられて子供たちの利用に供していただいているということについては本当にあり

がたいなと、このように感謝を申し上げているところでございます。 

   それから、スキー学習につきましては、女満別地区はゲレンデが割に多いのですが、

ことしは東藻琴中学校で歩くスキーを今までやっていたものをやめようというような

話があったときに、たまたま道からことし体育の社会教育主事が派遣になりまして、

その者が歩くスキーを非常にやっているということで、東藻琴中学校の歩くスキーの

ところに授業に出かけていって１年生から３年生まで指導に供しているというような

ことで、やめようといったものがそういう形で保護者の強い熱意があって復活をした

と、そんないい面も芽生えておりますので、ぜひこれは続けていきたいと、このよう

に思っているところでございます。 

   それから、最終的に学校、地域、そして家庭との総合的な連携ということが非常に

大きいと、それらは総合地域力だというようなご指摘をいただきました。そういう意

味で今まで気づかなかった面も含めて、さらにそれらの連携の輪が広がるように細や

かな取り組みをこの後考えて、検討して進めてまいりたいと、このように思っている

ところでございます。子供たちの活動にさまざまな面で体育指導委員の方々、それか

らその他のスポーツ指導者の方々もご協力をいただいて、自分の時間を割いてご指導

いただいていることにこの場をかりてお礼を申し上げたいと、このように存じます。 

   最後に、総合型地域スポーツクラブのことについて話が出ましたが、大空町では今

年度それの立ち上げに向けて道教委との連携もしながら今取り組みを開始したところ

でございます。地域としては、豊住地区でそれを立ち上げてくださるということで、

現在（仮称）豊住クラブという名称で今準備会が動いているところでございます。も
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しそれらが立ち上がって具体的な動きをしていくことになりますと、豊住地区の子供

たちは学校が終わってからさらに担当、ついている指導員と一緒にある一定時間放課

後運動をやることができると。それもこれまでのクラブと違うところは、野球だけで

はなくて、野球をやったり、卓球をやったり、縄跳びをやったり、いろんなことを多

様に取り組める、それが地域総合型スポーツクラブの特徴でありまして、豊住クラブ

が具体的に動き出したときには放課後子ども教室の機能も兼ねたものが豊住地区で機

能的にあわせ持った形で動けるのかなと、そういう意味でも地域のそうした活動に大

変感謝をし、また期待を申し上げているところでございます。これからもいろんな意

味でこのことに関しましてご指導賜りますようお願い申し上げまして、ご答弁とさせ

ていただきます。 

 

◇近藤議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて近藤議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１０時４６分 

再開 午前１０時５６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、３番、斎藤宏司議員の一般質問を許します。 

 

◇斎藤議員 平成２１年第１回定例会に当たり、通告書に基づき、一般質問をさせていた

だきます。 

   昨年度策定された大空町総合計画の中で人口予想を見ると、平成２７年には年少人

口が１３．７％、老年人口が３４％とあり、まさしく少子高齢化が間違いなく進展し

ています。このような中、将来の介護などの重要性とこのもとを支える子供たちの子

育てや教育についても大事な課題ではないかと考えます。 

   １点目、少子化、児童福祉対策についてです。全国的な不景気の中、夫婦がともに

働かなければ生活できる収入が得られないこともあり、公的な保育へのニーズがます

ます高まると思うが、次世代育成支援行動計画を見直しし、行動指針を定めるとの方

針だが、本町の現状と課題はどのようにとらえているのか。子育ての中の家庭の意向

などを踏まえた具体的な支援策について町長に伺いたい。 

   ２点目、幼稚園、学校教育の振興についてです。幼稚園児と保育園児が同様の条件

で小学校に入学できるような幼保一元化に向けた課題と本町の取り組みについて。ま

た、豊住小学校の将来的な計画について。そして、平成２１年度から値上げが検討さ

れている給食費についての現状と課題をどのように把握しているのか、町長、教育長、

教育委員長に伺いたい。 

   以上、１回目の質問とさせていただきます。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 斎藤議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   次世代育成支援行動計画についてのお尋ねがございました。これは、次世代育成支

援対策推進法というものが平成１７年に施行されました。この法律の目的は、国、市

町村、事業主、また国民の皆さんの責務を明らかにして健やかに生まれ、そして育成

される社会を目指していこうというものでございまして、先ほど言いました平成１７

年の４月から１０年間の時限立法の法律でございます。この法律に基づきまして地域

における子育て支援、親子の健康の確保、教育環境、また仕事と家庭の両立、それら

についての目標を定め、その目標達成のために講ずる措置として行動計画を策定して

いるものでございます。この計画は、５年を１期、前期、後期になります。このため、

次期計画は平成２２年度から平成２６年度までということで、そのため平成２１年度

中に策定をしたいというものでございます。 

   前期の行動計画の中から見まして、現状と課題ということについて触れたいと思い

ます。１つは、地域における子育て支援のあり方、もう一つは母性並びに乳幼児、ま

た乳児等の健康の増進の確保、子供たちの心身の健やかな、心の部分も含めた健やか

な成長に資する教育環境の整備、そして子育てを支援する全体的な生活環境の整備、

また子供たちの安全の確保や要保護児童への対応等きめ細やかな取り組み、その６項

目が現状と課題として前期計画の中で整理されております。 

   そういった中で我がまちの取り組みの事例を少し紹介をさせていただきたいと思い

ます。現在女満別地区のめちゃいるど館においては、幼児を対象として子育て支援事

業を行っております。また、クラブ登録されている子供たちを対象に放課後児童健全

化事業、またクラブ登録をしていない子供も対象にした児童の健全育成事業なども行

ってございます。東藻琴地区では、この機能は生涯学習センターで持っておりまして、

幼児を対象としたわんぱくクラブの開設や、さらには登録児童の児童クラブなどを運

営しているところがございます。また、これは福祉サイドの事業でありますけれども、

教育委員会が主体となりまして女満別地区のめちゃいるど館、また東藻琴小学校にお

いて放課後子ども教室を実施しているところであります。そういった中で課題を考え

てみますと、こういう制度があるということではありながら、まだ全くご利用されて

いないご家庭も多いと。それは、私どもの情報発信や、またその事業の内容等、また

そういう質の向上も必要なのではないかと。そういうものを今後図りながら支援体制

をさらに充実させていきたいと、そのように考えております。こういう事業としての

取り組みはもちろんでありますけれども、町内には幼稚園が２カ所ございます。また、

僻地保育所、１カ所は東藻琴幼稚園に併設という形でありますけれども、保育所２カ

所ということでありますけれども、近年の出生率の低下等に伴ってひところより人数

については減少傾向にございます。東藻琴保育園では平成９年から、また豊住保育園

では平成１２年から年齢を拡大して２歳まで現在対象としてお預かりをさせていただ

いてございます。平成２１年度からは、東藻琴保育園で満１歳児の子供さんたちの保

育も実施したいと、そのように考えてございます。このほか、委託契約でありますけ

れども、他市町村の認可保育所に入所する保育所広域入所事業ですとか、託児所に通
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所する利用料の一部を助成する託児通所助成事業なども行ってございます。また、先

ほど申しました児童センター、児童クラブなどの運営を行って子供たちの育成に当た

っているところでございます。このほか、母子保健事業として母親、乳幼児等の健康

増進というような観点から母親学級、乳児相談、４カ月健診、１歳６カ月健診、その

ほか両親学級なども実施をしてございます。また、親御さん自身の力量形成というも

のも必要ではないかというようなことから、就学前の児童の保護者の方を対象に平成

２１年度から親教育プログラム事業というものを実施をしていきたいと考えてござい

ます。このほか、ゼロ歳から小学校就学前の子供さんたちの入院、通院の費用、さら

に小学校１年生から６年生までの入院に対する乳幼児の医療費の助成なども行ってい

るところでございます。 

   また、幼保一元化に向けての取り組みについてのご質問もございました。ご存じの

とおり幼稚園は文部科学省、保育園は厚生労働省という法律上の区分けがございます

ので、私どもの町においても幼稚園は教育委員会、保育園は福祉課の所管としている

ところでございます。しかし、就学前の子供たちの環境等々要望は多種多様にわたっ

ている状況にございます。そのため、幼稚園であっても預かり保育などを実施をする、

また保育園であっても教育的要素を取り入れるというようなことで現実的には幼稚園、

保育園という名称の使い分けをしている部分もありますけれども、就学前の子供たち

の環境をどのようにつくっていくかというような観点から、相互のよいところを兼ね

備えながら一体的に対応していきたいというのが私どもの町の考え方でございます。

そういった中で先ほど東藻琴保育園において２歳未満児の、１歳児の受け入れをとい

うことで考えましたということでありますけれども、女満別地区についても４月の施

行はなかなかいろいろな課題があって難しいわけでありますけれども、課題を解決し、

こちらの地区においても１歳児、さらに将来的にはそれよりまだ年齢を拡大しながら

受け入れをできるように努力をしてまいりたいと、そのように考えてございます。私

が思いますのは、幼保一元化、現実的には私どもの町である程度取り組めているその

ものをしっかりと形として皆さんにご理解をいただくことなのではないかと。何か建

物をつくるというよりは、そういう体制づくりをしっかりとしていきたいと、このよ

うに考えてございます。 

   また、豊住小学校の将来的な計画についてもご質問がございました。豊住小学校は、

旧女満別町においては本郷、大東に続き明治４４年に木禽教授場として開校いたして

ございます。地域の学校ということではありますけれども、何代もの間卒業生を地域

に輩出しており、地域が育て、地域がはぐくんだ学校と。人数等もそんなに多くはあ

りませんので、行き届いた教育環境を提供できるというようなプラスの面もございま

す。しかし、現在は全校生徒が２３名という状況であります。今後も急激な増加は見

込まれないと、そのように思っております。また、団体活動の経験不足ですとか、団

体スポーツといった経験が少ない、そういうようなマイナス面もあるというふうに受

けとめております。町としては、学校の適正な規模について検討することとしてござ

いまして、現在まで３回、歴代のＰＴＡの役員の方ですとか、現在の保護者の方など

と懇談をさせて、いろいろ意見交換をさせていただいております。その中で豊住小学

校の将来像について探らせていただいているところでございます。 
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   以上、私からの１回目のご答弁は以上のような形とさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 質問いただいた中で子育ての中の家庭の意向を踏まえたというところにかか

わって、教育委員会にかかわるということで私のほうから答弁をさせていただきたい

と思います。 

   豊住小学校でふれあいトークのときのご質問があったのですが、そこで去年の４月

から東藻琴小学校で開設できたように放課後子ども教室のようなことができないのか

というようなご質問もあって、今回も議員のほうからの聞き取りの中でそういう課題

提起を受けましたので、ご答弁をさせていただきたいと思います。先ほど近藤議員の

ご質問のときにもこういう方向であるということで申し上げたのですが、現在豊住ク

ラブ、地域総合型スポーツクラブとして立ち上げようとしてございますので、それが

立ち上がっていく中でその運営にかかわって当然スポーツクラブですから指導者だと

か、それに付随するいろんな担当の方々がついて動いていくことになりますので、そ

れにかかわって児童クラブの場合ですと安全管理員という方を置かなければいけない

のです。その辺のかかわりをこの後スポーツクラブの立ち上げに向けて協議を図りな

がら、うまく連携やすみ分けができていくならば、そのクラブの運営の中で子ども教

室的な働きというのでしょうか、仕組み、機能もうまく持たせながら展開できないか

どうか、この後少しクラブのこれから運営、立ち上げに当たって詰めさせていただけ

ればありがたいなと、このように思っているところでございますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

 

◇議  長 合田教育委員会委員長。 

 

◇教育委員会委員長 給食費のことでございますが、原材料の値上げ、世界的な不作、小

麦価格の高騰といったことから、平成２０年度に学校給食運営委員会に諮り、平成２

１年度から小学生で１食当たり３３円増しの２４３円、中学校で３６円増しの２７６

円と値上げさせていただくこととしております。網走管内におきましても昨年度値上

げした市町以外で一斉に値上げを実施しており、小学校では最低が両湧別の２０９円、

最高が訓子府町の２４５円、管内平均で２３０円となっており、中学校では最低が両

湧別の２４４円、最高が西興部村の２７９円で、管内平均額が２６５円となっており

ます。今回女満別地区では１０年ぶり、東藻琴では合併に伴った金額調整のため５円

を上乗せして以来３年ぶりに値上げをさせていただきました。今後見込まれる原材料

や加工品の値上げを見込んでの金額算定でありますが、食料価格が安定しない社会情

勢の中では、今後も適正な金額について検討しなければならないことが予想されます。

そのような情勢から、従前に提供していました卒業式の紅白まんじゅうといったよう

なものにつきましては今後もお出しできる状況ではありませんが、日本の風習である

ひな祭りや冬至といったような季節感に合わせて特色ある給食メニューづくりを進め、

子供たちに喜んでもらえるよう取り組んでまいります。また、地産地消という観点か
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ら、今後も予算の範囲内で地域でとれた野菜などを積極的に給食に取り入れてまいり

たいと思います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 今それぞれの方から大変わかりやすく答弁をいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

   まず、大項目の１点目から質問したいと思います。先ほど次世代育成支援行動計画

というものがある、これは時限立法だということがわかりました。その中でことしは

後期の策定する年なのですということだったのですけれども、具体的にどういう部分

が悪くてどういうふうに改正するのか、それがちょっとわからなかったような気がし

ました。その辺の答弁再度お願いしたいと思います。 

   それと、先ほど女満別地区はめちゃいるど館、東藻琴地区については児童クラブが

ありますよと、その中で思った以上に高い利用率があるのだということもわかりまし

たが、この分析と課題はいろいろあるということでしたけれども、その対応について

再度お聞きしたいとも思います。 

   それから、広域保育と民間保育に対してどのぐらいの実際的に利用率、人数がいる

のか、またその助成の金額がどのぐらいなものなのか、それについてもお答え願いた

いと思います。町長にお願いします。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１３分 

再開 午前１１時１４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時２４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   斎藤議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

   山下町長。 

 

◇町  長 後期となります次世代育成支援行動計画でありますけれども、改正をすると

いうよりは新しくつくるということを考えております。そのため、年次計画、１年間

の中でアンケート調査などを実施する、またニーズ調査、聞き取り調査というのでし

ょうか、そういうことを実施をしながらこの地域の中でもう一度子育て支援に対する

状況がどのようになっているか、そういう現状把握をして、また地域の中でどのよう
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な要望があり、それにどのように対処していくかということを詰めていかなければな

らないと思ってございます。ただ、本年度においても保育所の年齢の拡大ですとか、

そういう中でいろいろ保護者の方々と意見交換をさせていただいたことがあります。

それから推測をいたしますと、ただいま町で１歳まで保育年齢を引き下げたというこ

とでありますけれども、さらにそれの引き下げに対する要望があったり、または一時

的に、ほんの短期間、１日とか午前中だけとか、そういうような形で随時子供たちを

預けるような、そういう要望が多いように聞いてございます。ですので、新しい行動

計画については、そのようなもの等について町としてどのような対応ができるかとい

うことを盛り込んでいくことになるのではないか。また、私個人的にではありますけ

れども、乳幼児医療費の助成の拡大ということがここ最近近隣の市町村で行われてき

ております。そういった要望が寄せられている部分もございます。そういうところに

ついては、どの程度まで対応ができるのかということも検討材料の一つなのかもしれ

ないと、そのように思ってございます。 

   また、広域保育ですとか、今行っている助成事業の件数等については担当課長のほ

うから説明をさせていただきたいと存じます。 

 

◇議  長 三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 それでは、保育所の広域入所事業の概要についてご説明申し上げたいと思い

ます。 

   保育要望に対応するために、委託契約によりまして他の市町村の認可保育所に入所

をする場合助成をしている制度でございます。平成２０年度は５人予定しておりまし

て、予算総額では４０１万８，０００円の予算を見込んでございます。対象児は、２

歳児からゼロ歳児含めてということで考えてございます。 

   もう一点、託児通所助成事業という事業がございまして、これは町内の３歳未満児

の保育要望にこたえるため、本町または他の市町村に私的に保育を実施している託児

所に通所する利用料の一部を助成しているものでございます。平成２０年の利用予定

者は８人見込んでおりまして、１０３万８，０００円の予算を見込んでございます。 

   以上でございます。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 １つ答弁が漏れていると思うのですけれども、先ほど女満別地区ではめちゃ

いるど館、東藻琴地区では児童クラブ、この中では思った以上の高い利用率があるの

だなというのがつくづくわかりました。この中で今後、こういうものをどういうふう

に分析しているのか、またこういうものが必要なのか、先ほど教育長さんからも答弁

ありましたけれども、学校の放課後の利用が可能なのかどうか、その辺も答弁お願い

したいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 めちゃいるど館における平成１９年度の利用状況を少し申し上げたいと思い

ます。これは、先ほど言いました幼児を対象とした子育て支援事業ですとか、それか

らクラブ登録をされている放課後児童健全事業ですとか、またされていない方などの

健全育成事業、そういったものをあわせて女満別地区のめちゃいるど館については２

万２，９４０人という人数を押さえてございます。一方、東藻琴地区の生涯学習セン

ターの関係での事業でありますけれども、こちらはわんぱくクラブの開設ですとか、

児童クラブの登録をされている児童たちの利用状況ということで、こちらは平成１９

年度２，５６３人ということで大きな差にはなっておりますけれども、登録されてい

る人数などが違うと、もともとの子供たちの数も違うというような状況でこういう開

きになっていると思ってございます。また、放課後子ども教室などにつきましては、

めちゃいるど館では週３回実施をしてございます。こちらは年間約６，０００人の利

用、東藻琴小学校での子ども教室については今年度からでしょうか、実施をしたとい

うことで、こちらは週１回ということなものですので、トータルで１，７００人程度

の利用というような状況になってきてございます。 

   以上、実績としてのご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 先ほどの次世代育成支援行動計画の中で、１つ自分も思っていたことがあり

ました。大空町というか、女満別地区、昔からそうだったと思うのですけれども、よ

く転勤で来られた奥さん方が女満別に来ると学校に入るまで乳幼児医療が当たるのだ

ねということを言われました。その中で大変自分もすばらしいことだなと思っており

ました。先ほど町長の答弁の中でこれについても拡大する考え方があるとおっしゃっ

ていましたけれども、具体的にはどういうことなのか。たしか６年生までは入院費に

ついても助成する考えがあったと思っておりますけれども、それ以外にどういう拡大

を考えておられるのか、済みません、再度お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今直ちに拡大をするということでご答弁を申し上げたつもりではございませ

ん。この次世代育成支援計画の中でそういうことの議論も必要ではないかと、そのよ

うに考えているということでございますので、まずもってご了解を賜りたいと思いま

す。近隣の市町村の中では、小学生における通院についても助成の対象とするという

ようなことをされているところもあります。ただ、単にどこまでその部分を拡大すれ

ばいいのかということの議論も私は一方ではあるのではないかと。同じ子育て支援に

対する助成のあり方ということであれば、例えば議論の中では世代の中でいくとここ

の行動計画のところと合致しないかもしれませんけれども、もう少し年齢が高くなっ

たときにいろんな支援策があったほうがいいというような意見も寄せていただいてい

る部分もあります。ですので、今後支援策として先ほど言ったようなことの議論も必
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要ですし、私が今申し上げたもう少し高い年代での支援というようなことも十分議論

をしながら、この行動計画の策定の議論の中でご検討いただいて、それをまた判断を

させていただきたいと、そのように考えているということでありまして、今現在具体

的なその内容を持っているということではございませんので、ご理解を賜りたいと思

います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 先ほど広域保育、民間保育についての考え方なり実数、利用人数を聞かせて

いただきましたけれども、東藻琴地区ではことしから１歳以下の保育を始めるという

ことなのですけれども、それに関してどのぐらいの利用があるのか、また将来的に女

満別地区でやるとした場合、なかなか共働きでないと働けない環境の中にあるのはわ

かっておりますが、実際どのぐらいの人数を把握しているのか、その辺もよろしくお

願いします。 

 

◇議  長 日下保健福祉課長。 

 

◇保健福祉課長 東藻琴保育所の平成２１年度の入所希望状況でございますが、９名おり

まして、うち１歳児が３名でございます。 

 

◇議  長 ３番、斉藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 ちょっと答弁が足りないようなのですけれども、東藻琴地区は９名なのはわ

かりましたけれども、将来的に女満別地区はどの程度の人数を予想しているのでしょ

うか。 

 

◇議  長 日下保健福祉課長。 

 

◇保健福祉課長 女満別地区につきましてもアンケートをとらせていただいておりまして、

希望される方、それともし仕事が見つかれば預けたいという方含めると１２名程度、

２歳未満、ゼロ歳、１歳ですね。そのほかに、先ほど申し上げましたように、広域保

育で網走ですとか美幌に預けておられる方おりますから、地元にそういう形で、東藻

琴地区は別ですけれども、女満別地区のほうにも１歳児の入所が可能になれば、市外

に行っている方も地元に預けるようになってくるだろうというふうに考えてございま

す。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 大きな項目の１項目めは終わりたいと思います。 

   ２項目め、幼稚園、学校教育の振興について再質問させていただきたいと思います。
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先ほど冒頭にも申しましたが、小学校入学時に幼稚園児、また保育園児同様の条件が

必要ではないのかと思っております。というのは、昔からことわざで三つ子の魂百ま

でもということわざがあります。小さいときにいろんな経験をすることが大きくなっ

て立派な大人に仲間入りができるのではないかと思っております。そのためにも、先

ほど町長の答弁もありましたけれども、体制づくりを急ぎたいということでしたけれ

ども、その中で本町において早急に幼保一元に向けた考えがあるのかどうか、その辺

を再度お聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私が教育委員会と懇談をいたしまして、幼保一元ということについて環境整

備等にいろいろ考え方を整理して取り組んでほしいと最初に言いましたのは、新町に

なりました平成１８年の４月だったかと思います。ただ、いろいろ懇談をしていく中

で現在の保育園、そして幼稚園については実際に行っている活動についてほとんど遜

色がないと、ある意味今時点でも幼保一元化と言われれば、場所的な別なところはあ

りますけれども、現実として幼保一元化的になっているという部分で認識が一致した

部分でもございます。例えば子供たちに芸術鑑賞の機会として設定している事業など

についても、保育園の子供たちであっても一緒に観劇をしていただくようなこともし

ておりますし、過去は文化展において保育園児の作品というものは展示されておりま

せんでした。けれども、それもやはり教育の一環として、いろいろな活動をしている

その発表の場として、文化展にも保育園の子供たちの作品も展示をするというような

形もさせていただいております。ただ、そういう活動が十分地域の方々にご理解をま

だいただけていない部分もあるのかなと、そのように反省も一方ではしてございます。

そういう形をしっかりと見せていくために、どのような形づくりといいましょうか、

方式がいいのかということについて今後検討を加えて皆様方にＰＲをし、また不足し

ているようなところがあれば、そういったことについて取り組みを進めてまいりたい

と、そのように考えております。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 幼稚園については教育委員会の担当で、保育園については福祉課の担当とい

うのはわかっておりますけれども、この中で子供たちから見ますと教育的にといいま

すか、入学前の条件は違うのではないかと思っております。そのような中で一貫性の

ある、今盛んに地方では認定こども園という形でうたっておる地域もありますけれど

も、そういう形での幼保一元化についての考えはないのかどうか、よろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 認定こども園というような考え方についても検討して、今後そういう方向が
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望ましいということであれば、そういう体制づくりということも考えてみたいと、そ

のように思います。現実がそうであるからということではありますけれども、なかな

か先ほど言ったようにわかりづらいというようなことから考えますと、今ご提案のあ

った方式も一つの方策なのかもしれないなと、そういう認識を持ってございます。そ

のことでどういうメリットもあるか、またデメリットはないのかというようなことも

含めて検討させていただきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 豊住小学校のことについて再度お聞きしたいと思います。先ほど町長の答弁

にもありましたけれども、毎年二十三、四人程度、これが向こう何年間も変わらない

で推移しそうな傾向にあります。その中で適正規模という懇談を私も含めた中で３回

ほど進めております。その中で思うのは、この間３月４日にはお母さん方との懇談が

あったわけなのですけれども、その中で一番記憶に残ったことは、やっぱり中学校に

入ったときに一番困るのだ、それはどういうことかというと、少ない人数で入ったら

どうしてもなじめない、逆に恐らく女満別小学校の子はそういう気持ちはないのだと

思うのですけれども、どうしても別扱いされる、そういう形でどうしても１年以上は

なじめなかったのだよというお母さんもいらっしゃいました。また逆に、スポーツを

やっている子供たちはいろんな形で交流があったので、そういう違和感はなかったと

いうお母さんも確かにいました。その中で一つ考えられるのは、稲城市の交流会とか

修学旅行、高学年での交流は割とあるのかなと思っておりますが、低学年時、小学校

１年生から早い時点の交流が少ないのではないかと思います。その中で女満別中学校

に入った中でもそういう形をとっていれば、早くなじめるのかなと。そういう中で将

来的な、万が一あるとしたら統合に向けても早く進められるのかなとも思っておりま

す。その辺についてわかる範囲で町長に答弁お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私も豊住小中学校の卒業生でもありますし、また昨年の春までＰＴＡでもご

ざいました。昨年の春、私の子供も中学校に入学してから夏休みぐらいまででしょう

か、大分不登校ぎみもありまして、体調悪いというようなこともあったのも現実であ

ります。また、先日保護者の方々との懇談のてんまつ、内容等も見せていただきます

と、私だけではなくて、そのような同じような境遇にあった方などのお話も書かれて

ありましたので、なるほどと思いながら見させていただいたところであります。確か

に過去でいいますと、北網広域圏組合の国内研修ですとか、稲城市との交流、小学校

５年生でありますとか、修学旅行というようなところはありますけれども、それより

も低学年のところでの交流というのはやはり少ないように思います。高学年になれば

スポーツ活動などで一緒にというような部分もだんだん出てきておりますけれども、

低学年は少ないような気がいたします。私どもの時代を振り返ってみますと、町内の

意見交換会ですとか、音楽交歓会ですとか、スポーツ交流会ですとか、そういうもの
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も学校単位といいましょうか、全町の中で行われていたような記憶がございます。そ

ういうものも必要になってくるのではないかなと。これは、女満別地区だけの話では

なくて、新しい大空町となっているというようなことから考えますと、そういう地域

なり全体を通じての子供たちの交流というものも必要なことだと、そのように思って

ございます。私も今いろんな議論をされておりますけれども、統合というようなこと

も確かに選択肢の一つの中にはあるのではないかと。ただ、一足飛びにそこにつなが

るということではなくて、いろいろなことを経ながらそこに着くこともあるのではな

いかと。そういうことから考えますと、子供たちの交流、いろんな意味合いを含めて、

今回のことだけではなくて、同じ町内で必要なことではないかと。人づくりという観

点からも必要ではないかというふうに思いますので、そういうことについては教育委

員会とも連携をしながら、どんな対策がとれるか今後も検討してまいりたいと、その

ように思います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 豊住小学校の将来の形については、地域のこともありますから、今後とも十

分に教育委員会を含めまして検討していただきたいと思います。 

   最後に、給食費のことなのですけれども、去年もたしか同じ時期に同じ質問をした

と思っております。その中で去年の段階では値上げをしませんということだったので

すけれども、来年度に向けては値上げしますよということでした。その中で単純に３

６円、その程度で果たして済むのかどうか、これを毎年値上げするというか、そうい

う考えも含んでいるのか、その辺も再度お聞きしたいと思います。教育長。教育委員

長。 

 

◇議  長 合田教育委員会委員長。 

 

◇教育委員会委員長 給食センターの所長に答えさせますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

◇議  長 田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 給食費の関係につきましては、昨年２回給食運営委員会を開催いたしま

して、関係者の皆さんにご検討いただいたところでございます。実質の値上げにつき

ましては、おおむね３年程度その金額で維持可能ではないかというところで金額を設

定させていただいておりますが、物価の上昇ですとか、それからまた今回燃料が下が

ったというようないろいろな社会情勢の中ではその都度、その都度検討させていただ

かなければならないことであると思っておりますので、ご理解のほういただきたいと

思います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 
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◇斎藤議員 給食について食材のことについてお聞きしたいのですけれども、食育とか地

産地消の関係でどの程度地場産のものを使っているのか、その辺のことについて再度

お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 給食費につきましては、平成２０年度はまだ決算が終わっておりません

ので、平成１９年の決算額でお知らせしたいと思います。まず、給食費の平成１９年

度の総額が３，６７７万７，０００円、このうち町内から購入しておりますのが肉、

野菜系統でございますけれども、３０．７％。それから、町外に係る部分につきまし

て小麦でありますとか、お米でありますとか、牛乳でありますとか、北海道が一括で

契約していただいている部分がございます。それが給食費の全体の４７．１％。それ

から、それ以外の部分につきましては、めんですとか加工品、それから調味料といっ

たものが町外から２２．２％購入してございます。この２２．２％につきましては、

価格の統制という意味と安く仕入れるというようなことから、管内の栄養士さんが単

価契約をいたしまして、それに基づいて納入していただいているという状況でござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 食材については、いろいろ安全、安心な食材をこれからも利用していただき

たいと思います。 

   私からお聞きしたいことは、もう一点は、教育長にお聞きしたいのですけれども、

今度給食センターが新築になります。この中でセンターの能力自体どのぐらいあるの

か、一貫して言っておりますけれども、幼保一元に向けて万が一保育園とか幼稚園に

給食を対応できるような能力があるのかどうか、その辺を教育長にお聞きしたいと思

います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 現在のところ、新しい給食センター、８００食を想定してございます。８０

０食といいますと、ただいま女満別学校給食センターでは６００食前後でございます

ので、そうしたことを含めて今おっしゃられたような将来的なことも含めて対応でき

る食数であると、このように思ってございますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 ３番、斎藤宏司議員。 

 

◇斎藤議員 全体を通して一貫して同じ内容のことを言っているつもりです。最後になり

ますけれども、子供たちのきらきらした目がくすぶらないように子供たちの目線に立
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って物事を考えて進めていただきたいと思います。 

   以上、終わります。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 子供たちの目線に立ってというご指導いただきました。そのことを忘れずに

この後もまた進めてまいりたいと思いますので、ご指導方よろしくお願いいたします。 

 

◇斎藤議員 以上、終わります。 

 

◇議  長 これにて斎藤宏司議員の一般質問を終了します。 

   ここで昼食のため休憩します。再開は午後１時。 

 

休憩 午前１１時４７分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、４番、植田泰弘議員の一般質問を許します。 

 

◇植田議員 平成２１年第１回定例会において、通告書に従い、一般質問をいたします。 

   大空町の産業振興と観光についての質問でありますが、特に今回は道の駅に関した

質問をさせていただきます。まず、知床世界遺産の人気がなくなり、昨年暮れから不

況と言われる中で道の駅の利用状況は前年度と比べどのような変化があるのか聞かせ

ていただきたいと思います。 

   ２番目に、道の駅におけるイベント事業等でありますが、私も平成２０年度はメル

ヘンフェア、いい夫婦の日撮影会、道の駅冬まつりなど実行委員会のメンバーとして

参加をしているところですが、現在道の駅では１年間にどのようなイベント事業が行

われているのかお聞きします。 

   ３番目として、ハウス施設の利用と本年度の利用計画についてですが、このことに

ついては平成２０年度から施設の管理及び作物管理者として農業の先進的存在だった

方が加わったことにより一層の充実が図られることと思いますが、今後の利用計画に

ついてお聞きします。 

   ４番目として、チャレンジショップの実績と今後の考え方についてです。平成１７

年にスタートしたチャレンジショップは、ことしで４年目を迎えることになりますが、

３店舗の実績、実態はどのようになっているのか、今後もまだチャレンジという形で

頑張ってもらうのかお聞きします。 

   以上、第１回目の質問とさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 植田議員の産業振興と観光について、主に道の駅についてのご質問にお答え

をしたいと思います。 

   まず、利用状況でございますけれども、道の駅メルヘンの丘めまんべつの平成２０

年１月から１２月までの年間利用者数は３６万人という数字で把握をしてございます。

これは、観光客だけではなくて、その道の駅を利用された方ということでございます

が、その利用者の把握の方法でございますが、アンテナショップほのか及びトイレに

センサーカウンターをつけて、それから集計した数字でございます。昨年度は、一番

来場者が多い７月、８月期、ちょうど燃料の急激な高騰の時期と重なっておりました。

そのようなことから、昨年度は１１万４，０００人、前年平成１９年の１２万７，０

００人から見ますと約１万３，０００人ほど減っている状況にあります。しかしなが

ら、その７月、８月期を除き回復に転じてきておりますので、最終的にはほぼ前年並

みを何とか確保しているというような状況にございます。オホーツク管内の観光客の

入り込み客数でありますけれども、対前年と比べて８．５ポイント、北海道全体でも

４．５ポイントマイナスになっているというところから見ると、検討しているほうで

はないかという見方もございます。これは、その道の駅でいろんな取り組みの成果と

いうこともあるのではないかと、そのように思います。露店ですとか、地元の産品等

を屋外で売られている、そういう取り組みもありますし、休憩施設を設置したと、ま

たこれは今年度になりましてからでありますけれども、商工会なども豚しゃぶ長いも

丼など、そういうものの開発にも努力をされております。また、ドッグランの施設な

ども設置をしたと。また、インテリアというのでしょうか、冬場のネオンサインなど

も装飾などもしてくれております。また、チャレンジショップの取り組みですとか、

いろいろなイベントの開催、そういうものがあって今日の数字になっているのではな

いかと、そのように思っております。そのようなことから、平成２１年度水飲み場の

整備などもさせていただこうということとしてございます。 

   主なイベントでありますけれども、先ほど議員が述べられましたとおり、７月には

２日間においてメルヘンフェアというイベントを開催してございます。９月には、め

まんべつ観光協会が主体となりましてしらうお祭りの実施、また１０月には食と農を

考える協議会が輝農館まつりを実施しております。１１月２２日にはいい夫婦の日の

撮影会なども行われて、また冬場にはめまんべつ雪んこ広場や、さらには２月８日、

ちょうどその期間中でありますけれども、道の駅冬まつりというようなイベントも開

催をしてございます。これは、外の敷地全体を使ったイベントということで申し上げ

ました。このほかにも中では町が主催のスポーツ縁日ですとか、また実行委員会では

ありますけれども、町がかかわっております交通安全、社会を明るくする運動大会で

すとか、そういうものもございます。また、ロビーなどではロビーコンサートという

ような催し物も町内の有志の方々で取り組んでおりまして、そういうものの相乗効果

の中で先ほど言いました利用実態が３６万人ということになっていると、このように

思ってございます。 

   ハウスの施設でございますけれども、メルヘン公園のハウス施設は平成１２年、新

山村振興等農林漁業特別対策事業というもので、主に低台地区の水田転作に伴う野菜

や花卉などの新規作物の導入、そういうものの実証実験をしていこう、栽培技術の試
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験をやろうということで２棟の温室を整備したところでございました。ただ、平成１

３年から平成１５年までは、どちらかというと各種公園などの植栽用の花苗の供給と

いうところにとどまっておりました。平成１６年から平成１８年の３年間は、女満別

農業協同組合と共同でトマト、アスパラの育苗管理を行って農家の皆さんに苗の提供

を行ってきたところであります。また、先ほど申しました花いっぱい運動に関係する

部分については、平成１９年度まで実施をしてございます。昨年の４月、指定管理者

という方式でもってめまんべつ産業開発公社に委託をしたところであります。その中

で農業士の資格を持つ地元の方を採用され、平成２０年度はハウス内の機械操作や土

壌の改良、花壇用の育苗などというところにご尽力をいただきました。また、ハウス

施設を使って普及センターのカボチャの残留農薬の試験なども行ったところでありま

す。平成２１年度でありますけれども、１つのハウスにつきましては発芽器を使用し

て農家の方々向けのアスパラガス、またブロッコリーの苗の育苗を農協とともに進め

る予定としております。また、もう一棟のハウスにつきましては、先ほど申しました

農業士の資格を持つ方などの判断から、土壌改良の必要もあるというようなことで、

まず緑肥などにも取り組みたい。さらに、その後トマトの栽培なども計画していると

ころでございます。そういう中で活用をさせていただきたいと、そのように思ってご

ざいます。 

   また、チャレンジショップでありますけれども、道の駅に飲食店機能、また新企業

を目的に平成１７年に開業してございます。実績につきましては、開業された３店舗

のうち、既に２店舗の方々はその店舗のほかにも新たな店舗事業の展開を図っており

ますので、ある意味での一定の成果は得られたのかというふうに考えてもおります。

開業に伴う初期投資などいろいろな部分はかかるということで、回収に３年程度はか

かるというようなことから、現在まで継続してまいっております。ただ、課題といた

しましては、簡易ハウスということで店舗面積も小さく、ご本人たちからは拡充した

いというような要望もあります。一方で、期間営業の店舗もあるということなどから、

道の駅を含む施設全体に与える影響ということも懸念される部分があります。本当で

ありますと、所期の本来の目的でいきますと、見通しが立った段階で独立をして店舗

形成を図っていただきたいというようなことでありましたけれども、今の時代の中で

資金調達をしながら新しくということはなかなか難しいのが現実のようでございます。

この道の駅全体、メルヘン公園全体を含めて新しいコンセプトのもとで当該施設も含

めた中で道の駅をどのように位置づけていくか、当然うちの町の陸路の観光の出発点

というのでしょうか、表玄関になるというような機能がございます。そういった機能

など、総体的な観点から見直しを図って平成２１年度検討を進めてまいりたいと、そ

のように考えてございます。そのようなことから、店舗の方々については長期間にな

らない契約を今後検討させていただき、また計画など具体的な素案の段階からいろい

ろな形でオープンにさせていただいて、皆さん方の意見をもとに今後の形づくりにつ

いてご相談をさせていただきたいと、そのように考えておりますので、今後とも提案

等ありましたらお寄せいただければありがたいと、そのように思っております。 

   以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 
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◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 １、２、４については関連がありますので、まず３番目のハウス施設につい

て質問させていただきたいと思います。これは、農業者、特に今おっしゃったように

低台の農家を中心として野菜等の育苗だとか種まき用につくられたというようなこと

でありますけれども、先ほども申しましたけれども、農業の先進的な方が去年入られ

たというようなことでいろいろとバリエーションが多くなってくるのでないのかなと

いうふうに考えておるわけでありますけれども、農業者のために建てた施設というの

でありますので、私が考えるには、やはり農業者に関心のあるような事業をやっても

らいたいなと、そういうふうに思うわけであります。例えば以前にも言ったと思うの

ですけれども、先ほど町長も答弁されたと思いますけれども、カボチャの残留農薬の

試験であるというようなことをやられたと。私も例えば新しい農薬が、除草剤なり殺

菌剤なりが出ましたら、麦だとか、それからビート等に対する農薬試験であるとか、

それは農協だとか普及所なりと連携をとりながらやってみてもいいのかなと。それを

やはり各農家にアピールしながら、こういうことをやっていますよと、ぜひそこに見

に来てくださいというぐらいのＰＲをしながらでないと効果が出ないのかなというふ

うに思うので、そこら辺のＰＲの仕方も考えながら、農家の人たちが関心を持てるよ

うな場所にしてもらいたい、そういうふうに考えておりますけれども、町長、そこら

辺の考え方ちょっと聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 まだまだ十分な活用に至っていない、その根底は今言ったようにＰＲ不足に

尽きるのではないかと思っております。あれほどの農園施設の部分もありますし、ハ

ウス施設もあります。先ほど言ったように、農協さんと提携をする中で野菜苗の提供

なども行っておりますけれども、私なども地域に行きますと、新しい品種のトマトが

出たのだけれども、それをちょっとつくってもらいたいのだけれどもなと、今自分の

手の中でつくるというよりはそういうところでやってみて、その実績をもらって私ど

もでもまた考えてみたい、そんなことを言われた方々もいます。もっと前段で今のよ

うに、あそこのところでそういうことをやってもらえるのだろうかというような方々

もいらっしゃいました。今言われたように、十分ＰＲが届いていない部分だなと。単

に広報などで流すというよりは、ことしの取り組みの分野もあります。そういったも

のを例えば見学会のような形で農業者の方々に周知をさせていただいて、あの施設を

見ていただく、そういうような会なども考えてＰＲに努めてまいりたいと、そのよう

に思います。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 具体的に言いますと、ハウスの利用の仕方といいますと、例えばブロッコリ

ーなんかは根こぶがつきやすい作物なのです。そんなような作物に対しては、播種か
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ら苗づくりまでの管理体制というのがすごい重要なことになってくるわけなのです。

そんなような農家ではちょっと大変だなというようなことも拾いながら、あのハウス

も利用していただきたいなというふうに思います。また、真空播種機なんていう立派

な播種機がありますので、大規模な野菜をつくる方に対しては播種だけでもあそこで

やっていただくというような、そういう実践的なことも少し考えていただければいい

のかなというふうに考えております。また、近くに新規就農者の宿泊施設があるわけ

ですけれども、それらの宿泊している方々にもあそこの作物をいじらしてあげるとい

うか、関心を持たしてあげるというか、そんなようなことも必要なのでないのだろう

かなというふうに考えるわけなのですけれども、そこら辺もう一度お答えいただきた

いと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 平成２０年度から指導農業士の資格を持つ方がお勤めになっております。そ

ういった中では、去年はいろいろな施設を見ていただいて、ご本人もいろいろ思うと

ころがあったというふうに私は聞いてございます。そういう中でことし第１弾として

アスパラガスやブロッコリーの苗の供給、さらに一方では土壌改良も少ししなければ

ならない、そういうご提言といいましょうか、考え方もあって、まずそれをやらせて

もらいたいというような話で伺っております。ですので、今言われましたように、も

っと多種多様な使い方、さらには新規就農者施設をご利用される例えば農業に対する

就農を希望されている方々、そういった方々もハウス施設ですとか体験農園を活用す

るというところもこの公園をつくったときの本来の目的でもありますので、そういう

本来型のところに立ち返った取り組みというのをこれからしっかりとやらせていただ

きたいと。特に今農業の形態がいろいろな分岐点に差しかかっている中で、農業者の

方々もどの方向で将来の営農を組み立てていこうかと思い悩んでいる、そういう時期

ではないかと思いますので、そういう何かの指針になるような活動ができるように取

り組みを進めてまいるように努力したいと思います。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 ハウス棟については、農業者の施設ということを十分念頭に置いていただき

まして事業を進めていただきたいと、そういうふうに思います。 

   続きまして、１番目に聞きましたどれぐらいの利用者がいるのかということについ

てですけれども、３６万人の方があの道の駅年間利用しているというようなお答えを

していただきました。私は、飛行場から道の駅まで車で走ってみて、ようこそオホー

ツクという看板はあるのですけれども、ようこそ東オホーツクだとか、そういう看板

はあるのですけれども、ようこそ大空町という看板は一つもないのです。僕は、道の

駅にもそういう看板がないような気がするのです。そこで、私はせっかく３６万人も

利用者が立ち寄るのでありますから、大いに道の駅で我が町をＰＲする必要があるの

でないだろうかというふうに考えるわけであります。ウエルカムだけではなくて、い
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ろんな海外から中国の方やら韓国の方やら来ますので、日本語以外に３カ国語ぐらい

でようこそいらっしゃいましたというようなおもてなしは道の駅でしてもいいのでな

いだろうかと、そういうふうに考えるわけであります。また、その看板についてです

が、大空町、せっかく東藻琴と合併したので、その概要図であるとか、できれば道の

駅に寄られた方がノンキーランド東藻琴に行けるような道筋であるとか、できるだけ

東藻琴に向かわすような、そういう手段というのが僕は必要なのでないだろうかなと

いうふうに考えるわけでありますけれども、そこら辺町長どういうふうに考えるのか、

考えがありましたら聞かせてください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 空港から道の駅、空港は空の玄関、道の駅は陸路の玄関になっているという

ふうに私も思っております。確かにそうではあるにもかかわらず、まだまだ観光客の

方に対するおもてなしの心、表現というものが十分ではないということだなと改めて

思ったところであります。午前中の質問でもお答えさせていただいた部分で、頭出し

できた部分、まだまだこれからの部分という部分がありましたけれども、こういった

ことについてはまだまだ十分ではないと、そんな認識を改めてとったところでありま

す。過去におきましては、女満別東藻琴、東藻琴女満別、この間の行き来、地元の方

はどの道路を通ればどういうところに出るかというのはある程度承知しているわけで

ありますけれども、観光客などについてもわかりづらいというようなこともあったり

いたしまして、平成２０年度の予算で両地域を行ったり来たりする、また観光地を指

し示すような案内看板を７００万円程度かけていろいろつくらせていただきました。

それを見ていくと、うちの家内なども言いましたけれども、これで行ったり来たりす

るのにわかりやすくなったねという話はあります。ただ、そこのところにまだまだ先

ほど言った十分な観光的な要素、おもてなしの心というところまではでき上がってい

ないと、そのように思います。空港もそうでありますけれども、道の駅、そういうと

ころで指し示す方向をもとにこの大空町の中をいろいろな形で観光していただけるよ

うな、そういう取り組みにも努力をしていきたいと、そのように思います。今後そう

いった看板等についてもいろいろな手段を使って検討をさせていただきたいと、その

ように思います。今町政執行方針の中でも書かせていただきましたけれども、体験型

観光などもということであれば、今言った玄関口から東藻琴の乳酪館などにも人を向

かわせて、さらにはその後芝桜公園にも寄っていただくとかいうようなことでいかに

町内滞留を、滞在時間を長くするかということを考えますと、今言った案内、そうい

うものを、また国際化時代でありますので、いろいろな表記なども検討しながら行っ

ていくということは必要なことだというふうに思いますので、その件については十分

今後検討させていただきたいというふうに思います。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 ただいま町長が地元の人でも道のりが難しいのだというような話をされたと
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思いますけれども、私発想を変えまして、東藻琴には大きな目印があると思うのです。

それは、藻琴山なのです。僕は、道をどう行けという話ではなくて、天気の悪い日も

ありますけれども、藻琴山という山をＰＲして、そこに向かえば東藻琴へ行きますと

いうような、そういう発想の転換というのを考えていけば、僕は道に看板を立てるよ

りもずっと素人でも、わからない人でも行きやすいのでないのかなというふうに自分

は考えているわけなのです。いわゆるシーニックバイウエーの玄関口というか、最初

の道の駅ということでありますので、黙っていたら網走に行ってしまうところをやは

り何とか東藻琴のほうに向ける方策というのは、我が町ではもう絶対しなければいか

ぬというふうに考えているわけであります。 

   また、本州や海外から来る観光客は、農村地帯を走ってくるわけなのです。両側に

いろんな作物が植わさっているというような中で、我々も本州に行けば関心があるの

ですけれども、あのハウスの中に何が植わさっているのか、あれは何なのだろうかな

んて考えながら汽車に乗ったり電車に乗ったりしているのですけれども、そういう道

のりにある作物が例えば道の駅に植わさって観光客がそばで見れたり手でさわれたり、

秋にはその収穫物が見れたりというようなことがあれば、またこれおもしろいことで

ないのかなと。それも先ほど平成２０年に来られた方が専門でありますので、花のか

わりにそういう農作物を植えて北海道はこうですよという我々の道の駅の独自の考え

方と発想でやってもいいのかなというふうに考えているのですけれども、そこら辺ち

ょっと何かあれば。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど看板をつくるということについて検討したいと、道々に看板をつくる

ということで答弁を申し上げたつもりではなくて、例えば空港の出口のところである

とか、道の駅に例えばそういうようなサインづくりというようなものを考えてみたい

ということで、ところどころの部分については先ほど言ったことしつくりました道路

標識など、行けば、また今の時代ですので、多くの方々が個人で動くような場合につ

いてはレンタカーをご利用される、そういう方には今でいいますとカーナビなどもつ

いておりますので、細かなところはそういうところでわかるのではないかというふう

に思っておりますので、ご提言のあった北海道の大地を藻琴山に向かって走ればうち

の町の１，０００メートルのところまで行けるのだというような、そういうサインと

いいましょうか、キャッチコピーというのでしょうか、そういうものというのも必要

なのかなと、今お聞きをしていて感じましたので、参考にさせていただきたいという

ふうに思います。 

   また、道の駅の先ほど言いましたいろんな扱い方があって、農業にできれば傾注し

てということではあります。一方で、道の駅という形もとらせていただいております

ので、また今の時代ですので、農業そのものが観光と結びつくところもあろうかと思

います。前にも植田議員のご提言ではなかったかと思いますが、あそこのところに、

シーズンでありますけれども、麦わらの乾燥ロールを置かせていただいております。

確かにご提言のあったように、あそこで写真を撮る方なども随分といらっしゃるとい
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うようなことでありますので、今回のご提案についても考えてみる必要があるのかな

と、そのように思っております。例えば私どものところでいいますと、畑作の作物な

どもいろいろな畑に植わさっております。芋も何十種類もありますし、ビートですと

か、麦なども春まき、秋まき、私どもの町ではほとんどありませんけれども、ビール

大麦などもあるというようなことから、そういったものを道の駅の体験農園などでつ

くるということは可能ではないかと、そのように思っております。現実に道の駅に来

られた方の散策パターンを見てみますと、道の駅正面向かって左側の花卉公園という

のでしょうか、花、バラなどが植わさっているところで休みながら、その後ろのハウ

スですとか農園のほうに歩いていかれる方も結構な数いらっしゃるというようなこと

であります。そういうところに私どもの町の産業形態の一つであるそういうものも植

えるということもできるのではないかと、そのように思っております。ただ、今時点

ではハスカップですとか、それからブルーベリーなどが植わさっていたり、バラの補

植用の苗が植わさっているということでありますので、そういうものを少しきちっと

上手にまとめて、スペース確保して、そして利用するというようなことは可能ではな

いかというふうに思っておりますので、その点どういう作物にすることが皆さん興味

を持っていただけるのかというようなことも含めて検討させていただきたいと思いま

す。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 次に、イベント事業について少し質問させていただきたいと思いますけれど

も、私もイベントについては先ほども述べたように何ぼか参加させていただいており

ます。そんな中で去年、平成２０年度はしらうお祭りと輝農館まつりが道の駅に来た

というか、道の駅で開催されたと。私が考えるには、輝農館まつりは日進のほうでや

られていた、しらうお祭りは湖畔でやられていたというようなことで、それが道の駅

に来たということを考えますと、私は地元のというか、町の人たちが道の駅の集約と

いうか、集客力を利用し始めたのでないだろうかと。湖畔でやるよりも道の駅、それ

から日進でやるよりも道の駅というふうに地元の人たちがそういう感覚を持ち出した。

僕は、これは大変いいことでないだろうかなというふうに感じるわけなのです。例え

ばの話なのですけれども、例えば町内のお菓子屋さんが集まってあそこでイベントす

るというようなことになって、それが成功したら、今度町外のお菓子屋さんも入らな

いかというような、そんな輪が広まって大空スイートフェスティバルだとか、それは

例え話なのですけれども、そういう道の駅発で大きな地域の活性が生まれてくるので

ないだろうか。それは、一つには、町が主催しないでそれらのイベントをやっている

人たちは、自分たちがある程度自発的にやろうやというグループが結構いるものです

から、そういう力があるのかなというふうに考えているわけなのです。そんなような

ことで、道の駅が町民にも意識され出したというようなことを私は考えているのです

けれども、町長、そこら辺はどういうふうに考えておられるのか、ちょっと感じだけ

でも聞かせていただければと思います。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど申し上げたいろいろなイベントの中に小さなものではありましたけれ

ども、ロビーコンサートなどもご報告をさせていただきました。これも町が関与する

というよりは、あのスペースを使って、そして自分たちで楽しもうではないかという

ような発想も持っていると。ただ、そうやってやる部分については、いろんな人たち

にロビーコンサートでありますので、聞いていただきたいというような意味合いもあ

って道の駅というようなことではないのかなと、そのように受けとめております。ま

た、イベントなどで使います多目的屋内広場、通常砂入り人工芝の体育館的な使われ

方もしておりますけれども、当初の計画の段階から多目的な利用をというようなこと

で当時考えましたのは、補助事業で申請を上げた中では、例えば朝市に使ったらどう

だろうかとか、例えば農業用の機械の展示会で使うというようなことも可能ではない

かと。通常そういったものというのは、どちらかというと外で青空の下でやることが

多いわけでありますけれども、やはり心配なのは天候というようなこともあろうかと

思います。そういった中にあっては、あの施設はもし雨があった場合についても屋内

でできる、ですけれども外の雰囲気を醸し出せるような、そういう場でもあるという

ようなことから、いろいろな形でお使いいただけている部分ではないかなと思います。

ただ、これも先ほどのハウス施設と同じで、本当にあそこのところを使わせてくれる

のというようなことで十分ＰＲがされていない部分があるのではないかと。もっとも

っと前の例えば広場であったり、それから今言った多目的屋内広場などもいろいろな

形で使っていただくということがさらに道の駅の集客に相乗効果をもたらすものだと、

そのように思っておりますので、そういうことをＰＲしてさらにいろいろな取り組み

ができるようになってくれればいいなと。大変こういうところで言うのはどうかと思

いますけれども、私の後援会などもあそこでイベントを開催させていただいている経

過もあります。そういう中でいろんな使い方を町民の皆さんにご提案をさせていただ

いて、使っていただきたいなと。今私どもの農政課などとも話をしているのは、日に

ちもしくは曜日を決めてフリーの朝市などもやることはできないだろうかと。ただ、

これについては、農業者の方々などの理解も必要だというようなことなので、そうい

う機運を盛り上げるような、そんなことは何かできないだろうかなどという話もさせ

ていただいております。そういう中で道の駅という看板が持つ集客力と、また地元の

人たちの思いを結びつけていけるように努力をしたいなと、そのように思います。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 そこで、肝心な話なのですけれども、指定管理者は産業開発公社ということ

で担当者は一生懸命イベント等なり対応しているわけなのですけれども、そこで行政

側のフォローというのですか、そこら辺がやはり今後どういうような形で加わってい

ったらいいのかというようなことが僕は重要になってくるのでないだろうかなという

気がいたしております。ただ、イベント等に対して予算をつけたから、ただ単に実行

委員会に任せてやってくれというような話ではなくて、打ち合わせの段階から積極的
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に担当部署の行政が入っていって、そのノウハウだとか勉強になるところいっぱいあ

るのでないだろうかというふうに感じるわけなのです。そこら辺、例えば今町長が何

回もおっしゃっておりますＰＲ不足というのは、イベント個々の方々に聞いてもやは

りＰＲ不足というのが一番ネックになっているようなのです。そこら辺を例えば行政

がもう少し、では自分たちでここら辺は頑張って任せてくれと言うぐらいのかかわり

方といいますか、そんなことが必要でないだろうかというふうに考えるのですけれど

も、そこら辺の考え方というのをちょっと聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 この件については、役場のといいましょうか、町の職員のかかわりがいろい

ろなイベントに植田議員かかわっていらっしゃって十分ではないという、そういう感

じを受けているのだろうというふうに思っております。その点については、議員から

だけでなく、またいろいろなところからそのかかわり方というものについてご指摘を

いただいております。ただ、私が思いますのは、非常にそのかかわり方というのは難

しいなと正直思います。行政が音頭をとってあれも用意し、これも用意しということ

もまたいかがなものかというふうな思いもあります。そういう方々、先ほど言ったよ

うに、自発的ないろいろな発信をされてくれている。今私どもがしなければならない

のは、そことどのようにコラボレーションするか。それで、皆さん方のほうができる

ことと、そしてここはなかなか難しくてここの部分を行政側で何とかフォローアップ

してほしいというようなところと私どもがやっていること等がそごを生じてしまって

十分ぴたっと合っていない、そのことが先ほど言ったようなところにつながっている

のではないかなと、そのように思っているのです。ですので、実際に例えばイベント、

前段、当日どのように動くかというのもありますけれども、企画の段階でいろいろな

形で参加をさせていただく、その中で一体どこまで例えば実行委員会の方々ができて、

そしてこの部分を町としてやってくれやというような、そういうところで私どもは力

を発揮できるようにしていかなければならない、そのためには前段のいろいろな打ち

合わせの段階でしっかりと参画をしておくということが大切ではないかと。後々どの

部分をどれだけ汗かいたかということよりも、内容を十分承知しておくということが

大切ではないかというふうに思いますので、その点をまず一番に持ってきて努力をさ

せていただきたいと。その中で町がやらなければというか、行政サイドがやったほう

がいいなと、そのほうが皆さん方はもっと思い切った活動ができるというようなこと

を見つけていきたいなと、そのように思います。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 大変前向きな答弁いただきまして、ありがとうございます。町長今おっしゃ

ったように、大変前に出てもだめだし、後ろに下がり過ぎてもだめだというような、

そういうような話なので、我々もそういうふうに考えております。やっぱりどうして

もこの部分は行政ということは、必ず打ち合わせの段階で出てくると思うのです。だ
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から、そこら辺を勉強のつもりで、そんなこと言ったら怒られるのかもしれませんけ

れども、一つ一つイベントをやる方々、実行委員会の方々の体質だとかやり方という

のは違いますので、そこら辺を勉強する意味でも打ち合わせは十分耳を傾けるという

ようなことだけでもいいですから、参加していただければいいのかなというふうに考

えております。 

   次に、チャレンジショップについてお聞きしますけれども、チャレンジショップは

先ほど言いましたように４年目を迎えるというようなことで、３店あるのですけれど

も、それぞれ私は努力をしているのかなと、３年間一生懸命頑張っているのでないだ

ろうかと、若者向けに考えてみたり、それから年配者向けに考えてみたり、その中で

もしじみラーメンというものは発想と努力で今や全道的な知名度を誇って、全道から

知人が来ると、まず道の駅のしじみラーメン食わなければというような、そんな話も

最近では聞かれます。これは、道の駅の集客にもえらい貢献しているのでないかなと

いうふうに考えているのですけれども、その一方で冬期間の水道の凍結の心配である

とか、冬期間は集計には細かく載っていませんけれども、お客さんが少なくなってく

るというようなことで商売が大変になってくるというような、いろいろとそれなりに

苦労しているようでありますけれども、この中で先ほどいろいろと構想を、将来に向

けての考え方を述べていただいたのですけれども、このチャレンジショップに対する

やっぱり環境の整備というのも今後の課題でないのかなというふうに考え、また一方

ではお客さんに対する環境の整備ということも考える必要があるのでないだろうかな

と。今産業開発公社もしらうお丼であるとか、サクラ豚丼であるとか、いろんな食べ

物を開発してお客さんに提供し出したというようなことになりますと、やはりあっち

行ってサクラ豚丼食べて、こっち行ってしじみラーメン食べて、こっち行ってそば食

べてなんて、そんなようなお客さんが面倒くさいような時代でないと思うのです。や

っぱりワンフロアの中でこっち来たらサクラ豚丼が注文できるし、こっち来たらしじ

みラーメンが注文できるというような、そういう環境の整備というのは必要でないの

かなというふうに自分は考えるのですけれども、町長はどういうふうにお考えになる

のか、そこら辺をちょっと聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 道の駅の物販等については、通常の加工品、それからお店で売っている販売

物を売る部分と、それと生鮮の地元の花苗ですとか野菜などを売る分野と、さらには

飲食の分野とあると。私は、大きく分けて３つぐらいの販売といいましょうか、形態

があるのではないかと。今ありますのは、チャレンジショップの中では飲食の部分で

ありますけれども、一方のところでは飲食もやり、さらに野菜なども売ったり、さら

にはキーホルダーだとかお菓子類も売ったりとか、これはほのかなどではそういうよ

うなことになっております。これを分ければいいのではないかというご提案もありま

す。また、ほのかのところはトイレがございまして、その前が例えば飲食をするスペ

ースになっていて、イメージ的にもよくないのではないかというようなお尋ねもござ

います。確かにそういうことから考えると、第１弾として出発をした道の駅、いろん
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な集客ができるようになりましたけれども、ここでもう一度立ち返ってそのあたりの

整理をする必要があるのではないかと。このことについては、今回は一般質問という

形で植田議員からご質問がありましたけれども、いろいろな形で意見が寄せられてい

る部分があります。ただ、それを今まで私どもとしてしっかりとまとめて、総合的に

判断をして、理論づけて論議をしていくということができないまま今に至っているの

が現状ではないかと思います。ある方に言わせると、今のメルヘンカルチャーセンタ

ーそのものを増築してはどうなのだという言い方もありますし、例えば野菜などにつ

いては別な形で簡易的なハウスを例えば設置をして、そこで売ったらどうかとか、飲

食の部分をまた別な棟を建てて、例えば観光発信の機能とあわせてそういうものを整

理してはどうなのかと。いろんなところでいろんな方のお話がありますけれども、そ

れを上手にまとめて整理をして方向づけて形づけていくという作業ができていなかっ

たと、そういう反省に立って、先ほどご答弁申し上げましたように、あのメルヘン公

園の先ほど言った物販の機能というものをどのように整理をして見直していくかとい

うことをしっかりとやらなければいけないなと、そのように考えているところでござ

います。 

   片や芝桜公園などは、中にありました売店などについていろいろなご議論をいただ

きながら、１カ所に集約をして統一感を持たせた中で平成２１年度営業ができるので

はないかというようなことになりました。あれがすなわちこの道の駅の場所で同じよ

うなやり方でいいかどうかということももちろんありますけれども、そういうような

ことも一つ参考にしながら、全体を考えた中での割り振りをしっかりと考えて見直し

をさせていただきたいなと、そのように思ってございます。 

 

◇議  長 ４番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 女満別の道の駅というのは、建てた経緯から農業施設と、それから道の駅、

観光を考えた施設という特殊な施設なのかなというふうに考えているわけであります

けれども、その分大変可能性のある道の駅でないだろうかなというふうに考えます。

最近私ちょっと網走の道の駅にも立ち寄らせていただきましたけれども、やはりうち

の道の駅のほうがいいなというふうに率直な意見、考え方を持って帰ってきたわけで

あります。今後ますますそういうような利点というか、特殊なのですけれども、そこ

ら辺を発想の転換なりいろいろ知恵を絞りまして、さらにシーニックバイウエーの出

発点である道の駅メルヘンの丘めまんべつを活性化させていただければありがたいな

というふうに思います。 

   以上で終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 冒頭申し上げましたとおり、私どもの町の陸路の玄関ということでもありま

すし、東オホーツク圏への玄関口でもあろうかとも思います。また、このメルヘン公

園の施設全体構想につきましては、私も担当職員でありましたころにかかわらせてい
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ただいたこともあります。そういう中で現在の加工施設ですとか物販施設、また新規

就農者の技術習得管理施設などについては農業の新規就農を目指す方々、また定住移

住の一時の宿泊施設というようなこともあります。また、農業と観光をいかに結びつ

けていくことができるだろうかというような中で、いろいろ当時も考えをめぐらせま

した。自分が考えたような形で今推移をしているものもありますけれども、さらに超

えたところで出てきている課題などもあるなと思っております。そういう意味では、

実際に稼働してから約８年ほど、もうそろそろ１０年を迎えようかと思います。この

中では、さらに次の段階にステップアップできるような道の駅、また町の人たちのよ

りどころとなるようなメルヘン公園としてなるように、いろいろな観点から再度その

位置づけといいましょうか、構築に向けて努力をしてまいりたいと思いますので、今

後ともいろいろなところでまたご指導いただきますようによろしくお願いを申し上げ

ます。 

 

◇植田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて植田泰弘議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 １時５４分 

再開 午後 ２時０４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、７番、坂本一光議員の一般質問を許します。 

 

◇坂本議員 平成２１年第１回定例会は、新年度の予算の審査、議決を初め、行財政運営

を方向づける最も重要な議会であります。昨年は、原油高騰を初め世界同時株安など

経済の混乱の真っただ中にあってほとんどの産業の業績が低迷する中、生き残りをか

けた工夫、努力が避けられない現状にあります。この間国においては、補正予算の中

で定額給付金を初め緊急地域活性化対策等予算措置されておりますが、楽観できるも

のにはなり得ないと考えております。本町でも税収は減じておりますし、歳入全体と

しても減少しているのが現状です。私ども大空町に住む者として、今こそしっかりと

将来を見据えた方策を見出していかなければなりませんし、行政としては住民にとっ

て安心感を与える方向性を提示していかなければならないと考えております。以下、

通告書に従って質問させていただきます。 

   予算執行方針についてお伺いいたします。いろいろと述べられておりますが、財政

運営面で縮小していかざるを得ない状況であると思いますが、さきに新聞発表されま

した公債費比率が管内トップの位置にあります。総予算の中で２４％が借金の支払い

に充てられるという実態について、住民としても非常に気になるところでもあります。

本町の予算総額は、標準財政規模から見ても３割程度上回っている現状でもあります。

歳入の２倍近い起算残高、借金残高について今後の見通し、財政健全化に向けての取
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り組みについてはこのたび記されておりませんので、お伺いするところでもあります。 

   次に、本年度着工予定の小学校の建設についてお伺いいたします。従来の大型公共

事業は、施工主体が町内業者で賄われていたということは見受けられておりません。

発注者が国なり北海道であれば、いたし方ないところではありますが、小学校につい

ては町が発注するものであります。私を含めて住民の多くは、業界については素人で

ありますので、単純に考えるところですが、町内業者で施工できないものか、そのよ

うに考えるところでもありますが、いかがでしょうか。 

   続きまして、教育についてお伺いいたします。児童生徒の体力向上対策についてお

伺いいたします。さきに同僚議員から全国体力テストの結果等についてのことは答弁

をいただいたところですが、さらに１点目、今年度から栄養教諭を中核とした食育推

進事業、これへの取り組みについてに関してお伺いいたします。 

   ２点目、幼稚園、保育所の児童についても肥満化傾向にあると指摘されているとこ

ろでありますが、本町における実態について、また課題として改善点なり取り組みに

ついてをお伺いいたします。 

   食育、規則正しい望ましい食生活が体力の向上、また学力に大きく影響すると思い

ますので、今後に向けた環境整備についても含めてお答えをいただきたいと思います。 

   次に、介護保険制度についてであります。本年４月より介護従事者に対する報酬が

わずかですが、増額されることになっております。介護の需要から見ると、まだまだ

十分な増額にはなっていないと思うところでありますが、それはそれとして大空町に

おける介護保険料の引き上げにつながるのではないかと危惧するところでありますが、

このことについてお伺いいたします。 

   以上お伺いしまして、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 坂本議員の一般質問についてお答えを申し上げたいと思います。 

   町政執行方針に町の財政状況等について余り詳しく書かれていないということであ

りますけれども、確かに本年度このことについては言葉を割いてたくさんの分量を載

せていないというのが正直なところでございます。町の、また地域の、そして日本全

体の経済状況などを考えまして、そういったところにも十分な努力をしていかなけれ

ばならない、そういう書き方が中心になっているかと思います。今回町政執行方針に

どのような形で書き加えるかということについては、このような経済状況の中で十分

考えた上で書かせていただきました。しかし、財政健全化の取り組みというのは、極

めて重要でもあります。一方で、生活、景気、雇用の対策と絡めてどのように運営し

ていくかということについて改めて申し述べたいと思います。 

   町の財政状況、歳入につきましては、地方交付税や国、道支出金が全体の６割、ま

た歳出については借金の返済ですとか、人件費等の義務的経費が約４割ということで

ございますので、財政の硬直化というものはここ数年来ずっと引き続いての課題にな

ってございます。平成１９年６月に地方財政健全化法というものが施行されました。

これは、国、私どものような地方公共団体、そして議会、住民の皆さん方が自治体の
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財政状況をさまざまな角度からチェックをし、悪化した団体に対して早期に健全化を

促し、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的としております。このため、平成１

９年度の決算からその内容等について公表しているところでございます。私どもの町

は、この中で言われている４つの指標の中で実質公債費比率というものが高い位置に

ございます。健全化の判断基準が２５％、これを超えるとイエローラインと言われて

おりますけれども、私どもの町は２４．３％と高くなってございます。これは、過去

に借り入れをいたしました借金の償還がピークを迎えているところによるものであり

ます。このため、大空町の総合計画、それに基づく実施計画をつくってございます。

これらは、平成２０年を始期として８年間の計画でありますけれども、その中でどの

ような財政運営を行っていくかということで、この実施計画に合わせて大空町の財政

健全化計画ということもつくり、これを昨年の３月に策定させていただいたところで

あります。総合計画の実施計画、さらにはこの財政計画、毎年見直しを行っていこう

ということにしてございます。平成２０年度においても総合計画の実施計画の見直し

を行いました。 

   また、平成１９年度の決算が出ております。さらに、この時期でございますので、

平成２０年度の決算の見込みというところもある程度確かな数字になりつつあります。

さらには、平成２１年度の予算を提案させていただいておりますので、それらをもと

に財政の推計、当初つくった計画のときと比べてみました。歳入歳出の収支不足の見

込みでありますけれども、平成２０年度から平成２３年度までの４年間、当初の計画

では７億円程度の収支不足を見込んでおりましたけれども、今回の試算の中では１億

６，０００万円程度に圧縮ができるのではないかと、そのように見てございます。 

   また、町債の残高でありますけれども、平成１７年度末合併前の両町村の負債総額

は特別会計も含め約２０８億円でございました。平成２０年度の末では１８６億円、

平成２１年度では１７７億円程度に縮減できるのではないかと。３年間で２２億円、

平成２１年度末４年間で見ますと約３０億円の削減が図られております。また、平成

１９年には債務負担行為の額でありました土地改良事業負担金１０億７，０００万円

の繰上償還なども行ってございます。債務負担行為につきましてもこの４年間で１８

億円程度の削減が図られているというような状況で、今後こういった地方債残高、債

務負担行為の額等縮減できる見込みでおります。 

   実質公債費比率につきましては、このようなことから平成２０年度２３．４％程度

になるのではないかと、そのように見込んでおります。また、平成２３年度まで現状

の計画の中で推移をいたしますと１７．９％ということで、当初の計画よりも１年早

く１８％を切れる見込みとなってございます。しかし、これは節減のことももちろん

でありますし、歳入における地方交付税などの推移も影響してくることから、楽観で

きるものではございません。今後の財政健全化に向けては、そういった状況を十分把

握をしながら、総合計画の実施計画と連動した財政推計というものを十分行いながら

計画的な財政運営を図ってまいりたいと、そのように思います。 

   地方債の発行でありますけれども、当該年度の元金償還以内に起債発行を抑えるこ

とを原則としてきております。ただ、大型事業等の実施年度ではこれを若干超えるこ

ともあり得るのではないかと思いますので、そういった場合については計画期間中全
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体でこの目標をクリアしていきたいと、そのように考えております。 

   また、収支不足をゼロにすると、そして単年度の収支を黒字化するということも一

つの大きな目標でございます。そういった中で余剰金が発生できるようなことになれ

ば、基金へ積み立ててまいりたいと、そのように思ってございます。決して豊かにな

ったわけではございません。また、財政の支出構造というものも従来といいましょう

か、昔のようなところに戻ることはないと、そのように思ってございます。節約、い

ろんな部分での見直し等、常に必要なことだと、そのように思っておりますので、そ

ういうことを繰り返していけば、何とか生活の見通し、町政運営の見通しが立てられ

そうなような形で今推移をしていると、そのように思ってございます。 

   こういったことは、この機会だけではなくていろいろなところで町民の皆様におわ

かりをいただかなければなりません。広報などでもＰＲをさせていただいたり、毎年

の町の予算の概要というものなどでも紹介はしてございます。ただ、紙面だけで送り

届けるということでは十分なご理解が得られないというようなことから、昨年１７会

場で行いましたふれあいトークなどでもこのことについて触れさせていただきました。

しかし、これとても年代ですとか性別が限られた方々の範囲ということでありますの

で、今後いろいろな機会を通じて町民の方々にＰＲをさせていただきたいと思ってお

ります。私自身も２月２３日、ことぶき大学の席上で１時間程度この問題についてお

話をさせていただきました。また、平成２１年度大空町まちづくり講座というものを

スタートさせますけれども、その中の項目の一つとして町の財政状況というものにつ

いても項目を挙げて町民の皆さんにご説明させていただける、その機会を持たせてい

ただきたいと、そのように考えているところでございます。 

   続きまして、小学校建設についての町内業者の施工の可能性ということであります

けれども、非常に微妙な問題もはらんでまいりますので、ご答弁については一般論的

な、また現状の状況というような形でのお話にならざるを得ないところについて、ま

ずご理解を賜りたいと思います。私は、建設業というのは社会資本の整備をする、ま

た災害などの緊急事態が発生したときには安全確保をしたり、また迅速な復旧に当た

ると、そういうような意味から地域に多大な貢献をいただいていると、そのように認

識をしてございます。また、地域の経済の活性化ですとか、雇用の場の創出、そうい

う役割も担われておりますので、建設関連企業等々の健全な発展を促進するというこ

とはこの地域においても必要なことだと思っておりますし、総合計画においても社会

資本の整備を計画的に推進するということにしております。そのようなことから、公

平な受注機会の確保や工事の品質の取り組みも推進をして建設工事の執行に当たらせ

ていただいているところであります。 

   ちなみに、平成２０年度町として建設工事をいろいろな形で発注しておりますが、

その実績について申し上げたいと思います。予定価格１３０万円以上、委託業業務な

ども含めてではございますけれども、５億１，４００万円程度を執行してございます。

設計委託業務などを除いて、結果として受注は地元の関連企業の方々にお願いしてい

るような経過にございます。また、適期の施工による工事期間の短縮ですとか、施工

の品質確保を図る上からも早期発注には意を払っているところであります。また、他

の官庁などが発注する町内の建設工事、こういったものについても一層の関係機関へ
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の要請活動を今後も推進してまいりたいと、そのように思ってございます。 

   発注の形態でありますけれども、建設工事の入札については私どもの町ではほとん

ど指名競争入札という形が主流でございます。これは、２年に１度入札参加資格審査

申請を提出していただき、その中から経営状況ですとか経営規模等、総合的に適格性

を判断するために審査委員会においてその指名の要件等を決定してございます。また、

実際の工事に際しましては、土木建設工事、そういった工種規模ごとに工事請負入札

参加者指名委員会において決定をさせていただいているところであります。 

   今回の小学校のことについて触れられましたけれども、現在予算を提案させていた

だいている段階でありますので、正直今の段階では何も決まったものはございません。

ただ、過去の例などから見てこの程度の事業費のものについては、通常の指名競争入

札ということではなく、簡易公募型の指名競争入札方式を採用している実例などもご

ざいます。また、他の市町村の発注方式なども調査をして、それらを参考に今後決定

していくことになるであろうと、そのように考えておりますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

   また、私に対するご質問で介護制度についてお尋ねもいただきました。介護施設な

どで働く方々の処遇の厳しさがマスコミなどで取り上げられております。高齢化社会

において安心して介護サービスを継続させるために、また職場環境を改善してサービ

スの質を維持していくことなどを目指してこの４月から介護報酬が３％引き上げられ

ることになります。当然各サービス給付費も上がります。それを賄うための保険料も

必然的に引き上がるということが出てまいります。しかし、国は、この介護報酬の引

き上げによってふえる保険料を平成２１年度から平成２３年度までの第４期の介護保

険期間の中でその半分を国が負担することにしようという政策を決定してございます。

その負担の方式といたしましては、ふえる部分の平成２１年度は全額、平成２２年度

は半分、平成２３年度はゼロと、３年間トータルをすると全体の半分を国が負担をす

るということで決めてございます。このような方式で私どもの町で算定をいたしまし

たところ、３年間で約４００万円と推定がされております。しかし、これは半分であ

りますので、残りの４００万円は皆さんから保険料という形で負担をいただかなけれ

ばならないのかということではありますけれども、現況の介護保険事業の給付費の見

込みというものがそれほど高くなっていないというようなこと、また介護保険基金が

現在９，３００万円程度ございます。これらの適正な規模というようなことも考えま

すと、平成２１年から平成２３年までの第４期の介護保険事業期間においては現行の

標準３，１００円という保険料を現行のまま据え置くことが可能である、そのように

判断をしているところであります。国は、先ほど言いました平成２１年から平成２３

年までではありますけれども、この負担を平成２０年度中の会計で交付をするという

ことでございましたので、本定例会においてさきの１１日、交付金を受けるための基

金条例、さらに予算に係る補正予算を提案をさせて、議決をいただいたところでござ

います。この基金でありますけれども、介護従事者の処遇改善を目的としたものであ

るということを明確にしなさい、また平成２１年度から平成２３年度までの間で取り

崩しをし、介護保険料負担の緩和のために介護給付費に充てなさいというような内容

になっております。一部報道などでは、介護従事者の賃金そのものが今回の３％改正
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にあわせて一律３％引き上げるというような内容で伝えられるような感じのものもあ

りますけれども、すべてが賃金のアップということではなく、働く職場の環境改善も

含まれているということをご理解を願いたいと思います。 

   以上、私からの１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 私のほうから栄養教諭を中核とした食育推進事業と、それから幼稚園児、保

育園児における肥満化傾向について答弁をさせていただきたいと思います。体力テス

トについては、さきに答弁あったということで、もしありましたら、またお聞きをい

ただきたいと思いますが、そこは割愛をさせていただいてご答弁をさせてください。 

   まず、１点目の栄養教諭を中核とした食育推進事業についてですが、これにつきま

しては学校保健法等の一部を改正する法律が昨年６月に公布をされまして、それを受

けましてこの平成２１年度より学校給食法の一部改正もなっておりまして、その中で

学校給食を活用した食に関する指導の充実、それから学校における給食の水準及び衛

生管理の確保のための全国基準の法制化ということがこの学校給食法の一部の中で大

きく改正されたところでございます。それらを受けて学校給食の中では食に対する適

切な判断力の涵養、伝統的な食文化の理解、食を通じた生命、自然を尊重する態度の

涵養というものが特に挙げられておりまして、学校ではこの４月までに食育推進計画

を策定することとされておりまして、今から１０日ほど前に学校に対してそうした推

進計画、全体計画を作成するように指示をしたところでございます。教育委員会とい

たしましては、給食センターの栄養士と各学校の養護教諭との連携によりまして１年

間を通して栄養指導、その授業を実施しているところでございます。女満別地区にお

きましては、各学級毎年１時間ずつ、それから東藻琴地区におきましては各学級の給

食の時間を活用して年に２ないし３回栄養指導をしているという状況にございます。 

   それから、次の幼稚園、保育園における肥満化傾向についてでございますが、議員

のご指摘にありましたように、近年では小さいお子さんの肥満ということも話題にな

ってきておりまして、小中学校でも１０％ぐらいの子供たちに肥満の傾向が見られる

という指摘がございます。肥満は、高血圧とか糖尿病といった生活習慣病の原因とな

っていくということから、幼児期からの食の指導を重要視していくことが必要である

と、このように認識をしてございます。ところで、大空町の実態でございますが、幼

稚園、保育園では毎年身長、体重の測定を行って、それらの係数とのかかわりから肥

満度を調査しております。現在のところ、保育園のほんの一部に肥満の傾向が見られ

るという数値が出ておりますが、幼稚園では大多数の園児は標準であると、このよう

な調査結果が出ておりますことをお伝え申し上げたいと思います。これら肥満と食生

活との環境の整備ということでございますが、やはり家庭の中における食生活の適正

な管理というのでしょうか、子供たちに対する食生活の正しいあり方ということを追

求していくことと、その中では特に好き嫌いを解消することと野菜を食べること、そ

れから甘いもの、甘味料の多く入ったものの摂取を控えるようにすること、さらには

運動する機会を十分に確保し、ぐっすり眠れるように、そういう環境を整備すると、
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そういうことが食育という観点から重要であると、このように考えているところでご

ざいます。 

   以上申し述べまして、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 答弁ありがとうございます。財政健全化についての住民周知、いろんなとこ

ろで数年前から財政がかなり逼迫をしている、いろんな補助金の面で削減せざるを得

ない、職員さんの給料も一部年数を切って下げているという努力はいろいろと聞いて

いるところでもありますが、やはり住民生活においてもいろんなところで今まであっ

たいろいろがなくなった、額が減らされたということに影響が出てきているわけなの

です。そんなことで役場はお金がないということは先に出てくるけれども、その実態

について詳しくわからないというのが正直な気持ちではなかろうかと思います。町長

もいろいろこれからの分で、今までも機会をとらえて説明に当たってきたし、文書で

も配布をしてきたということはわかるのですけれども、これからも取り組んでいくと

いう答弁もいただいたところなのですけれども、やはりまだまだ一方的な説明という

のか、聞く側も本当に理解していない部分というのがあるわけですから、この機会を

通じて私ども改めてお伺いしたところでもあるわけです。常任委員会なんかでは説明

は受けているのですが、議会の内容は広報にも載りますし、そんなところで説明の一

部の手助けになればいいなというような考え方もありました。それで、いろいろと全

体の規模なり、今具体的な数字を挙げて説明をいただいたところなのですが、やはり

全体のことの説明はできるのですけれども、部分的なところの説明の方法をどうした

らいいかというのが私どもも聞かれれば答えれる部分はあるのですけれども、なかな

かこちらから説明をしながら理解をいただくという作業が難しいというふうに正直言

って考えております。そんなことでいろいろ健全化に向けての方法等々を理解をして

もらいながら、健全化に向けた多少予算の面で窮屈な面も出てこようかと思いますの

で、そういったところの説明を私どもも含めてしていかなければならないのではない

か、そのように考えております。いきなり借金が１７０億円あります、何年後にはこ

うなりますといってもちょっとやっぱりぴんとこないというのが実態でありますので、

その辺私どもも説明責任を果たす上でも悩んでいるところでもありますので、お互い

に携わる一員としてこれから努力をしていかなければならないなというふうに考えて

おります。 

   ある町の例なのですが、長野県の４，２００人程度の村の記事が載っていたのです

けれども、そこは２１億円程度の総予算額で、公債費比率が５．９％でしたでしょう

か、基金が２８億円あるというような超優良自治体なのですが、そこも決して最初か

らそうであったということではないのです。そこの一つの方法は、あらゆるところに

住民参加をお願いしながら、理解をしていただきながら、そこの職員の数が１，００

０人当たり８．９人、今現在３５名だそうです、その職員さんの数。そういった方法

をとっている自治体もあります。そんな中でやはり一番今言いました、私どももそう

ですし、行政側もそうなのですが、その説明のしにくい部分を住民参加という形をど
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のような形で引き出すか、そういった部分での工夫も必要なのではないかなというよ

うな気がします。職員の適正化計画というのもありまして、年度は忘れましたけれど

も、最終的に百二十数名になる計画もあるのですが、それは合併直後の職員の適正化

計画という部分なのですけれども、その中にただ減らすという部分だけでなくて、も

うちょっと住民サービスを低下させないような減らし方といいますか、ですから住民

の立場でできること、職員でなければできないこと、その辺の中身を再検討していた

だく、そんなような方法もとりながらいくと、もう少し行政の内容が住民周知につな

がるのでないかなというふうに考えるところなのですが、そういった面についてはい

かがお考えでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 言われていることはわかるようでもありますけれども、答弁は非常に難しい

なというふうに思っております。住民生活で一体何の部分をどのような形で減らした

か、お金がないと役場の職員がすぐ言ってしまうというような話、説明も一方的にな

っているというような話、これも従来からずっと言われていることで、例えば家計に

置きかえて説明をさせていただいたり、私が先日２月の２３日にことぶき大学でお話

しさせていただいたときには、できるだけ行政の用語というものを使わないようなこ

とに配慮をしながら、かなりかみ砕いて話をいたしました。それでもどの程度私の説

明が伝わっているかなということは、なかなか解せなかった部分があります。正直言

って、住民参加というようなことでやればもう少しわかっていただけるのではないか

と。その方法については、今ご提案をいただいて、どうだということでぱっとお答え

がなかなかできません。申しわけございません。そのことについては、今後十分考え

ていきたいと思います。ただ、職員の定員管理計画、これただ減らすというようなこ

とを説明を申し上げたつもりは全くなくて、サービスを減らさない、質を下げないと

いうことで公共の今まで提供していたサービスを例えば住民の方にお願いをする部分

がどの部分があるかどうか、さらには民間の方々でその公共のサービスを提供する方

式もあるのではないか、そういうようなことを考え合わせて現在の定員管理計画とい

うものができ上がっているということについてはご理解を賜りたいと思います。そう

いった部分でただ単に数字だけがひとり歩きしてしまって減らすというようなことで

言われますと、またサービス下がるではないかというような話にもつながりかねませ

んので、そこのところは数字の取り扱い、今後も私ども慎重にしていきたいなと思い

ます。先ほど長野県の４，０００人の村で２１億円の財政規模、公債費比率が５％で、

基金が２８億円、職員が３５名と。私どもでは絶対まねはできません。ただ、この行

政、私も見せていただいたわけではありませんので、本当にこれが優良なのかどうな

のかということについても私は正直疑義がございます。本当にこういう中でいけば、

私どもの住民の方以上にいろんな部分で我慢を強いられている部分はひょっとしてな

くはないのかと、私も百聞は一見にしかず、できればそういうところの実態もう少し

調査をさせてもらって、私どもの体制どのような形がいいのかということについて検

討させていただきたいと思います。 
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◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 村の話については後で、今ちょっと資料がないものでお答えできないのです

が、後でお知らせしたいと思います。そこの仮に道路補修については、原材料だけは

お金で渡すけれども、工事そのものは住民でやってくださいというような方法もとっ

ておりますし、それから一番の目的とするところは、住民同士のコミュニケーション

をどれだけ高めるかということに一番力を入れていると。だから、その中で公共的な

作業も地域住民で賄うような、それは当初は予算がとれなくてそういうことになった

のですが、住民自身もやっぱり自分の必要なことは自分たちでやろうという機運が高

まってきたということが今の結果につながっているというような書き方をしておりま

した。ですから、決して豊かなところではなく、また人口の減少率もかなり高かった

のですが、村ですから近くに大きな町があって通えるというところでもないのですけ

れども、やはり３，９００人から４，２００人にふやしたというところも子育てに対

する支援ですとか、いろんな部分での若い人たちが定住できるような方策は今までい

ろいろととってきたというような形の紹介をされておりました。議会から上がった村

長さんなのですが、いろんな面で努力、工夫をされているなというようなことでの紹

介記事でしたので、後でその村の名前をお知らせしたいと思います。 

   いずれにしましても、町長も８日の日だったと思いますが、ボランティアの集いに

３０分程度の講演をされた経過があります。私もちょうど参加しておりましたので、

いろいろとお話をお伺いしておりましたが、やはり３０年代、４０年代、隣近所、地

域の結びつきが今よりも強かった、地域自体で皆さんでその地域を守り、子育てに当

たりというような話ししておりましたし、私自身も町長より若干年上ですから、そう

いう時代を過ごしてきております。ですから、地域のコミュニケーションが即行政と

のコミュニケーションにも僕はつながっていくと思いますので、いろんなこういった

説明の機会もふえてこようと、そんな感じがしておりますので、あえてこういう話を

させていただくのですが、やはりいろいろ今行政においても地域担当職員ですとか、

ふれあいトークですとか、いろんな話し合う機会をふやしながら努力されていること

はよくわかるのですが、どれだけの分で住民側から要望したものがあるのか、その要

望が的確に伝わっているのかという面ではまだまだちょっと不確定要素があるのでな

いかなというような気がしております。地域に行かれましても参加する人、しない人

では大分行政に対する考え、理解の温度差も当然出てこようかと思いますし、それを

解決するための方策なんかもあわせて、定期的にやるからやっているよ、１日、１５

日におしらせ号、広報出すから知らせているよというだけでなくて、何かしらの工夫

が必要ではないかと自分は考えるのですけれども、町長自身はその部分についてはど

うでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほどの村の話でいうと、原材料を供給して、工事は住民の方々がというよ
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うな話でもございました。ただ、今私どもの町では正直そこのところまでのまだ意識

に立ち至っていないと、そのように私は思っております。公民館の地域会館化などに

ついてもご協議をさせていただいておりますけれども、昨今の状況ですと町の施設ま

でおれたちが全部直せというのかというようなご意見もあっという間にふえてきてお

ります。ただ、何もかにも全部お願いをしたいということではありませんけれども、

いろいろな立場でやったほうが効率がいいようなものも中にはあると、そういうこと

で理解をいただいていると。そういうものの考え方を醸成していくために、例えば自

治基本条例が必要であったり、地域担当者の制度を活用させていただいたりというこ

とになってくるのではないか。何かをやめて何かを行う、何か行うためにはその財源

のために何かをやめていかなければならないようなものもあるのかもしれませんので、

そういう優先度合いというようなものについては十分考えていきたいと思います。 

   先日お話をしたのは、講演などというような大それたものではなくて、少しお時間

をいただいて日ごろ思っていることを少しだけ話をさせていただいたという中で、地

域の結びつきというようなものの大切さというか、今改めてそのことに思い至ってい

るというようなお話をさせていただきました。そのことというのは、先ほど言ったと

ころにつながりますので、今後もそういうものをまた町民皆さんで持ち得るような、

そういう地域づくりについて努力をしてまいりたいと思います。 

   また、いろいろなお知らせをしたり、広聴活動をやったり、あすの、あすといいま

しょうか、このほかの一般質問の中でもそういったことに対するご質問もいただいて

おります。重なる部分があろうかと思いますけれども、手をかえ品をかえいろんなこ

とをさせていただいているのですけれども、まだまだ受け取る側の評価からすれば及

第点をいただけていないだろうと。ただ、私思いますのは、毎月広報を発行するとか、

毎回ふれあいトークを実施する、ある意味惰性でやっているのでないのかと言われる

ところもあるのかもしれませんけれども、決してそうではなくて、そのとき、そのと

きに新しい目標を持ってそこにまた取り組ませていただいておりますし、定期的にそ

れを継続してずっとやるということも私は大切なことではないかと、そのように思っ

ています。そういう機会がしっかりと約束されていると。議題がないから、年４回の

定例会を回数減らしていいのかということにももちろんなりませんし、私は従来町政

懇談会なども歴代の町村長さん方やられていましたけれども、集まる人数が少ないと

か、話題が少ないなどということで回数を減らしたり、会場を減らしたりというよう

なこともあったと思いますけれども、私は定期的にやっていくことというのも大切で

はないかと。当然そこに工夫というものが必要でありますけれども、そのようにも思

っております。そういう工夫を凝らしながら、私はしっかりと根づかせていけるよう

に努力をしていきたいなと、そのように考えてございます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 定期的にやればいいというものでない、そういう意味で言ったわけではない

のですが、それですべておさまっているということにはなかなかなり得ないのではな

いか。参加する方が限られてしまうから、そういうことになっていると思うのですが、
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先ほども言いましたボランティアの集いでの話、ボランティアという言葉自体も昔は

地域内で必然的にできてきたこと。 

 

◇議  長 坂本議員、その内容が入りますとちょっと通告外のことになると思いますの

で、そこら辺ちょっと気をつけてほしいと思います。 

 

◇坂本議員 はい、わかりました。財政の健全化についての住民に対する説明の中からち

ょっと広がってきたのですが、ただやはりコミュニケーションのあり方という部分に

つながると思いますので、そういった広がりを見せていたのですが、町政を運営する

上では私はずれていると思っておりませんので、発言させていただきました。不適切

ということであるのであれば、その分については今後コミュニケーションのあり方と

してもう少し工夫をしていかれてはどうですか、そのように申し上げて終わりたいと

思います。 

   それから、介護従事者に対する報酬のアップの件なのですが、これは大いに歓迎す

るところ、少ないながらも３年ごとの見直し、ことし平成２１年度から４回目の、で

すから約９年が経過したという現実にあります。大空町の場合には、平均の保険料が

３，１００円ということで当初から合併を機に若干変化はしましたけれども、３，１

００円で落ちついているということなのですけれども、平均の３，１００円というこ

とで、中身的には２５％増し、５０％増しということがありまして、前にもちょっと

聞いた経過があるのですが、住民税の課税対象になる方がもう２５％の枠に入ってし

まうということで、１１０万円前後の人がその負担をかなり強く感じているという現

実もあります。そんな中で国の制度そのもの云々ということには町としてはならない

と思うのですが、そういったいわば低所得層の負担金のあり方について、これはどう

にもならないものなのか、町独自としての措置がとれないものなのかどうか、この辺

について改めてお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 前段の財政運営のＰＲの仕方と、町政懇談会、ふれあいトークなどでは私も

先ほど申しましたとおり同じような世代の方々、講師の方々がほとんどでございまし

て、そのほとんどは男性の方でもあります。もっと幅広い世代の方々にお集まりをい

ただければとは思っておりますけれども、どうしてもふれあいトークだけでいいます

と、同じ世代に固まってしまいます。そのようなことから、ふれあいトークは自治会

を中心には開催をさせていただいておりますけれども、そのほか女性団体ですとか高

齢者の団体、また若い世代などにもいろいろな団体がある場合については呼びかけて、

逆にいろいろと懇談をさせていただきたいというようなことで呼びかけもさせていた

だいております。中に二つ三つ実現をさせていただいているようなところもあります。

そういう幅広い世代に、また性別に対してお話をさせていただくような、そういう工

夫は今までもとらせていただいておりますけれども、さらにそういうところで発信で

きるように、先ほど言いました出前講座などを活用していきたいと、そのように考え
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てございます。 

   また、介護保険制度の根幹は、国の制度ということでありますので、今時点ではそ

このところを飛び出して町として保険料のことで具体的に軽減策をというような考え

方は持っておりませんでした。どちらかというと、町が実施をする場合については、

例えば給付のときにどのような形でか皆さん方の利便向上というところが今までの主

眼になっていたかと、そのように思ってございます。この部分、当然介護保険の部分

でのご負担もありますけれども、そのほか健康保険の分野でのご負担も同じようなこ

とが言えるのではないかと、そのようにも思ったりもいたします。考えていきますと、

この介護保険制度だけで論じていくわけにはいかないのではないかと、そのように今

時点では考えてございますので、どちらかというと給付側においてどのような取り扱

いができるかということについていろいろと検討をさせていただければと、このよう

に思います。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 正直言いまして、国民健康保険等々の仕組みが複雑過ぎて私どもも理解でき

ないものですから、わかりやすいところでお伺いしたという経過にもあります。いろ

んな現実を見ながら行政としての役割として住民の現状に合ったような方策、国の決

めがこうであるからという一点張りではなくて、やっぱり大空は大空で考えて、でき

ることは取り組んでいただきたい、工夫をしていただきたい、そのように申し上げて

おきたいと思います。 

   それから次、教育に関してなのですが、１０日ほど前から学校に指導した食育推進

事業についてなのですが、前段同僚議員が体力調査についての質問をしておりますの

で、１回目、読み上げはしなかったのですが、通告書にはあると思います。その中で

食事、食育、朝食の摂取については過去２回ほどこの場でお伺いした経過もあります。

その中で年々改善はしているという答弁をいただいておりますが、それについて指導

があったから改善に向かっているのだろう、そういうふうに理解はするのですけれど

も、体力テストの結果やっぱり北海道全体が低い、先ほど通学がスクールバスになっ

たから歩くのが少なくなった、それも大きな原因の一つでもありますでしょうし、今

の特に市街地の部分については外で遊ぶという場所がなくなっているということも現

実としてあります。しかしながら、やはり食事もそうですし、体力の部分、こればら

ばらではなくてすべて一連していると思うのです。それから、学力の部分についても

そういうことになろうと思います。そんな観点から、以前、今現在はわからないので

すが、中学校で総合的学習時間というものが始まる前に校庭を何周したかで北海道の

どこまで走ったよと地図で示すような、そんな取り組みをしておりました。学校行っ

てから朝授業前に校庭を走るですとか、そればかりではない、漢字の練習ですとか、

英語の部分ですとか、いろんなことありましたけれども、そういったものの取り組み

は今現在どのようになっているのか。それから、今少子化ということで学級数が減少

している中、体育の指導に当たる先生の減少ということにもなっておりますので、そ

の辺との兼ね合いはどのようになっているのか、その辺についてちょっと現状につい
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てお聞かせいただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど国保税の話もいたしましたけれども、通常の税金、住民税、固定資産

税等々においても賦課し、徴収させていただくというところで特段の余地を挟めない

のが現況と同じように、それと類似したような形で介護保険制度の保険料というとこ

ろはなかなか独自では手がつけづらいというのが正直なところでありまして、ただ言

われているようなことは決して私どもの地域だけではなくて、すべての地域に均等に

課題として残る部分であろうかと思います。そういう部分については、国に制度の改

正なども要望させていただきたいと思いますし、一方で先ほど言いました給付のあり

方という中でいろんな方々がそれだけ払っても満足いただけるような、そういうもの

を介護保険制度の中で目指していかなければならないと、そのようにも思いますので、

そういう工夫についてはさらに一層努力を重ねてまいりたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、お答えをしたいと思います。 

   まず、朝食指導に関することですが、女満別町時代にも坂本議員からご質問があっ

て、大空になってからもございました。過去の３年間をずっと比較してみますと、非

常に改善されています。先ほど近藤議員さんのご答弁の中で若干触れたのですが、平

成１９年度、前回坂本議員からご質問がありましたので、学校の養護の先生方に小中

学校調べていただきました。５年生と６年生で申し上げますと、５年生は３５人に１

人食べてきていないだけでした、その調査のときに。ところが、今から三、四年前で

すと小学校は５人に１人ぐらい食べていなかったというような状況ですから、早寝早

起き朝ごはん運動ということの徹底が非常に図られてきているなと。６年生では、３

５人の中で５人くらいという状況です。それから、中学生ですと、１年生で３５人に

１人、２年生で３５人に２人、３年生で３５人に３人ぐらいということで、かつての

状況から見ると大変改善されてきているなということがうかがえます。 

   それから、食育、体力、学力の相関のことについてでありますが、前回の平成１９

年度の全国学力調査の結果の折にも食生活、食習慣と、あるいは生活習慣と学力の相

関というのが全国的にどこでも相関があるという指摘がありました。今回の全国体力

・運動能力調査、それにかかわります運動習慣、生活習慣の調査もあわせてやってい

るのですが、その結果を見ましてもそれらの相関は見事に出ているのです。それで、

北海道教育委員会は、北海道の子供たちの今回の全国体力・運動能力調査の結果次の

ような指摘をしてございます。体力、運動能力については、握力など全国を上回って

いる種目もあるけれども、平均低い位置にあると、特に今後持久力及び走力、敏捷性

を重点に置いて総合的に向上していく必要があるということの指摘が１点。もう一点

は、先ほどの肥満のことも入っていますが、北海道の児童生徒の生活習慣や運動習慣

の状況を踏まえ、食事や睡眠、家庭生活など生活習慣の改善を通じて健康づくりに生
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かしていくという取り組みが不可欠であると、こういう課題の整理をしてございます。

これは、学力の結果から北海道教育委員会が指摘した内容と非常に相関してございま

す。つまり私たちが頭を働かすにしても、やはり基礎体力、そのもとになる食事とい

うものがきちっとしていなければできない、あるいは生活のリズムがきちっとしてい

なければ脳が働かないとか、そういうことが昨年の学力調査、今回の運動能力調査に

おいていずれも相関しているということがはっきりしてございます。百ます計算で有

名な今大学に移られたある先生が百ます計算というのを子供たちにずっとやらせてい

たのですが、その先生が統計調査した結果ですと、朝御飯を食べている子と、それか

ら睡眠時間を８時間以上とっている子はやっぱり関係して成績がしっかり上位に安定

しているというような、そういう研究成果も出してございますので、ご披露したいと

思います。 

   それから、先ほど全国の地図の上に走ったところを記録化していくマラソン、校内

マラソン大会等ですが、現在は本当に下火になっています。かつては女満別小学校、

私も校長をしていた時代は、それを朝来たら１回走るとかというようにつけていたの

ですが、平成１４年に学習指導要領が変わりまして、体育の時間が減って放課後の授

業時数もふえて、６時間授業がふえ、５時間授業がふえていく中で何となく学校が子

供たちにとってちょっとゆとりがなくなってきたということもあるのでしょうか、そ

うした取り組みも減っている状況にございます。 

   それから、体育の先生のこともご指摘になっておられましたが、北海道教育委員会

が今後の課題ということで先ほど２点申し上げた、もう一点、北海道教育委員会は３

点課題として挙げているのですが、その中に教員の指導力の向上や外部人材の活用な

どにより学校における体育授業及び運動部活動の充実を図るとともに、体力向上に関

する継続的な取り組みを一層推進していく必要があると、こういうように北海道教育

委員会のほうも見解を出しておりまして、これに基づいて北海道全体に北海道教育委

員会がこの後体力増進等にかかわるマニュアル、推進プログラム的なものをそれぞれ

参考資料として作成するというようなことも伝わっているところであります。学校に

おいては、中学校は女満別中学校、それから東藻琴中学校さんぐらいの規模になりま

すと、女満別中学校では体育の教師は必ずいるのですが、東藻琴中学校さんのように

３学級９定員の学校ですと、確実に体育の先生が確保できるかというとなかなかそう

でない実態があります。１人で２教科、免許外も持たざるを得ないというようなこと

があります。それから、小学校においても、小学校は全教科担任制ですので、体育を

専門に免許を取得している者を教員として確実に雇用できるかといったら、そういう

保障も今の状況の中では大変少ないという実態にございます。それと、もう一つは、

前回のときもたしかお答えしたと思うのですが、先生方の中にかつての私たちが教員、

若かったころのようにソフトもできれば卓球もできる、水泳もできるといういろんな

運動、スポーツができるという先生がだんだん減ってきている現状にあります。やっ

ぱり体育を専門にやった者に割にその辺が絞られていくというような、限られていく

ような傾向もあって、北海道教育委員会が３つ目の課題として挙げたことはうなずけ

ることかなと、このように思っているところでございます。 

   以上でございます。 
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◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 始業前のマラソン、下火になっている、非常に残念なことなのですが、子供

さん同士歩く機会の少ない中でそういった時間、教育長も以前１０分間読書というの

を推進してやっていた経過もありますけれども、そういった定期的な毎日わずかな時

間でもそういう体力向上につながる取り組みというのは、やはり環境整備の中で整え

ていかなければなかなかできないと思うのです。今さら私の口からこんなこと言うあ

れではないですが、健康な体には気持ちも健全になっていく、そういった部分も子供

さんには非常に大事な部分でありますので、改めて取り組んでいただきたいと思いま

すし、その指導者のいない分、いろいろ先ほど同僚議員からも出ましたけれども、ウ

インタースポーツ実行委員会、リンクづくりをしながらいろいろ手弁当でやっていた

だいている団体があります。それについては、ありがたいという表現だったのですが、

いろいろと労力ばかりではない、資金調達の面でもご苦労されているという実態もご

ざいます。一時校庭からスケートリンクがなくなった時点でそういったものに対する

補助金というものが打ち切られた経過があります。ですから、その補助金全額を復活

するべきとは言いませんが、ある程度の資金調達の手助けも含めた考え方もあってい

いのではないか、そんなふうに考えるところなのですが、その辺についてはいかがで

しょうか。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 継続的な体力づくり、まさに子供たちの体力が落ちている一番大きなところ

はそこにあると、道教委のほうもそのように押さえておりまして、今議員からご指摘

があったように、かつてそれぞれの学校でやられていたような朝マラソンだとか、休

み時間のマラソンだとか、放課後帰る前に１周していこうとか、そういう継続的な体

力づくりを推進していかなければならないというような、そういう認識は今回の結果

で持ったようでございますので、それらについてはまた学校のほうにも校長会等で協

議をしながらそうした展開ができるように指導してまいりたいと、このように思って

ございます。 

   それから、スケートリンクの関係でございますが、女満別小学校のグラウンドで冬

の体育の時間が減ったということもあってスケートリンクをやめました。その後１年

後でしたか２年後に豊住小学校もスケートリンクの造成をやめたということで、町の

有志の方々が運動公園のところで現在やってくださっております。資金的な面につい

ては、２つの学校にリンク造成ということで補助金を委託の形で出しておりましたが、

それらが終わった段階にその辺は切られているというのか、予算づけをしないという

形になっていて、それから２年か３年して運動公園でのリンクが、平成１８年、１９

年からでしたか、復活したというようなことを伺っております。今ご指摘あったこと

を十分に参考にさせていただきながら検討させていただきたいと、このように思いま

す。 



- 51 -

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 いろいろ子供たちの運動の、運動といいますか、体力向上のために手助けし

ている団体については、それなりのやっぱり理解を示しながら前向きに取り組んでい

ただきたい、そのように申し上げたいと思います。 

   それから、非常に恥ずかしい話なのですが、私ラジオ体操１、２番やるともう息切

れするのが今の実態なのですけれども、夏休みの朝の仲間でやっている姿は見るので

すけれども、今ラジオ体操する姿というのが非常に少なくなっているように思います。

１、２番やっても１０分程度、我々子供のころ毎朝やっていたような記憶があります。

そういったものもぜひカリキュラムの中に取り入れて、これだけ体を鍛える機会が減

ってしまった、私生活の面、ふだんの日常生活の面からも減らされている環境の中で

積極的にそういったものも取り入れていく方法もぜひ考えていただきたい、そのよう

に申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 お答えをいたします。 

   リンクつくっている方々への理解と前向きな体制ということで十分承りましたので、

このようにお伝え申し上げたいと思います。 

   それから、ラジオ体操でございますが、夏休みに入りましてラジオ体操、子ども会

育成会ですか、子ども会を中心に取り組んでいるのですが、かつてのようにすべての

子ども会が取り組んでいるのかというと、そうではない状況にはございます。もう一

つは、朝６時半にラジオ体操が全国放送になるその時間帯に合わせて子供たちがその

場所へ行くと、そうすると当然親もふだんより早く起きなければならぬとか、いろん

な兼ね合いがあるのか、かつて我々が子供のときのように、もう６時半になる前から

集まっていたというような状況にはないようであります。そこで、その６時半という

時間が早いのであれば、ラジオ体操のテープを録音して、それを持って例えば７時ご

ろからやるとかという工夫をしている地域もあるやには聞いてございます。いずれに

しても、社会教育の関係で子ども会のそういう指導者の集まりもございますので、こ

の辺のことについても披瀝をしてまいりたいと、このように存じます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 ラジオ体操に関しては、学校の授業の中でもぜひ考えていただきたい、その

ように思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 学校の授業の中では、ラジオ体操必ず取り入れてやっています。体育の準備
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運動の前段としてラジオ体操やっていますし、運動会のとき行かれたらわかると思う

のですが、最初のプログラムは全校ラジオ体操で始まっておりますので、それは子供

たちは身につけていると思います。 

 

◇坂本議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて坂本一光議員の一般質問を終了します。 

   これで本日の一般質問は終わります。 

 

◎散会の宣告 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

あす、３月１５日、日曜日は休日議会を行うこととし、定刻に開会します。 

本日はこれで散会します。 

ご苦労さまでした。 

散会 午後 ３時１１分 
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２１年第１回大空町議会定例会第５日目の会議を開きます。 

本来であれば、本日は土曜日のため、休会の日でありますが、大空町議会会議規則

第１０条第３項の規定に基づき、休日議会を開催するものであります。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、１０番、

平田一行議員及び１１番、勝田鉄城議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとおり

であります。 

本日の議事日程は、配付してあります議事日程表のとおりであります。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 一般質問 

◇議  長 日程第２、一般質問を行います。 

   昨日に引き続き、順番に一般質問を許します。 

   ２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 平成２１年第１回大空町議会定例会において、通告書に従い、一般質問をさ

せていただきます。 

   大空町は、合併してから早くも３年がたちました。この間日本の経済は、だれしも

が予想し得ない不況に陥り、同時に町財政を取り巻く環境は依然厳しい経済情勢が続

いています。本町においても、厳しい社会情勢の中で民間的な経営感覚を持った行政

運営と時代のニーズに適した行政サービスの向上が求められる中で行政改革の推進が

行われています。今まさに町民の理解と協力を得て町民と行政が一体となった行政運

営の必要性と、ただ経費を削減するということではなく、将来のある構想は事業化に

していく姿勢を持ち、豊かな社会資源を活用しながら地域特性を出したまちづくりの
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推進という観点に立ち、質問したいと思います。 

   まず、大項目１点目の質問ですが、職員定員管理及び組織機構の確立について伺い

ます。行政改革推進計画の中でも職員定員管理については定員適正化計画に基づき適

正な定員管理を行うとされていますが、そこで小項目１点目、定員適正化計画と定員

の適正化の進捗状況について伺います。なお、行政サービスの向上については、昨日

同僚の議員が質問していますので、省かせていただきます。 

   また、組織機構の確立については、現在教育行政体制については東藻琴地区に教育

委員会、女満別地区には教育センターという体制で行われていますが、そこで小項目

２点目ですが、教育行政における効率的事務事業の遂行、地域実態の把握、調整機能

強化についての現状と対応について伺います。 

   次に、大項目２点目について、藻琴山温泉芝桜公園について伺います。平成１９年

に藻琴山温泉公園基本構想が打ち出されて、風景を最大限に演出し、最小限の施設で

運営すると整備方針が打ち出されました。そこで、小項目、基本構想の進捗状況と効

果及び温泉活用による地域資源を生かす今後の取り組みについて伺います。 

   以上、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 松田議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

   まず、１点目の定員適正化の関係の進捗状況でありますけれども、定員適正化計画

は平成１９年の２月に策定をしてございます。計画期間は、平成１８年度から平成２

３年度までの６年間ということにしてございます。合併時の平成１８年４月時点の職

員数が１７８人でありますけれども、平成２３年度には１５５人に削減をしていくと

いう目標を立ててございます。またさらに、将来の目標として平成２７年度までには

１３２人という目標を置いてございます。現在までの進捗状況でありますけれども、

平成２０年４月１日現在では１６３人の職員でございます。また、平成２１年の４月

１日、このまま推移をしていきますと１５７人になる予定ということでおります。こ

の数字は、当初の計画よりも平成２０年４月１日現在で４人上回って削減ができてい

る状況になります。議員も一般質問の中で先ほど申されましたけれども、私どもは簡

素で効率的な行政運営を行っていくためにこの定員適正化計画を持ってございます。

一方では、住民サービスの低下を招かないという視点も大切だと、そのように考えて

ございます。両方の視点を持ちながらこの定員管理というものを進めてまいりたいと、

そのように思っているところでございます。 

   続きまして、２点目の芝桜公園の整備について申し上げたいと存じます。芝桜公園

の整備については、風景を楽しめる公園づくり、そして高齢者や障害のある方などへ

の配慮した公園づくりということに主眼を置き、整備を進めております。平成２０年

度の整備状況でございますけれども、急斜面ののり面の改修及び施設を解体した跡地

の整地を行って、そこにシバザクラを植栽してございます。２ヘクタールふえまして

１０ヘクタールになってございます。また、平成２０年度遊覧車を運行いたしました

けれども、その園路の舗装化を後、平成２０年度の後半で行ってございます。また、
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売店の新設、焼き肉施設の移転新設、そして広場の整備、そしてかねてから懸案であ

りました駐車場用地を取得してございます。今後の整備でございますけれども、展望

台を取り壊し、新たにフラットな展望施設を整備する予定でおります。さらに、シバ

ザクラ植栽地内の遊歩道、新しく植栽をしたところが中心になりますけれども、そこ

の一部舗装化を行い、車いすなどでもシバザクラが観賞できるようにしていきたいと

思ってございます。また、料金所の設置、園内の案内看板等の設置、さらにはバイオ

トイレなども今後整備をしたいと考えてございます。また、平成２１年度では温泉の

権利の取得、さらには温泉施設の調査費なども新年度平成２１年度の予算として盛り

込ませていただいて、ご議論をいただくこととしてございます。温泉施設につきまし

ては、町としても構想を持っておりますけれども、その内容について議会、また地域

審議会などでもご議論をいただいているところであります。そういった平成２１年度

の整備が終わりますと、温泉施設、また外の売店等以外は一通り構想の実現が図れる

のではないか、そのように考えてございます。 

   効果でありますけれども、整備を行いましたのがほとんど平成２０年度の芝桜まつ

り終了後ということでありますので、十分なまだ検証ということには至っておりませ

んけれども、整備をした目的ですとか、その趣旨などから考えて公園全体を一望でき

る雄大な景観になったのではないかと、そのように考えております。そういった意味

では、当初の目的としております風景を楽しめる公園づくりに一歩近づけたのではな

いかと思います。また、遊覧車等は、高齢者の方や体の不自由な方々の利用も多く、

大きな効果があったものと、そのように思ってございます。また、売店、それから遊

覧車の乗り場など、これを１カ所に集約いたしましたことから、にぎわいづくりのゾ

ーンというものが確立できたのではないか、そのように考えてございます。基本構想

においては、温泉施設を整備する予定としてございます。この温泉は、平成１８年度

に温泉ボーリングをしてございまして、５９度、毎分２００リッターの温泉が湧出し

てございます。平成２１年度においては、公社において揚湯試験なども行っていきた

いと、そのように考えてございます。現在の構想の中には、低温度、また高温度の浴

槽、露天ぶろ、障害者の方々の専用のお湯というような温泉施設を考えておりますけ

れども、その内容についてはさまざまなご意見がございます。必要性、建設費、今後

の経営の見通し、そういう内容についてさまざまなご意見がありますことから、いろ

いろな方のご意見をいただいて成案としていきたいと。そのためのお時間を平成２１

年度使っていきたいと、そのように考えているところでございますので、ご理解を賜

りたいと思います。 

   以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 教育行政における効率的な事務事業の執行、地域実態の把握、調整機能の強

化についてということでご質問をいただきましたので、ご答弁を申し上げたいと存じ

ます。 

   大空町が誕生いたしました平成１８年に教育委員会の本所というのですか、それは
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総合支所の２階に設置され、女満別の研修会館の２階には教育センターが設置された

ということで、両地区にそうした事務機能を持ちながらスタートをしたところでござ

います。当時平成１８年、平成１９年は生涯学習課１課という体制でスタートをして

おりましたが、ご承知のように昨年平成１９年度に起きました事務関係の不祥事によ

りまして町長の理解等もいただきながら今年４月からは学校管理課と社会教育課の２

課体制、そして女満別の教育センター１課と、合わせて３課の体制で事務処理体制を

強化して運営しているところでございます。おおむね総括的な事務は東藻琴にありま

す本所の教育委員会において行っておりますけれども、それぞれの地域において完結

することのできる簡易的な事務については女満別地区、東藻琴地区それぞれの実態を

知っているセンター及び本所のほうで与えられた権限に基づいて処理していると、こ

ういう実態にございます。委員会としての行政運営に当たりましては、常に学校管理

課、社会教育課、そして教育センターの３課が情報を共有し合いながら協働して運営

を進めているところでございます。また、ジェットラインさわやかマラソンとか、あ

るいはふきおろしマラソン、それから町民ソフトボール大会など全町的な行事につき

ましては学校管理課、社会教育課並びに教育センターの課をまたいで全体的な事務所

全部を挙げて取り組んでいると、そういう状況にあることは既にご理解いただいてい

るところであろうと、このように存じます。 

   こうした中でご承知のように２つの町と村が合併をしたということで教育委員会に

所管します、かかわります各種の団体がそれぞれ両地区にあるというような関係で東

藻琴地区、女満別地区それぞれの団体に対しての支援、あるいは団体の事業、団体の

活動等、あるいは夜の会議等、それぞれの地域において展開されていて、各地区にお

ります職員がそれぞれ対応してこれまで運営してきたところであります。今後ことし

の４月から東藻琴の文化団体協議会と女満別地区の文化連盟が１つになるというよう

なことで、全町的な会議が１つになるというような減ることがございます。それから、

女性団体もこの４月から１つになっていくというようなこともあって、それぞれ両地

区で展開されていた事業や会議等が今後は１回に減っていくというような利点は、そ

れぞれの団体等の統合によって可能になっていくと、このように思っているところで

ございます。いずれにしましても、それぞれの地域実態を知っている東藻琴及び女満

別の教育センターの職員がその実態に即しながら、それぞれのところで事務処理、あ

るいは事業等の運営を展開しているということについてはご理解をいただきたいと、

このように存じます。 

   また、女満別小学校の改築ということの作業が去年から進んでおりますが、それに

かかわりましては平成２０年度につきましては女満別センターを所長中心にそれらの

事業の展開を進めてきたところでございますけれども、学校管理課はもとより本所の

建設課、財政課などの専門の課とも連携を図りながら進めてきているところでありま

して、これについては今後もそうした連携を十分にとりながらよりよい進捗状況に努

めてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

   以上申し上げまして、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 
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◇松田議員 今それぞれ説明をいただいたところなのですけれども、まず定員の適正化に

ついてですけれども、私は職員は下げればいいというものではないと思っています。

ただ、合併してからここに至るまで職員を削減することによって事務の影響はないの

かという、そういう観点が私は心配なのです。そこを考えたときに、ちょっとお伺い

したいのですけれども、合併してから職員削減になっています。その間の職員の残業

時間、これはどうなっているのか。 

   あわせてもう一つ、残業時間のことなのですけれども、私の手元にあるこの資料の

中に平成２０年１２月までの各課の残業時間、これが手元にあるのですけれども、こ

れを見ると課によってばらつきはあります。総務課、企画課、これは７５時間、全体

の時間ですから言っても差し支えないと思うのですけれども、財政、地域振興課、こ

れは１８８時間、多いところでは福祉課８９時間、建設課１３０時間、教育関係１２

１時間、ほかにありますけれども、合わせて６１５時間、こういうふうにあるわけで

すけれども、この各課の残業時間の意味、どういう意味合いがこの残業時間にあるの

か、これについてもあわせてお伺いしたいと思います。 

   もう一つ、教育行政の配置なのですけれども、これは私の先入観があるのでしょう

か、どうしても先ほど教育長の説明の中に女満別の学校新築、そしてそのほかに、こ

れ東藻琴もいろいろ課題はあると思います。ただ、女満別地区においては平成２１年

から平成２５年、ぱっと私が見ただけでも、考えただけでも新築あり、それから就学

前の整備あり、体制整備あり、それから地域総合型スポーツの取り組みあり、それか

ら豊住小学校の今後のあり方、そういったいろんな課題が山積みされているような気

がするのです。そういった課題を見ると、私は東藻琴からこっちという、そういう考

えではないのですけれども、果たしてそれに十分対応できるのかと考えたときに、ま

た私はすごく疑問を感じるのです、正直言って。ましてや、先ほど教育長の答弁にも

ありましたけれども、小学校の建設においては建設課、このやりとり、連帯がありま

す、当然。そして、幼稚園、それから保育所の連帯については福祉課、こういう連帯

があります。実際どうなのでしょうか。離れていることによっていずい部分はないの

でしょうか。もう一度そこら辺お伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 時間外勤務の時間等についてのお尋ねがございましたので、私のほうから申

し上げたいと思います。 

   平成１８年、新しい町になってから、平成１８年度の職員の１人当たりの年間平均

勤務時間で申し上げたいと思います。平成１８年度は７９時間、平成１９年度は５１

時間、平成２０年度は４７時間、この３年間を見ますと年々減少してございます。平

成１８年度は、新しい大空町ができた、組織体制の確立やさまざまなルールづくりと

いった事務が非常に多かったというふうに思いますので、それに伴って時間外勤務も

多かったというふうに認識をしてございます。また、平成１９年度は、総合計画の策

定事務などがだんだんと本格化してまいりました。担当課だけではなくて、各課が連
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携をしてその積み上げ等をしなければならないというようなことから、幾分減りはい

たしましたけれども、まだ全体的に多かったのではないかと。平成２０年度に入って

私どもが考えますには、大体平常ベースというような形に落ちついてきているのでは

ないかなと、そのように受けとめてございます。 

   また、時間外が必要となるというような場合、一つの例でありますけれども、例え

ば後期高齢者医療制度など新しい制度改革が行われた、それに伴って町の仕組みも変

えていかなければならないというようなことで事務が出てくる場合がございます。ま

た、住民の皆さんの参加を得ながらいろいろな会議ですとか策定作業、そういうよう

なものを行う場合には時間外に行うこともふえてまいりますので、そういったところ

から時間外勤務が発生するというような場合もあります。さらに、いろいろな行事、

土曜、日曜、祝日等に開催される事業、教育委員会などが多いかとは思いますけれど

も、そういった事業等によって、振りかえなども使いますけれども、時間外勤務が発

生をするということもございます。また、税の確定申告、１６日まででありますけれ

ども、短期間の中に処理をしなければならない事務などもございます。そういったと

きには、必然的に事務量によって時間外勤務も発生をするというような状況になって

いると思ってございます。私が思っておりますのは、単純に職員数も下げればいいと

いうものではないと思っております。下げるためには、その今まで担ってきたサービ

スを一体どこの部署で、もしくはだれにお願いをしていくか、そういう中に民間委託

というようなことの発想も入れていかなければなりませんし、また今自分たちがやっ

ている事務事業というものの必要性ですとか、どれぐらい重きを置いて行うか、そう

いったことで事務事業そのものを見直して軽減をしていくという必要も一つかもしれ

ません。また、施設等の見直しですとか、組織体制を見直すというようなことでそれ

を乗り切っていくということも必要ではないかというふうに考えてございます。私は、

職員の定数の管理、それは組織管理になるというふうに思っています。それは、体制

づくりと、さらには人事配置というような中でその組織の機能というものを十分発揮

させていかなければならないと、そのように考えております。大変難しいことではあ

るなという実感はありますけれども、そういう面に今後も努力をしてまいりたいと、

そのように考えてございます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 ２回目のご質問にご答弁申し上げたいと思います。 

   教育委員会における残業時間の意味ということでお尋ねもありましたので、教育委

員会においては先ほどもご答弁申し上げましたように社会教育、社会体育関係の団体

の夜の会議、夜の事業等にはどうしても平常の勤務時間を超えて対応しなければなら

ないということがありまして、その関係でそうした時間数がふえているということは

私も承知をしているところでございます。ご理解をいただきたいと、このように存じ

ます。 

   それから、女満別小学校の改築、今後の平成２５年までの改築事業、それから就学

前のこと、地域総合型スポーツのこと、豊住小学校のこと等いろいろご指摘をいただ
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きました。現在のところまでこれらにかかわります準備態勢、事前のさまざまな情報

収集から準備態勢等についてそれぞれ取り組んできたところでありますが、特に女満

別小学校の改築事業につきましては現在のところセンターの所長を中心にやっており

ますが、今後の事業の展開、進捗によってはやっぱり時間数的に、人員的に大変だろ

うなと、その辺を補っていくような組織体制について新年度に向けて考慮してまいり

たいと。町長にもご相談申し上げて、そうした体制がとれるようにお願いをしてまい

りたいと、このように存じております。その大きな事業を中心に、先ほどもご指摘あ

りました幾つかの地域実態に結びついた課題も散在をしておりますので、それらが適

切に展開できますように、今ほど町長も答弁されましたように、組織体制の見直し、

業務の割り振り、人の配置、そんなことを新年度に向けて考えてまいりたいと、この

ように存じております。 

   以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 町長の答弁、十分理解できました。ただ、細かなことなのですけれども、も

う少し聞かせていただきたいのですけれども、町長言うとおり、人員削減、正直そこ

はいろいろな課があって、その課の中で当然人数も減るわけです。では、組織として

は、民間委託だとか情報化によっていろいろ機械だとかを活用した中でいろんな省力

化を図るのですけれども、その１つの課の中の体制として当然仕事はどんどん、どん

どんふえていきます。されど、定員は減ります。これは、先ほど答弁もいただいたの

ですけれども、その中で１人の事務事業が減るということはないですよね。そうなる

と、やっぱり１人の力というのは限られている。そうなると、どうなるのかと。やっ

ぱり課全体でどう取り組む、俗に言うチームワークというのですか、そういう言葉で

表現していいのでしょうか、どうかわからないのですけれども、課全体でどのように

対応するのか、具体的に。 

   それと、教育長のほうにもう一回質問させていただきたいのですけれども、町長の

取り組む意思というのは重々伝わってきます。あえて言わせていただければ、その思

いは職員にも徹底して伝えていただきたい。 

   それともう一つ、うちの町長は、総合支所に地域の実態だとかそういうことも踏ま

えながら、状況を踏まえながらということの意味合いを持って月に何度か出向いてい

ます。申しわけないのですけれども、やっぱり社会教育ということを考えれば、地域

の実情把握ということを考えれば、教育長も月に何回か出向くという考えはないのか

どうか聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 大空町がスタートしたときに１７８人いた職員が今現在１６３人ということ

で減ってきてございます。私が思いますのは、今すぐ組織をいじるということは、今

時点平成２１年度に向かってはそこまでのところはまだ考えておりませんけれども、
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もう少し先になれば、もう少し大くくりの課の体制というものを考えていかなければ、

今言った数字というものはクリアしていけないのではないか。現在職員の仕事の分担

というのは、規則においてどこどこの係はこの業務を行うということで記載されてお

ります。例えばそれが０．８人工であっても、やはりそこには１人分の人員を今でい

えば配置をしなければならないことに現実的にはなっております。ですから、それが

１つの課の中にあれば０．８ですけれども、５つセクションがあれば５人を配置して

いるというのが今の体制であります。ですけれども、実際には０．８掛ける５にすれ

ば、本当はそこのところが柔軟に取り組むことができれば４人でもその仕事をやって

いくということは可能になってくるだろう。今現在企画課におきましては、係のセク

ションを外したとまではいきませんけれども、おのおの係長なり補佐、さらには係員

が相互に兼務発令をするというようなことで、私的にはモデルといいましょうか、実

験的に企画課の中では従来地域振興係が持っていた仕事も例えば向かい側の広報係が

行うとかいうような、その課としてその仕事を全部行っていく体制というものを試行

しているようなつもりでおります。ですから、今後そういうようなくくり方で係の業

務ということで規定をしてしまいますとどうしても人間の意識の中に他のものに手を

出せないような、そういう雰囲気がつくられてしまっているのが今までの反省点では

ないかと思いますので、ひとつ大きな課の中の仕事という形で位置づけて職員を配置

していくという方法もあるのではないかというふうに考えてございます。そういうこ

ともこの定員適正化の計画を実行していく中で今後行っていかなければならないので

はないかと、そのように考えているところでございます。 

   また、人事の配置のことももちろんありますけれども、例えば今年度平成２０年度

女満別小学校の改築に向けての設計費を予算計上して仕事をやってきた、去年の４月

の段階で教育長含め担当課長なども私直接呼びまして、いかに教育センターと学校管

理課、さらには社会教育課が連携をしてこの大きなプロジェクトに当たっていくかと

いうことが試されていると、そういう中においては垣根をとってその連携を図るよう

にというようなお話もさせていただいた経過もあります。そういう中で今後この事務

量どの程度大きなものになっていくか十分把握をしながら、私も先ほど言った体制で

すとか、人事の面ですとか、そういうところで配慮をさせていただきたいと、そのよ

うにも思います。 

   また、教育長にお尋ねでありましたけれども、私の例えば総合支所勤務、これは地

域の実態を把握をしたいという一面もございますし、また職員の指揮というようなこ

とも含めて何がしかの機会をつくって総合支所勤務をさせていただいているというこ

ともご理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 ただいま町長のほうから総合支所の在所についての話もありました。私が平

成１８年合併になりましてから女満別の教育センターにいついつ行きますということ

を公にはしていないのですが、１週間に最低１回、多いときは４回ぐらいもう毎日の

ように来ることもあります。その来たときにずっと滞在しているということはありま
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せん。また本所の東藻琴に戻るのですが、一月全体で数えますと、会議等を含めて月

に１０回ぐらいは来ていることが、多いときでですよ、少ないときでは５回とかとい

うことになりますが、今議員のご指摘のように、在所を公にすることによって、その

ときに例えば私がセンターのほうに在所しているということで地域社会の方がその日

に何事か相談とか、そういう機会を一定程度保障してあげるというのでしょうか、情

報交流を定期的にする場と機会を設定することができるなと、今ご指摘いただいたこ

とを考えながらそのように思いました。新年度広報になりましょうか、生涯学習誌の

はばたきになりましょうか、そんなことで週に１度ぐらい女満別センターのほうに在

所をするというようなことについて検討させていただきたいと、このように存じます。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 それぞれお二方の答弁いただいて、私としては理解したいと思います。 

   最後に、この質問においては私一番心配するのは、今回の職員定員管理及び組織機

構の確立、この部分については実は行政改革の一つの項目にうたわれているのです。

そういった意味も含めてやっぱり行政改革というのは、私は地域の住民にその施策が

しっかりと理解されて、そして協力してもらうことによって行政と町民が一体化にな

って初めて構築できるものだと思っています。そういった意味合いも含めて、このご

ろどこの市町村長さんのお話の中に住民参加と協働という言葉が言われています。私

心配するのは、協働ということを考えたときに、行政がスリムになってサービスが低

下になってしまうとサービスを受ける町民は、協働というのは行政の仕事の丸投げ、

表現は適当でないかもしれません、丸投げなのかと負担に感じてしまうところが一番

心配しているのです。それだけに町民の協力と、それから理解、これについてはよほ

どアンテナを張りめぐらして取り組んでいかなければ行政改革はうまくいかないと思

っています。 

   そこで、最後に町長にお伺いいたします。その対策として、町長の所見があれば聞

かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 過去にもそのようなお尋ねを一般質問の場であったり、また別な機会でも受

けた記憶がございます。協働とは、町の仕事を軽くして住民にその負担を強いる、そ

ういうことにつながるのではないか。私が思っておりますのは、決してそういうこと

ではないわけでありますけれども、まだまだ十分な説明といいましょうか、言葉だけ

が先走って十分な意味合いというものが伝わっていないと、そのように思ってござい

ます。例えば一つの例でありますけれども、最近でいきますと、女満別地区にありま

す公民館を将来的に地域会館として地域が主体的に管理をしていただきたいというよ

うなお話をここ何年かさせてきていただいております。その中で今年度の地域懇談会

などでも言われましたのは、自分たちでこの館を維持するというのはとっても無理だ

と、修繕になったときにどうするのだと、地域でそんなお金もないし、能力もないぞ
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というようなご意見もありました。当然建物でありますので、その所有者はだれかと

考えたときに、それは町であります。どういう形態をとっても町ではありますので、

そういうときには当然町としてそういう対応はしなければならないと。ただ、今まで

でいいますと、消耗品１つがなくなってもそのことを教育委員会に連絡をして、そし

て教育委員会が手配をして、電球１つ、トイレットペーパー１つにしてもそのような

ことでありました。例えばそういうものは、私が考えますのは地域の方々が直接発注

をして、もしくは何かのときにすぐ買いそろえていただくというようなことがいいの

ではないか、そういう意味での地域主体の管理というようなことを申し上げているわ

けでありますけれども、まだまだそこのところが十分伝わっていないと。そんなこと

から、教育委員会と再度そのあたりの考え方を整理をしてもう一度また地域に話して

いこうというようなこともいたしております。私が思いますのは、地域活動の中には

自治会活動などありますけれども、今は地域の自治会に運営交付金と補助金というよ

うな形で町から支援をさせていただいている部分があります。そのうちの補助金であ

りますけれども、これは２分の１ということが原則でありまして、事業費の２分の１

を補助しますというような規定になってございますけれども、本来地域の方々がいろ

いろな活動をするというような中の浄財とすれば、補助金というような形での町の応

援の仕方がいいのかどうかと。もっと自主的に行っていただく仕組みをつくって、ま

た金銭的にも応援できる仕組みをつくらなければならないのではないかと。まだ具体

的な考え方が十分まとまっておりませんけれども、そういう中で町民の方々がみずか

ら何かを発案をして事業に取り組む、その応援を町がするというような形でなければ

ならないのではないかと。今まではどちらかというと、あれをすれば、これがあれば

というようなことが先に立ってきてしまっているような気がいたします。そのために、

地域におけるいろいろな活動が十分行われてきていない実態があるのではないかと思

います。それを皆さん方が行うというところの自発的な、自主的な活動を促せるよう

な仕組みというものを私なりにまた考えていきたい、そのことが本来の協働につなが

っていくだろうと。そういう考え方をもとに自治基本条例でありますとか、地域の担

当者制度というものを活用していきたいなと、こんなふうに考えているところでござ

います。まだ十分考え方がまとまり切れておりませんので、漠然とした答弁になって

おりますけれども、決して丸投げをするつもりでこのことを考えているということで

はないということについてはご理解を賜りたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 １番目の質問は、これで終わります。 

   続きまして、次の藻琴山温泉の芝桜公園についてですけれども、私去年見させてい

ただいて本当にすばらしいと、褒め過ぎではないと思うのですけれども、大空町の大

きな財産だと思っています。いろいろ基本構想の中で粛々と進められているわけです

けれども、ただここにきて先ほど説明の中に温泉施設、あるいは温泉の活用について

いろいろ地域の方を含めて検討されているということですけれども、大空町のシバザ

クラという大きな財産、私心配するのはこの大きな財産をやり方というか、時期とか
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を逃してしまって負の財産にしてほしくないのです。それは、地域の方も皆さんそう

思っていると思います。 

   そこで、温泉施設はどこの地域もあります。どこの町にも。ただ、いかんせん近隣

の温泉施設の経営ということを考えると、観光の旅行客のニーズも変わってきた、そ

んな中で維持していくのは大変、またいろんな大変さの中で民間委託だとかあらゆる

手を尽くしてもなかなか難しさはこのごろよく新聞だとかテレビで聞きます。そうし

た中で私は、一つの考えとしてまだまとまってはいないのですけれども、取りとめの

ない話になるかもしれません。私は、温泉施設云々、それは１００％否定するわけで

はありません。いつかそういう機会があれば、やればいいと思う。ただ、その前に地

域の資源をしっかり活用すべきでないだろうか。それは、人であり、物であり、いろ

いろあると思います。要は、それが発展していくとまちづくりの拠点にもなるのでは

ないかと思うのです。具体的に言うと、せっかく温泉が出ているのだから、温浴に使

えば一番それはだれしもがそうだなと思うのですけれども、私はそこに余り固執する

ことはないのでないかと。こっちの角度からもあるし、こっちの角度からもあるし、

ただ、今の状況を考えたときに温泉熱を利用して地域の振興という意味合いも含めて、

温泉を使ってハウス、農業振興、そういった展開を考えるべきでないだろうか。そし

て、このことによって一部の人だけではなく、地域のたくさんの人たちがかかわるこ

とによって、またまちづくりの一つの拠点となるのではないかと思うのです。実際運

営してお湯が足りないだとか、作物何やったらいいのかと、いろいろこれからやらな

ければいけないでしょう。そういった中で道内でも温泉熱を利用して、これ道南のほ

うです。森町、ここでは温泉熱を利用してトマト、キュウリ、大根、ミズナ。壮瞥町

オロフレ地区ではトマト、ホウレンソウ、コマツナ。札幌市の定山渓ではホワイトア

スパラガス、こういう動きがあります。これは、農家が個々自助努力によって温泉を

掘って栽培している、こういうところがふえてきています。ただ、観光地の温泉と結

びつけてハウス栽培というのは、情報として私の情報が限られているせいか知らない

が、聞いたことがないです。であれば、東藻琴の芝桜公園にはそういうチャンスがあ

るのです。まず、一生懸命手がけるべきではないかと思うのです。そして、さっきの

話に戻りますけれども、雇用対策、元気なお年寄りの知恵をかりる、あるいは旧東藻

琴診療所の今粛々と進められていますけれども、障害者の雇用、そして栽培技術のノ

ウハウがなければ、栽培技術を持った近くの農家の方々、そして東藻琴の優秀な生徒

さんがいるではないですか。その知恵をかりながら、観光客の人に感動だけではなく、

物を持って帰ってもらうと、そういう手法だってあるし、またこれが通年栽培という

ことを考えたときに、東藻琴の女性部の方が冬やっていると聞きました加工食品の展

開だとか、それからもっと先に進むと、その販売にはＪＡあり、町内のお店屋さんあ

り、そうやって芝桜公園温泉そこで完結するのではなくて、いろんな人がかかわって

もらって町に展開する、そういう考え方があっていいのでないかと思いますけれども、

町長、どういうふうに考えていますか、所見をお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 先ほど申しました温泉については、平成１８年度でボーリングをし、平成２

１年度の予算でその権利を町として買い取りたいというような予算提案をさせていた

だいております。この温泉施設のことについては、従来あそこに温浴施設、宿泊施設

等がございました関係から、基本的にはその温浴施設を、もしくは宿泊施設をという

ようなことで議論がスタートしてきているのが現実かと思います。そんな中で経営的

なことを考えると、大変それを黒字化していくというのは難しい面があるなという試

算なども出ております。そのようなことから、過去には例えば企業の方々に保養施設

というような形で温泉の権利を貸すか売るか、何がしかの形をしてつくっていただく

ことはできないだろうかとか、また単に温浴施設ということだけではなくて、健康増

進を兼ね備えたような、クアハウスというのでしょうか、例えばそういうようなもの

として活用するのかどうかというようなことも考えて、現実民間企業などにも当たっ

たこともございました。ただ、今の状況、そのことだけではすぐさま話に乗ったとい

うようなことにはなってきておりませんでした。そういう中で私がおととしではなか

ったかと思いますけれども、広報にそこの整備に対する思いというようなことでいろ

いろ書かせていただいた中に、例えば農業用のハウスを隣接地に設置をして、そこに

温泉の熱源を活用するような方法というのもできるのではないかということも触れさ

せていただきました。確かに今言われたように、例えばそういう施設が年間通して活

用できるということであれば、例えば新規就農を志す、そういう方々がそういう場所

で就農体験的なことをすることも可能ではないかと。また、産品づくりというような

ことで新しい産品開発にもつながる可能性はないかと。さらには、議員が今ご指摘の

ありました一方で構想を進めております障害者の方々の施設、その働く場所として活

用することはできないかと。芝桜公園の入り込み数のほとんどは、その開花時期にあ

りまして、１０万人ぐらいの方々が来られます。ですけれども、あそこの公園につい

ては、それ以外についてはそれほど多くの入り込み客があるわけではありません。夏

場でいいますと、キャンパーなどがいらっしゃるというような程度でございます。冬

は、完全にクローズ状態というようなことから考えますと、この温泉施設というのは

議員もおっしゃるように単に温浴施設としての活用も探らなければなりませんし、そ

れ以外の今言われたような農業用のハウス栽培、それに伴う熱源というような形での

考え方も当然あると思ってございます。内部において全く今までこのことが話題に上

らなかったわけではなくて、その温泉熱を利用したハウスの例えば設置にどの程度の

費用がかかるかということで情報収集を少ししたこともございます。ただ、道内では、

なかなか十分な情報がまだ私ども収集し切れておりませんで、十分な検討になってい

るとは言えない状況であります。今回ご提案もいただきましたので、そのことも踏ま

えてもう少し皆さんに議論いただけるような、そういう形をつくり、そしてまた議会

の場でありますとか、地域審議会の場でありますとか、いろんなところでご議論をい

ただくようにしてみたいと、そのように思いますので、今後ともまたその点に関して

アドバイス等あればいろいろ伝えていただければなと、そのように思います。よろし

くお願いをいたします。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 
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◇松田議員 ぜひ前向きに取り組んでいただきたいと思います。先般大空町においても、

観光だとかとタイアップしたグリーンツーリズムの協議会ができました。そういった

活用も含めて取り組んでいただければなと思います。ただ、行政がかかわるから、お

城みたいな立派なびかびかのハウス建ててやるということにはこだわることはないと

思います。身の丈に合った施設で確実に段階を踏んで続けていっていただければなと、

焦らないで、そしてそこである程度のひょっとして収益性が上がれば、温浴施設も可

能かなと、そういう展開も考えるだろうし、まずは身の丈に合った施設運営の中で進

めていただきたいと思います。 

   以上で私の質問を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 もともと金が温泉のようにたくさん出てきているわけではありませんので、

当然そういうことになろうかと思います。ただ、今現在温泉が出ている場所というの

は、藻琴川の公園とは反対側のところで出ております。その周辺では、ハウスという

ことでいけば、そちら側のところでは設置する場所というのはなかなか難しいかなと。

その温泉を例えば活用するハウスをつくるとすれば、川を挟んで反対側につくるとい

うのが理想的ではないかなと、今私はそんなふうに思います。そういうことであれば、

その温泉を多少運ばなければ、運ぶというか、パイプで運ぶというのでしょうか、そ

ういうようなこともしなければならなくなります。また、手前のほうで公園施設の用

地ばかりでありますので、ハウスを設置する用地ということになれば、今周辺の農業

者の方などが持っていらっしゃいます農地ということになってくるのかなと、今時点

ではそのようにちょっと思います。そういうことから、施設そのものはどの程度のお

金かけるかは別といたしまして、環境整備に多少の経費がかかってくるということは

あるのではないかなと思いますので、そういうところもある程度試算をしながら今後

十分考えてまいりたいと、そのように思います。よろしくお願いをいたします。 

 

◇松田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて松田信行議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時０６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、５番、森田暢明議員の一般質問を許します。 

 

◇森田議員 平成２１年第１回の大空町議会定例会一般質問に当たり、質問をいたしたい
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と思います。 

   まず、１つの項目として、広報広聴事業についてを質問いたします。その１として、

町民主体のまちづくりの推進と情報提供のあり方について質問をいたします。町長は、

町政執行方針の中で広報広聴事業について町民主体のまちづくりを推進するため引き

続き広報大空、町ホームページ、情報掲示板おおぞら、生活カレンダーを柱として町

の情報などを速やかに提供いたします。また、ふれあいトーク（町政懇談会）、町長

へのメール、ふれあい意見箱などにより、より多くの町民の皆様との対話を重視し、

開かれた行政を推進してまいりますとうたわれております。また、新年度からは、昨

年度より取り組んだ地域担当職員の配置に加え、町民の求めに応じてまちづくり出前

講座を実施するということであります。協働のまちづくりを推進するため、情報提供

に努力されているわけでありますが、そのあり方についてお伺いをいたします。 

   その２として、行政の情報公開についてを質問いたします。町民参画による協働の

まちづくりは、情報の共有が最前提にあるものと思われますが、各行政機関、審議会、

各種委員会等の公開もしくは会議内容の広報について、その考えについてお伺いをい

たします。 

   項目の２つ目、生ごみ処理事業についてをお伺いいたします。その１として、旧女

満別町、そして合併後大空町において生ごみ処理助成事業が行われておりましたが、

その追跡調査並びにその成果はどのように検証されているのかをお伺いいたします。 

   その２として、昨年末からの町政懇談会から周知、説明を行ってきた生ごみ分別試

行の実施について、現状の処理状況とあわせてその取り組みの考え方についてお伺い

をいたします。 

   以上、項目２点についてご質問をいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 森田議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   広報広聴事業についてでございます。町民主体のまちづくりという中には、町民の

皆さんの町政への参画意識というものが必要と、そのように思ってございます。その

参画をしていただくためには、確かに情報共有ということが必要だと、そのように考

えてございます。理想といたしましては、町の政策、企画、立案、実施や評価の各段

階において町民の方々が主体的に参加してくださるということが最終目標であり、理

想であろうと、そのように思ってございます。現在行政側が情報発信をしたり、公開

をしたり、さらには町民の意見を逆に受けとめたり、そしていろんな物事について説

明責任を果たす、さらには町民の方々の意見や要望、提案等に対して速やかに対応す

るというようなことをしてきておりますけれども、しかし行政が発信をいたします情

報、また説明したい内容と町民の方が受け取りたい情報、興味のある内容というもの

にギャップが生じているというのが正直なところではないかなと、そのようなことか

らなかなか私どもの情報発信が十分に伝わっていない、そういう反省をしてございま

す。 

   また、審議会等についてでございますけれども、議会などはチラシなども入りまし
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て皆さんにいろいろな形で情報が提供されておりますけれども、町などが主催をする

審議会等、それらの開催時期、内容等事前にお知らせしていることというのはござい

ませんでした。また、会議の結果についての報告というものも一部地域審議会などホ

ームページで公開しているものもございますけれども、すべてを公開しているという

状況にはございません。事前の周知できるだろうかと内部でもいろいろ考えましたけ

れども、現在一月先、二月先の日程を押さえながら日程を組んでいるという状況では

ございませんので、なおかつ広報などの発行回数などを考えると、事前の周知という

のは今時点ではなかなか妙案が浮かんでこない状況でございます。ただ、その会議の

開催した内容等、そういったものについてはルールを決めて報告させていただくこと

はできるのではないか、これらについては今後取り組んでいきたいと、そのように考

えてございます。 

   また、会議の公開でありますけれども、大空町の情報公開条例によって会議につい

ては特別な場合を除き原則公開となってございます。ただ、こういったことがなって

はおりますけれども、ではしからば町民の方々が公開といいましょうか、そこに傍聴

されるような仕組みに十分なっているかというと、そういうＰＲも、さらには体制も

まだまだというような状況かと思います。そういうことも含めて今後しっかりとした

ルールをつくりながら、公に開かれた形というものを目指していきたいと思います。

そのような観点から、自治基本条例の検討委員会の皆様にはいろいろなご意見をいた

だきながら、ご苦労をかけて現在議論をいただいているところでございます。 

   続いて、生ごみの関係についてお話を申し上げたいと思います。生ごみの処理機の

助成事業、旧女満別町地区におきましては平成４年から、そして大空町になりまして

から平成１９年度まで助成事業を行ってまいりました。旧東藻琴村では、平成１３年

度から平成１５年度まで、その後大空町となった平成１８年度、平成１９年度この生

ごみ処理機の助成を行ってございます。今までに電気式で２１２件、コンポスト式で

１，３１７件、事業所などの生ごみ処理機６件、全部で１，５３７件でありますけれ

ども、金額にいたしますと１，５３９万５，０００円程度助成をさせていただいてご

ざいます。平成１９年度をもって事業を廃止したというのは、年々購入者の方の数が

少なくなって定着が図られたというようなことで、ある程度目的が達成されたという

ことで考えたところでございます。 

   燃やすごみの収集量でありますけれども、平成１５年度１，００６トンでございま

した。しかし、平成１９年度には８０８トンまで減少してございます。一つには、リ

サイクル等の分別の徹底が進んできたということもあろうかと思いますし、今回ご質

問のあった生ごみ処理機の導入もその一つの要因であると、そのように受けとめてご

ざいます。 

   分別の試行についてでありますけれども、現在いろいろなところで説明をさせてい

ただいて、試行の本格的な実施については本年６月からを予定してございます。高い

分別水準が確立できましたならば、本格的に堆肥化に向けた分別という形で開始する

予定としてございます。このことは、当然町民の皆さんの協力がなければ実現できな

いわけでありますので、ふれあいトークや自治会長会議、自治会の総会、女性部や高

齢者の方々の集会等でいろいろお話をさせていただいております。また、広報にも載
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せておりますけれども、平成２１年度から実施をしようと思っております職員の出前

講座の一つのメニューといたしましてもこの項目を設定をして広く皆さんにＰＲを図

っていきたいと、そのように考えてございます。 

   なぜ生ごみの分別、堆肥化ということを考えたかということでありますけれども、

現在は焼却処分をいたしております。先ほど言った処理機で処理されている方もおり

ますけれども、家庭の環境や周辺の宅地環境などで設置できない方もいらっしゃいま

す。そういった方々、燃やすごみとして出されておりますけれども、水分なども多く

含んでございます。８００度以上の温度を保ちながら焼却をしなければ、ダイオキシ

ンの発生などにもつながる可能性があるというようなことから、現在灯油バーナーな

どによる補助燃焼も行ってございます。そのため、月の灯油代が１００万円を超える、

そういう月もございます。燃料費の抑制もありますし、施設の維持管理経費の削減で

すとか、処理施設そのものの延命、また大きなことでいいますと地球規模の二酸化炭

素の削減、そういうものを目指しながら堆肥化をしていきたいということを考えてご

ざいます。いろいろ地域の中でご意見を承りました中で、現在１０リットル、１５リ

ットル、３０リットル、４５リットルの袋で燃やすごみなども排出していただいてお

りますけれども、もう少し小さいものも必要と、今回の生ごみだけの要望ではありま

せんでしたけれども、そのような声もあったことから、平成２１年度から条例改正を

させていただき、５リットルのごみ袋もつくりたいと、そのように考えているところ

でございます。そのようにご提案をさせていただいているところでございます。先ほ

ど言いました分別の精度が高まりましたならば、そういった袋を通常のプラスチック

製ではなく、生分解性のものに変更して、そして本格的な堆肥化に取り組んでいけれ

ばいいのではないかと、そのように考えているところでございます。 

   以上、２点にわたってのご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 まず、広報広聴事業について再質問をさせていただきます。 

   たまたまこの広報広聴事業についてをいろいろ勉強していたところでありましたけ

れども、昨年の町長の執行方針をちょっと確認をさせていただいたわけでありますけ

れども、その中で先ほど私が演台で発言をさせていただいた町長の広報広聴事業につ

いてということの文言が６行にわたって本年とことしと一言一句同一の文言でござい

ました。そのことが決して何ら悪いというふうにご指摘するつもりはございませんけ

れども、それだけに今日まで広報広聴事業を進めてきた事象を述べられ、また今後も

それらをもとにしながら、また新たに地域担当制であるとか出前講座等もつけ加えな

がら、さらに住民に情報を提供しようということだろうというふうに理解をさせてい

ただいているわけでありますけれども、しかしながら通り一遍の方法で本当にいいの

だろうか、またそれがある面では一方通行になりはしないかなというふうにも思って

いるわけであります。メールであるとか意見箱であるとか、そういったものが町長の

ほうに届いておられるということでもありますが、私どももいろいろ住民の方々から

ご意見等もいただき、また行政に対していろんな改善策であったり、またさらに提案
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であったりというようなことも申し述べさせていただいているわけでありますけれど

も、十分に町の情報が伝わるためにはどのような方法がいいのかということに余り傾

注し過ぎると、情報そのものがえてして伝わりづらくなってしまうということも一度

立ちどまりながら考えてみる必要があるのではないかなと、そんなふうにも思ってい

るところであります。いわゆる広報広聴事業の取り組みということでは、その手段、

方法を述べられているわけでありまして、では情報をすべて町民に伝えようというと

ころがなかなか伝わってこないというところがちょっと危惧されるわけであります。

その辺のことについて、さらに一歩踏み込んで町長のご答弁をいただければというふ

うにも思いますし、もちろん議会も議事録であるとか会議の公開であるとか、そうい

うようなことを積極的にしていくつもりでもありますし、またさらにまだまだ公開と

して進められていない事柄についても時間を追いながらまたそれらを改善をしていく

考え方をそれぞれの議員もお持ちであろうというふうに思っておりますので、行政の

情報公開についてその内容、中身を改めてどのように伝えていくかということ、また

その内容が本当にすべてあからさまにしていこうということを考え合わせていけない

ものかなと、その辺のことをお伺いをいたしたいというふうに思います。 

   それから、その情報公開のことでありますけれども、具体的には各種委員会である

とか審議会、それから行政が持っている町民を交えた会議等がいろいろあるかと思い

ます。もちろん今町長が答弁の中にございましたように、そのお知らせをする時期と

いうか、それらが当然会議としてあらかじめ１年間の予定を決められないというよう

な事情ももちろんありましょう。そういう意味からいっても、そこで話し合われたこ

と、それからそれらを今後話し合われて取り進めていこうというような事柄について

住民にひとしく情報としてお伝えしてあげるべきではないかなと。そういった事柄が

町長の町政懇談会であるとか、地区担当の皆さん方が地域に行かれて質問があれば答

えるというようなことが多いわけでありまして、行政としても住民がその情報を選択

もできるというようなことをもっとお考え合わせていただければというふうにも思う

わけでありますので、その点についてももう一度お答えをいただきたいというふうに

も思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 広報広聴の活動というものは、私にとってといいましょうか、永遠の課題だ

ろうと、そのように思っております。そのようなことから、その基本的な姿勢は変わ

ってはいないわけであります。例えば広報紙でありますけれども、私も昔職員のころ

広報係に都合７年ほど在籍をしておりました。そのころの昔の話でありますけれども、

広報に記事をしたいということであっても、これはまだ決まったことではないと、決

まっていないのに載せると混乱を招くから、載せないほうがいいと、そのように上司

に言われたこともございました。ただ、今私が思っておりますのは、町の方針などが

ある程度決まったり、また議論があるというようなものについては情報を提供して、

それにまた町民の方々がどのようなご意見を持たれるか、そういうようなことをもっ

て例えば行政としての判断も出てくる場面もあるでしょうし、また議会の皆さん方も
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そういう町民のご反応の中から意見構築といいましょうか、考え方をまた精査すると

いうようなこともあるのではないかと。ですから、必ずしも決まったことばかりでは

なくて、今こんなことが行われているのだというようなことも情報として正確に伝え

なければなりませんけれども、そういうようなことも含めて広報係にも直接話をさせ

ていただいていることもございます。ですから、今回の定額給付金などについても正

式に私どもの町の予算でお認めをいただいたのは３月の１１日でしたけれども、その

前の広報の中で今現在の状況ですとか等々について触れさせていただいた経過もござ

います。そういうものの中でご判断をいただけたものと、そのようにも思ってござい

ます。ただ、私が思いますのは、最近の私どもの町の広報などを見ておりますと、住

民の方々の活動がその中でなかなか紹介されていないのかなと、そういう反省点に立

っています。人を紹介する、またその地域の取り組みを紹介する、また町の情報を一

方的に出すということだけではなくて、町民の方々同士の情報の共有の場というよう

なことの視点がまだ不足している部分があるのかなと。過去のことがすべていいわけ

ではありませんけれども、私が担当していたころに各世代の町民の方々に登場いただ

くコーナーなどもつくったこともありました。それは、そこにまず町民の方々として

情報が行ったり来たりできる場所があるのではないかと。今考えると、そういうこと

なのでしょうけれども、当時はそこまですごいことを考えていたわけではなくて、町

民の方が登場すれば、町民の方々そこの紙面ぐらいは見ていただけるのではないかと

いうような発想からつくったコーナーでありました。また、実際に自分でいろんなと

ころに歩いて取材をして、そしてシリーズとして町民の方々の興味を引くような、そ

ういう特集を組んだこともありました。最近の読売新聞のテレビのＣＭでありますけ

れども、ウオーキングマシンに乗ったり、玉乗りであったり、それから平均台で何か

練習をしながら新聞記者の方が取材をしている、最後にキャッチコピーとして入り込

んだ取材だなと、世の中を人の中へというキャッチコピーがありましたけれども、私

どもの発行している広報というようなところでもそういった精神というものを見習わ

なければ、先ほど言ったような一方通行になってしまうのではないかなと、そういう

感じをいたしております。十分言い方が適切ではありませんけれども、今回のご質問

をいただいたときに自分なりにいろいろ感じた中でそんなことを思ったところでござ

います。 

   また、町民の方々のご意見を受け取る側の広聴と、確かにメールですとかふれあい

意見箱ですとか町政懇談会ですとかいろいろなことをしております。ただ、その中で

いろんな情報が入ってくる部分もありますし、その手段によって系統的に使われ方が

いろいろあるなというような感じもしております。ですので、一つ一つ全部完全にう

のみにしているわけでもありませんし、かといって軽んじているわけでもないと。そ

この情報というものをどのように受けとめて対処するか、そういうことについてはい

ろいろ考えながら対処しているつもりではおります。ですから、町の中で立ち話をし

たときの話も重要なところもあろうかと思いますし、それ以外先ほど言ったような手

段で入ってくるものも必要な部分もあります。中にはどう考えても難しくて、または

理にかなっていないようなお話もございます。そういうものを私どもは受けとめた中

で十分かみ砕いて、それを受けとめる、そういう能力も持ち得ていかなければならな
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いのかなと、そのような感じもいたしております。 

   また、委員会、審議会等については先ほど言ったように広報の発行などが今現在月

２回ということから、事前の部分については十分機能するかどうかなと。何かほかに

いい部分がないのかと。例えば平成２１年度からでしょうか、美幌町が広報の発行業

務などを民間の方に委託をすると。具体的にどのような方法かまだ調査はさせており

ませんけれども、そういうような中でどのような例えば回数を発行するのか、そうい

うことも私なりには興味を持っております。そういうことも調査をしながら検討して

みたいなと、そのように思っております。ですから、そういうところが１つクリアが

できるのであれば、事前のそういう周知ということもひょっとしたら可能になるので

はないかと。また、事後のことについては、事細かに議事録という形で載せるのは例

えばホームページなどで可能かもしれませんけれども、紙面などを割く場合について

は要点のみということになるのかなと思いますけれども、そういうことで町民の方が

そんなことを話されているのかというようなことで興味を引いていただけるのではあ

れば、それも一つ情報の提供の仕方かなというふうに思いますので、その点について

は十分考えてルールを決めて取り組んでみたいと、そのように思ってございます。 

   町政懇談会などでも従来よく話として出ますのは、町民の方が質問をし、私どもが

言い方ちょっと変ですけれども、この議会と同じように答弁をするみたいなようなこ

とがどちらかというと多くなっておりました。そんなことから、例えば平成２０年度

については私どもから話題提供ということで幾つかのお話をさせていただいて、その

こと以外についても私どもと単にやりとりをするということだけでなくて、これはほ

かの会議でもそうなのですけれども、町民の皆さんがその場所でお互いに議論がとい

いましょうか、意見交換ができるというようなもののほうが本当に実のあるトークと

いいましょうか、懇談会になるのではないかと、そのように考えてございます。自治

基本条例の制定などについても、地域審議会のあり方などについても私どもが提案を

して何か質問に対してこうだ、ああだと言うだけ、木で鼻をくくったようなお話をす

るのではなくて、町民の皆さんがご議論をしていただく、そういう環境づくりも私は

町民議論の構築、広報広聴事業として必要ではないかと、そういう会議の持ち方など

についても今後十分配慮してまいりたいなと、そんなふうに考えてございます。 

   十分的を射ていないことは承知はしているのですけれども、自分の思いというとこ

ろでご答弁をさせていただきました。よろしくお願いをいたします。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 町長がおっしゃるとおり、この広報広聴活動ということに対しましてはこれ

でいいというようなことは今の時代ないわけでありまして、これでもか、これでもか

というぐらいに情報を伝達するがために活動していかなければならないことであろう

というふうに思います。今いみじくも町長のほうからお話がありましたけれども、今

まさに自治基本条例を樹立するがための審議会を行っているわけでありますけれども、

こういった委員会等が実際に大勢の委員の方々がそこに出席をされて議論をされてい

るわけであります。しかしながら、町民多くの方々は、そこの議論がされていること
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に対してどのようなことが議論されているのか、また今どういう方向にいっているの

かというようなことが全くわからないわけであります。もちろんこれ残念ながら私ど

も議員でありながら、議員としてもその委員の方々にお聞きしなければわからないわ

けであります。そういったことがましてや自治基本条例ということで３者が一緒にな

ってまちづくりをしようという、その憲法をつくろうというときに何ら住民に関心も

持たれないでそれが樹立できてしまうということ自体、絵にかいたもちに終わらない

ようにしなければならぬという考え方をもっともっと持たねばならないのかなと、そ

ういうこともちょっと危惧されることもありますので、情報として、またそこの委員

会に出ている方々のご労苦も十分にたたえてあげるためにも、どのような会議がなさ

れているかということを多くの町民に発信をしてあげるべきであろうというふうに思

うわけでありますので、一言つけ加えて１項目めの質問といたしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私も全くご指摘のとおりかなと、そのようにも思います。ただ、その内容を

例えば紙面で報告をする、またホームページに載せてごらんいただく機会をつくると

いうことだけでは、先ほどの広報の開いてみないというところにまたつながってしま

うのかなというふうに思います。それはそれとして、必要最小限度の機会を確保する

という意味では必要なことですので、先ほども申しましたように、今後いろんな審議

会等、努力をしてまいりたいというふうには思います。 

   ただ、もう一つ、私として今後これは職員ともども考えていかなければならないこ

とでありますけれども、町の中にはいろんな審議会等計画しているものなどがありま

す。地域担当者として配置されている職員が百数十人いるわけであります。いろいろ

な地域担当者としての目標はありますけれども、私が常々職員にも言っておりますの

は、ほかの部署の仕事でなくても結構と、自分が今取り組んでいるところの仕事の内

容というものを例えば地域に入らせていただいたときにいろいろＰＲをしてください

と。それは、例えば今ご指摘の自治基本条例の話であったり、次の質問にもあります

けれども、生ごみの分別の話であったり、また昨日からのご質問でいけば、次世代育

成支援行動計画づくりを私は担当していると、これはどういうものだというようなこ

とを職員が地域の中で自分の仕事の一環として出せる情報の範囲の中でそういうこと

を話をし始める、そのことがいろいろなところで町民の関心を高めていただいたり、

またどうなっているのだというようなことでご意見なども発掘できるような機会につ

ながっていくのではないかと。そういうこともあわせながら今後、私１人だけ、また

広報の担当者だけということではなくて、職員全員がいろいろな情報を発信できるよ

うなことに努めてまいりたいと、そのように思いますので、どうぞご理解を賜りたい

と思います。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 それでは、続いて生ごみ処理事業のことについて再質問をさせていただきた
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いと思います。 

   この生ごみ処理事業、先ほど町長の答弁で町民に生ごみ処理の助成事業ということ

で、私のちょっと認識不足で、両地区で同様なような助成事業を行ってきたというよ

うなことでありましたので、残念ながら私は女満別地区のことしかわかっていなかっ

たものですから、認識を新たにさせていただいたところでもあります。これらの生ご

み処理に関しましては、いわゆる家庭の廃棄物というか、それらの生ごみを特に分別

処理をするということが世界的に一番大変な処理のことになるというふうなこともい

ろんな文献等でも書かれているわけであります。実際に今法律でいろいろダイオキシ

ンであるとか、環境ホルモンであるとか、そういったものが発生しないようにという

ようなことで、生ごみ処理についてもただ単に焼却ということだけでは処理が完全に

でき得ないというようなことで化石燃料を使いながら、本町の場合は生ごみとさらに

別な焼却できるごみをあわせて処理をしているという現状なのかなと。実際に各家庭

で生ごみをコンポストであるとか、電気式の処理機を使いながら処理をされていると

いうことが一つの成果として、現実に生ごみを町の焼却炉に送らないという手法とす

れば、これは一つの成果があるわけでありまして、それらが今日さらに町民にご理解

を得ながら個別にでき得る方法はないのかということと、それから今まで使われて個

別に処理をしてきた方々に対しても、その実情をさらに町民皆さんに報告をしながら

一層その処理に力を注いでいただくというような、こういう発信は町長の考え方の中

には出てこないのかなと。今焼却施設がこのままでは延命が難しくなってきつつある

ということから、ある面では生ごみを別な処理の仕方に変えていかなければならない

というような考え方になったのか、その辺が町民としてはよく理解できていない。今

まで生ごみと焼却できるごみを一緒に焼却をしていたわけでありますから、住民とす

れば今までの方法が、もちろん時折生ごみの水分をもっと減らしてくださいと、そう

いうような情報の発信はあったかのように思いますけれども、その一緒に処理をして

いた方法がなぜそうならなければならないのかというようなことが昨年来より町政懇

談会から始まって、この冬の間にいろんな会合等で担当が出向いてご説明をしていた

ということでありますけれども、本当に今大空町が処理をしている中でその現状を町

民皆さんに十分理解をしていただいているのか、その辺の認識の違いが町民と行政の

中では乖離している部分があるのではないかなというふうに感じているわけでありま

す。 

   一つの提案でありますけれども、それが町長はそうではないというお考えであろう

かどうかわかりませんけれども、もっともっとふだんから住民に情報としても伝えな

がら、また現場であるとか、また地域の中で十分にご議論をしていただけるような、

そういう環境づくりをまずしていくことが先決ではなかろうかなと。やはり生ごみと

いうのは、各家庭で必ず廃棄物として出るものでありますから、それを使い方として

有効に使おうと、資源としてまた使っていこうということも大事な発信であろうかと

いうふうに思いますけれども、それは町長のお考えだということだけで終わっていい

のかなと。町民の方々がそこから十分に考えられるように、皆さんの声として大空町

の生ごみはこういう処理の方法をいたしましょうというふうになっていくことを私は

望んでいるわけでありますけれども、そういう構築をする考え方はないのかどうかを
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お聞きしたいというふうに思います。 

   この生ごみについては、私のところでも家業は農業でありますけれども、もちろん

有機質に変えながらハウスであるとか、また堆肥にまぜながら圃場に散布したりとか、

そういうようなこともでき得るわけでありますけれども、そういう環境にない住民の

方々は多くいらっしゃるわけでありますので、そういうことも考えながら町長の一つ

の提案ということで試行的にやってみようということなのだろうというふうに推測を

しているわけでありますけれども、そういった考え方をもっともっと住民に理解を得

るためには、トップダウン方式のような考え方、また情報の発信の仕方でよいのだろ

うかという疑問を感じているわけであります。その辺のことを今後の進め方として、

またお考えを再度お聞きしたいというふうに思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私は、生ごみの分別については基本的には個々個人が分別をして処理できる

のであれば個別にやっていただきたいと、それが基本でないかと、そのように思って

います。ただ、先ほど言いましたように、そのようなことから過去には生ごみ処理機

の助成なども行って皆さんご家庭の中でということでやってまいりました。しかしな

がら、一定程度普及して取り組んでいただける方は取り組んでいただけているという

ふうに思っております。しかし、先ほど言った住居の環境ですとか、また周辺の住宅

地の環境などを考えたときに、そこに至らないご家庭もあると。また、今私どものよ

うな農村部に住んでおりますと、周りの環境、先ほど言ったようなところを気にしな

いで生ごみは通常出てこないというふうに思うわけでありますけれども、現実として

は農村部であっても生ごみが燃やすごみとして排出されているという現状にございま

す。そのようなことから、私は生ごみというのは燃やすべきものではなくて、また自

然界に例えば何がしかの形で戻していくべきではないかというような発想もあり、さ

らには近隣の町村などとも連携をして、お互い将来の課題をごみ処理について抱えて

いたわけでありますから、そういう中で連携をして効率よく皆さんのニーズにお答え

することができるのではないか。それは、将来の皆さん方のご負担を減らすことにつ

ながっていくのではないかと、そのように思いまして今回提案をさせていただいて、

皆さん方にご協力をお願いをしてきているということであります。 

   ごみ処理のこのことももちろんでありますけれども、そのほか生ごみなどを例えば

出さない、減らす、そういう住民運動なども一方では必要なのではないかなと、私は

そのようにも思っております。例えば私などもそうでありますけれども、宴席のとこ

ろでいろいろ料理なども余る、結果的にそれを食べ残して帰ってしまう、それはどう

なるかというと、また生ごみとして出てしまう、そういう中で持ち帰り運動などとい

うことも本当は一方で必要なのではないかなと思っております。それは、一つの住民

運動としてですけれども、今ごみの収集、処理については市町村が責任を持って家庭

ごみについては行っていかなければならないという使命を課せられておりますので、

その中でどのような方法がいいかということで考えたわけであります。これが町民の

方に対する押しつけであるというようなことで町民の皆さんに受け取られるというこ
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とについては、私の意図とするところではございませんので、何とか上手に私の考え

たことについては説明をしたいと思いますけれども、それにおいても理解が得られな

いような場合については、今回は試行という形でありますけれども、本格実施はなか

なか難しいのかなと。いろんな情報等あるのでしょうけれども、私自身そういうよう

なところまで十分把握をしておりませんでしたので、今後いろいろな方にお話を聞い

て今後の対応については考えたいと思います。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 お昼までに終わりたいと思いますけれども、いろんなごみの処理のことにお

いては住民個々が責任を持たなければならないという、これは法律でも明記されてい

るわけであります。しかしながら、今日家庭から出るごみの処理については、各自治

体が管理責任を持たされているというようなことでありますので、もちろんそのため

には住民の方々の思いをできるだけ拾い上げながら行動をしていかなければならない

ということが大事なのかなと。ですから、住民に情報としても十分に伝えながら、ま

た住民がいろいろ考えてともに行政と行動をしていけるような、そういうものを構築

しながらこの生ごみ処理のことについても向かっていっていただきたいというふうに

強く思う次第でありますので、最後に町長の一言をいただいて終わりたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 懇談会などを通じ、私もその説明をさせていただいた現場にいたこともござ

います。その中で私が受け取りましたことについては、住民の方々、その経費のこと

ということだけではなくて、今日地球規模で言われている環境問題ですとか、そうい

うようなことから考えて生ごみの処理ということについては燃やすということではな

い対応ということについては理解をある程度持たれているのではないかと、そのよう

な印象を受けました。ただ、現実自分の生活にそれを置きかえたときには収集回数の

頻度でありますとか、さらにはその生ごみを入れる袋の容量でありますとか、そうい

うようなことについてのご提案といいましょうか、ご意見などもいただいたわけであ

ります。先ほど申し上げましたけれども、５リットルの容量のサイズのものをつくろ

うと、その中で試行させていただいて可能かどうか、使い勝手がいいかどうかという

ことについても検討していこうということでさせていただいた部分でもあります。こ

のことについては、生ごみが禁止だということだけではなくて、単身世帯や何かの方

々たちももう少し小さい容量のものというようなお話もありましたので、それとあわ

せて今回つくらせていただきたいというご提案をさせていただいたところであります。

どのような時期に皆さん方のお考えがまとまって、よし、わかったぞというような話

になるかわかりませんけれども、いろいろな形でご意見いただきながら取り組みの試

行というものをさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いを申

し上げます。 
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◇森田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて森田暢明議員の一般質問を終了します。 

   ここで昼食のため休憩します。 

   再開は午後１時といたします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   暑い方は、上着を脱いでよろしいです。 

   次に、９番、深川昇議員の一般質問を許します。 

 

◇深川議員 それでは、一般質問をさせていただきます。 

   町政執行方針について質問をさせていただきます。記載の質問順番に前後いたしま

すけれども、この点についてお許しをいただきます。 

 まず、農業・農村整備事業について。町村合併後ＪＡ合併もあり、また農業を取り

巻きます情勢も大変厳しくなっています。民間のＪＡの合併は、問題はないと思われ

ますけれども、基幹産業である農業、酪農業も含め今後の予算、事業について心配さ

れることはないのか。 

   続いて、森林整備について。２１世紀北の森づくり推進事業について、国の情勢も

あり、今後について心配されることはないのか。町有林について、植林、植樹が可能

な土地はどのぐらい残されているのか、また団体が行います記念植樹、そういった事

業について考えられる支援策はあるのかどうか。 

   続きまして、簡易水道事業について。命の源であります水について、安全、安心な

水の安定供給について、町内には４カ所の簡易水道があるととらえております。特に

女満別地区の簡易水道の水源については、現在地下水に頼っております。地形的に低

い位置にありますので、渇水の心配はないとは思われますけれども、現在日本全体で

地下水あるいは温泉の水位の下降があり、また雨、雪、その他の自然現象による化学

物質の地下浸透によります水質の変化も心配されております。このことについて対策

について考えておられるのかどうか。 

   続いて、商工関係についてでありますが、日本経済の収縮、不況、またそれだけで

はなく、一企業や個人の努力だけでは対応ができないことになっています。行政とし

ての振興策あるいは対応策の考えはあるのか、この件についてお聞きをしたいと思い

ます。 

   続いて、環境対策についてでありますが、このことについては大空地球温暖化対策

実行計画に基づき進められていると思われますけれども、教育関係の中で女満別小学

校の新築が進められております。その中に今国の景気対策の一環として太陽光発電も

盛り込まれております。環境に配慮した太陽光発電など、エコの部分の取り組みは取

り入れられないのかどうか、そして内外の学校よりも一歩先を行く学校の建設にはな
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らないのかどうか。 

   続いて、まちづくりについて基本的な考え方についてお聞きをしたいと思います。

まちづくりと一言で言いましても、幅の広いとらえ方がありまして、私自身は漢字の

まちづくり、平仮名のまちづくり、またその他もあると思われますが、漢字のまちづ

くりについては観光も含めＰＲ、定住促進など、そういった形の中の使い方をしてい

るつもりであります。また、内、中に向けたまちづくりについては地域づくり、地域

住民生活とのまちづくりと考えておりますけれども、町長の考え方はいかがなものか

お聞きしたいと思います。 

   以上、この点についてお聞きをしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 深川議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   農業・農村の事業についてということで、農業の現状などもご心配をいただいてお

ります。農業を見てみますと、ＷＴＯの農業交渉や日豪ＥＰＡ交渉など、まさにグロ

ーバル化を象徴する産業となってございます。農畜産物の価格の低下、また生産資材

の高騰、農家数の減少、高齢化、いろんな課題に直面しているのが現在の農業でござ

います。農業の基本、基盤整備事業につきましては、農地利用の効率化ですとか、圃

場条件を改善し、生産性の向上や品種の向上、また家畜飼料の自給力の強化、そうい

ったことを目的として取り組まれております。今後とも農業・農村整備事業に計画的

に取り組んでまいりたいと、そのように考えてございます。このときに地区採択要件

がなるべく低いもの、さらには農家の方々の負担が少なくて済むというようなところ

から、道営事業を中心に考えてございます。地域の要望を受けながら、農協ですとか

関係機関などと連携を図り、取り進めてまいりたいと、そのように考えてございます。

予算の関係についての不安もございます。平成２０年度については、道の予算などが

私どもの地区だけではなくて全道全体に不足ぎみというようなことから、農家の要望

がありながら取り組めなかった事業などもあるというのが実態でございます。しかし

ながら、平成２１年度に向けてといいましょうか、これは国の経済対策、さらには北

海道等もそういうようなところに力を入れている部分もありますので、一定程度予算

の確保とのはできてくるのではないかと、そのように考えてございます。 

   続いて、森林の整備でございます。本町の森林面積は１万３，５００ヘクタールと

いうことで、総面積に占める割合は３９％程度であります。民有林における人工林率

の面積でありますけれども、６，３６７ヘクタールが人工林ということで、人工林の

率については７１％ございます。人工林は、現在多くの山林において収穫伐期齢の時

期を迎えてきておりまして、伐採が必要になってきております。しかしながら、昨年

の１２月ごろから世界的、日本の中においても景気後退という中で木材需要が減少し、

そして木材価格が低迷するということで一たん好況の時期もありましたけれども、現

在は価格、需要等が下がってきているという状況にございます。町の林業施策であり

ますけれども、森林が有する多面的機能の持続的発揮、環境面に配慮するというよう

なことも考えながら、森林の整備を総合的に推進していかなければならないと思って
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ございます。実際の林業家の方々の負担軽減を図るために、道単独の事業であります

２１世紀北の森づくり推進事業など積極的に取り組むようにしているところでありま

すけれども、こちらについても十分な予算が確保されているとはまだ言えない状況に

ございます。このほか、町の単独事業の森林整備推進対策事業なども使いまして、適

正な除間伐ですとか保育、さらには水資源の確保、そういう目的のために森林の保全

や育成含めて取り組んでまいりたいと考えてございます。本来でありますと、木材等

を伐採をして売ったその収益、それが次の森林整備ですとか保全に向けられるという

ことが大切なことでありますけれども、先ほど言いましたように、価格が低迷してき

たと、また経営のコストなども上がってきているということで林業家の方々の投資意

欲が減退してきているのではないか、不安に思ってございます。手入れの必要な森林

が多くなってきているというような現状を考えますと、道の事業の拡充ですとか、国

レベルの新制度の創設、こういったものも要請していかなければならないと思ってご

ざいます。また、多様な森林整備のあり方についても検討していく必要があるのでは

ないかと。先ほどお話にありました町有林の伐採跡地の植林と。植林をいたしました

けれども、部分的に食害などのことが発生している部分もあります。今後は、そうい

ったようなところも含めて、例えば企業と連携をするですとか、住民の方々、また私

どもの町にお寄りいただく観光客の方々、そういう方々と連携をして森林の保全、整

備というところの取り組みができないかということを検討していく必要もあろうと思

いますし、現在行わせていただいておりますふるさと応援寄附金などの活用もしなが

ら、今後森林整備というところに意を払ってまいりたいと、そのように考えておりま

す。 

   続いて、水道事業であります。まず、少し概要について申し述べたいと思います。

女満別本町地区の簡易水道でありますけれども、従来３つありました簡易水道地区を

統合し、未普及地域の解消や老朽管路の更新を行うということを目的として平成１１

年に水道事業の経営認可を受けてございます。その中で平成２５年までの整備計画を

持っているところであります。４本の深井戸がありまして、水質でありますけれども、

決して良好ということではなく、鉄やマンガン等の含有率が高い状況でございます。

昭和浄水場において急速ろ過方式によって浄水を行っているところでございます。ま

た、女満別高台地区の簡易水道は、昭和６３年に水道事業の経営認可を受けてござい

ます。平成１２年に未普及地域解消のための区域拡張を行いました。こちらも先ほど

と同じように、平成２５年度までの整備事業を計画しているところであります。こち

らは、３本の深井戸がございまして、開陽の２水源については塩素滅菌のみで対応が

可能でありますけれども、大成の水源の部分については先ほど言いました女満別本町

地区と同様に大成の浄水場において急速ろ過方式によって処理をさせていただいてご

ざいます。本町地区、高台地区とも取水量及び地下水の状況から判断してみますと、

今すぐに枯渇するということは考えられませんけれども、きめ細かな日常の維持管理、

また長期にわたり機能を失うことのないように対応していかなければならないと思っ

てございます。一方で、建設改良事業を早期に完了させて事業の効果というものが発

現できるように努めてまいりたいなと、そのように思ってございます。しかしながら、

絶対という言葉はあり得ないものでございまして、予想外の事態もないことはないと、



- 27 -

近隣など全国の事例を見ますと、そういうことも考えられます。そういった場合につ

いては、あらゆる手段で対応しなければならないと考えておりまして、例えば東藻琴

の水源の活用ですとか、畑地かんがいの緊急的な活用と、そういうようなものも出て

くるのではないかと、そのように受けとめております。いずれにいたしましても、各

水源の取水量、地下水の状況を昼夜監視をしながら、その兆しを早期に発見するよう

に努めてまいりたいと、そのように考えてございます。 

   また、企業活動などでありますけれども、燃料の高騰が昨年ありました。また、世

界同時不況ということで日本の経済急激な収縮期に入って個人の消費等も落ち込んで

地域の経済も冷え込んでいる状況にあります。国の１次補正の中で地域活性化・緊急

安心実現総合対策事業というものが打ち出されましたので、私どもの町では商工会と

提携をいたしましてプレミアム商品券の発行事業などを行わせていただきました。ま

た、緊急雇用対策事業というものも出てまいりましたので、そういうものの活用も図

ってまいりたいと考えてございます。また、町の対策といたしましては、従前から中

小企業振興資金の融資、利子補給などをさせていただいておりますけれども、ここに

きて国における原材料価格高騰対応等緊急保証制度などというものも出てきておりま

す。中小企業の方々の支援施策ということで、その窓口が町になっておりますので、

そういう手続等も迅速にとり行うように努力をしていきたいと思います。また、国の

２次補正でありますけれども、関連する地域活性化・生活対策事業などを盛り込みま

して２月２０日の臨時会においてお認めをいただいたところであります。また、平成

２１年度予算、現在審議されておりますけれども、そういった関連するもの含めて早

期に発注をして地域の中のいろんな企業の方々の経営安定に、また雇用の確保につな

げられるように努力をしてまいりたいと、そのように考えてございます。また、３月

１１日に定額給付金に係る案件についてもお認めをいただきましたので、これも商工

会とタイアップをさせていただきながら、地域の中でいかに経済活動に結びつけるか

というようなことでくじつき商品券の発行などもあわせて行わせていただいていると

ころでございます。 

 関連いたしまして、観光なども地域の経済に及ぼすものというふうに考えてござい

ます。ただ、観光の傾向は、従来の団体型から個人型に変わってきております。また、

見るということだけではなくて、体験観光などということが最近求められているよう

で、多様な滞在メニューというものを用意しなければならなくなってきているように

思います。そのようなことから、本町でグリーン・ツーリズム推進協議会というもの

を発足になりました。町が率先して何かというよりは、具体的にいろいろな取り組み

をされている方々の連携をこの受け皿として行ったり、またなかなか個人個人ではで

きないようなことをこの協議会の中で対応していくというようなことで皆様方のバッ

クアップも図れるようなことにしていきたいと。まだまだスタートをしたばかりとい

うことで十分ではありませんけれども、いろんな方々の参加をいただき、またご意見

をいただき、今新しいタイプの旅行全体を示す言葉としてニューツーリズムというよ

うな言葉が出てきておりますけれども、それの体制をつくる第一歩としていきたいな

と、そのように考えているところでございます。 

   また、まちづくりについてでありますけれども、まちづくり、それはまちという概
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念がどのようなものかというふうに考え合わせますと、人が生活をする場所というこ

とだと思います。そのまちづくりの基本は、そこに住む方、訪れる方、その人たちの

元気によってつくられるものだと、そのように考えてございます。その元気をつくる

ためには、やはり人一人一人の元気さというものが必要になってくるだろうと思いま

す。町外からお越しいただく例えば観光客や滞在の方、また移住などの体験をされる

方、そういう人たちとの結びつきということも大切になります。一方で、この地域に

暮らしている人たちの元気というものも大切になりますけれども、それは私はやはり

人と人とのつながり、交流というところから生まれてくるのではないかと。前段での

一般質問にもありましたように、私どもの町でいえば、地域の融合を図ること、その

ことがまちづくりにつながっていく第一歩ではないか、まだまだ十分できかねている

というご答弁をいたしましたけれども、こういうことを構築していくように今後努力

をしてまいりたいと考えておりますので、今後ともご指導いただきますようにお願い

を申し上げます。 

   以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 深川議員のご質問にお答えをいたしたいと存じます。 

   環境対策という大きな項目の中で女満別小学校の改築に当たって環境対策というも

のに配慮した施設設備等の検討しているのかと、このようなご質問の趣旨かと、この

ように存じまして、それについてご答弁を申し上げたいと思います。学校施設を整備

していくに当たりましても、これからは環境に配慮した整備が重要であるということ

は十分認識しながら、そのコンセプトとして現在全国的に考えておられますもの３つ

を一つの柱として押さえてございます。１点目は、地球温暖化対策としての重要性、

それらに配慮した施設設備ということであります。２点目は、環境教育の活性化を図

るという点での重要性、３点目は学校施設を地域に開放した際にその利用される方々

が環境問題、環境対策等に理解を深めることができるというような効果性の観点、こ

の大きな３つが学校施設等の環境対策にかかわって整備していく上で大きな柱になろ

うかと、このように考えております。 

 また、別の観点から文部科学省において環境を考慮した学校施設、いわゆるエコス

クールの認定に際して８つの事業タイプを定めておりますので、ご紹介をさせていた

だきます。それと、現在取り組んでおります女満別小学校の改築の中でその８つの事

業タイプとどのようにリンクしているのかと、このことについてご説明を申し上げた

いと思います。１点目は、太陽光発電を利用した施設ということでございます。これ

につきましては、これまで４回の合同常任委員会等でもご説明申し上げましたが、多

目的ホールにシーリングファンを設置して夏は涼しい風を、冬は暖かい風を下におろ

すというような設置、同時にその太陽光発電の余電力を利用して子供たちがその部屋

でいろいろな教材、教具等を動かすことのできる、そんなことを考えてございます。

２つ目が省エネ型機器を導入する太陽熱利用型というエコの事業タイプですが、これ

についてはまだ該当する施設設備のことは考えてございません。３点目が風力等を活
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用するその他自然エネルギー活用型というものでありますが、これについても今のと

ころまだ考えておりません。４点目が省エネ型機器導入の省エネルギー、省資源型の

導入という、そういう事業ですが、これについては学校内で設備をいたします照明器

具に高効率の照明器具を設置していこうということを考えてございます。５点目が壁

面の緑化、あるいは校庭の芝生化等の自然との共生型でありますが、これにつきまし

ては校庭を芝生化するということで対応してまいるところでございます。６点目が内

装を木質化等によって木材をフルに利用していく型ということですが、これについて

は校舎の床、腰壁等、多様に木材を活用していきたいと考えております。７点目が生

ごみの堆肥化施設設備等の資源リサイクル型事業ですが、これにつきましては校舎で

はありませんが、併設いたします給食センターで排出されます残渣物を堆肥化する設

備を備えたいと、このように考えてございます。最後、８点目の事業ですが、自然採

光その他のものを取り込むということですが、これにつきましては中庭を２カ所設置

して自然採光に十分配慮した仕組みにしたいということでございます。以上、文部科

学省がエコの事業として８つ定めておりますが、そのうちの６つにまで該当するよう

な形で改築作業を進めていこうと、このように考えているところでございます。その

ようなことで現在進めていることについてご理解をいただければと、このように存じ

ます。 

   １回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 それでは、まず農業・農村整備事業についてですが、取り巻く状況も大変厳

しくなっておりますので、心配される懸念もかなりあります。さらに、先ほども申し

上げましたけれども、民間のＪＡではございますけれども、合併によるその辺のやり

づらさと言ったらなんですけれども、その辺のことについて心配される農家の方々も

いらっしゃいます。その辺については、先ほど町長が配慮されるという答弁をいただ

きましたけれども、再建に当たっては先ほどのお答えの中で数字的なものではありま

せんけれども、全くその辺については心配はないのかどうか、再度確認をしたいと思

いますが、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ＪＡの合併は２市町にまたがるというような形で、特に東藻琴地区の農業者

の方々にとっては不安もあるのかと思います。けれども、現在農業基盤整備事業など

については、水土里ネットの例えば職員などの配置も受けております。そういう中で

そういった職員たちが農協、また役場との間の中で具体的な事務作業、また技術作業

などを行って対応してくれています。また、総合支所の機能の中にも私どもの産業振

興課を配置をして農家の方々の一義的な要望を聞くと、そして地区取りができないか

どうかというようなことを取りまとめさせて事業化推進をしているところでございま

す。現実東藻琴地区で申しますと、藻琴山山麓地区が継続で動いておりますし、藻琴
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山西部地区についても継続事業ということであります。また、山園地区等々を中心と

した中山間地域等直接支払事業なども取り組んでおりますし、農地・水・環境保全向

上対策、これも末広地区で実施をしていると。こういうようなことから、今後農業者

の方々の意向を十分に町としてまず把握をしながら、ＪＡとも十分協議をして、そし

て道営事業につないでいく努力をしていきたいと。決してＪＡが２つに分かれている

からということでそちらの取りこぼしがないように努力をしてまいりたいと、そのよ

うに思っております。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 そのようにＪＡとの話し合い、また地域特性もございますので、その辺を配

慮されたいと、このように思います。 

   それでは、続きまして森林整備についてでございますけれども、先ほどのお答えで

は継続的に推進をしてまいりたいと。これは、環境問題にもリンクしますし、いろん

な形の中で必要不可欠ではないかと。木材の価格の関係も出てきますけれども、今後

において例えば各団体、そういったものが観光とは申しませんけれども、観光のメニ

ューの一環として行う場合にそういった形の中で行政として支援策はあるのかどうか

をちょっとお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 森林の整備については、議員もご指摘のとおり、環境の保全ということもあ

りますし、適正な林業の育成というようなものもあります。昨今ではエコツアーなど、

また環境ツアーなどというようなところから、そういういやしですとか安らぎの効果

もあると、いろんな目的といいましょうか、使い方、そういうものがあるということ

であります。たまたま現在においては価格が低迷する時期に入ってしまいました。そ

ういたしますと、なかなか意欲低下というようなことで放置されることがある、です

けれども私どもは地域の環境のことも、さらには林業関係の方々のことも考えていけ

ば、適正に管理をし、そして育成もしていかなければならないと。そこにいろいろな

形で町民の方々が介在をしてくれるというようなことというのは、大変ありがたいこ

とだと、そのように思ってございます。今現実としてそういうものをまだ制度化した

形のものはございませんけれども、先ほど申しましたように、企業の方々であります

とか町民の方々、また町外の方も出てくるかもしれませんけれども、いろいろな立場

で森林に関心をお寄せいただく方々、現場の中でそういう方々と一緒にコラボレーシ

ョンできて、そして森林の保全につながっていくような、森林機能の維持につながっ

ていくような取り組みについては町としても積極的に支援をしたいというふうに考え

てございます。先ほどちょっと言いそびれましたけれども、まだ具体的な制度として

は十分確立されておりませんけれども、そういうようなことを想定しながらいろんな

方のご意見を聞いてそういう対応というものに努力をしていきたいというふうに思い

ますので、またそういう具体的な方策等についてご提言等ありましたら、いろいろお
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伝えをいただきたいなと、そのように思うところであります。よろしくお願いをいた

します。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 私も個別な形ではとらえておりますけれども、やはり大空町としては空の玄

関口と申されます空港を控えております。それで、各地域の空港を所持している、所

持していると言うのはちょっと表現があれですけれども、あります市町村については

非常に滞在が少ないということで危惧しております。特に千歳、あるいは札幌の丘珠

空港についてもそうですけれども、ああいったところについてはまだ人口比率からい

ってもかなりその単位ではありませんけれども、やはりこれだけの自然と、それから

水といろんな形の中で恵まれているわけです。そんな中で決してやみくもに観光に結

びつけるつもりはありませんけれども、やはり観光の素材の一つとして考えおいては

いかがかなと、このように思われます。そして、今まさに自然環境、環境問題が重視

される中にこういったこともやはりＰＲの一つとして取り入れて今後進めてはどうか

と、このように思いますが、いかがでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど１回目の答弁の中でグリーン・ツーリズム推進協議会をつくりました

と、まだまだこれからということではありますけれどもという話をさせていただきま

した。そういった観点から考えましても、単に農業ということだけではなくて、私ど

もの身近にある森林資源、豊かな藻琴山水系の水というようなものも一つ大きな地域

の財産ではないかと、それを町外の方々などに触れていただく、そういう滞在の仕方

もあるのではないか、空港の所在市町村はともすれば通り過ぎてしまうということが

多いわけでありますけれども、そういう滞在メニューをいろいろなところでつくり上

げていくということは大変大切なことではないかと、そのように思っております。町

民が行うことに対する支援というところの先ほどのお話もありましたけれども、あわ

せてそういう取り組みにもつなげていくことができないか検討してまいりたいと、そ

のように考えますので、よろしくお願いをいたします。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 それでは、続きまして簡易水道事業についてでございますけれども、先ほど

説明をいただきました。ただ、心配いたしますのは、今すぐに渇水をするとか、そう

いったことは心配はないと思います。水質的なことも今すぐ急にということではない

でしょうけれども、ただやはり自然のことでございますので、また合併をした時点で

水の問題も、当然水質が違うわけですが、決して地下水の成分が悪いという意味では

なくて、やはりそういったことを含めた中で今後の水道事業において少しでもいい水

が確保できるように水源の確保、あるいはそれに要する費用なども当然出てくるでし
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ょうけれども、ただウトロ、斜里、清里、小清水、網走含めまして、津別、美幌もご

ざいますけれども、意外と水質については恵まれていないのかなと。これは、やはり

合併をきっかけにその辺の模索をしてはどうかと、このように思っているわけです。

さらに、地下水を利用するということについては、それを保ちます機材等、あるいは

維持経費も莫大な経費になると思います。その辺の経費を計算した上で、今後に向け

てやっぱり少しでもいい水を確保できるように考えられてはいかがかと、このように

思うわけですが、いかがでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 東藻琴地区は、大変水質の優良な水であります。先ほど言いました女満別地

区の簡易水道事業等の水源等についてもやはり同じように藻琴山の伏流水の影響を受

けておりますのか、開陽地区の水源については品質的にいいものであると。ただ、だ

んだん市街地に近くなってきております下流域の井戸の水源というものについては、

いろいろな成分が複合していると。将来の安定供給ですとか、それに伴う維持経費の

ことを考えて、例えば水源の接続というようなことも可能性としていろいろ探ってい

る部分も正直なくはございません。例えば町内で東藻琴地区、女満別地区のところで

一番近く隣接しておりますのは、千草と開陽の一部でございますけれども、ここのと

ころで配水池等を整備をすれば、相互の給水の可能性というものは出てきます。ただ、

町の中の水道の管路の関係から、そこでもしつなぐことができたということであって

も、現実には女満別地区の開陽の一部、日進、巴沢、朝日というような一部の地域に

しか供給できないというようなことがございます。さらに、つなげるということにな

ると、別なところの管路の接続というようなことにもなってまいります。さらに、東

部高台地区にあります水道の部分と東藻琴第１水源のところと福富配水池を経由させ

るというようなことで接続することも可能だなというふうに思っています。ただ、こ

ちらも福富配水池の容量が小さいということであったり、その配水池からの配水管の

関係がまだまだ十分広くないというようなことから、配水池の増設ですとか、送水管

路の整備が必要ということで課題はあるわけでございます。ただ、将来といいましょ

うか、住民の方に水が供給できないというようなことにならぬように、いろいろな手

段については検討しておく必要があるのではないかと、そのように考えてございます。

また、緊急の場合などについては、先ほど畑地かんがいの水というような話もしまし

たけれども、通常では飲料用水等々を使うということは難しいわけでありますけれど

も、緊急的な場合についてはこういったものの活用ということについても国とすれば

認めていただける部分があるのではないかと、そのように考えてございます。これは、

非常時のことではありますけれども、そういうようなことも想定をしておかなければ

ならないのかなと、そのようにかんがえているところでございます。今後とも安定し

た供給に至れるように努力をしてまいりたいと存じます。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 
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◇深川議員 対応を何とかしていただきたいと。やはり自然に恵まれて、森林もあり、湖

もあり、いろんな形の中で、特別に名前を出すつもりはありませんが、隣町のように

いい水を供給されていきますから、何とか大空町全体もいい水に恵まれるように考え

なければならないと、このように思います。決して水質にこだわるわけではありませ

んけれども、やはり水というのは生きていくための糧でもありますし、病気の原因と

しての一つの要素も、これは科学的データがあるわけではないので、大変雑駁ですけ

れども、この辺はかなり影響されていると思います。この辺は心配されるわけで、畑

地かんがいについては農業用水についてはやはり決まりというものがあってなかなか

その辺がクリアできないという形で聞いておりますけれども、何らかの方策はあると

思われます。その辺は、やはり模索しておくべきではないかと。何とか早急にその辺

のマニュアルはやはり用意しておくべきではないかと、このように思います。その辺

について再度町長のご答弁をお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 水源について医学的なことについては、私はそこまでは問題があるというふ

うには認識は持っておりません。けれども、飲んで食味的に例えばおいしいとか、先

ほど言った処理が容易であるとかいうようなことということ、また量的なもの、そう

いうようなことを考えていくと、安心しておいしい水が安定的に供給できれば、それ

にこしたことはないと、そのように思ってございます。 

   農業の関係でありますけれども、畑地かんがい用の水の利用ということであれば、

基本的には土地改良法の制約を受けるものでございます。ただ、現在の地域以外の場

所に水利権を移すというようなことも可能とは言われております。ただ、いろいろな

制約がございます。農業用でつくったものでございますので、基本的には水利権、余

れば返しなさいというのが基本的な考え方のようでございます。ただ、別なところで

必要だということであれば、補助金の例えば建設費などの返還というのでしょうか、

そういうものが基本的には前提になってきます。ただ、そういうようなものを例えば

求めないで実施をするというようなことについては、今時点ではっきりとできるとい

うふうにお答えはできませんけれども、時代とともにいろいろな考え方が出てきてい

るのも現状であります。今後こういうような部分についても常に私どもとしていろい

ろな考え方を持って国にお話をさせてもらう機会というのはつくっていきたいなと、

そのように考えてございます。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 それでは、続きまして商工関係についてでございますけれども、商工関係に

ついては本当に御多分に漏れず日本国全体でしょうけれども、中にはそれをクリアし

て非常に売り上げを伸ばしている企業もあるやに聞きます。これは、新聞あるいは報

道等でかなり目にするところでありますけれども、それはまれなことでありまして、

大空町の現況を見ますと、やはりかなりな冷え込みといいましょうか、打撃を受けて
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いるのは事実であります。ただ、これを行政にしてどうしてくれるという話ではなく

て、やはり総体的にとらえた中で、先ほど申されましたとおり、緊急資金の援助です

とか、そういったことも制度的にはあるわけですけれども、実際にはその制度にたど

り着きますまでかなりなハードルがあります。なかなかそれはそこまでたどり着いて

その支給を受けるという状態でもなくなっている事態が現状です。資金を受けるとい

うことは、これは返済をしなければなりませんので、今返済のめどが立たないという

のが現状であります。後出の議員もその点について後ほどやられると思いますので、

余り深くとは思いませんけれども、そういった中で先ほど申されましたとおり定額給

付金の関係につきましても商工会あるいはその他の機関によっていかに地域に還元す

るかということを考えているわけですけれども、それはあくまで一過性のことであり

まして、持続性はほとんどないと思われます。この辺について具体的なとは申しませ

んけれども、何らかの対策を考えておくべきではないか。とにかく企業、あるいは個

人でもそうですけれども、努力だけではやはり超えられない形ができていると思いま

す。その辺について町長の認識は、今後についてどのように考えておられるのか再度

お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 商工会に加盟されている方々など、例えば今回いろいろな事業を活用されて

豚しゃぶ長いも丼などを開発をしたり、大空スイーツというようなことでの取り組み

もされております。大変工夫の要った内容でもありますし、いろんな知恵を出されて

努力をされてああいうものの開発というところに至っているのだなと改めて感心をさ

せられる部分でもあります。確かに資金融資というような部分については、当然返済

のめどが立たないと金融機関などについてもゴーサインといいましょうか、オーケー

が出ないと、当然それは町の中小企業振興資金においても同じことでは思っています。

今回の年末のプレミアム商品券でありましても、今回のくじつき商品券にありまして

も、確かに言われれば一過性のもので、なかなか恒久的な対策に至っていないのが正

直なところではございます。個人の努力だけでは超えられないということでのお話も

ありました。ただ、正直言って、何らかの方策ということで私も今何か特別な案を持

っているわけではありません。逆に、先ほどの前段での別な方のご質問でもありまし

たけれども、私が何かかにかというよりは、一体町にどのようなものを皆様方が求め

ていらっしゃるか、そういうようなものをもう少しお聞きをした中で、できるものが

あれば取り組んでまいりたいと、そのように考えております。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 決して行政を責めているわけでもなく、町長を責めているわけではございま

せんけれども、そういった中でやはり非常に厳しいということだけは再度認識をして

いただきたい。その中にやはり何らかの突破口と申しましょうか、改善策を模索して

いかなければ成り立っていかないわけで、その辺を話し合ったり、あるいはその辺の
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意見を交換するのがまさに協働であり、あるいは融合ではないかと、このように思わ

れます。 

 続きまして、まちづくりについてでございますけれども、何としても私の場合やは

りどうしてもまちづくり、地域づくりも含めて観光とリンクするわけですけれども、

そういった中で数多くの親しまれるメニュー、地域づくりと関連した中で観光、ある

いは先ほど申されましたグリーンツーリズムにしてもそうですけれども、そういった

ものをリンクしながら一本の観光のルートとして考えられてはどうかと。そして、今

のところ合併をしましていろんなメニューが倍になったこともありますけれども、あ

る程度一本化をするといいましょうか、わかりやすく、一本化というのは大変失礼で

すが、わかりやすいメニューのつくり方という考え方はないのかどうか、その辺はど

うでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 商工業の関係については、今回の町政執行方針でも具体的な案のところまで

踏み込めませんでしたけれども、いろいろな方々の英知と、そしていろんな手段、制

度、いろいろなものを使って何とかこの現況を打破していこうと、その気持ちについ

ては触れさせていただいたところでありますので、そういう努力を今後ともさせてい

ただきたいと、そのように思っております。 

 また、観光の関係につきましては、私が思いますのは、団体から個人の方に変わっ

てきていますということで、個人の方が選ばれるメニューというものはかなり範囲と

しては広くなったような気がします。団体であれば、例えばバスに乗ってあそこを見

て、ここで体験をして、あそこで食事をして過ぎ去っていくというようなことなので

しょうけれども、個人型になるとそのニーズというのが複数ある。ですけれども、私

が思いますのは、個人型であってもある程度パッケージ化というのでしょうか、すべ

ての中からすべてを選ぶということではなくて、例えばこういうモデルプランはいか

がでしょうかというような提示の仕方というものがあるのではないかなと。それを個

人がどのパッケージというのでしょうか、プランを少し使っていくか、全くそのプラ

ンどおりかもしれませんし、そのプラン８割使って残り２割は別な方式でというよう

なこともあるのかもしれません。ですけれども、そういうようなものを私どものほう

から少し提示をするというようなことも必要なことではないのかなと。その中で、個

人の旅行者の方々が地域の中で滞在をしていただくと。昨日の一般質問の中にもあり

ましたけれども、それは空港が空の玄関口であったり、陸路の玄関口を道の駅として、

そして町内で乳酪館や芝桜公園まで足を運んでいただく、例えばそういうパッケージ

を紹介をしていく、そういうことをすることによって滞在時間が延びたりというよう

なことで、そういう方々によってのまちづくり、活性化というものにつなげていける

のではないかと。そういうことをこれから考えて実践をできるように頑張っていきた

いなと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 
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◇深川議員 先ほど空の玄関口とは申しましたけれども、空の玄関口はもちろんでござい

ますが、ＪＲもあり、バスもあり、あるいは道の駅もあるという、形としては非常に

恵まれていると思われます。あとは、そういったものをいかにうまくリンクさせるか

というのがやはり知恵であり、これからの課題ではないかと、このように思います。

先ほど商工会が中心となりました豚しゃぶ長いも丼の関係も出てきましたけれども、

そういったものをうまく活用しながら観光として考えられるのは見る、食べる、滞在

をする、そしてやがては定住をすると、そういった形に結びつけていくのがやはり自

然ではないかと。口で言ったり、物に書いたりするというのは大変簡単ですけれども、

実践をするということは至難のわざではないかとは思われますけれども、昨日配られ

ました議会の広報の中には我が大空町の旅館のことも出ておりました。邪魔なものを

名産、特産物にしてしまったというような取り上げ方もしておりましたけれども、そ

ういった観点からも考えなければ観光としてこれから生き残ってはいけないのではな

いかと。余り素材に恵まれてもあれですけれども、これから先ほど町長も申されまし

たとおり団体より個人となりますと、その辺も考えながら、やはり目玉としては芝桜

公園という代表的なものがありますけれども、期間限定でございますし、その辺の前

後に、今回冬まつりなどを道の駅でやられておりますけれども、そういったものをデ

ータを収集しながら広範囲のメニューとして考えられてはどうかと、このように思い

ますが、いかがでございましょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 交通の部分でのＪＲですとか空港ですとか国道、バス、いろいろなものがご

ざいます。また、ソフト事業の中で生まれた大空スイーツですとか、先ほど言いまし

た豚しゃぶ長いも丼だとか、そういうものもございます。また、グリーンツーリズム

で農作物の収穫体験だとか、そういうようなものもあります。いかにそれを上手に結

びつけるかという、単体、単体のものではなくて結びつけていくかということが滞在

時間を長くすることにつながっていくのだろうと思います。例えば芝桜公園にお寄り

いただく方々も芝桜公園で見てすぐさま阿寒なり知床なりに向かえるのではなくて、

次の何かと接続をさせる、例えば許可が出るのかどうかわかりませんけれども、芝桜

公園の中で新しい豚しゃぶ長いも丼を食べられるような場所が設定できればとか、そ

ういうような形でいろいろな結びつきを考えて、いろいろな要素がありますので、そ

の点を結んで線にしながら観光というものは成り立っていくのかなと、そのように議

員のお話を聞いて感じた部分がございますので、そういう努力を今後ともしてまいり

たいと、そのように思います。よろしくお願いをいたします。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 私も町長に申し上げながら、大変口で言うのは簡単ですけれども、これを実

践をしていくというのがやはり大変だと。これこそやはり皆さんと話し合いながら、
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本当に協働、融合のまちづくりに向けて頑張っていただきたい、このように思います。 

   続きまして、環境の関係でございますけれども、先ほど教育長から答弁をいただき

ましたが、例えば観光と教育を結びつけるのは大変失礼ではございますけれども、同

じ学校をつくるに当たりましても町内外から視察に来るぐらいな意気のこもったよう

な学校をつくるような考え方で進んでいただきたい。これには国の縛りもあり、そう

いったこともあるのでしょうけれども、その辺も考慮、今となっては間に合うのか間

に合わないのかわかりませんけれども、先ほど３つの大項目と８つのことについて挙

げられましたけれども、この件については失礼ですけれども、無理をして当てはめた

ということは否めません。実際に例えば極端な話をいたしますと、中庭に芝生を植え

るということについても果たしてこれが正しいものかどうか。東藻琴高校の中庭なん

かございますけれども、そういったものを見るときに冬の状態はどのようになってい

るのか、そういったことも懸念されます。ですから、ここに、手元には今後の教育行

政のことについて述べたこともありますし、それから大空町の地球温暖化対策実行計

画についてもこれに述べられております。この中には、これから施設の新築、改築に

ついてはそういったものについて配慮しながら進められなければならないと書いてご

ざいます。これは、昨年の平成２０年の１月に発行されているものですから、当然そ

の辺は学校、これからの施設についてリンクをされているのかと思いましたけれども、

できる範囲の太陽光発電でありますとか、その他いろんな形があるわけですけれども、

配慮されてはいかがかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、お答えをしたいと思います。 

 前段、中庭の芝生ということをおっしゃいますけれども、校庭の芝生化ということ

で先ほど申し上げたつもりでございます。 

 具体的に今ご質問いただいた中でたくさんの町内外からの見学者というのですか、

そういう方が来られるというような、そういうことも視野に入れてはいかがかという

ようなことでございました。先ほどの文部科学省のエコ事業の８つのうち６つという

ように申し上げました。無理に当てはめたということではなくて、一つでも該当して

いれば文部科学省のほうではエコ事業として認めてくださって、それに対しての補助

もあるということで、その中で６項目に該当するというような形でありますよという

お知らせをしたところでございます。 

   それから、環境にかかわって先ほどとはまた別な観点からちょっとご紹介申し上げ

たいのですが、文部科学省が環境に配慮した施設設備ということで取り上げて、それ

ぞれ指導指針というような形で置いているのですが、１点目は優しくつくると、施設

を優しくつくるという側面、２点目は賢く長く使うという側面、３点目は環境教育に

活用する、あるいは環境学習に資することのできる施設というような観点を挙げて環

境に配慮した学校の施設のありようについて指針を示してくださっているわけであり

ますが、１点目の優しくつくるという観点からは、特に今ご指摘ありましたような地

球温暖化対策としての二酸化炭素の排出量の削減というようなことが女満別小学校の
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中では大変重要な位置を占めると、このように認識してございます。といいますのは、

蓄熱式の暖房機を設置することで考えておりますが、それによる二酸化炭素の削減効

果でありますが、１３万５，６５８キロの二酸化炭素の削減が可能だというような試

算を今いただいているところでございます。そのほか優しくということの中には、子

供たちにとって階段昇降機をつけるとか、ユニットシャワーをつけるとか、ハンディ

キャップトイレをつけるとか、こういうソフト、ハード両面にかかわっての優しさと

いうことも文部科学省のほうでは学校を建てる場合に求めているところでございます。

それから、賢く長く使うということでは、先ほど申し上げましたような太陽光発電を

今回は３キロワットでありますけれども、利用してシーリングファンを回すというよ

うなこと、それから高効率の照明器具を採用する、設置するということがこれに当て

はまります。３点目の環境教育に資する、そういう学習に役立つような施設にしなさ

いということでありますが、これには子供たちにとって触れて実際環境教育というも

のを身近にすることができるということで、先ほど申し上げましたシーリングファン、

昼間はよく回っていますけれども、夜太陽が沈むと回らなくなる、曇ってくると回り

が遅くなる、あるいは余電力で鉛筆削り器を回すことができると。これは、太陽の熱

が電気に変わった結果であるというようなことの学習、あるいは適切な環境学習機材

を活用した環境教育というようなことも指摘されておりまして、今考えておりますの

は太陽光発電を利用した気象観測機材、ウエザーバケットというもの、訳しますと電

子百葉箱というのでしょうか、温度から風向から、そうしたものが一目にして情報と

して流れてくると、そんなようなものの設置も考えてございます。それらを含めて設

置した施設を利用した環境教育、それから各教科等の内容と関連づけた環境教育、適

切な環境教育機材を用いた環境教育ということなど、これらを総合的に考えながら新

しい女満別小学校が身近な自然や環境と共生するあり方や生き方ということを大きく

掲げて、ハード面では先ほど申し上げたような太陽光、３キロワットの太陽光であり

ますが、そうした総合的な面で、あるいは教育の内容的な面で新しい女小の改築に合

わせたものが展開されているということをアピールしていくことができればと、この

ように考えているところでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 確かに文章的には非常に納得をせざるを得ないような答弁でございますけれ

ども、大変失礼でございますけれども、決して文部科学省の方々が勉強するわけでは

なく、大空町の子供たちが勉強するわけですから、文章に書いた独自性ではなく、や

はりだれがとらえても認められるような学校をつくってはどうかというのが私の考え

であります。当然今の時代ですから、照明についてもＬＥＤも導入されますでしょう

し、いろんな形の中で進歩していますので、その辺の改革はどんどん進んでいます。

それは、どこもかしこも全部今既にやられていることなのです。それを新しいものを

つけるのではなくて、やはりもう少し考えられたこと、決して太陽光にこだわるわけ

ではありませんし、それに執着をしているつもりはありませんけれども、景気対策の

国策として太陽光発電エネルギーの活用をまさに今国会で広めると言っているわけで
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すから、その辺の考えをなぜ持たれないのか、再度お聞きします。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 太陽光発電にかかわってご指摘をいただきました。前回の最後のほうの３常

任委員会合同の中でも建設課の佐薙技師のほうから説明があったかと思いますが、今

回の３キロワットの太陽光のパネルですが、３メートル掛ける７．２メートルの大き

さで設置をすると。常任委員会の中でも体育館の電力だけでも太陽光パネルを使えな

いかというご意見がございまして、その折にも技師のほうからたしか説明があったと

思いますが、体育館の電力を太陽光だけで賄うのには７，０００平米の面積のパネル

が要ると。それは、７，０００平米ですから、７０メートル掛ける１００メートルの

パネルの設置面積になります。現在の校舎、今建てようとしている校舎が５，０００

平米ですから、約１．５倍ぐらいの面積、１階もパネル、２階もパネル、そしてさら

に２，０００平米のパネルが要るというようなことで、今建てようとしております女

満別小学校の敷地的なもの、それからそれに係ります経費的なものを考えますと、国

が進めようとしています太陽光発電の趣旨その他については十分議員がご指摘されま

すようにそのとおりだなと納得をするところでありますが、限られた施設面積あるい

は経費等の中でそこまでなかなか踏み込めないということをこれまでの常任委員会等

の中でも申し上げたどころであります。しかし、国の指針がこの後さらにおっしゃり

ますように踏み込んできた指針等がそれぞれ市町村、自治体等に出てくるということ

も当然予想されますので、この最初の建設のときはこういうことで先ほど答弁したよ

うな内容になりましたけれども、それらのこれからの国の指針等の情報を的確に収集

して、さらにどういうところで取り入れていくことができるか、今後またある一定期

間の中で考えさせていただければと、このように存じます。 

 

◇議  長 ９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 非常に太陽光については面積が要るという、その辺をどうこうと言うデータ

を私は持ち合わせておりませんので、その点についてはそうかなとは思いますけれど

も、実質今かなり性能もアップされましてそれだけの施設は要らないという形に聞い

ている分野もあります。それから、国から出てくるのを待っているのではなくて、や

はりこちらから先に先手を打って収集をするぐらいの形を持っていただきたい。 

   それから、先ほどの８つの項目の１つが当てはまればいいという答弁ございました

けれども、８つ全部が当てはまるぐらいの意気込みで新しいものをつくっていただか

なければ、かなりな高額な資金も要するわけです。その辺についてやはりもう少し考

えた中で進められたいと、このように思います。そう申し上げて、この質問を終わら

せていただきたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 
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◇教 育 長 私の説明の仕方が悪かったかと思って申しわけないと思いますが、文科省が

エコスクールとして８つの事業を指定しております。その指定の受けられ方は、その

うちの一つでも適合していればエコスクールとして文科省は認定をしてくれるという

ことなのですが、女満別小学校の今回の改築につきましてはそのうちの６項目に該当

しているということで、この後申請の手続をしてまいりたいということでございます

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

   それから、パネルの大きさ等、今後ますます改良されていくということのご助言も

いただきましたので、それらのことを総合的にまた、現在の改築即に間に合わないに

しても、国の施策等、あるいは国からの補助金等がさらに付加されていくというよう

なことも想定され得ないとも限りませんので、そのことも考えながら十分ご意見を拝

聴させていただきましたので、ありがとうございました。 

 

◇深川議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて深川昇議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０９分 

再開 午後 ２時１９分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、８番、元木良一議員の一般質問を許します。 

 

◇元木議員 平成２１年第１回大空町議会の定例会の一般質問に際し、通告に従い、２点

について質問をさせていただきます。 

   まず、１点目、地元企業の振興対策についてでありますが、１番としまして、先日

東藻琴地区の大手企業が倒産となりましたが、現状等をどのように把握されておられ

るのか、また本町に及ぼす影響についてであります。国の構造改革に伴う公共事業等

の縮減や世界規模にまで拡大している経済、金融情勢の悪化は、大空町内の中小企業、

零細企業にもさまざまな影響を及ぼしているのではないかと考えています。新聞やテ

レビなどに連日のように報道されている内容を見ましても、なかなか明るい兆しの見

えない大変厳しい経済情勢ですが、今の町内の中小企業の皆さんに頑張っていただか

なければ大空町の将来も見えてこないのではないか、このように考えているところで

もあります。先日まことに残念なことではありますが、東藻琴地区の大きな企業が２

月の末裁判所に自己破産申請をし、事実上倒産となったことが報道されました。この

企業は、昭和２４年に操業を開始し、現在の東藻琴地区の礎を築いていただいた会社

でありました。東藻琴に住む者の一人といたしまして、今までのご尽力とご貢献に心

から感謝するものであります。このような不況型の倒産がどんどん進めば、日ごろか

ら取引のあった会社などにも少なからず影響が来るばかりか、最悪の場合連鎖型の倒

産も想定されます。町内における現状と及ぼす影響は、どのように考えておられるの
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かお伺いをいたします。 

   次に、２番目といたしまして、倒産した企業に雇用されていた方々への対応につい

てであります。解雇などにより失業された従業員の方々の中には、住宅ローンや子供

の教育資金などの問題を抱え、大変厳しい生活を余儀なくされていることと思います

が、雇用保険などの公的支給が終了すると深刻な状況になってしまうのではないかと

考えております。これらの方々への再就職等のあっせん、あるいは支援などの対応は

どのように考えておられるかお伺いいたします。 

   ３番目といたしまして、倒産した企業との間で取引のあった地元への対応について

であります。技術もあり、健全な経営を続けている会社が取引先の倒産などで資金繰

りに困っている場合の緊急的なつなぎ融資などの支援、あるいは利子補給枠の拡大、

そして利子補給率の引き上げなどについてどのように考えておられるのかお伺いをい

たします。 

   ２点目といたしまして、除排雪業務の委託についてでありますが、このことについ

ては執行方針にも載せられておりまして、昨年から女満別地区では一部業務の委託を

実施しております。平成２１年度におきましては、東藻琴地区にも業務委託をしてい

きたいとのことです。１番といたしまして、本年度の除排雪業務の実績と課題につい

てどのように把握しているかお伺いいたします。 

   ２番目といたしまして、来年度以降の具体的な業務委託の路線等についてでありま

す。 

   それと、３番目です。郊外、農村地区の業務委託についてをお伺いいたします。 

   以上、一般質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 元木議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

   ２月の２７日１５時に副町長から私の携帯電話に連絡が入りました。会議中であり

ましたので、出ることができませんでしたので、１５時３０分に会議終了後電話を私

のほうから入れたときに町内の企業の破産手続が開始されたという情報が私に伝わっ

たわけであります。その日は、総合支所勤務でございましたので、直ちに総合支所に

戻った際、総合支所の関係各課を集めて町との支払い関係、業務委託等々の契約がど

のようになっているか、また民間との受注状況はどうか、さらに納税の関係でありま

すとか、関係する会社が運営するグループホームや公営住宅とのかかわりはどうか、

さらには従業員の状況がどうなっているかということについて情報収集するように指

示を出しました。商工会に確認をと思いましたけれども、商工会自体にも十分な情報

が入っていないような状況でございました。この日は、金曜日というようなこともあ

り、翌日から土曜、日曜、それを挟んで月曜日に庁議がございましたので、この庁議

の際に総合支所だけではなく、役場組織全課に情報収集の指示を出したところでござ

います。新聞等の報道では、負債の総額が３億４，０００万円程度ということでござ

います。私どもの把握では、代表権を持つ方は社長以外にもう一名、そして従業員が

１１名、その中、本町の居住者は社長さんを除き５名というふうに把握をしてござい



- 42 -

ます。関連するグループ企業もいろいろな企業活動をされてございますけれども、今

回の手続に入った会社とは別会社でございます。また、相互間の中に債務等の負担は

なかったのではないかというふうに受けとめておりますので、一般的にはそのグルー

プ企業への影響というものはないのではないかと、そのように考えられますけれども、

破産管財人等がどのような取り扱いをするかということによってはかかわりも出てく

る可能性が多少なり出てくるかもしれないと、そのようなことを危惧しているところ

でございます。私の考えますところ、誘致企業であっても地元の企業もいずれも地域

の中で企業活動をされている大切な存在であると。今後町はもちろんでありますけれ

ども、商工会でありますとか金融機関、さらには先ほど申し上げました破産管財人の

方々と連携をして情報を交換もしたり、また対応策を考えていかなければならないと、

そのように思ってございます。先ほど言いましたように、従業員の方々５名というこ

とでございます。こういった方の生活相談、また就業等に関する相談等あった場合に

ついては、緊急雇用対策等の事業の活用というようなことも含めて検討してまいりた

いと、そのように考えているところでございます。 

   また、報道においては、当該企業と取引があった、そして多少なりとも影響がある

と思われる地元企業などについても触れられている部分がございました。私どもの把

握では、７社となってございます。連鎖的な倒産ということについては、今の時点で

は何とも申し上げられませんけれども、場合によってはそういう可能性ということも

否定できないのではないかと、そのように思います。当然今ございます中小企業振興

資金、そういったものの運転資金の貸し出しでありますとか、また国レベルでありま

す公的資金、そういったものの融資支援ということも先ほど言った関係機関で連携を

して対処してまいりたいと、このように思います。そういった中で不十分であれば、

先ほど議員が言われたようなつなぎ、さらには現況の拡大ということも検討させてい

ただきたいと思います。ただ、今時点での資金工面というようなこともありますけれ

ども、今後先ほど前出の議員の方のお話にもありましたように資金を借りられるかど

うか、さらには借りた後その返済をしていくためには新たな事業活動を行っていかな

ければならない、そのことも大変重要なことであろうと、そのように受けとめてござ

います。いろいろな国の２次補正等々にかかわる関連予算などもこの２月の２２日に

お認めをいただきました。今回のケースが建設業というようなこともございますので、

そういった事業の早期発注等については十分意を払ってまいりたいと思います。また、

現在ご審議をいただいている平成２１年度予算なども含めまして、平成２０年度、平

成２１年度連結予算というような言い方も執行方針の中ではさせていただきましたけ

れども、そういう中で何とか地元の企業の方々にそういう場面を提供できるように努

力をしてまいりたいと、そのように考えておりますので、ご理解を賜りたいと思いま

す。 

   続きまして、除雪の関係でございます。本年度平成２０年度の大空町の除雪体制で

ありますけれども、人員１８名、除雪車両１９台でございまして、除雪の延長は３９

９キロ、道路延長の６４％を除雪してございます。市街地の歩道の除雪は、除雪延長

が３５キロで、道路延長の７３％を実施してございます。昨年１２月の暮れから１月、

２月の末まで大変降雪の日が多く、降雪量も多い１年、シーズンとなりました。この
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ため、除雪作業が連日続く状況となってございまして、市街地地区の排雪作業はここ

数年年１回で済ますことができたのですけれども、ことしは２回排雪をさせていただ

いている状況にございます。こういったことから、除雪機械の稼働時間、また日数等

々昨年と比べて大きく増加している状況にございます。除雪対策費の補正そのものも

この定例会の中で再度ご提案をさせていただきたいと、そのように思っているところ

であります。また、私どもの除雪のこともさることながら、国道、道道など網走開発

建設部や網走土木現業所、そういうところにも除雪、排雪の要望、要請をさせていた

だいているところでございます。 

   委託業務につきましては、女満別地区において平成１９年度から一部の除雪を委託

させていただいてございます。平成２０年度の除雪延長は２１４キロメートルであり

ますけれども、そのうち１２１キロメートルを委託させていただいております。歩道

は、１８キロメートルありますけれども、これ全線を委託業務という形でお願いをし

ているところであります。現在東藻琴地区の除雪については、町直営で実施をしてご

ざいます。除雪従事者については１３名、うち職員が３名、臨時職員が１０名という

状況でございます。車両は９台、除雪延長は１８４キロメートルございます。また、

市街地の歩道の除雪延長は１７キロメートルという状況であります。こういった中で

課題もございます。現在採用させていただいている臨時職員の方々すべてが農家の方

でございます。３月に入りますと本業の農業のビート、タマネギのハウス作業、播種

作業なども始まってまいります。また一方で、私どものほうは３月初めから２次路線

の除雪ですとか、融雪時の対応などしなければならなく、そういう部分で課題がある

と、そのように考えているところでございます。また、職員の定数管理の適正化計画

の中におきましては、民間委託を進める業務として除雪作業も位置づけている部分も

ございます。そのようなことから、民間の方々の能力や技術、活力などを活用して委

託も進めていきたいということでございます。今回ご提案をさせていただいておりま

す平成２１年度冬からの除雪委託でございますけれども、車両９台のうち５台を委託

し、除雪延長、先ほど言いました１８４キロメートルのうち９１キロメートルを、ま

た歩道除雪の延長は１７キロメートルのうち約６キロメートルを委託をしてまいりた

いと、そのように考えてございます。 

   地域的な割り振りでございますけれども、市街地の一部と農村地区の約６割程度を

委託をしたいと、そんなふうに考えているところでございます。議員のお話なども伺

っておりますと、どのような形で分離をして発注といいましょうか、市街地と郊外部

分を分離してもどうかというようなお話もございました。分離いたしますと、結果的

に１つの町内、地区の中でさらに境界をつくるというようなことから、除雪路線とい

うところを考えますと、おのおの分断するところがふえてしまうというようなことで

考えられる部分もありますので、農村部、市街地区ということで分けることなく一体

的な中で路線を考えて委託をさせていただけることがいいのではないかと考えており

ます。女満別地区においては、町内の事業所のかたがたに競争入札により委託発注を

させていただいておりましたので、それと同様な方法がよいのではないかと今時点で

は考えているところであります。除雪作業というのは、住民の皆さんの生活の根底に

あるものでありますし、防災など考えたときにも重要なことであります。十分管理能
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力や技術力、資金力、そういった安定した業務として受けていただける、そういう方

々に業務委託をさせていただきたいと、そのように考えているところでございますの

で、ご理解を賜りたいと思います。 

   以上、１回目のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 １点目と２点目におきまして、山下町長からそれぞれ丁寧な答弁をいただき

ました。基本的には町長のお考えも私と同じ認識にありまして、さまざまな対応を考

え、ご検討をいただいている方向性がほぼ同じ方向性であるかなと、このように私も

思っていることに大変力強く感じているところでもございます。１点目の企業に対す

る、あるいは関連、そういったことにおいて申されるまでもなく町長がほぼ対応され

ているのかなと、このようにもう言い尽くされているかに感じ取っております、私は。

ですが、私は申すことはもう余りないのですが、やはり企業の経営者として破産の申

告をしたということは経営者の判断によってやられたものですから、これはいたし方

ないだろうと。あと、支援策も働いている方々についてもいろいろご検討されている

と、そういう中でも対応に当たられているかなと、このようにも聞き取りをいたして

おります。また、融資の面についてもつなぎという、そういう中には非常にいろんな

制度がありまして、国の制度、セーフティーネットといいまして、それらもその人が

借りるか借りないかが一番重要なのですが、借りた場合ということと今までも使われ

ているか使われていないかということもありまして、そこには限度枠があっていっぱ

いに借りていると、そこにセーフティーネットや振興資金、緊急対策資金とかという

ものもありましても借りるに借りられない、こういったところの厳しい状況の中でさ

らに緊急性の枠拡大という考え方がどの程度町長として腹づもりをされているのか、

また残された職員、その支援方法、余り経営者のほうに立ち入ってしまうとちょっと

町長に質問するものと変わってきますので、非常に言い方に苦慮するところなのです

が、そういう支援のあり方、また今後そういう関連企業との関係を意識した中で今後

もそういう点を、今までもそういうことはあったのだろうと、認識されて進んできて

いるのだろうと思いますけれども、やはり資金を借りた方というのはさらに払ってい

くのに事業拡大をしていかなければならぬ、それができるかできないかの判断によっ

て借りてくるものだろうという考えもいたします。そういった中でぜひそういうこと

も認識の上、事業の発注もいろいろ考慮されてはいかがかなと、このように思って、

この点にちょっと気がついたことがありましたら、ご答弁いただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほどの話と繰り返した部分になろうかと思いますけれども、例えば関連す

る地元の関係企業の方々、先ほど７社ということでお話をさせていただきました。取

引等の大小はあるようでございますけれども、そういった方々、既に私どもの中小企

業振興資金の運転資金などを借り入れている方もいらっしゃいます。私どもが調べた
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中では、満度まで借りている方はおりませんけれども、まだ余力が、余力といいまし

ょうか、借り入れの限度まで余裕がありますけれども、借りていらっしゃいます。ま

た、今回国の先ほど燃油高騰等々というような中での中小企業の資金など、そういう

ものもこの７社の中で借りていらっしゃる方もいるというような状況にあろうかと思

います。その中で先ほど言いましたように、枠を拡大するということが当面とすれば

有効な手段なのかもしれませんけれども、先ほど言ったようにそれは返済につながっ

ていくことということでいけば、その後の事業活動によってその部分をお支払いいた

だけるかどうかというようなことにもまたつながっていくのだろうと思います。そう

いう部分については、私どもだけではなかなか十分判断しかねる部分がありますので、

商工会でありますとか金融機関などとも連携を図らなければならないなと、そのよう

に思っております。ただ、そのことが急場をしのぐための有効な手段だとすれば、そ

ういう枠の拡大というようなことについても十分検討していかなければならないなと、

そのように思っているところであります。また、具体的には町内の従業員の方々、ま

だ均一に一通りというような形でのお聞き取りはさせていただくには至っておりませ

んけれども、いろいろな職員など関連といいましょうか、個人的なおつき合いのある

方等も含めていろいろな形での情報でお寄せいただいている部分もあります。全く今

の状況で次の働き口がということでご心配をされている方もございますし、中には何

がしかの声かけ、アプローチというのでしょうか、そういうものがある方もいらっし

ゃるようにも聞いている部分があります。おのおの個別によって、またその人のご境

遇によって対応も変わってくる部分もあるのかなと、そのように思いますので、十分

そのあたり意を払いながら丁寧にご意見を聞く、状況を伺うというようなことで町と

してできることについては努力をさせていただきたいと、そのように考えております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 町長の答弁は、本当にもうそこが具現となるのかなという感じがいたします。

本当にまさしくそういうことが十分注意されて対応に当たっているのかなと、このよ

うに感じております。私は、たまに地元の企業の関係者の皆さんとお話をすることが

ありまして、聞くことがあるのですが、皆さんそれぞれに課題や問題を抱えて日々経

営に努力されている様子を伺いますと、さまざまな業種の皆さんが一堂に会し、懇談

する場を設置をして、地元の経済の振興に向けた懇談というのですか、こういったこ

とをタイトルと銘打って、事業者との協働のまちづくりなんていう名目でもいいので

はないかとは思いますけれども、そういったところを取り組まれてはいかがなものな

のでしょうかなと、こういうこともちょっとお伺いしたいかなと。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 確かに現在産業の分野を超えていろいろな業種の方々がまちづくりといいま

しょうか、自分たちの企業活動に取り組んでいるというような事例もあるように思い
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ます。同一業者といいましょうか、業種の方々の集まりというのは、例えば今でいう

建設業であれば建設業協会でありますとか、例えば農協という組織に集まる農業者の

方ですとか、そういう方々いらっしゃいますけれども、いろいろなところでお話を聞

いてみますと、実際に東藻琴で農協さんが行っているコントラクター事業などは、農

業の現場に建設業の方々の技術力というものを傾注して行っているような部分もあり

ます。私どもの町ではございませんけれども、漁業者の方と建設業の方、さらには農

業の方という、そういうつながりも場所についてはいろいろあるようでございます。

そういう中では、今後の企業活動、産業活動を考えたときに自分たち同業種の産業の

分野だけで物事をいろいろ論じるということではなくて、さらに幅の広い今ご提案の

あった異業種懇談の中で新たな展開というようないろいろを考えていくというのも一

つの方策なのかなと、今ご提言をいただいてそのように感じたところでございます。

町としても、例えば片方で民間委託のいろいろなあり方ということを少しずつ進めて

きている部分もあります。そういう中でそのことをつまびらかにした中で皆さんとと

もに一緒に考えることというのは、大変有意義なことではないかというふうに思いま

すので、そういった内容のもの、こういう時代だからこそ必要なのかもしれませんの

で、十分検討させていただきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 １点目の最後になりますが、この地元企業の倒産については町民の皆様に与

える心理的な影響、これが大変に大きなものがあると思いますので、今後もこのよう

な難局が想定されます状況が続くと思いますので、町長を先頭にその時々の難局を乗

り切っていただくようなさまざまな施策を期待いたしまして、１点目の質問を終えた

いかと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 大変重い課題であるというふうに受けとめております。先ほどの前出の議員

の方にもお話がありましたけれども、私どもではなかなか特効薬というものそのもの

を持ち得ているわけではありませんので、皆様方からどのような方策を町にご期待を

されているのか、そういうことを十分に受けとめながら皆さんの心のケアなども含め

て対処できるような、そういう取り組みができればいいなと、そのように努力をして

まいりたいと思いますので、今後ともいろいろな形からまたご提案等いただきますよ

うお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 それでは、除排雪業務の委託についてでありますが、先ほど答弁もいただき

まして、確認したところであります。先に２番、３番、最後に１番ぐらいで話をして

いきたいかなと、このように思っているところでございます。２番目の来年度以降の
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具体的な業務委託の路線等についての具体的なところにおいては、今ほど町長も説明

したように、東藻琴地区のおよそ半分を業務委託をしたいと。この中にはっきり具体

的な数字も示されておりますので、私はそういった中でよろしいのではないかなと。

その中には１０名が臨時職員で、農家の臨職の方々が多いのですよと、こういうこと

であります。どうかこういう点においても委託業務に当たっても執行方針にも若干触

れられておりましたけれども、この人方の継続性をぜひお願いしたいかなと、このよ

うに思っているところでもあります。 

   ３番目については、郊外、農村地区の業務委託のことなのですが、これらについて

も先ほどもいただいている中なのですが、若干思いつき的なところもありまして、こ

のことにつきましては委託される場合の道路、主要道路、町道というのですか、先に

恐らく町の主要道路が主に除雪対象になって走っていくものだろうと、こう思います。

その中で枝線的な町道ですが、枝線における町道におきましてはどういったことが想

定されるかというと、非常に大型車両なので、非常に道の狭い道路とかなかなか入り

にくい、あるいは回ってこれにくい道路と、こういった部分の効率化の悪い部分につ

いてどのように考えているかということを若干お聞きしたかった点も１点ありまして、

この点につきましては地域を把握している自治会あたりに除雪業務ということも委託

という考えはどのように思われているのか。既に若干聞くところによりますと、一部

そういうところに個人的に任されている道路もあるやに聞いております。そういった

点から、今回の業務委託についてさらに拡大していく、広げていくという考えはどの

ようにお考えでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 現在臨時職員の方々、先ほど言ったように、町内の農業者の方々１０名に今

お願いをしているということでございます。女満別地区においても職員が行っていた

ものを一斉に民間委託したわけではなくて、臨時職員というような形で対応し、そし

て民間の企業の方に委託という形式をとらせていただきました。その折にも、その経

験などを生かして従来臨時職員でお働きいただいた方が企業の中で再度雇用されてそ

のノウハウを伝授していくというようなことにもなった例が随分ございます。今回の

場合についても、まだ具体的に考えているわけではありませんけれども、そういうよ

うな経験のある方々が加わっていただいて除雪の迅速化に力をかしていただければあ

りがたいなと、そのように考えているところでもございます。これは、町だけではな

くて、現在国道でありますとか道道についても委託が進められておりますけれども、

そういったところに地元の方などが臨時的に雇用されてお働きいただいていると、そ

れが１０年、２０年と長い方についてはなっていらっしゃるというような実例もある

ようでございますので、そういう形ができれば望ましいと、そのように思ってござい

ます。 

   また、枝線といいましょうか、町道ではあるのですけれども、例えばその先実質的

に１軒しか住宅がなくて道路の幅などもそんなに広くないというようなところで、現

実そこの方に除雪を委託させていただいている、委託というか、機械の借り上げとい
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うような形でありますけれども、お願いをしていることがございます。ただ、私ども

といたしましては、しっかりと安定的に迅速に対応をいただけるということが大前提

になってまいりますので、その場所、また受けていただけるかどうかの受け皿の問題

というようなものも出てこようかと思います。そういう能力があったり、意欲があっ

たりというようなことで私どもとしてもそういう委託の仕方が効果も上がるというこ

とが見通せられれば、そういうことも今後もやっていきたいというふうには考えてご

ざいます。ただ、何もかにもまた押しつけるというような話になっても困りますので、

そのあたりのアプローチといいましょうか、話というのは慎重にさせていただきたい

なと、そのように思ってございます。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 大体よくわかりました。 

   続きまして、排雪問題についてちょっとお伺いしたいかと思います。排雪問題は、

東藻琴地区においては国道と道道まじり合って、そしてそこを取り巻く町道があると、

このようにあるわけですが、除雪作業において、特に排雪作業ですが、町道が手っ取

り早い話がどうしても国道と道道というのは結構タイミング的に時間差があって、交

差するにおいても時間差があってなかなか取りつけ関係なんかにおいてもうまくいか

ない面があるのですが、先ほどの答弁の中にも開発部と土現さんにお願いしながら排

雪業務をやっていますよと、こういうことなのですが、これらの点につきましてもで

きれば私は国道、道道と町道の町の排雪におけるものについては一緒の方向性が望ま

しいのではないかと。それについては、やはり町道が先に走ってあけても、国道が先

に走っても 道道が先に走っても交差点にたまる角の積雪、堆雪というのは非常にい

ずれをとっても堆積の率が高いのではないかと。それに伴う押しボタン式の信号とか、

そういった通行性における児童生徒の押しボタンとか、そういった面での障害になり、

あるいは危険性も伴うことにつながるのではないかと。そういうことの観点から考え

ますと、国道についても道道についてもできるだけ日にちを縮めた中で一挙に片づけ

られる体制が望ましいのではないかと、こう思っているわけです。それについては、

やはり連絡とってもあちらの事情もありますから、当然日にちは変わってくるだろう

と、このように思います。そういう中で土現とか開発からの委託業務が進めることは

できないのか、この辺についてお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 国道、道道、町道、その管理おのおの別々という中で、これは排雪に限らず

除雪についても連携をしていかなければならないわけであります。毎年１１月に網走

開発建設部、それから土木現業所、それから関係する私どもの近隣の町村が集まって

網走地区の道路交通管理協議会という会議を開催をしてございます。この中で冬期間

の除雪に当たっての交差点でありますとか、横断歩道、それから歩道の除雪、そうい

ったものについて課題点、要望点などを出してお互いに協議をして少しずつではあり
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ますけれども、改善を図っていこうということにしてございます。その中で交差点で

すとか、取りつけ道路の残雪処理をお互いにどういう形で実施をするかというような

ことについて話をさせていただいてございます。また、緊急時の協力なども欠かせな

いというふうに思っておりますので、今回は部分的に委託をするということではあり

ますけれども、委託になりましてもどのような形で除雪を進めていくかと、このリー

ダー的な役割は町がとらなければなりませんので、そういうところに参加をしながら、

そこは今までと同じような連絡体制を緊密にしていきたいと、そのように思ってござ

います。 

   また、通学路などの確保ということでも言われました。現在の歩道の除雪、これに

ついても維持していこうと思ってございます。道道などの部分については、歩道の部

分については北海道のほうから私どもの町で委託を受けて、そして実施をしておりま

すけれども、これについてはまず今までと同じように委託であっても継続をさせてい

ただいて、そして我が町から委託というような形で出させていただくような形になっ

てくるのではないかと思ってございます。また、国道の歩道の除雪などでは、私も冬

期間行きますと、非常に国道のところ雪が盛り上がって歩行者の方の通行に支障が出

ているような部分がございます。そんなことでことしも開発建設部に要望した部分も

ございますし、また押しボタンのところなどについても先ほど言った会議の中でお互

いに除雪、排雪しておこうということにしてはいて、やってはいるのですけれども、

国道３３４のところの押しボタンなどでは先ほど言ったような状況の中でなかなかそ

の押しボタンのところに近寄れないような、そういう状況も見てとれます。この分に

ついては、網走開発建設部などとも十分協議しなければならないなと。もし向こうの

対応が迅速なところに至らないというようなことであれば、こういったような部分、

町として取り組んでいくということも必要ではないかと、そのように考えております

ので、そういう方向性を持って取り組ませていただきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ８番、元木良一議員。 

 

◇元木議員 排雪においては、その部分においての取り組みを検討していきたいと、こう

いうことですので、私はそういうことの答弁の中ではよろしいのではないかなと、検

討をお願いしたいかなと思います。 

   最後になりますが、除雪問題についてではありますが、この除雪問題というのは市

街地区の間口の置き雪対策が非常に大事ではないかなと。これもいろんな話の中でも

聞きますと、非常に間口対策が課題になっていると。最近のニュースでは、車両にシ

ャッターつきマルチグレードなど開発されたものが取りつけになって非常に好評を呼

んでいるというのもありますが、それらについても十分なものではないと。お聞きし

ますと、通常の３分の１程度が残っていくようなところもあると、そういうこともお

聞きします。こういった置き雪にかかわる問題といたしまして、当然人力的なものが

かかわってくるのではないかなと、このように思います。まして、これから高齢社会

における除雪対策、これらについては非常に大事な要素を含んでいるのではないのか

なと、このように思いまして、私はこういう対策におけるものとして一番問題とされ
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ているのは、ちょっと読んだところによりますと、担い手の対策、確保が難しいと、

そういうのも事例的に発表するところもありまして、そういった考えからやはりボラ

ンティア的な組織、あるいはＮＰＯみたいなそういう組織づくりが必要になってくる

のではないかと。そういった面から、地域の潜在力を生かした支援体制、こういった

ことも大事ではないのかなと、このように思っているところで、またその中に加えて

やはり子供たちの参加も考えられた体制、そしてちょっと福祉的な面からの参加です

か、こういったところをいろいろ総合的にかみ合わせた中で共助、公助、いわゆる住

民と行政のかかわりを持った役割が必要ではないのかなと、このように思うのですが、

この点について町長にお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 間口の置き雪の解消ということであります。従来私は、除雪というのは車道

の雪を除くというようなことでいけば、結果的には間口にどうしても雪が残ってしま

う、これはなかなか難しい問題で仕方ないのではないのかなと、そんなふうにも思っ

ていた時期もございますけれども、ただ一方で高齢化社会がどんどんと進展をしてく

る、さらにことしなどもおしかりを受けたわけでありますけれども、暖冬の傾向の中

で湿った雪、大変重たいという中で高齢者の方がそれを取り除くということについて

は大変ご苦労が多いというようなことで、何とか検討していかなければならないと。

先ほど北海道新聞の記事の中にも美幌町において開発局が置き雪を減らす新型の除雪

機械の実証実験を行ったと、それに対する検証などについての新聞記事もございまし

た。一定の効果があったという表現もありましたけれども、別な報道機関では評価半

々というようなことで、受けとめられていた住民の方々がどの程度そのことを期待し

ていたかとのギャップがというか、あったかというようなことなのかなと私自身は思

って読ませていただきました。今回町政執行方針の中にも改善策を調査研究するとい

うことで記載をさせていただきました。既存の今ある除雪機械により間口の多い市街

地でどの程度置き雪を減らすことが可能かということであったり、美幌町で実証実験

されました除雪機械の整備、そういったものの必要性と、その機械を導入するという

ようなことも調査研究してまいりたいなと。ただ、議員もご指摘のとおり、これで完

璧に置き雪がなくなるというようなことではどうも今の実証実験の中ではないようで

あります。例えば今言ったようなことを講じながら、さらに地域の中でどのような取

り扱いができるかということもあわせて必要なのだなと、そのように考えてございま

す。今回大空町の自治会連合会の中で除雪機械の導入などもありました。これは、自

分の敷地内という部分もあろうかと思いますけれども、こういうところでも使うとい

うことも可能なのではないか、例えばそんなことを思ったり、美幌町においても高齢

者の方々の住宅のところを地域の方々がボランティアで除雪をする、ちょっと具体的

な名称忘れましたけれども、何とかボランティアというような形の取り組みをいろい

ろされているというような話題も聞いてございます。我が町では、就労センターに委

託をして通路を除雪するときにその一部を助成するというようなことをさせていただ

いておりますけれども、これは間口の置き雪ということではなくて、道路に出るため
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の通路確保というようなところが主体になっておりますので、今言った解決にはまだ

届いていない部分があるのではないかと。いずれにしても、町の機械力でできるとこ

ろと地域の中でお願いしなければならないところがあります。別な一般質問の中でも

お話をさせていただきましたけれども、地域の自主的な活動と、そういうものを誘発

させる努力を私どももしていかなければならない、そういうことを先ほど申しました

けれども、そういう自主的な活動の中にこういう間口における置き雪の排雪といいま

しょうか、除雪というようなことも入ってくるのではないかなと、特に大きな課題に

なってくるのではないかと、そのように思いますので、こういう取り組みについても

どのような形で皆さんお力添えをいただけるかどうか、そういう点について考えさせ

ていただきたいなと、また皆さんと一緒に考えていきたいなと、そのように思ってお

ります。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

◇元木議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて元木良一議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０９分 

再開 午後 ３時１９分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   次に、１２番、小島一弘議員の一般質問を許します。 

 

◇小島議員 大空町議会として初めての休日議会を実施しまして、２日目になりました。

私が最後のトリを務めさせていただくわけでありますが、大変お疲れだと思いますが、

おつき合いを願いたいと、このように思います。 

   本文に入る前に、きょうの新聞に米村哲英さん死去という、元網走市立郷土博物館

長、考古学調査に尽力、８０歳でお亡くなりになりましたという記事がきょう出てお

りました。これに関して当町としても全く無関係ではなくて、昭和６３年、昭和６５

年の網走湖底の遺跡調査では湖の底に眠る遺物を発掘する先駆的な調査を指揮したと、

このように書かれてございます。郷土のこの米村さんの父親が最初にモヨロ貝塚の発

掘といいますか、世に広めたというようなことでございまして、私も常日ごろ、後の

質問にもかかわりますけれども、かかわりを持っておりましたので、心から死去に関

して敬意を表するとともに悼みたいと、このように考えている次第であります。 

   さて、開かれた議会として、先ほども述べましたけれども、昨日は９名というふう

に思っております。きょうは、最後に珍しくいつも私がトリを務めるときはほとんど

いないというのが実態で過去ありましたけれども、こう見ますと８名の方、マスコミ

の方もおられるのかもしれません。何らかの形で成果が生まれてきたのだということ

とあわせて、我が議会の開かれた議会としての努力も評価をしていただきたいものと、

この機会にお願いを申し上げておきたいと思います。  私は、これまでも議会の役
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割の根幹をなす議員の質問権を駆使して二元代表制に伴う大統領である町長に対する

チェック機能、執行機関に対するチェック機能の一翼を一生懸命になってきたつもり

でございます。３月１３日号の広報大空に、まちのおしらせにもう既に載ってござい

ますけれども、ゲートボールセンターの臨時閉館のお知らせ、この内容はアスベスト

様物質をアリーナキャットウオーク部からの発見による臨時閉館のお知らせでござい

まして、情報公開の早期告知にまず町長の判断を評価をしたいと考えております。た

だ、これも以前からＰＣＢ等毒物関係、そういう管理問題に続けましてアスベストに

関する注意も喚起をし、きちんとした調査が必要であると私は主張してきたつもりで

ございますし、その立場から考えますと決して手放しで喜ぶことができないというこ

とが現実だと思います。現場での目視による遮へい部への検査調査をした結果ではな

くて、設計図書による文書調査に偏った不十分な調査であった結果、緊急対策その他

にかかわる暖房機の修繕工事に関係して遮へい物をあけてみたら、アスベストが発見

されたということになったわけでございます。そういう意味では、過去の調査が安直

なものだったと言われても仕方がないと、まず指摘をせざるを得ないというふうに考

えております。これを機会に議会の指摘を真摯に受けとめて、今までアスベストなど

は存在しないというような報告を出していたことを強く反省すべきと申し上げておき

たいと思います。そして、もっと答弁に責任を持っていただきたいものだなと、この

ように考えている次第であります。 

   それでは、通告に従い、一般質問に入らせていただきます。私は、大きな２点にわ

たって通告をいたしております。１は、町政執行方針についてでございます。対話と

協働は、町長のこれまでの町政に臨む、大空町として平成１８年以来、もっとさかの

ぼれば平成１５年以来、女満別町長としておなりになって以降、基本的な姿勢である

というふうに私は理解をしております。しかし、平成１８年以降、教育委員会職員の

不祥事による住民の行政への信頼回復を得るために情報共有のあり方、情報公開につ

いての行政、町長の姿勢が問われているというふうに私は理解をいたしております。

町政執行方針に積極的に位置づけられている住民にわかりやすい事務事業評価制度や、

あるいは地域担当職員制度に果たしてなっているのだろうかということも伺わせてい

ただきたいと思いますし、また住民に密接な事務の適正な取り扱いにかかわる文書保

管のあり方など、仕事の進め方についてもきちんとお伺いをさせていただきたいと思

います。町政の進め方は、町長が常に言われているように、執行方針の５ページにも

書かれてございますが、簡潔で効率的な透明性の高い行政でありたいということであ

ろうと思います。住民の声を生かし、先ほど同僚議員も指摘しておりましたけれども、

広聴活動を重んじるとすれば、例えば一つの具体的な事例でございますが、１６ペー

ジにも出ておりますが、都市公園に関する自然環境と調和した適切な維持管理を行い

ますと、こういう趣旨のことについても住民が求めている、これまでトイレの整備、

これについては強い要望があると私は思っておりますし、平成２１年度の当初予算に

おきましては藻琴山温泉芝桜公園整備事業においてバイオトイレの施設整備が提案さ

れております。トマップ川における都市公園のトイレについては、住民が不便を感じ

ているという声を知っているはずでありますので、何の対策も講じないということは

あり得ないと思いますので、この機会に、いつぞやある会議においては町長もバイオ
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トイレについての積極的な意向がかいま見えるお答えもいただいた経緯がございます

ので、この際明快にお答えをいただきたいものだと思います。 

 さらに、７ページだと思いますが、生ごみの分別収集を行い、堆肥化に向け試行し

てまいります。これも同僚議員が既に触れているところであります。私は、ちょっと

観点を変えまして、以前に指摘をいたしております農政におけるバイオマス構想との

整合性を持った事業所系の生ごみの取り扱いについてお伺いしたいと。先ほど教育長

の同僚議員に対する答弁の中にも、給食センターで発生する生ごみの処理については

環境教育の一環で云々という積極答弁もございましたけれども、ひとつお考えをお聞

かせ願いたいと、このように思っている次第であります。 

   総じて執行方針のあり方と関係することになると思うのでありますけれども、従来

女満別町時代において予算提案説明と読みかえる考え方で予算案に触れている説明の

仕方がこれまでございました。多額な予算措置がされている企業支援に関する予算の

中身について積極的に、明示的に触れられていないことも二、三あるのは何か意味が

あるのか、あわせてお伺いを願いたいと、このように考えている次第でございます。 

   大きな２点目のことでございます。教育委員会行政の進め方についてでございます。

Ａといたしまして、女満別小学校の建設に伴う理念とコンセプトはどう位置づけるの

かと。これまでは、平成１９年からだと思いますが、厚生文教常任委員会その他を通

じてさまざまな意見交換を委員会活動の中で教育委員会との間でとり行ってまいりま

したけれども、教育長におかれましては生涯学習施設機能を有する小学校建設を進め

るのだと、このように明快にお答えをいただいていた経緯もございます。それがいわ

ば理念であり、コンセプトだと教育長は声高らかに申し上げていたと、こう記憶して

おります。執行方針上にはこれがそういう意味の語句としては消えていると、なぜか

ということをお伺いをいたしたいと思います。 

   さらにまた、統合問題、単刀直入に申し上げます。すなわち、豊住小学校との統合

にどう取り組むのか、これもまた伺わせていただきたいと思います。同僚議員の答弁

にも一部ございましたけれども、私は２回目において別な観点から申し上げたいこと

もございますので、お答えを願いたいと思っております。 

   さらに、国有地問題です。現在の小学校の建設予定地における問題点として、過去

私も何度も指摘してきた経緯がございますが、国有地問題をクリアする努力というも

のを表明してきたというふうに私は理解しております。現実にはどうなってきたのか

と、何か改善の道が生まれてきたのかと、このことについてどう整理していくのかと

いうことについてお伺いをさせていただきたいと思っております。 

   また、環境に優しく、健康に留意した建設は可能なのかと、こういうこともお伺い

させていただきたいと思います。これについても同僚議員に対する答弁も若干錯綜す

るところがございます。環境に関しては、基本的に１００％、１００点ということは

申し上げませんけれども、教育長として答えられる範囲内のところは答えているのか

なと、こう思っておりますけれども、中身について２点ほど聞かせていただきたいと。

環境対策については、例えばグラウンドの緑化というのは校庭の中にグラウンドが含

まれているのかとか、その他２回目にかかわりますけれども、お聞かせを願いたいと

思っております。特に健康に優しいという観点については、シックスクール問題が重
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要な問題として今課題としてあります。シックスクール問題を発生させないような検

討、建て方、そういうことについてももう少し明瞭にお答えを願いたいと思っており

ます。 

 Ｂといたしまして、学力調査、運動能力調査についてどう進め、教育現場にどう生

かすのか伺いたいのであります。これもまた同僚議員の答弁も既にあるわけでありま

すけれども、私はもうちょっと踏み込んで、大空町教育委員会としての基本方針の具

体的な内容について踏み込んでお答え願いたいと思うのです。先ほど聞いております

と、道教委としての方針についてある程度お答えがあったように思います。学校改善

プランだとか学力テストに関しては、いろいろあろうかと思いますけれども、具体的

内容が聞きたいと、このように申し上げておきたいと思います。 

   Ｃといたしまして、学校図書の充実と対策についてお伺いをさせていただきたいと

思っております。これも執行方針には書いておりまして、引き続き学校図書の充実を

図ってまいりますと、こういう文言がございます。道新の平成２０年５月の１９日で

したか、新聞にも既に指摘されてございますが、国が昨年度道内の市町村に配分した

小中高図書整備費１４億円のうち、実際に予算計上されたのは各町村において４３％

の６億１，０００万円と、これは平成１９年度のことと思われるのでありますが、こ

ういう記事もありました。したがって、少し踏み込んで学校図書の配分が大空町には

どのように行われてあるのかと、それが現実の予算との兼ね合いではどういう比較対

照になっているのかということも踏み込んでお聞かせを願いたいと、このように思っ

ています。 

   Ｄといたしまして、地域文化の継承と対策についてどう進めていくのかということ

も伺わせていただきたいのであります。この課題につきましては、私はちょっとしつ

こいかもしれませんが、何度もこれまでも質問をしてまいりました。元町遺跡につい

ては、私の提言も受け入れていただいて何とか、１００点はつけられませんけれども、

少なくても整備に着手していく姿勢が見えてまいりました。そのときにあわせて提案

をいたしておりました戦争遺産、かつ海軍の技術というのはすばらしいものでして、

工学的な技術においてもあの掩体ごうというのがなかなか現在の技術でも同じように

つくることは難しいと、このように聞いてもございます。こうしたこと。そして、先

ほど前ふりで触れさせていただいた山下岬における網走湖底の遺跡、このことについ

てもどう対応されていかれるのかお聞かせを願いたいと思っている次第でございます。 

 以上で２点、１回目の質問とさせていただきたいと思います。よろしくご答弁のほ

どをお願い申し上げます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 小島議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、今回アスベストではないかと思われるものが発見をされたということで、ゲ

ートボールセンターについて休館ということで、大変町民の皆さんにご迷惑をかけて

おりますことをまずもっておわびを申し上げたいと思いますし、また過去においても

このような確認という作業を行ってまいりましたけれども、十分な発見に至っていな
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い、対応に至っていないということでのご指摘もいただきました。これにつきまして

は、謙虚に反省をし、今後のまちづくりの中で、仕事の中でこういったものが今後起

きないように努力をさせていただきたいと、そのようにまず冒頭申し上げたいと思い

ます。 

   このように私ども行政を預かり、執行させていただいている中において、住民の方

との信頼関係というものは大変重要なものであると、そのように思います。また、一

朝一夕に築くということにもなりませんし、これは私たちの責任もあろうかと、その

ように思っております。町の職員は、行政サービスを提供するプロでなくてはいけな

いと。そういう意味からいけば、業務上のミスというものはあってはならないわけで

あります。ミスをしないということがある意味での目標にもなります。しかし、私が

思いますのは、ミスを犯さないということをすべての目標にしてしまいますと、職員

の自由な発想ですとか、意欲の低下ということにもなりかねません。そういう側面も

抱えながら、難しい問題ではある。ただ、こういったものをいかに少なくしていくか

ということの努力をするためには、法令を遵守し、内部の連携を行ったり、チェック

機能というものを最大限に発揮させ、取り組んでいかなければならないと、そのよう

に思ってございます。しかしながら、やはりミス、誤りというものは起こり得ること

も事実だと、そのように思ってございます。そういった場合、発生した場合どのよう

に対処するかということがその後の信頼関係に影響するものと、そのように思います

ので、その時々ではありますけれども、最善の努力に心がけていきたいと、そのよう

に考えるところでございます。今回のこともこのことだけではなくて、そのほかの案

件等にもつながる部分も多いのではないかと。一を聞いて十を知るというところまで

はなかなか至りませんけれども、このことがどのような場面で私どもの仕事に影響し

ているかということをもう一度しっかりと考えてみたいと思ってございます。 

 事務事業評価についてもご質問がございました。この制度でございますけれども、

平成１９年の３月に策定をいたしました行政改革大綱の４つの大項目の中の一つとい

たしまして、簡潔で効率的かつ効果的で透明性の高い行政経営と、成果重視型の行政

経営を実践するために総合計画の各階層と連携づける事務事業評価制度の確立を図っ

ていく必要があるとしてございます。改革に結びつけるための事務事業評価制度を導

入することが必要だと、そういう表現になってございます。平成１９年度、総合計画

を策定しまして、実施計画をつくりました。その試行といたしまして、その事業の事

前評価というものを実施をし、そして推進計画、実施計画の策定の基礎としたところ

であります。平成２０年度におきましては、その総合計画の見直し作業にあわせまし

て、平成１９年度策定した総合計画の事業の事後評価とのをしてみたり、また新しく

盛り込んだ事業等の事前評価、さらには財政健全化の取り組みの中で補助金等の見直

しということをうたってございましたので、補助金等の事業、そういったものを対象

としてこの事務事業評価というものをしてみた経過にございます。ただ、対象外の事

業もございます。人件費ですとか公債費、また国、道からの受託事業の事務、また災

害復旧事業ですとか、単に基金の積み立て、公共施設に係る管理運営事業、そういっ

たものについては対象外としているところであります。評価の方法といたしましては、

事業の緊急性でありますとか、町民のニーズ、必要性、公費負担の妥当性、受益の範
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囲の公平性、手段の効率性、事業の有効性と、項目いろいろありますけれども、７つ

の視点から点数づけをいたしまして、担当課がまず第１次の評価を行うこととしてい

ます。その１次評価を踏まえて総合計画ですとか、行政改革の推進計画、財政課の健

全計画、そういったものとの整合性を見ながら、さらに５項目にわたって企画課、財

政課の職員で２次評価などを行って評点化するというものでございます。その中で継

続するか見直しをするか、また民間委託等ということの判断ですとか、やめる、延期

をする、廃止をするというようなところに結びつけていけるような、そんな方向性を

出したり、優先度を検討していくということを考えての作業でございます。それらを

踏まえて、総合計画や予算編成などに反映をさせているところでございます。ただ、

課題点もご存じのとおりございます。１つには、その評価の客観性の確保というとこ

ろが挙げられるのではないかと。先ほど申しましたとおり、担当課で１次評価を行い

ます。自分たちの仕事でもありますので、私どもの印象ではやはりその評価というの

はやや甘い認識という判断に陥りやすくなっているのではないかなと、そういう反省

点、課題点がございます。もう一つは、評価することそのものが目的ではございませ

ん。けれども、やはり評価するという作業を行いますと、仕事としてはふえる傾向に

ございます。そういった中で事務量を軽減をすると、そういう手法改善というものも

考えていかなければならないのではないかと思います。また、今言った目的のところ

でありますけれども、通常ふだんからこのことを意識をして計画をする、実施をする、

また評価をして見直しをして次につなげていくと、そのことをしっかりと評価と連動

させて意識づけができているかというと、まだまだであるというようなところであり

ます。４番目、そういったようなことから、その次の政策へ結びつけていくステップ

アップというところまではまだまだ至っていないと。今回の評価をやって次の新しい

施策、政策、事業というものが出てくるということが本来の目的ではないかと、そう

いう課題点などもございます。こういったところをしっかり整理をして、さらにその

評価の手法のやり方というものの構築と定着に努めてまいりたいと、そのように思っ

てございます。 

 地域担当職員制度についても触れられておりましたので、私の思うところを少し話

させていただきたいと思います。地域担当職員制度は、４８自治会に昨年の２月から

職員を配置をしているところであります。私が思いますには、まず１つには地域の方

々を知る、そしてその地域の特色を知る、そして自分自身も知っていただく、そして

自分の仕事の内容をそういった触れ合った交流する方々に伝えていくということがま

ず目の前の目標ではないかと、そのように思ってございます。まだまだ十分なところ

には達しておりません。最終的な目標は、町が考えたいろいろな政策、施策、そうい

ったものをこの地域担当者が地域の中で上手に町民の皆さんにＰＲなり、考え方を説

明できるということは理想でありますけれども、それよりもまず先ほど言ったような

足元のところをしっかりとできて初めて次の段階にいけるのではないかと、そのよう

にも思うわけであります。また、課題としましては、私どもが意図としている部分と

地域の方々が受けとめている意識と、そこにまだ十分なものではなくてずれがあると。

先ほど前出の議員のお話のところと関係する部分もあろうか思いますけれども、そう

いうような中でそのあたりの考え方というものを共通認識を持っていかなければなら
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ないなと、そのように考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

   また、トマップ川公園についてのトイレの関係についてございました。過去の具体

的な日限については十分調べておりませんけれども、別な方の一般質問の中でトマッ

プ川公園におけるトイレの必要性ということでご質問をいただいた経過にもございま

した。そのときの私の答弁は、相当な金額をかけた数千万円するようなトイレという

ようなことを考えると、今のところ設置する考え方はないと。神社前の下水道のマン

ホールポンプ所のトイレの利用で何とか対応いただけないだろうかというようなご答

弁をさせていただいた経過がございます。ただ、確かに距離の表示などもさせていた

だいておりますけれども、遠いということでご不便をかけているということについて

は認識をしてございます。右岸地域については、供用開始になってございます。左岸

地域についても平成２１年度の整備でほぼ完了というような形になります。両岸の利

用状況等を総合的に判断したときには、トイレの設置というものも必要ではないかと。

その中で過去、これは別な形での議員協議会でございましたけれども、その折に副町

長がそういうバイオトイレの設置ということについても検討しているということでお

話をさせていただきました。実は、過去においてもバイオトイレを検討したことがご

ざいました。ただ、そのとき私どもが説明を受けたバイオトイレについては、冬期間

の問題でありますとか、電気の配線等の問題などもあってなかなかうまく機能しない

のではないかというようなことで断念した経過にもございます。ただ、今の時代には

大分そういった改善点もあるというやにも聞いてございます。そのようなことから、

バイオトイレの設置等、十分設置をした場合に利用されるのか、機能するのかという

ようなことを考えまして、試行的にまず置くということも必要ではないかと、こんな

ことを考えて平成２１年度取り組んでみたいと、そのように考えてございます。 

   生ごみの分別についてでありますけれども、今いろいろな形で進めてご理解を賜る

ように努力をしてございますけれども、まだまだ十分な理解といいましょうか、住民

の方からの率先したご理解のところには至っていないということでありますので、何

とか町を挙げてそういう機運が盛り上がるような、そういう運動なども片方で起こし

ながら取り組みを行っていきたいと思います。過去にもバイオマス構想のことについ

てご指摘をいただいた関係もございます。私どもも今回の生ごみを処理するに当たっ

て、例えばＪＡグループとの提携ということについても考えなかったわけではござい

ませんけれども、近隣市町村との相互利用などというような観点からのお話もありま

したので、そういう方式を前提としながら取り組めないかというようなことで今回の

ようなご提案の向きになってございます。まだまだ実際に最終決定をしたということ

ではありませんので、この試行の中でいろいろな課題点も見つかってこようと思いま

す。そういうものを整理しながら、何とか地球規模の環境なども考えた取り組みとし

てできるように努力をしてまいりたいと、そのように思います。 

   また、執行方針、予算提案説明というふうにいろんな言い方はありますけれども、

私とすれば今回提案させていただいた町政執行方針と書かれたものについて、前段に

ついては私の基本的な執行に対する考え方というところで書かせていただいておりま

すし、また単にそれだけで終わるのではなくて、事務事業の内容等についても予算と

の関係もありますので、さらに詳細にという思いを持って説明書きを加えさせていた
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だいております。さらに、それに対する決意ということで結びとさせていただいてい

ることでありますし、企業の支援等についても、それは私の町政執行の部分について

も書かせていただいているものと、私は私なりに意識をして書かせていただいたつも

りでおります。ただ、ほかの部分でもご指摘があったように、筆足らずの部分があっ

たのかなと、そういう思いも抱いているところでありますけれども、十分気持ちの中

には持ち得ていたということで何とぞご理解を賜りたいと思います。 

   また、２番目の質問の部分で私からご答弁を申し上げる部分が少しあろうかと思い

ますので、先に説明をさせていただきたいと思います。１点については、統合の問題

でございます。昨日のご質問の中でも類するご質問がございましたとおり、女満別地

区の小学校の状況を見ますと、湖南小学校でありますとか、大東小学校、本郷小学校

が昭和３９年に女満別小に統合になってございます。また、昭和４２年には朝日小学

校、昭和５１年に日進、平成８年に開陽小学校、平成１４年に大成小学校ということ

で順次女満別小学校に統合となっている経過がございます。現在地域においては、女

満別小学校と豊住小学校の２校ということでございます。総合計画の中でも学校の適

正規模について検討を行うというようなことから、この間地区の自治会長さんであり

ますとか、歴代のＰＴＡ会長、保護者の方ということで３回懇談会を開催させていた

だいております。その中では、現在の豊住小学校における教育のすばらしいところ、

さらには課題となっているところなどが提起されておりまして、それは私どもも承知

するところと重なる部分があるのかなと、そのような認識になってございます。過去

にも豊住中学校が統合した際にも小学校はどうなのだというような話、話題もあった

かと思いますし、昭和４３年に豊住小中学校が火災に遭ったときにも統合という論議

があったやにも聞いております。今回女満別小学校の改築という事例といいましょう

か、事柄とあわせてそういうことについて議論をするきっかけではないかと、私はそ

のように思っておりますことから、このような形で地域の方々の意見も聞いていると

ころであります。そういった方の意見も十分に聞いた中で判断をさせていただきたい、

そのように思ってございます。 

   また、女満別小学校の改築場所に伴う国有地の関係についてもたびたびお尋ねがご

ざいますが、現在約３６万円ほど年間使用料を払って使わせていただいているという

ことであります。過去に私、１３日にもたまたま突然北見財務局出張所の所長がお見

えになりましたので、そのときも話題にしましたけれども、それを除いても過去２回

財務局出張所の所長さんとお話をさせていただいております。１回目は、１６年の１

１月でございました。このときには、まだ女満別町長時代で、具体的なまだ女満別小

学校の改築ということではありませんでしたけれども、その底地が国有地であるとい

うことを承知しておりましたので、国の方針としてこれは地元に買い取ってくれとい

うような話はあるのかどうかというようなことを聞いたことがございますが、そのと

きには国としてそういう方針を一律に持っているということではないというようなこ

とで、そのときには過去に算定をした中では数千万円というような金額も出たという

ようなお話をさせていただきました折に、所長のほうからそれでは市町村の財政など

考えて、すぐということではもちろん無理ではないかと、今のまま使用料を払いなが

らお使いいただくということがよろしいのではないのかと、それは個人的な見解であ
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ったかもしれませんけれども、そのような懇談をさせていただいたことがございまし

た。また、これはもう少し具体的な形でありますけれども、平成２０年の５月にその

後の次の所長さんとお話をさせていただきました。このときには、私から無償でその

部分お譲りいただくわけにはいかないかと言いますと、にこやかに笑われて、それは

なかなか難しいですと、そのようにお答えになられておりました。では、例えば町の

中に町有地がありますけれども、そういうものと等価交換というようなことについて

の可能性はどうかということについてもお聞きをいたしました。可能性として全くな

いわけではないということでありましたけれども、そのときには国としてもその交換

が必要だという積極的な考え方を持たなくてはならないと、一方的に甲乙いる中の一

方だけの要望ということでそのことがなし得るものではないと、そういうことからい

えば国側が必要となるべき理由というものを考えなければならないので、今すぐは無

理だというようなことをお話をいただきました。また、このときにもあわせて賃借の

関係についてお話に最終的にはなりましたけれども、とりあえず現況の使用料の中で

新築、改築などを考えてはいかがかというようなお話になりました。決してこの時点

で完全にあきらめたわけではありませんけれども、片方でそのことが解決しなければ

全く進まないということではないのだなと私自身は考えまして、一方で改築等々に係

るいろいろな調査設計などをさせていただくのとあわせて、今後も今言った無償譲渡

でありますとか、交換でありますとか、そういうような手法での理由づけというもの

がないのかということは一方で考えながら対応させていただいているつもりでおりま

すので、この点についてもご理解を賜りたいと思います。 

 私からのご答弁が少し長くなりましたが、１回目この内容で終わらせていただきた

いと思います。 

 

◇議  長 合田教育委員長。 

 

◇教育委員会委員長 大空町の教育行政の推進に当たりましては、日ごろから議員各位に

ご指導いただいておりますことに対しましてお礼を申し上げます。 

   女満別小学校の改築につきましては、町長の町政執行方針において平成２１年度改

築に着手し、平成２２年度中の完成を目指し、その後の屋体の建設、旧校舎の解体、

グラウンド等の外構整備を年次計画で実施する予定との説明がございました。教育委

員会といたしましては、女満別小学校の改築に係る意見を聞く会でまとめた光、夢、

友愛あふれる学校のコンセプトに基づき、環境に優しく、健康に留意した建設を目指

して各課の連携を図りながら年次計画どおりに工事が進行するよう努めてまいる所存

でございます。 

   本年度小学校６学年と中学校３学年を対象に実施しました全国学力・学習状況調査

について、北海道は昨年同様４４位以下と低い結果となっております。大空町の実態

としては、小学校では国語Ｂ問題、応用でやや全道より劣るものの国語のＡ問題、基

礎や算数のＡ、Ｂ問題では全道平均と同レベルとなっております。中学校では、国語

のＡ問題、基礎、Ｂ問題、応用とも全道平均をやや上回る結果となっていますが、数

学においてＡ問題、基礎がやや低いのに対してＢ問題、応用はかなり低い結果となっ
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ております。これらの結果を受けて、各学校では改善プランを策定して取り組んでい

るところでございます。町としては、全学年の学力の定着状況を把握し、授業改善に

生かせるために新年度から全国標準学力調査を全小中学校の全学年で実施することと

しております。 

   本年度から小学校５学年と中学校２学年に実施されました全国体力・運動能力調査

につきましては、北海道は学力調査と同様に低い結果が出ており、大空町につきまし

ては新年度になりましてから急の実施要請であったことから、１校のみの実施となっ

ております。平成２１年度につきましては、用具等も取りそろえて全小中学校で実施

する予定であります。 

   そのほか、学校図書の充実につきましては、蔵書数では国の基準冊数を超えるとこ

ろまで整備されてきておりますが、さらなる充実を目指します。 

   また、地域文化の継承につきましては、議員からご指摘を受けておりますが、今後

は平成２１年度からスタートする大空町教育推進計画に沿って具体的な取り組みを計

画的に推進することとしております。 

   足りないお答えについては、教育長から答弁いたさせますので、よろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 ただいま委員長のほうから総括的なご答弁を申し上げさせていただきました。

私のほうからは、議員のほうから先ほど質問された中身について具体的にご答弁を申

し上げたいと、このように存じます。 

   女満別小学校の改築に当たってのコンセプトということでございますが、ただいま

委員長のほうからも申し上げましたように、女満別小学校改築に係る意見を聞く会で

その基本理念やコンセプトを定めたという経緯がございます。光と夢と友愛あふれる

学校ということでございます。光につきましては、光あふれる学校で豊かな心と健や

かな体をはぐくむと。夢につきましては、楽しく学び、遊べる学校で夢や希望に向か

っていく力や意欲をはぐくむと。友愛につきましては、人々が触れ合う学校で友愛や

愛校心、愛郷心をはぐくむと。このように大きく３つの側面からコンセプト、理念を

定めて、それに基づいて意見を聞く会、さらにその後の女満別小学校改築検討委員会

等でこれらのコンセプトに沿った具体的な改築の協議を進めてきたところでございま

す。その中で、議員のほうから生涯学習施設としての機能を有する学校ということに

ついて特にご指摘がございました。このことについては、協議会の中でも、合同常任

委員会の中でも何回かご説明を申し上げさせていただいたわけでありますが、その基

本的な考え方といたしまして、女満別小学校は地域によって育てられ、地域とともに

育ってきた学校であり、現在も屋体の一部を地域に開放してございます。新しい学校

では、屋体のほか図書室、音楽室、調理室、コンピューター室といった社会教育の場

としても提供が可能となるような施設設計をしてございます。このことによって生涯

学習施設としての機能を有する学校という、それらのことに対応していけるのではな

いかなと考えているところでございます。その開放のあり方等については、これから
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また時間をとりながら十分に検討してよりよい開放のでき方というものについて詰め

てまいりたいと、このように思ってございます。 

 ２点目の環境に優しい、健康に留意したということでグラウンドの緑化についてご

質問がございましたので、お答えをしたいと思います。女満別小学校の改築の平面図

の中で、正面玄関を背にしますと左手のほうに校庭というスペースを大きく割いてご

ざいます。そこは、芝生化をして遊具を設置するということで、約１，５００平米ほ

どの土地をそういう形で考えているところでございます。グラウンドにつきましては、

多様なスポーツ、運動等を展開できるようにということで考えてございます。しかし、

議員がご指摘ありましたグラウンドそのものも芝生化できないかということにつきま

しては、今後学校のほうとも協議を重ねてまいりたいというふうに思ってございます。 

   それから、全国学力テストの関係、体力テストの関係ですが、大空町としての指針

ということでいかなるものを立てているのかということでございますが、先ほど委員

長のほうからもご答弁申し上げましたように、テストが終わってから各学校では各学

校の実態について詳細に分析をして、それぞれの学校ごとに自分の学校の実態に即し

た学校改善プログラムというものを作成して教育委員会のほうに提出をいただいてお

ります。それらをあわせて、教育委員会としての今後学力の向上に対する大きな方針

として４つのことを立ててございます。１つは、学習の学び直しの機会を設定してい

くということ。２つ目は、授業の工夫改善に一層努めると。そのことは、とりもなお

さず先生方の授業力の向上ということを指すことにもなります。３つ目といたしまし

ては、家庭学習の奨励ということで学校で学習したことと家庭における学習との連結

をつけながら、子供たちの学習活動が学校とうちで予習、復習も含めて連結していく、

つながっていくと、そこが非常に大切になってくるだろうということでございます。

４点目は、昨日の議員さんの体力テストの問題についてもお答えを申し上げましたが、

基本的な生活習慣の確立と生活リズムづくりと、これが体力にも学力にも非常に相関

しているということが全国的にも、あるいは全道的にも傾向として出ているというこ

とでございまして、大空町においてもそのテストの分析結果によってそういうことが

明確になりましたので、この４点を大きな町の方針として取り組んでまいりたいと、

このように思っているところでございます。 

 続いて、学校図書の充実ということでございますが、先ほど委員長の答弁の中では

蔵書冊数としては国の基準を超えた形で大空町の場合は蔵書をしているということを

申し上げさせていただきました。そこで、冊数は超えているけれども、先ほどの議員

の質問にありましたように、文科省からの図書を買うために交付されているお金との

かかわりはどうなのだというご質問でございますが、平成１９年度から文科省のほう

から学校図書の充実ということで上乗せの措置がなされております。平成２０年度の

予算におきましては、交付税として３０３万円、その中で学校図書費として充当いた

しました額が１６４万円でございます。充当率が５４．０％でございます。先年でし

たか、一昨年でしたか、坂本議員さんの質問の中でもこれらについてご答弁がありま

して、国のほうでも学校図書の配分の率が平成１８年までと変わりまして、それまで

は大空町は９０％以上のいただいたお金を使って図書を買うところは充足していたの

ですが、その額の上乗せが十分になされていないということで、ただいま申し上げた
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ような５４．６％の交付税を使っての図書の充実率ということでございます。 

   それから次に、地域文化の継承と対策にかかわりまして戦争遺産のことについてご

指摘がございました。この問題につきましては、議員の質問の中にもございましたよ

うに、これまでも何度となく議員のほうからご指導をいただきまして、元町遺跡の復

元につきましては修復が終わって今もとの場所に修復された形で建っているというこ

とでございまして、これにつきましてもご指導いただきましたことにお礼を申し上げ

たいと、このように存じます。 

   それから、戦争の遺跡に関しましては、特に私もかつて議員の質問に答弁したいの

で、記憶しているのですが、掩体ごうのことについてですが、飛行場を有している女

満別町のこの歴史遺産、そしてそれは当然とりもなおさず戦争との関係の中で掩体ご

うや防空ごう等についてはあったわけですが、それらを平和的な資料としてこの町の

中でやっぱり残していく、そういう活動が必要であるというようなことでご答弁をし

ていたところでありますが、まだ十分な取り組みには至っておりません。この後地権

者の方と協議を進めさせていただきながら、よりよい形での残し方について、看板を

立てる等、協議を深めさせていただきたいと、このように思っているところでござい

ます。 

   かかわりまして、開拓資料、郷土資料等のことについてでありますが、開拓資料に

つきましては前回のときもご答弁申し上げました。女満別地区の郷土資料室と東藻琴

のふるさと資料室に保管されている資料の台帳整備が完了しまして、現在山園ふるさ

とセンターに保管されている資料の整理について一部を残して整理が終わっていると

ころでございます。それから、もう一つ、まだ展示をしていないものが幾つかござい

ますが、それらについて今後未整理の資料の展示についても取り組んでまいりたいと

いうように考えてございます。それから、新しい試みとして、町民の方に大空町にど

んな遺跡やどんな古木等があるのかと、そういうことがわかっていただけるように、

大空町全地図の中に古木、遺跡等の場所、そういうものを記入して、例えばそれらを

マップ方式にしておいて、この町に来られた方々が手にしながらそれらをたどってい

くことによって町のことについて知っていただくと、そういう意味では観光的な面の

要素も持たせながら作成していくことができるなと、このように考えておりますので、

これについても取りかかってまいりたいと、このように思ってございます。 

   それから、最後ですが、先ほど湖底の遺跡についてご質問をいただきました。トマ

ップ川沖湖底遺跡という名称で北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地カードの中に登

載をされているものでございます。指定されましたのは、昭和５７年の７月でござい

まして、場所的には女満別川の河口から北西に１キロメートル、湖岸から２２０メー

トルの沖合で、周囲４０キロメートルの広さの湖の中から発見されたと。その中から

発見された土器などによりますと、絶対年代で７，０００年くらい前の古いそういう

ものが発見されたということで、これは議員がご指摘になりましたように非常に価値

の高いものなのだろうなと、このように思ってございます。これについてもこの後詳

しく資料等についてまた当たってまいりたいと、このように思っているところでござ

います。 

 もう一つ、シックハウスのことについて質問がありましたので、ご答弁を申し上げ
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たいと思います。私もテレビのニュースで見ましたし、紋別市の教育長からも聞いた

ことがあるのですが、紋別市で小向小学校を建設したけれども、シックハウスの関係

で１年間使用できなかったということがございまして、ちょうど１年かかって昨年の

４月から使用ができるようになったということでございます。そこで、これについて

は非常に慎重に使う建材等、それから特に揮発性の有機化合物を使っていく場合の指

針値に適合しているかどうかということのチェックを厳重にしていかなければいけな

いと。あるいは、いろいろなものを設置したときの室内の空気中の化学物質濃度を検

査、何回か建ててからやるそうです。それらについても十分に検査等をしながら、化

学物質の発生のない、もしくは発生の少ない建材等の選定ということについて十分留

意をしてまいりたいと、このように思ってございます。実は、一昨年、平成１９年、

旭川市の陵雲小学校というところ、新しくなった学校施設を見せていただいたことが

あるのですが、そこで新しく取り入れた建材や家具等は数値上問題ないのだけれども、

古い校舎から持ってきた本箱等にちょっと水準値を超えるものがあって、それらも新

しい校舎に物を移した段階で検査をした結果そういうことがわかって使用を取りやめ

たというようなこともその新設校を訪問した折に校長のほうから指導を受けました。

そんなことにも十分留意しながら、この後学校の建設、あるいは学校の教室等に搬入

する備品等についても留意をしてまいりたいと、このように存じます。 

   以上申し上げまして、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 大変件数の多い質問をしておりますので、答弁側としてはコンパクトによく

説明をしていただいたと、これにまず最初に感謝を申し上げたいと思うわけでありま

すけれども、ただ執行方針につきまして私が申し上げたい細かいことはいろいろある

わけでありますけれども、事務事業評価については既に町長の答弁にありますように

客観性が十分担保されているとは思えないというようなみずからの分析もありますよ

うに、第三者評価というものをきちっと入れて住民も参加させた形での事務事業評価

制度の確立を図るべきだと、私は実はこう思っておりますし、地域担当職員制度につ

きましてはどちらかといえば町長のお言葉にニュアンスとして感じられるように、職

員の言うならば意識改革に力点を置いて私などは実は受けとめておりまして、前にも

この問題について一度指摘をさせていただいたわけでありますけれども、自治会のお

助けマンになっていきますと、自治会の主体性確立その他に大きな問題が、依存が発

生すると、そうすると自治の能力の低下につながりますし、果たしていいのかという

問題点を抱え込みながら、にもかかわらず職員の皆さんが地域の中に散らばってそれ

ぞれ対応されることによって職員として地域と密接にかかわるということを通じて意

識改革をされるということは、私はいいことだというふうには思って評価はしたいと

思います。ただ、本業の仕事がおろそかにならないようにしていただきたいのです。

それぞれの職員の皆さんは、自分の自治会もあるのです。自分の本来の業務も持って

いるのです。自分の自治会の仕事もおつき合いをしながら、他の自治会の担当職員を

やるということをずっと続けると、そごが生じてこないのかなという心配がございま
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すので、その点についても改めてもう一度ご意見をいただきたいなと、ご答弁をいた

だきたいなと思います。 

   それと、バイオトイレの都市公園の件については、検討したいというふうに積極答

弁があったというふうに解釈をさせていただいて、十分検討されたいということを申

し上げたいと思っております。 

   さらに、生ごみのバイオマス構想との関連の中で私申し上げたのですが、そのこと

とはまた別にとにかく今の試行をやらせていただきたいと、その中からいろいろ検討

することが出てくるだろうということですので、私としては指摘にとどめて、ひとつ

今後の課題としてお考えいただきたいということを申し上げておきたいと思っており

ます。 

 もう一つ、一番言いたいことは、まとめて言ってしまっていて一問一答になってい

ないと後からおしかり受けるかもしれませんが、一番執行方針について言いたいこと

は、要するに個人情報保護には留意しつつ、開かれた行政として積極的な情報公開を

推進しなければ住民との信頼を持った情報共有は行われないのです。こういう言い方

が正しいかどうかは別として、別なテーマである本を見ると、表題が格好だなと思っ

たから、申し上げるのですが、前のアメリカのゴア副大統領が、たしか間違っていな

かったら、こういう表題だったと思うのです。「不都合な真実」、そんなようなこと

だったと思うのです。行政が抱えているいろんな、先ほど同僚議員からも情報公開の

積極公開について申し上げたときに、いろんなことがあるでしょうというニュアンス

の問いがあったように私は聞いておりましたけれども、町長からは思い切った答弁が

出てきたのかどうかということについては評価の分かれるところだなと思ってござい

ます。したがいまして、この機会に住民の皆さんと情報を共有すべき、開示すべき情

報があるのかないのかもう一度お答えをいただきたいということを申し上げておきた

いと思います。もう一度ご答弁お願いします。 

   ２回目、一問一答をまとめて言ってしまいました。この執行方針については、それ

ぞれお答えをいただいてから１つずつまたやらせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 まず、行政評価における第三者機関の設置ということであります。これにつ

いては、当然考えていないわけではございませんで、先ほど言ったように、客観性を

保つというようなことから考えますと、こういうやり方というのも必要ではないかな

と、そのように思っております。町民の方々の参画の理想というのは、主体的に参加

していただくということでありますので、それが最終目標ではあるのですけれども、

段階的にいろいろなことをしていかなければそこのところまで到達しないのではない

かと。目標として、第三者評価ということを行ってみたいというふうに思っています。

ただ、正直言ってまだ私自身どういう方策といいましょうか、形があるのかというの

を十分承知していない部分もあります。先進地といいましょうか、早くから取り組ん

でいるところについてはこのような方策も取り入れているというふうに聞いておりま

すので、その事例なども調査をさせていただきたいと思いますし、その中でどういう



- 65 -

形ということでまたご提案をさせていただいてそういう形づくりということについて

進めていきたいと思っております。 

 また、地域担当者、これはいろんな側面がございまして、議員が言われました職員

の意識改革というようなことも当然いろいろな効果の中では考えてのものでございま

す。町民の方の視線、そういうものを大切しなければならないと、そういう言い方も

いろんなところでさせていただいておりますので、その目線に立つためには一緒にそ

の地域の中に、自分の住んでいる地域だけではなくて、飛び込んでいくということが

必要ではないかと。ただ、この制度を行ったときに議員のみならず町民の方からも言

われましたのは、おいおい、おれらはしっかりと仕事やってもらうということが大前

提なのだぞというような言われ方もいたしました。本業がおろそかになる、また自分

たちの自治会の活動がおろそかになるというようなことではまた本末転倒だなと思い

ます。そのようなことから、私は１人１地域当てているということではなくて、複数

人数を配置させていただいております。その中でチームとしてその対応に当たるべき

ではないかというような形にして、決してだれか１人のところに極端なしわ寄せが行

くようなことのないように配慮しているところではあります。もっと配慮しなければ

ならないのが、その地域の単に雑用係ということになるのでは困りますし、地域の主

体性を損なうようなことになっては最も本末転倒だというふうに思いますので、なか

なか難しいことではありますけれども、地域の方たちが主体的に考えたことを側面か

らまた後押しをするというようなことに徹していかなければならないものだと、その

ように思っております。十分そのあたりもこれから、班長会議なども行っております

ので、そういう機会を通じて伝えていきたいと思います。 

   バイオトイレにつきましては、完全設置ということではないということはご理解を

いただきたいと思います。ことしについては、試験的に設置をさせていただいて、そ

の利用などを把握した中でその後本格的な実施に移すかどうかということの判断をさ

せていただきたいということでおりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 また、ごみの部分については、現在まだ試行と。今時点でもいろいろお願いはして

います。ですけれども、本格的な試行として一区切りとして６月からということであ

ります。今までも既にいろいろな課題点などについて町民の方からお寄せいただいて

いる課題がございます。そういったものを一つ一つ対処していかなければ、本格的な

実施にはならないと。先ほど言いました単に分別の精度の高さということだけではな

くて、物理的なものでありますとか、それから意識なものだとか、そういうものもあ

わせて取り組んでいかなければならないと。そういう中で例えば将来この堆肥ができ

上がったときの活用ですとか、そういうものも一方では考えていった中で、単にごみ

処理ということではない考え方を持たなければ、町民の方の理解もいただけないので

はないかなと、そのように思っておりますので、そういう取り組みもあわせて行って

いきたいと思います。 

   情報の公開というようなことで、それがなければ信頼というものはつくることはで

きないのだよということであります。私どもとして伝えなければならないこと、また

町民が知りたいこと、町民は知る権利を持っていると、私はそのように思いますので、

そういう意味においては個人情報というのは一つの制約がかかる部分がありますけれ
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ども、それ以外の部分についてはいろいろなところで私どもは情報についてつまびら

かにさせていただいているつもりでございます。また、具体的な部分でまたあれば、

いろいろご指摘などもいただきたいなと、そのようにも思います。私が役場に入りま

したのは、昭和５３年でありましたけれども、そのころの行政の事務の進め方と現在

とでは大きくさま変わりがしているような気がいたします。先ほど前出の議員の方が

ご質問の中でもご答弁させていただいた中で使わせていただきましたけれども、決ま

ったことといいましょうか、そのことだけを情報発信するという時代からさまざまな

視点からお考えをいただくための情報発信というような部分にも現在至っているので

はないかというふうに思います。そういう中においては、町民に関してあらゆる情報

を提供していく、お知らせをしていくというようなことについては今後も努力をして

まいりたいと、そのように思うところであります。 

 

◇議  長 本日の会議時間は議事の都合によってあらかじめ延長します。 

   小島議員の一般質問中ですが、ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後４時２９分 

再開 午後４時３９分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   小島議員の一般質問を続けます。 

   １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 町長からは、るるご答弁をいただきました。私は、前ふりの中で申し上げた

ことをもう一度申し上げて町長のご答弁をもう一度いただきたいと思っております。

というのは、ゲートボールセンターの評価、吹きつけアスベスト調査についてのこと

でありますけれども、このことについてはまだ調査結果が出ないうちから私は評価を

させていただいたのです。閉館をすると、町民の健康に大きな影響を与える可能性が

あるという判断をいち早くされたということを評価をしつつ苦言を呈させていただい

たと。中身として申し上げると、いろんなやりとりが過去にもございました、各委員

会、常任委員会活動の中で。結局ゲートボールセンターは、私は平成３年から議員を

やらせていただいております、途中１回中抜きはありますが。それはともかくとして、

平成７年に実はゲートボールセンターはアスベスト問題における、当時のお金で１億

円相当だったと思うのですが、改修工事を行ったのです。ですから、問題の本質は、

アスベストを除去する工事を行ったにもかかわらず、後から出てきた問題という現象

面、これ一番大事なことですが、そのこともそうでありますが、現実に調査に当たっ

て、先ほど申し上げたように、建設当初における設計図書しか現実にはなかったと。

石川組さんだったと思うのです。昭和４９年ですか。その後、きょうも企業の倒産の

お話がありましたけれども、正式な自己破産であったかどうかは別として、整理され

たということに伴って実質的には別な企業がその後を引き継いだというふうに聞いて

いるわけです。 
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 したがって、私何が言いたいかというと、設計図書にはアスベストを使用している

という図書はなかったということに力点を置いて、調査の結果としてはなかったとい

うふうに言わざるを得なかったのです。しかし、ということは、文書の保管の問題も

実はあるだろうという指摘も別な機会に申し上げました。その後における修繕工事に

おいて、もしかするとそういう断熱工事等を行ったのではないかということも申し上

げてまいりました。その結果として、私の知る限り、昭和５２年に暖房関係における

管工事があったということは事務方からお聞きしているところなのです。ただしかし、

それも契約書しかなくて、断熱工事にわたるものであるかないのか否かについてはつ

まびらかになっておりません。それは、建設課関連の文書管理上の問題でありますけ

れども、もっと言うと、教育委員会側におけるそうした小破修繕も含めて別な機会に

申し上げましたけれども、公共施設における履歴管理が文書管理上もできていないと

いうことが問題になっているのではないかという指摘をさせていただいた経緯があり

ます。したがって、この辺の問題をめぐってはこれからも起きる、正直言わせてもら

って。平成７年は、露出しているところを中心にやったのです。明らかに黙視できる

アスベストの除去工事をやったのです。今回は、緊急対策に伴って暖房関連工事をや

ろうとしたときに目視によって、遮へい物をあけてみると見つけたと、キャットウオ

ークを。もっとはっきり言うと、壁面はないのかと。また起きる可能性があるのです。

この機会にきちっと目視調査をしたほうがいいよという同僚議員の別な機会による指

摘も、これは私も前から言っていることなのですが、確認がもう一回されました。そ

ればかりでなくて、文書管理上におけるきちっとした整理をやっていただきたいと私

は考えているのです。ここに大空町の文書管理規程があります。これは、平成１８年

からといっても、その以前は女満別、東藻琴双方における文書管理の規程を総合的に

ここにつくり上げたものだと思うのです。各課において、名称は文書管理主任、こう

いう者を必ず置くことに第５条でなっておりますが、管理規程によると。そのように

行っておられるのでしょうか。もしされているとすれば、過去にもさかのぼって、こ

れからも大事ですが、そういうことの整理整頓をきちっとやっていただきたいものだ

と、このように思うわけであります。 

   何が言いたいかというと、結局住民に触れるところの場所でいろんな問題が発生し

やすく、何回も何回も同じことが繰り返されるようであれば、行政は一体何やってい

るのだと、議会もまた何をチェックし、提言を申し上げているのだと、議会は何をや

っているのだと、こういう私どもも批判を受けなければならない立場にあるわけであ

りますから、この機会に先ほどの情報に関しては積極的に公開を促進し、推進しなが

ら住民との本当の意味での情報共有を図るための裏づけとしてしっかりやっていただ

きたいということを答弁をいただきたいと、このように思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 冒頭に言われました信頼関係の構築、そこにはいろいろな要素があるという

中で、今回は情報公開をして、その中で信頼関係を構築することが大切だと一つの例

をもってお示しをいただいたと、そのように思います。 
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 文書管理の関係でありますけれども、現在主任という形で発令などはしておりませ

ん。総務課の課長を中心としながら、その管理体制に当たらせているのが現況でござ

います。このことについては、文書管理規程の趣旨をしっかりとわきまえながら今後

発令していくようにしたいと思ってございます。 

   また、文書というようなことで今言われましたけれども、今ご指摘いただいた部分

は図書であったり、そのほかのもろもろの行政内部に介在する情報図書等々というよ

うなものも当然含まれるのではないかと思います。そういったものの管理状況、この

機会に改めて調べましたところ、そういった文書等についても庁舎内の耐火金庫のほ

か、総合支所、そのほかのところにもいろいろな建物等のほかのところで文書保管を

行っているところが見受けられます。これは、時代がかわって職員がかわっていく中

で統一がとれていないということは大変危険を伴うものだというふうに思いますので、

これについてはご指摘をいただいたこの機会にまずは統一をするということで考えた

いと、そのように思います。今までいろいろなご指摘を受けて、そしてその改善に当

たっていた部分もありますけれども、まだまだ不十分だというようなご指摘かと思い

ます。今回の部分については、その文書、図書等々、そういったものを含めて１カ所

に集めるということはもちろんでありますけれども、今行われている保存の方法が適

切かどうかというところの視点ももう一度見直して仕組みというものも適切だったの

かどうかということで考え直してみたいと、そのようにも思いますし、保存の仕方と

いうものも今の時代はいろいろな方法が出てきてございます。今までは、紙状態で文

書という形で冊子として保存するような形が常でありましたけれども、これについて

も本当にそれだけでいいのかというようなところに視点を置いて改善をしなければな

らないなというふうに思います。また、そこにかかわるのは当然私どもであり、また

職員でありますので、そういうものの意識というものも改善をしていかなければなら

ない。何か１つだけ行えばいいという今回のものではなくて、いろいろな視点を持っ

て改善を図らなければならないと、そのように考えてございます。国においても過去

にいろいろな課題などが発生した折、例えばＢＳＥの問題であるとか、耐震の関係の

いろいろな偽装の関係でありますとか、それを契機にもう一度足元を振り返ってどう

いう形がいいのかという形で、そのことだけではなくていろいろな観点から改善策が

とられていたような事例もございます。今回のことを一助にいたしまして、もう一度

文書管理のあり方ということについて十分考えさせていただいて対応させていただき

たいと、そのように思ってございます。 

   また、アスベストの調査等については、従来の調査が十分機能していないというこ

とで反省をしてございます。当然今回についてはいろいろなところをめくり上げての

目視でありますとか、さらには部分的に作工しての確認ですとか、そういうこともや

らせていただきたいと、そのようにも考えてございます。もしこれが具体的に判明を

してアスベストであるということになりますときには、手だてを打たなければなりま

せん。また、その工法なども今考えられるものは、当然除去してしまうというような

手法もあるようでありますし、私具体的に技術的に余り詳しくありませんけれども、

囲い込みですとか、密閉というのでしょうか、何かそういうような工法もあるという

ようなことがあります。場所によってどういうような工法で可能なのかとか、必要な
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要件が満たされるのかというようなことも考えながら、そういったことになりました

ときにはまたご相談をさせていただきたい、そのように思ってございます。今回のこ

とでもって、このことだけではなくて、事務全体をしっかりと見直す契機にしたいと

思います。先ほど言われました履歴の関係、過去にも財産台帳で管理をしているとい

う部分がありましたけれども、財産台帳にそれだけの情報量が掲載されていないとい

う課題もあるのだというふうに思っておりますので、あの部分だけでいいかどうかと

いうようなことを含めてご検討させていただきたいと思いますので、今後ともご指導

ください。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 今お尋ねしたら、明快な答えが出て、ちょっと残念だと思ったのは、文書管

理の主任が発令されていないと。当然行われているかなと思ったのですが、それは残

念なので、今後はきちっと進めていただきたいということを申し上げたいと思います。

何のために大空町の文書管理規程をつくったのかというところに戻ってきますので、

仕事の進め方としてひとつ今後とも肝に銘じてお進めをいただきたいと。 

   お答えにならなくても結構ですが、答えなくてもいいのですが、私が平成１５年の

ときに古本市の実行委員長をやりまして、図書のボランティアの活動やりました。そ

の際に図書館の３階の倉庫にボランティアとして入りましたら、農政関係の公文書が

平気で置かれてありました。それを当時の副館長に相当する人に問題あるよというこ

とを指摘させていただいて、もとの農政のほうに返却をしていただいた、当時は産業

振興課かどうかよくわかりませんが、それはさておきまして、そういう事例もありま

した。ですから、気づきをする時点というのは、過去にさかのぼると何回もあったの

です。それ以上念を押して言うことは、くどくなりますので、申し上げません。これ

を機会に生まれ変わってきちっとした文書管理、事務事業の仕事の進め方等々を進め

ていただきたいということを申し上げたいと思います。 

   執行方針については、あと１つだけ、町長としては一つの見識を示したかったのだ

と思うのですけれども、文章としては非常にいいなと思って執行方針の最後のくだり

を読み上げてみたいと思います。「松尾芭蕉が俳諧の本質的理念として提起した「不

易流行」は、不変なるものも変化していくものも、その本質は対立するものではなく、

一体のものだとの考えがあります。まちづくりにおいても、変えるべきものと変えて

はいけないものの本質を見極めなければならないと存じます」、こういう締めに近い、

後ほどもっといい言葉が実はあるのですが、松尾芭蕉が言っても言わなくても、山下

町長という若い、これから大空町を担って責任を持つ町長のもっと自分の言葉が欲し

いなという感想をひとつ申し上げておきたいと思います。後段の五、六行下のところ

に「常に複数の着眼点が必要です」、これは私大賛成です。そのことについて一言だ

けお言葉をいただいて、執行方針については終わりたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 



- 70 -

◇町  長 主任の発令については、直ちに行ってまいりたいと思います。また、私思い

ますのは、今回は一般質問という形でいろいろなご指摘、チェックをいただいたと思

っておりますけれども、実際には私どもがここに至るまで気づく場面というのは、今

回のことに限らずいろいろなところであったはずなのです。それを十分自分たちのこ

ととしてとらえ切れていなかったということが一番大きな反省ではないかと。よく職

員と話をする中で、アンテナを広げてそのことが自分の仕事にどうかかわってくるか

という着眼点も必要だと言うことがありますけれども、他人のいろんな行われたこと

だとか、それを自分たちの仕事に生かしていくため、そういう情報をしっかりと自分

の中でかみ砕いて自分のことに置きかえる、そういうことも必要だなと改めて思わさ

れたところでございますので、こういうことについても職員の意識としてもまた変え

ていかなければならないと、そのように思いますので、そういう努力をまた一からさ

せていただきたいと思います。 

   不易流行は、去年の成人式にこの場で今の成人の方々、ことしではなくて去年です、

去年使わせていただいた部分でありました。私自身は、何か言葉をつくったりとか、

思いとかというのはなかなか上手に表現できないのですけれども、正直申し上げまし

て、去年の成人式のときには書かれてあることを読んで、ああ、こういう考え方があ

るのかというふうに思いましたけれども、それからふといろいろなことを考えている

ときにこの不易流行、今の時代ですので、いろんなもの変えていかなければならない

ものもあるけれども、本当は変えてはいけないものもあるのではないかなと。それは、

この前ボランティアの集いなどで話をさせていただいたときにも使いましたけれども、

人間と人間のつながりだとか、そういうものは大切にしていかなければならないと。

そういうようなことを改めて思い至ってここのところこういうところのお話ですとか、

また広報にも少し書かせていただいたことがありますけれども、そういうような気持

ちを今の時代だからこそ持ち得ていこうと。また、それが相反するものではないとい

う考え方があるのだとすれば、なおさらのことではないかと。そういうことで使わせ

ていただいたということでございますので、これについてはご理解を賜ると言ったら

変なのですけれども、そういうような意図であったということでご了解を賜りたいと

思います。 

   また、複数の着眼点、ともすれば私個人もそうでありますけれども、仕事に携わっ

ている者は１つの方向から、自分の都合のところだけからしか物事を見ない傾向に陥

ってしまうことがあります。人の言葉に目からうろこというようなところが多々あり

ますので、そういう意味では町民の皆さん、また議会の皆さん方にいろいろな立場か

らご意見をいただくということは必要なことだと、そういう思いを改めて記させてい

ただいたということでございますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 大きな２番目の教育委員会行政の進め方について入りたいと思います。 

   それぞれ町長からも一部触れられておりましたし、教育委員長からもご答弁をいた

だきました。補足として教育長からもお話もいただきました。女満別小学校の改築の
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コンセプトということにつきましては、それはご説明があったとおりでよろしかろう

とは思うのです。私が言いたかったのは、生涯学習施設機能ということ自体、言葉は

悪くはないのですけれども、決して悪いとは申し上げません。ただ、これも率直に申

し上げれば、平成１５年に山下町長が町長にお出になったときに公約されたときの公

共施設の合築の小学校建設論、私ちょうど１回目にそれを町長が街頭演説をされたと

きにたまたま後ろに並んで次の番に街頭演説をやらせていただこうというときに初め

て聞いたという記憶なのです。間違っていれば、訂正していただきたいのですが。そ

のときに合築論を聞いて、なるほどなと思った経緯がございましたし、そういうこと

から教育長が特にその趣旨を生かして何とかしたいという思いで語ってきたというこ

とも背景としては理解しているつもりです。しかし、何事においても最初言ったこと

は最後まで貫いてほしいものです。内容としては、答弁の中身としてはそういうこと

も盛り込んでありますよと、こういうことで、それは別に悪いわけではありません。

コンセプト自体は、それぞれの意見を聞く会等々から見出されたものですから、これ

自体はこれで結構だと思います。３つの光、夢、友愛あふれる学校、いいことです。

そういうことで少し言葉を大切にしていただきたいという趣旨のことも含めて、改め

てあのときの思いと今現在本会議で答弁する思いとで、教育長がいいでしょう、お考

えをいただきなと、その次に統合問題をやりたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 議員がこの言葉にずっと思いを寄せられて、背景についても今お聞かせをい

ただきまして、生涯学習施設としての機能を有するということで、ただいまの女満別

小学校はご承知のように学校の中は体育館を使おうと思っても全部の部屋に行けるよ

うな、そういうつくりになっておりました。そんなこともあって今回の改築に当たっ

ては、特に特別教室と体育館については町民の方々が利用できる、ある意味では開放

がたくさんできる特別教室等を配置したというようなことで、議員がおっしゃられて

いるようなニュアンスからいうと、町民にたくさん開放できる施設、それをもって生

涯学習したいという町民におこたえすると、そんな機能だというように今お話を聞い

ておりまして、そういう考え方でご理解をいただけるのかなというように思っている

ところでございますので、よろしくご理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 できれば教育長にお尋ねしたいのです。その議論はいいのです、お互いに。

私は、どちらかというと、学校開放と言えばいいのに、何で生涯学習施設機能という

言葉を麗々しく言うのだというやりとりは実はありましたけれども、そのことについ

てはもうきょうのことで整理されたから、結構でしょう。ただ、先ほどの答弁の中で

過日の合同委員会のときだったというふうに記憶しているのですが、きょうの答弁で

はコンピュータールームを開放するという答弁をいただいた気がするのです。このご

ろ耳が遠くなっていますので、間違ったらごめんなさいなのですが、合同委員会の席
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ではコンピュータールームは開放しないと言ったような記憶があるのですが、間違い

であれば訂正してください。 

   さらに、それに関係するから申し上げますが、後ほどの図書の充実の問題と関係す

るのですが、図書館、地域に開放される、地域の人たちに利用される図書館となりま

すと、小学校の児童図書では対応できませんよね。それもあってしかるべきだと思う

のです。母親は、読み聞かせのために小学校の図書室を利用するということがあって

いいと思います。その分はいいのです。でも、父親のほうはどう利用するのかという

ことなども、別に読み聞かせを父親がやっても構わないのですけれども、せっかく生

涯学習施設というか、そういう面を持たせようと学校開放の観点から思われるのであ

れば、この辺のあたりについては後ほどまた関係しますけれども、答弁が間違ってい

るかどうか、私の聞き間違いどうかちょっと確認させてください。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 コンピュータールームという言葉を、ちょっと私も記憶定かでないのですが、

特別教室が開放ゾーンとしてできるようにシャッターをこういうように配置するとい

うようなことでご答弁を申し上げたような記憶がございます。個々の部屋について、

コンピュータールームも含めて答弁したかどうかちょっと記憶が定かでないのですが、

特別教室を開放できるようにということではお答えした記憶がございます。 

   それから、図書館のことについてですが、町民の方々が利用できるということにな

れば、大人の人の図書も入れるのかということでございますが、まだそこまでは考え

てございませんで、施設としての図書館に大人の方、町民の方が来られて読み語りを

するとかいう、そういうことの場面は十分想定できるし、平成２３年４月から、平成

２３年の年が明けて学校ができて実際に稼働し出してから、それまでの間にそうした

ことについても考え方を整理しておきたいなと、このように存じます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 そういう答弁で結構でしょう。今後は、コンピュータールームを開放された

ものというふうに受けとめておきますので、後から訂正のないようによろしくお願い

いたします。 

   統合問題であります。実は、過日のときに資料で配付されたものがありまして、私

が非常に問題にしているのは、平成１９年から実は小学校の建設については常任委員

会で議論が始まったように記憶しています。そういうことからいいますと、先ほどの

統合問題で率直に申し上げて、お考えになるのはいかがということを申し上げたとこ

ろ、地域の合意確認に手間取るというような、地域を重視したいというお考えだと思

うのです。そのこと自体は間違っておりません。しかし、お金のない時代に２０億円

を超える積極投資をするわけです。その際に統合を前提にすれば、相当統合関係の補

助金がいただけるというふうに思います。過日、２月の頭ですけれども、明るく開放

的ということで、きょうの道新に置戸小学校で見学会、これが小学校の建設がなって、
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しかも先ほどの、後ほども議論になりますけれども、シックハウス対応も十分したと

いうようなことでお邪魔してちょっと意見を聞いてきたのです。その際には、やっぱ

り統合、３小学校統合やっています。１小学校残しましたけれども、置戸は。だけれ

ども、統合をやった結果かなりの統合補助金をいただいているということも言ってい

るのです。補助金の要綱上以上にもらったと。置戸の教育長と学校教育課長一緒に対

応していただきましていろいろ教えていただきましたけれども、統合することについ

ては文科省喜んで積極支援をするという姿勢を持っているそうです。ですから、いつ

ぞや教育委員会の小学校建設の特命担当から資料を要請したところ、出てまいりまし

た。これは、与えられた要綱とか補助金の支出基準に伴うものとして出されたもので

すが、現在の計画施設を統合事業として整備する場合に差額的には８９５万２，００

０円がもらえるよという話です。要するにしないからこれだけもらえていませんよと、

こういうことです。２クラス増の統合事業として整備する場合には１，８８９万３，

０００円もらえますよと。私が聞いている限りでは、置戸の場合には担当課長いわく、

自分たちが思っていた２倍から３倍にわたる手厚い補助をいただきましたと、個別交

渉によっては結構いろんなことがあるのですねと、我々の努力が報われましたと、こ

んな話もいただいているのです。 

   何が言いたいかというと、その資料の中にも書かれて、私どもにも配られた中にも、

地域の合意確認書は３年間有効なのです。それで、統合補助金というのを出せるとい

うことになっているのです。だとすれば、平成１９年からやれば十二分に、それは簡

単にいくいかないは別ですよ、地域の合意さえ、そういう事情を話して合意をかち取

れば、その分のお金もいただけたのではないかと。ちょっと時間がなくなってきます

ので、この辺で統合の問題についてはお考えをひとつ、なぜこれをやって財政厳しい

折からそういう努力をしなかったのか、お考えをお聞かせ願いたいと思うのです。ソ

フト事業、建設以外にもスクールバス関連の補助事業、これかなりあるのです、統合

によって。お考えを答弁してください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 １回目のご答弁について私からも答弁させていただいておりましたので、私

の考え方などもちょっとご披露させていただきたいと、このように思います。確かに

統合が前提であれば、そういった補助金が出るということでありますけれども、私が

思いますのは、統合ということは地域にとって非常に大きな課題のことだと、そのよ

うに思います。ほかの部分でもいろいろ課題として言われている部分がありますけれ

ども、確かに私どもの立場でいえば、効率性とか効果というものも求めなければなら

ないのは事実でありますけれども、そのことをまずもって例えば口を開けば、ひょっ

としたら私は感情論が先に立ってそういうようなお話が全くできるような環境になく

なるのではないかと、そういうことを心配をいたしているところであります。また、

私どもの例えば女満別小学校の校舎の改築が進んでいく、よしんばですけれども、も

し仮に豊住小学校がその後統合という選択をしたということであっても、それは建物

そのものに影響が及ぶことはないというふうに思います。ただ、先ごろ新聞報道にあ
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りました小清水町の人数ですとか、置戸の人数、私ちょっと存じ上げませんけれども、

そのようなことでそれらを想定した中で校舎を建てなければ、その後からではそうい

うものが十分生かされないというようなこともあったのではないかと。ほかの場面で

も、今回の議論の中でもてんまつなどを見ておりましたらありましたのは、結果あり

きで議論しているのかというような地域の方のご発言もありました。当然そういうこ

とではないと。このことをきっかけとして今議論をしておくことは、大切なことでは

ないかというようなことでその話し合いのテーブルにといいましょうか、意見交換の

テーブルに着かせていただいているということでありますので、ここは確かにいろん

なことを考えなければならない立場ではありますけれども、十分配慮した中で進めな

ければならないということについて、ぜひともこれはご理解を賜りたいと、そのよう

に思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 今町長が答弁されましたように、統合問題についてはそういうことを含めて

５月１日の状況で１０教室の普通教室と、さらに地域活動室、それから国際理解教室

という名称をつけて設計図上入れ込んでいるところでございます。もしそういうよう

に統合になりました場合は、それらの部屋も人数がふえるという関係上活用していく

と、そんな構想は一応持ってございます。 

   以上です。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 統合問題にこれ以上割いても、時間がほとんどなくなりましたので、私が申

し上げたかった趣旨は、済んだことはもうしようがないのです。ただ、私は、教育委

員会行政の進め方として、以前女満別町時代においても教育委員会がそれぞれ大成も

含め、開陽も含め統合に相当苦労されていました。なかなか簡単に統合にはならない

ものです。ですから、早目に着手して地域の皆さんとの情報交換、意見交換やるべき

なのです。それを平成１９年からやらないで、答弁にはなかったですが、ことしに入

ってから２回ほどとかというのを聞いておりますけれども、そんな調子ではちょっと

困るなということを苦言を呈しておきたいのです。もう今さら時間は戻りません。し

たがって、今後はそれを踏まえてしっかりと教育委員会行政としての仕事をしていた

だきたいということを申し上げておきたいわけであります。 

   １番肝心なことは、その答弁は、恐らくそのようにしますという話になるわけです

から、続けて申し上げます。時間もございません。４分しかありません。シックスク

ールの問題というのが出てきます。このことについて私は心配しております。紋別の

小向小学校の件は、文科省の学校環境衛生の基準でやってもなおかつだめで出てきた

ものなのです。ご存じだと思います。私も口が回りませんけれども、横文字ですが、

アセトニトリル、１メチル２ピロリドン、それからテキサノール、この３種類が出て

きて、それが原因となって先ほど教育長からお話あったように１年間も使えないよう
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な状態になったのです。そのほかの調査をやったときには問題がないのです。だけれ

ども、症状が出るということが問題だったのです。何が言いたいかというと、こうい

う基準でやれば大丈夫だと、特に教育長の得意なせりふで言うと、文科省の基準によ

ると夢はない、ある、こういうことをあなたはよく言う人だから、僕は確認しておき

たいのだけれども、こういう基準だけでは問題は解決しないのです。小向小学校が全

国の例になっているのです。私どもの網走管内にその事例が発生しているのです。そ

のことを先ほどは答弁で適切にそういうことのないようにと言っていましたけれども、

その３物質があるということについての認識はどの程度お持ちなのかどうか、その辺

深い認識をお持ちですか、お聞かせください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 統合の関係については、平成１９年度調査費を計上させていただいたという

ようなことだったかというふうに思いますので、その折に私からも教育委員会に地域

との懇談の持ち方ということについて指示をいたしました。実際に教育委員会とすれ

ば、正式な形で公的に意見を聞くというのは、確かに平成２０年度になってからであ

りますけれども、地域の中でどのような話の切り出し方がいいかというようなことで

非公式的にはいろいろな方にご助言をいただいて分析などもさせていただいていたと。

決して何もなしで急遽この折になってから話が降ってわいたということではないとい

うことについては、ぜひともご理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 最初に、先ほど答弁いたしましたコンピューター室のことについてですが、

合同常任委員会の折にそういうような答弁をしていません。私の勘違いでしたので、

コンピューター室の開放については撤回をさせていただきたいと思います。開放する

というような形で先ほど答弁いたしましたが、合同常任委員会の折にはそういう形で

答弁していませんでしたので、それについては撤回をさせていただきたいと、このよ

うに存じます。 

   それから、シックハウス症候群につきましてですが、今議員のほうから３つの物質

についての指摘がございました。それらについて詳しく私も存じ上げていないところ

でございまして、今後それらについて学習をいたしますと同時に、私が聞いたところ

によりますと、個人差もさらにそれにかかわるということでなかなかデリケートな面

があると。子供によって敏感に反応する子供とそうでない子供とがいるということも

非常にデリケートにかかわってくるということで、子供たちの食物アレルギー、そば

なんか食べれない子供なんかも、卵を食べれない子供なんかもいるわけですが、それ

らとのかかわりについてもこの後勉強してまいりたいと、このように存じますので、

よろしくご指導いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 
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◇小島議員 あと３分であります。シックスクール問題については、気になるからもう一

度確認をさせていただきます。児童の個人差があると、そういう見解を持っている現

場の職員の皆さんが多いということは、何となく推察はできます。今教育長がそう言

うのですから、教育長自身が。ところが、全国には事例がありまして、ある教員がそ

れについての過敏症であるかどうかを理科室に連れていってその物質に触れさせたと

いう事件があるのです。知っていますか。そのことによって損害賠償が発生しました。

私の記憶では、ちょっと今慌てて見ますから、後ほど必要だったら、それこそ差し上

げてもいいのですが、たしか５，０００万円相当の、堺市だと思いますけれども、損

害賠償を払わなければならない羽目になりました。ですから、個人差があるからわか

らないよという言い方はだめなのです。一番刺激の受けて、今の子供たち特にそうな

のです。そこに合わせて考えなければいけない、残念なことに。だから、給食だって

相当こだわりを持って進めておられるでしょう。ですから、化学物質の過敏症につい

ては個人差があるから、あいつ弱いからなということになると、いじめの対象にもな

ります。気をつけてもらいたいと思うので、改めて確認をさせてください。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 個人差の問題については、大変舌足らずだったかなというように反省してお

ります。今議員がおっしゃられたように、個人差があるので、それほどデリケートで

あるので、十分その辺に配慮をしていかなければいけないというようなニュアンスで

申し上げたかったところなのですが、舌足らずでございました。そういうことも含め

て、この後また学習をしてまいりたいと、このように存じますので、よろしくご指導

いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 もうあと１分であります。地域の文化財、地域文化の継承と対策についてで

す。それぞれご答弁いただきました。しっかりとお進めをいただきたいと思います。

湖底遺跡については、お話があったように７，０００年とも言われております。モヨ

ロ貝塚との関係もあります。なぞのオホーツク民族の問題もあります。極めて貴重な

遺跡です。そしてまた、先ほども積極答弁いただけたというふうに解釈していますが、

ほっておけば地権者の方は僕が聞いている限りではあの跡にし尿だめをつくるという、

本気かどうかわかりませんが、私と個人的会話でなっています。教育委員会から一度

でもお尋ねがあったかと言ったら、ないと言っています。しっかり仕事やってくださ

い。最後にそれだけ聞きます。 

 

◇議  長 中村教育長。 

 

◇教 育 長 湖底遺跡のことについてですが、調査をしたのは網走市の教育委員会が、先
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ほどおっしゃられました米村先生などもかかわっていたということは聞いております。

それから、先ほど掩体ごうにつきましては、議員の指摘のとおりであります。仕事が

おくれていると、率直に反省をいたしております。今後地権者の方と協議をさせてい

ただきながら取り進めてまいりたいと、このように思いますので、引き続きご指導賜

りたいと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて小島一弘議員の一般質問を終了します。 

  これで一般質問を終わります。 

 

    ◎休会の議決 

◇議  長 お諮りします。 

委員会審査のため、３月１６日と３月１７日の２日間は、休会としたいと思いま 

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、３月１６日と３月１７日の２日間は、休会といたします。 

 

◎散会の宣告 

◇議  長  以上で本日の日程は全部終了しました。 

次の本会議は、３月１８日に時間を繰り下げて開催したいと思います。 

本日はこれで散会します。 

ご苦労さまでした。 

散会 午後 ５時１７分 
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- 1 -

開議 午後 ３時２３分 

◎開議の宣告 

◇議  長 ただいまから平成２１年第１回大空町議会定例会第８日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、１２番、

小島一弘議員及び１３番、豊島義秋議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

片山事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとおり

であります。 

本日の議事日程は、配付してあります議事日程表のとおりであります。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 議案第２３号 

◇議  長 日程第２、議案第２３号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

たいと思います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２３号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第２３号 大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３ 議案第２４号 

◇議  長 日程第３、議案第２４号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

たいと思います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２４号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２４号 大空町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第２５号 

◇議  長 日程第４、議案第２５号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行

いたいと思います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２５号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 



- 3 -

したがって、議案第２５号 大空町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第２６号 

◇議  長 日程第５、議案第２６号 大空町税条例の一部を改正する条例制定について

を議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２６号 大空町税条例の一部を改正する条例制定についてを採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２６号 大空町税条例の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第２７号 

◇議  長 日程第６、議案第２７号 大空町減債基金条例等の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

たいと思います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２７号 大空町減債基金条例等の一部を改正する条例制定について

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第２７号 大空町減債基金条例等の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第２８号 

◇議  長 日程第７、議案第２８号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２８号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２８号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第２９号 

◇議  長 日程第８、議案第２９号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第２９号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第２９号 大空町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第３０号 

◇議  長 日程第９、議案第３０号 大空町給排水事業経営審議会条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第３０号 大空町給排水事業経営審議会条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３０号 大空町給排水事業経営審議会条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第３１号 

◇議  長 日程第１０、議案第３１号 大空町道路占用料徴収条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第３１号 大空町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第３１号 大空町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第３２号 

◇議  長 日程第１１、議案第３２号 大空町普通河川管理条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第３２号 大空町普通河川管理条例の一部を改正する条例制定につい

てを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３２号 大空町普通河川管理条例の一部を改正する条例制定に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３３号 

◇議  長 日程第１２、議案第３３号 大空町準用河川占用料等徴収条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

本案については、既に提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第３３号 大空町準用河川占用料等徴収条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第３３号 大空町準用河川占用料等徴収条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第３４号 

◇議  長 日程第１３、議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計から、日程第２２、

議案第４３号 平成２１年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの10件を一括

議題とします。 

本案について予算審査特別委員会の報告を求めます。 

予算審査特別委員会委員長 森進議員。 

 

◇森 議 員 （委員長報告） 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

   お諮りします。議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計予算から、議案第４３

号平成２１年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの１０件を、一括して採決

したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、そのように決定しました。 

   これから、議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計予算から、議案第４３号平

成２１年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの１０件を、一括して採決しま

す。 

   議案第３４号から議案第４３号までの１０件に対する特別委員会の審査報告は、い

ずれも原案のとおり可決です。 

   議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計予算から、議案第４３号平成２１年度

大空町個別排水処理事業特別会計予算までの１０件は、特別委員会審査報告のとおり、

原案のとおり可決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３４号 平成２１年度大空町一般会計予算から、議案第４３号

平成２１年度大空町個別排水処理事業特別会計予算までの１０件は、原案のとおり可

決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第４４号 

◇議  長 日程第２３、議案第４４号 和解及び損害賠償の額を定めることについてを

議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

斉藤国民健康保険診療所事務長。 
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◇国民健康保険診療所事務長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４４号 和解及び損害賠償の額を定めることについてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号 和解及び損害賠償の額を定めることについては、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議第４５号 

◇議  長 日程第２４、議第４５号 北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更につ

いてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

川口企画課長。 

 

◇企画課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４５号 北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更についてを採

決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号 北網広域圏組合の解散に伴う財産処分の変更について
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は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議第４６号 

◇議  長 日程第２５、議第４６号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１２

号）を議題とします。 

   本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政係長。 

 

◇財政係長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４６号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１２号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第１２号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議第４７号 

◇議  長 日程第２６、議第４７号 平成２１年度大空町国民健康保険直営診療施設勘

定特別会計補正予算（第５号）を議題とします。 

   本案について、提案理由の説明を求めます。 

斉藤国民健康保険診療所事務長。 

 

◇国民健康保険診療所事務長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４７号 平成２０年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特別会

計補正予算（第５号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号 平成２０年度大空町国民健康保険直営診療施設勘定特

別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７  

◇議  長 日程第２７、大空町議会議員定数等調査特別委員会の調査報告についてを議

題とします。 

議員定数等調査特別委員会から、大空町議会会議規則第７６条の規定に基づく、調

査報告書の提出があります。 

本案について、委員長の報告を求めます。 

議員定数等調査特別委員会委員長 厚海六郎議員。 

 

◇厚海議員 平成２１年３月１８日、大空町議会議長後藤幸太郎様。大空町議会議員定数

等調査特別委員会委員長厚海六郎。 

議員定数等調査特別委員会の調査報告について。本委員会に付託された事件につい

て、その調査の結果を大空町議会会議規則第７６条の規定により別紙のとおり報告い

たします。 

議員定数等調査特別委員会調査報告書１、特別委員会の設置及び組織。  

設置年月日、平成１９年１２月１３日（平成１９年１２月定例町議会）。  

名称、大空町議会議員定数等調査特別委員会。 

付託事件、議員定数等議会改革に関する調査。  

委員の構成、委員１７名。委員長厚海六郎、副委員長植田泰弘、委員近藤哲雄、松

田信行、斉藤宏司、森田暢明、松岡克美、坂本一光、元木良一、深川昇、平田一行、

勝田鉄城、小島一弘、豊島義秋、田中勝吉、樫原達也、森進、以上であります。  

調査の経過。第１回、平成１９年１２月１３日、正副委員長の互選を行いました。

第２回において特別委員会の信任期間を平成２１年３月までといたしました。第３回

以降、第６回まで議員報酬、期末手当、役員加算１５％についてを協議をいたしまし

た。その間３月２７日に栗山町議会の議会報告会を視察研修いたしております。平成

２０年第３回大空町議会臨時会、平成２０年５月２２日、大空町議会議員の報酬及び

費用弁償条例の一部を改正する条例（期末手当の役職加算の廃止）を可決。平成２０

年６月３０日、東神楽町の議員定数削減への取り組みについて東神楽町議会を視察研

修をいたしております。第７回以降につきましては、議員定数について審議を行いま
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した。その間、平成２０年１１月１７日、町民との対話の方法等について協議をいた

しました。平成２０年１１月２６日から平成２１年２月１日まで、延べ１１会場、１

７６名の参加をいただいて、町内各団体並びに町民懇談会を開催をいたしております。

そして平成２１年２月２０日、町民懇談会の最終報告を行い、議員定数について具体

的に協議を始めております。平成２１年３月５日、特別委員会を一般公開で開催をい

たしております。第１４回において３月１２日大空町議会の議員の定数を定める条例

の一部を改正をする条例の案について協議をいたしました。 

調査の結果について。平成１２年地方分権一括法の施行以来、地方自治体は、従来

にも増して地域の実状に即した政策や施策を形成し、みずからの責任において実施す

ることが求められており、議会の果たす役割もますます大きくなってきております。  

大空町においても、町税を初めとする自主財源の確保、充実と収支の均衡を図りつつ

町民にとって必要な行政サービスの継続的提供に努められているなか、本町を取り巻

く状況は、町民要望の多様化、高度化、税使用料等の収入の減少等により合併後も依

然として厳しさが続く財政状況、少子高齢化の進展、人口減少時代の到来など、大き

く変化しております。町ではこのような状況の変化に的確に対応し、かつ、将来にわ

たって持続可能な行財政運営を実現するため、行政サービスの民間委託、事務事業の

簡素効率化、町民との協働のまちづくりの推進、職員給与の削減、職員定数の適正化

などさまざまな行財政改革に取り組んでいるところです。 

一方、近隣市町の議会においても、厳しい市町財政の状況や民意の動向を反映し、

議会の活性化、改革の一環として議員定数を見直す動きが広がり、議員定数も減少し

てきています。このような状況下にあって、本町議会では、地方分権社会にふさわし

いチェック機関としての機能を発揮しつつ、町民の信頼と付託に十分こたえ、的確に

反映できる議会づくりに向けて、議員みずからその定数等について調査するため、平

成１９年１２月１３日、議員定数等調査特別委員会を設置しました。本委員会は、１

４回にわたる委員会の開催並びに道内先進地の行政視察などを通じて鋭意かつ慎重に

調査を重ねた結果、本町議会の議員定数等について次のとおり結論を得ましたので報

告するものです。なお、議会改革に関する事項については、議員定数に関する範囲に

おいて調査を行いましたので申し添えます。 

期末手当について。平成１９年度人事員勧告、期末勤勉手当０．０５ヶ月分引き上

げの凍結、２０万３，４９５円、０．３４％の削減であります。平成２０年度６月、

１２月支給分からの役職加算１５％の廃止、これは２３６万２，２８０円、３．９０

％の削減です。 

議員定数について。平成２１年３月５日開会の第１３回委員会において、記名投票

による採決の結果、次期改選期（平成２２年４月２２日任期満了）における本町議会

の議員の定数を１２名とすることに決定いたしました。現行に対比して２，０７６万

８，２５０円、３１．９５％の削減にあたります。 

議会改革について。議員定数等に関する町内各団体並びに町民懇談会の開催による

議会に対する民意の把握、１１会場１７６名。委員会審議の一般公開の取り組み、議

会だより及び議会ホームページの掲載等になっております。以上でございます。 

 



- 12 -

◇議  長 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

   これから、大空町議会議員定数等調査特別委員会の調査報告についてを採決します。 

   本件は、委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、大空町議会議員定数等調査特別委員会の調査報告については、委員長

報告のとおり決定しました。 

 

◎日程第２８ 発議第１号 

◇議  長 日程第２８、発議第１号 大空町議会の議員の定数を定める条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

議員定数等調査特別委員会委員長 厚海六郎議員。 

 

◇厚海議員 発議第１号 大空町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例制

定について、このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のと

おり提出します。 

平成２１年 ３月１８日提出。提案者につきましては、私、厚海六郎並びに、植田、

近藤、松田、斎藤、森田、松岡、坂本、元木、深川、平田、勝田、小島、豊島、田中、

樫原、森の各議員であります。 

大空町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例。大空町議会の議員の

定数を定める条例（平成１８年大空町条例第４号）の一部を次のように改正する。

「１８人」を「１２人」に改める。附則、この条例は、公布の日から施行し、次の一

般選挙から適用する。 

議員定数等調査特別委員会は、合併後も依然として厳しい大空町財政の状況や近隣

市町の動向等を踏まえ、議員定数や議員報酬、議会改革など、地方分権時代にふさわ

しい大空町議会のあり方を検証、検討するため、平成１９年第４回定例会において議

長を除く委員１７名によって設置され、先ほどご承認いただきました調査結果報告書

のとおり、調査、検討を行ってきました。 

町財政の早期健全化に議会としても積極的に取り組むべく、６月及び１２月に支給

されている議員の期末手当に関し、昨年５月22日に開かれた第３回臨時町議会におい

て役職加算（15％）の廃止関連議案が可決され、同日より施行されているところであ

ります。また、第７回委員会からは、議員定数のあり方についての審議を進め、特に、

議員定数に的を絞っての町民の皆様のご意見等を伺うべく、昨年１１月２６日から本

年２月１日まで、延べ１１会場、１７６名の方々のご参加をいただき、議員定数等に
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関する町内各団体、町民懇談会を開催いたしました。その中で、積極的に定数を削減

すべきだ。あるいは、合併直後であり、もう少し現状のまま諸問題の調整に取り組ん

でもよいのではないか。など、数多くのご意見等をいただきました。このことは、本

委員会の審査における判断材料の一つとして参考にしたところであります。ご参加い

ただきました方々に対し、心からお礼申し上げます。 

このような経過等を踏まえ、次期改選期に向けた大空町議会にふさわしい議員定数

のあり方について、慎重に審議を重ねてまいりました結果、３月５日に一般公開の上、

開催いたしました第１３回委員会において、ただいま、発議上程いたしました内容の

とおり、委員会決定に至ったところであります。 

旧東藻琴村、旧女満別町が合併し、大空町としてスタートをしてから早いもので丸

３年の春を迎えようとしております。月日は３年経ちますが、まだまだ整理をしなけ

ればならない行政課題も山積している状況等にあります。 

町民の方々からも、現在の１８名の形での議会活動に期待したいとの声もお寄せい

ただいたところでありますが、次期改選期を１２名という少数の定数となったとして

も、全ての議員が、あすの大空町の郷土のために、将来を担う子供たちのために、定

数削減による影響を感じさせない形で、精力的に活動いただけるものと信じていると

ころでありますので、本条例の一部改正案につきまして、議員各位のご賛同を賜りま

すよう何とぞよろしくお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。どうぞよろし

くお 願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１号 大空町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１号 大空町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 発議第２号 

◇議  長 日程第３、発議第２号 大空町議会議員定数等調査特別委員会の廃止に関す

る決議を議題とします。 

   本件について、大空町議会会議規則第３９条第２項の規定により、趣旨説明を省略
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したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって本件は趣旨説明を省略することに決定し

ました。 

   これから、発議第２号 大空町議会議員定数等調査特別委員会の廃止に関する決

議をおとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号 大空町議会議員定数等調査特別委員会の廃止に関する決

議は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 発議第３号 

◇議  長 日程第３０、発議第３号 議会運営委員会の閉会中の継続調査についてを議

題とします。 

議会運営委員会委員長から、会議規則第７４条の規定によって、お手元に配りま

した本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項等について、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

 

◎日程第３１ 発議第４号 

◇議  長 日程第３１、発議第４号 各常任委員会の閉会中の所管事務調査についてを

議題とします。 

   各常任委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７４条の規程によって、お

手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありま

す。 

   お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

 

◎日程第３２ 発議第５号 

◇議  長 日程第３２、発議第５号 懸案事項促進のための、議員派遣についてを議題
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とします。 

   平成２１年度中の懸案事項促進のため、派遣用務の選択、派遣議員の氏名、人員、

派遣期間及び用務地等について、その都度、議長において検討のうえ決定し、議員を

派遣することにしたいと思います。 

   お諮りします。発議第５号は、そのように決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第５号は、そのように決定しました。 

 

◎日程第３３ 発議第６号 

◇議  長 日程第３３、発議第６号 北海道の自衛隊体制維持を求める要望意見書を議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

    質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第６号 北海道の自衛隊体制維持を求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 北海道の自衛隊体制維持を求める要望意見書は、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第３４ 発議第７号 

◇議  長 日程第４、発議第７号 市町村立病院・診療所の経営安定化と療養病床の維

持存続を求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 （提案理由説明） 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第７号 市町村立病院・診療所の経営安定化と療養病床の維持存続を

求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第７号 市町村立病院・診療所の経営安定化と療養病床の維持存

続を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３５ 発議第８号 

◇議  長 日程第３５、発議第８号 中山間地域等直接支払制度の継続に関する要望意

見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第８号 中山間地域等直接支払制度の継続に関する要望意見書を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第８号 中山間地域等直接支払制度の継続に関する要望意見書は、

原案のとおり可決されました。 
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◎日程第３６ 発議第９号 

◇議  長 日程第３６、発議第９号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡

充を求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行いたいと思います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第９号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡充を求める

要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第９号 雇用対策の充実・強化とセーフティーネットの拡充を求

める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３７ 報告第３号 

◇議  長 日程第３７、報告第３号 例月出納検査報告についてを議題とします。  

   監査委員から、例月出納検査報告書の提出がありましたので、監査委員の報告を求

めます。 

佐々木代表監査委員。 

 

◇佐々木代表監査委員 （監査委員報告） 

 

（質疑があれば許す） 

  

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

 

◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 
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山下町長から発言があれば許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 ３月は３１日まであるわけでありますけれども、例年私の感じておりますの

は、あっという間に過ぎるというのが正直な印象でございます。しかしながら例年３

月は定例町議会の中で予算審査なども行っていただきまして、この間は今年度につい

ては８日間、例年１週間程度ということでありますけれども、この期間はこの３１日

よりもさらに長いのではないかとそんな印象さえ持ってございます。今回の定例会に

おいても数多くのご意見やご提言をいただき、またさらに数多くの案件についてご決

定をいただいたところであります。補正予算、さらには新年度の予算などについても

ご決定をいただきました。しかし、私ども考えますと予算を成立させることそのもの

が目的ではなくて、この予算をいかに町民のための予算として執行していくか、町民

の幸せに結びつけていくかということが目的であろうと、そのように感じてございま

す。４月からと言わずにあすから新年度に向かってその執行の準備に図ってまいりた

いとそのように思ってございます。是非、皆様今後ともご指導いただきますようによ

ろしくお願いを申し上げます。最後にこの８日間、各班からご審議を賜りましたこと

に重ねてお礼を申し上げご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２１年第１回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

閉会 午後４時５０分 

 




